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車載マニュアル
車載マニュアルは常に車両に保管し、車両を売却する
場合は新しいオーナーにお渡しください。
車両本体または車載マニュアルについてのご質問、ご
提案がございましたら、下記までご連絡ください。お
問い合わせ先：
Dr. Ing. h.c. F. Porsche AG
Vertrieb Customer Relations
Porscheplatz 1
70435 Stuttgart
Germany

装備品
ポルシェでは絶えず車両やアプリケーションの開発と
改良を行っており、お客様の車両の装備品や仕様等が
この取扱説明書の内容と一部異なる場合があります。
あらかじめご了承ください。 装備品は、標準の同梱部
品または国別の車両装備に必ずしも対応していませ
ん。追加装備品の詳細については、ポルシェ正規販売
店にお問い合わせください。
各国の法律等の違いにより、この取扱説明書の内容が
車両の仕様と異なる場合があります。 この取扱説明書
に記載されていない装着品が Porsche に装備されてい
る場合、Porsche 正規販売店がその装備品の取り扱い
方法とメンテナンスについてご説明いたします。

警告およびシンボル マーク
この説明書には様々な警告およびシンボル マークが使
用されています。

危危険険 重傷または死亡に至る危
険

「危険」欄の警告を守らないと、重傷または死亡に至
る危険があります。

警警告告 重傷または死亡に至る可
能性

「警告」欄の警告を守らないと、重傷または死亡に至
る可能性があります。

注注意意 中程度のケガまたは軽傷
を負う可能性

「注意」欄の警告を守らないと、中程度のケガまたは
軽傷を負う可能性があります。

知知識識 車両が損傷する可能性

「知識」欄の警告を守らないと、車両が損傷する可能
性があります。

イインンフフォォメメーーシショョンン

追加情報は｢インフォメーション｣という語を用いて記
載されます。

bb 機能を使用するために満たす必要のある前提条
件。

e お守りいただく必要のある指示。
11.. 指示が複数のステップに分かれる場合は、番号が

付けられています。

11.. タッチ ディスプレイに関してお守りいただく必要
のある指示です。

> トピックに関する詳しい重要情報が記載されてい
る参照先を示します。

エアバッグ警告ラベル

危危険険 助手席のチャイルド シー
ト

チャイルド シートが助手席に取り付けられている場
合、エアバッグが作動した際に重傷または致命傷を負
う危険があります。
e お子様にケケガガやや死死亡亡のの危危険険があるため、フフロロンントト

エエアアババッッググがが有有効効ににななっってていいるる状状態態でで、後ろ向き
チャイルド シートを助手席で絶絶対対にに使使用用ししなないいで
ください。

> 「チャイルド シート」の章（ 160ページ）を参照
してください。



2

マニュアルの構成
取扱説明書 – デジタル 目次 安全性とドライビング プレジャー 概要

取扱説明書は、車内の車載デジタル形
式で入手可能です。
> 3ページ

概要を把握し、確認したいトピックを
探すことができます。

ドライビング プレジャーを安全に楽し
む方法をご覧ください。
> 5ページ以降

部品やコントロールについて十分に理
解してください。
> 20ページ以降

実用的なヒント 50 音順トピック テクニカル データ 索引

新機能についての補足情報をご覧くだ
さい。
> 27ページ以降

部品やコントロールの仕組み、および
それらを操作する方法をご覧くださ
い。

特定の図を検索してください。
> 295ページ以降

確認したい情報をすぐに見つけること
ができます。
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取扱説明書 – デジタル
お客様の車両についての詳しい情報はオオンンボボーードド車両取扱説明書をご覧ください。

オオンンボボーードド

取扱説明書はポルシェ コミュニケーション マネー
ジメント (PCM) の下記で確認できます:

e 車車両両 e 制制御御 e ママニニュュアアルル
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目次
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HOLD 機能：停止制御 .................................................283
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インテリア ライト ...........................................................44

エア サスペンションおよびレベル コントロール シス
テム付きポルシェ アクティブ サスペンション マネー
ジメント (PASM) .............................................................58
エンジンの始動および停止 ............................................67
オフロード ドライビング プログラム .........................70
オフロード走行 ................................................................71
オンロード ドライビング プログラム .........................75
オート スタート / ストップ機能 ..................................68
クルーズ コントロール ...................................................83
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ハイブリッド車両 ..........................................................184
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ポルシェ アクティブ セーフ (PAS) ...........................223
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ルーフ スポイラー ........................................................267
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ドライビングプレジャーはその
ままに、安全性を向上
ポルシェ車は 最高のパフォーマンス、最高のスポーツ
性を誇ります。 魅惑的な経験 - 間違いありません。 更
にはどのような状況でも安全性を提供します。 そのた
めポルシェ社では、安全とは究極の品質であると考え
ます。
ここで、ポルシェ運転中の安全性を保証する自らの役
割を知ることができます。

完璧なテクノロジー、安全性の前提
条件
高品質な素材とスタッフの優れた技術でお客様の車両
を末永く見守ります。 車両の能力を十分に発揮させる
ためには、注意とケアが必要です。 ポルシェにお任せ
いただければ、重大な局面でもお客様の信頼に応える
ことをお約束いたします。

車両の損傷および正常な動作の点検

技術的な不具合が生じている車両は、不良な作動挙動
などにより事故を招く恐れがあります。
e 車両を定期的に点検し (少なくとも 1カ月に 1 度お

よび長時間のドライブの前)、良好な状態であるこ
とを確認してください。 特に、以下の点に注意し
てください:
– タイヤに損傷がない、空気圧が適正でトレッド

の深さが十分ある
– ヘッドライト、ブレーキ ライト、および方向指

示器がすべて作動する

– エアロ パーツに損傷がない
– ワイパー ブレードに損傷がない
– ガラスのひび割れまたは損傷がなく、フロント

ガラス / ウィンドウが妨げられていない
– ドア ミラーおよびルーム ミラーに損傷がな

く、正しい位置になっている
– センサーおよびカメラにひび割れまたは損傷が

ない
– クーリング エア ダクト、センサーおよびカメ

ラが妨げられていない (フィルム、ストーン
ガード、ライセンス プレート ホルダーなどで)

e 車両内の電話やラジオ アンテナを装備した無線機
器は、接続済みの外部アンテナを使用して作動さ
せ、車内の電磁波のしきい値が超えないようにし
てください。

タイヤの損傷点検

損傷したタイヤは走行中にバースト (破裂) する恐れが
あります。 車両のコントロールを失う恐れがありま
す。
e 走行頻度や状態に応じて少なくとも 1 カ月に 1 度

は定期的にタイヤを点検し、異物の噛み込み、欠
損、切り傷、亀裂、膨れなどがないか確認してく
ださい。 タイヤの側面も必ず点検してください。

e 損傷の疑いがある場合は、ポルシェ正規販売店で
タイヤおよびホイール全体の点検を受けてくださ
い。

e 損傷したタイヤを装着したままで運転を続けなないい
でください。 損傷したタイヤはただちに交換して
ください。ポルシェ正規販売店にご相談くださ

い。 ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

タイヤ空気圧の調整

極端に低いまたは高いタイヤ空気圧は、タイヤおよび
ホイールに修復不可能な損傷を与えるだけでなく、制
動距離が長くなり、事故を起こす危険が大幅に高まり
ます。 タイヤ空気圧が低すぎる場合は、燃費が著しく
低下する恐れがあります。
e タイヤの種類および積載重量に適したタイヤ空気

圧に調整してください。
> 「テクニカル データ」の章（ 295ページ）を

参照してください。
> 「タイヤ空気圧」の章（ 302ページ）を参照

してください。
e マルチファンクション ディスプレイのタイヤ空気

圧モニタリング メニューの設定が、車両に装着さ
れているタイヤおよび車両の積載荷重と一致して
いることを確認してください。
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照して

ください。
e 赤色のタイヤ空気圧警告がインストルメント クラ

スターに表示されるとき: 直ちに適切な場所に停車
し、タイヤに損傷がないか点検してください。 損
傷したタイヤを装着したままで運転を続けなないいで
ください。 必要に応じてパンク修理剤で応急処置
を行ってください。
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> 「パンク」の章（ 190ページ）を参照してく
ださい。

ライトの点検

ライトが故障すると、視界不良の際にお客様の車両が
暗くなり見えにくくなります。 他の道路使用者に気付
かれるのが遅れ、事故の危険が増大する恐れがありま
す。 以下のライト類を点検してください:
– パーキング ライト、ロー ビーム、ドライビング ラ

イト、ハイ ビーム、方向指示器
– ブレーキおよびリバース ライト
– フォグ ライト
e すべてのライトが正常に機能していることを確認

し、故障したライトは直ちに修理してください。

エアロ パーツの点検

エアロ パーツ (スポイラーまたはアンダーボディ パネ
ル) が損傷または紛失しているとハンドル操作が正常に
行えなくなります。

e 車両に損傷の兆候がないか点検します。
e 損傷または紛失した部品は速やかに交換してくだ

さい。

ウインドウおよびワイパー ブレードを清潔に保
ち正常に機能するようにしてください

フロントガラス、ウィンドウが汚れていたり、ワイ
パー ブレードが故障していたりすると、視界が悪くな
り事故の危険が著しく増大します。
e 車両およびフロントガラス / ウインドウはきれい

な状態を保ってください。
e 凍結したワイパー ブレードは溶かし、フロントガ

ラスから動くようにします。
e ワイパー ブレードは定期的に、または少なくとも

フロントガラスに筋が残るようなら交換します。
> 「ワイパー ブレード」の章（ 214ページ）を

参照してください。

点検および仕様変更は、必ずポルシェ正規販売店
で行ってください。

車両の仕様を変更すると、悪影響が及んだり安全機能
を無効にしたりする恐れがあります。 認可されていな
い作業の実施は、保証期間内であっても請求が無効に
なることがあります。
e 車両のすべての点検および仕様変更は必ずポル

シェ正規販売店で行ってください。 これにより、
車両の信頼性と走行安全性を保証し、車両の不完
全な整備の結果として生じる損傷を防ぐことがで
きます。 ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いた
します。十分なトレーニングを受けた経験豊かな
スタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装
置を駆使し、確かな整備をお約束します。

故障診断用ソケット

故障診断用ソケットは、ポルシェ正規販売店で故障診
断機器を接続するために使用されます。
外部装置 (ナビゲーション ユニット、ヘッドアップ
ディスプレイなど) を故障診断用ソケットに接続した場
合、車両システムの機能に支障をきたしたり、イグ
ニッションを OFF にしたときにバッテリーを消耗させ
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たり損傷 (完全放電) させたりする恐れがあります。 外
部装置やケーブルはペダル周辺で邪魔になったり、ブ
レーキを踏んだ時や方向転換をした時にペダルに引っ
掛かったりする恐れがあります。
e いかなる装置も故障診断用ソケットに接続しない

でください。
e いかなる装置やケーブルも運転席フットウェルに

置かないでください。

ポルシェのスペア パーツ

e お客様の車両専用のポルシェ純正スペア パーツ、
またはポルシェ社が要求する性能、品質基準を満
たす同等部品のみを使用してください。 これによ
り、車両の信頼性と走行安全性を保証し、車両の
不完全な整備の結果として生じる損傷を防ぐこと
ができます。 これらの部品はポルシェ正規販売店
から入手できます。 ポルシェ正規販売店のご利用
を推奨いたします。十分なトレーニングを受けた
経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工
具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。

e ポルシェ テクイップメントの範囲またはポルシェ
が検査し認定したアクセサリーのみ使用してくだ
さい。 ポルシェテクイップメントについての情報
は、ポルシェ正規販売店にお問い合わせくださ
い。

イインンフフォォメメーーシショョンン

他社製のスペア パーツまたはアクセサリーを使用し、
それにより損傷などが発生した場合、ポルシェ社はい
かなる責任も負いかねます。 スペア パーツやアクセサ
リーを供給しているメーカーが認定メーカーであって
も、車両の安全性が損なわれる恐れがあります。
ポルシェ社の承認していないスペア パーツまたはアク
セサリーを使用すると、車両の保証が適用されないこ
とがあります。

荷物、安全装備、車両に子供をのせ
るとき： ポルシェ ドライバーへの注
意事項
ポルシェ車は、100km/h (60 mph) までわずか数秒と
いう加速タイムを誇ります。 このパワーを思いのまま
に操るには、走行前に万全の準備をして安全を確保す
る必要があります。
このため、走行前の準備にも走行するときと同等の情
熱を注いでください。

あなたの命を守るもの： シート ベルトの適切な
着用

シート ベルトは適切に着用し、正常に機能している場
合にのみ乗員保護効果を発揮します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

シートベルトを着用しない場合、30 km/h という低速
でも重症を負う場合があります。 安全装備は、組み合
わさって機能する場合にのみ、乗員を保護します。 例
えば、エアバッグはシート ベルトも正しく着用してい
る場合にのみ保護機能が正常に働きます。

e 短い距離だとしても、シート ベルトを常時しっか
りと固定します。

e 1つのシート ベルトは、1人の占有者だけを保護す
るために使用してください。

e 厚手の衣類 (例: コート) は脱いでください。
e 硬い物または壊れやすい物の上からシートベルト

を締めないでください (例: メガネまたはボールペ
ン)

e シート ベルトをねじらないでください。
e 使用していないシート ベルトは完全に格納されて

いることを必ず確認してください。
e 妊婦の場合： 妊娠している運転手または乗客は、

ラップベルトを腹部の下、ショルダーベルトを胸
の上で締めます。

e 劣化または破損した場合、ベルト、ベルト バック
ルまたは接続箇所を交換してください。
> 「シート ベルト」の章（ 119ページ）を参照

してください。

エアバッグ システム

すべての乗員がシートベルトを着用し、正しいシート
位置を維持している場合のみ、エアバッグ システムは
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保護効果を発揮します。 荷物は必ず安全に収納してく
ださい。
e 占有者とエアバッグが展開する範囲の間に、人、

動物、または障害物がないことを確認してくださ
い。

e エアバッグから一定の距離を保ち、ドアの内側に
もたれかからないでください。 走行中、足は常に
足元の空間に置いてください。 ダッシュボードや
シート クッションの上に足を乗せないでくださ
い。

変更を加えたエアバッグ システムは保護機能が機能し
ません。 エアバッグが不意に作動したり、全く機能し
なかったりする危険があります。 エアバッグが不用意
に作動した場合、重傷を負う恐れがあります。
e シートカバーを使用しないでください。
e ハンドルまたはエアバッグ周辺に、付加的な装飾

またはステッカーを付けないでください。
e エアバッグの配線の近くには、アクセサリー類の

配線を取り付けないでください。
e エアバッグ構成部品 (例: ステアリングホイール、

フロント シート、ルーフ トリムなど) は取り外さ
ないでください。

e エアバッグ システムの配線や構成部品を改造しな
いでください。
> 「エアバック システム」の章（ 61ページ）を

参照してください。

パッセンジャー コンパートメントのすべての荷
物の固定

パッセンジャー コンパートメント内で安全にまたは適
切に配置されていない負荷は、ブレーキ、加速、方向
転換、または事故の結果としてスライドすることがあ
ります。 これにより、乗員に危険が及んだりケガを負
わせる恐れがあります。

イインンフフォォメメーーシショョンン

例えば、50 km/h (30 mph) で衝突した場合、固定し
ていない荷物はその重量の最大 50 倍の力で前方に投
げ出される可能性があります。 例えば、1.5 L のペッ
トボトルの水が室内を飛んだ場合、最大 75 kg の力が
かかります。

e 荷物を載せるときは必ず固定してください。
e 荷物は常にラゲッジ コンパートメントやルーフ ト

ランスポート システムなどに安全に収納してくだ
さい。

e 小物類は小物入れに収納し、確実に閉じてくださ

い。 必ず小物入れから荷物が飛び出さないように
してください。

e ラゲッジ コンパートメント カバーの上またはダッ
シュボードの上に物を置かないでください。

e タイダウン ベルトで荷物を固定してください (ベル
トの強度は最低でも 700kg のものを使用)。

e カバーのないストレージ コンパートメントで重い
物体を移送しないでください。

e さらに、乗員に安全対策に関するすべての情報を
提供してください。

荷物の適切な運搬および収納については：
> 「収納スペース」の章（ 146ページ）を参照して

ください。
> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 251ペー

ジ）を参照してください。

挟み込みの防止

人や動物が以下の車両部品の作動範囲内にいると、身
体の一部が巻き込まれたりまたはケガをする恐れがあ
ります。 特に以下の部品が挙げられます：
– 調整式シート
– ドア
– ウィンドウ
– トレーラー ヒッチ
– フラップ、リッド、ルーフ、スポイラー
– ストレージ コンパートメントの蓋
e これらの車両構成部分を稼働する場合、人または

動物が稼働範囲内にいないことを確認してくださ
い。
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お子様の振る舞いの監督

お子様は危険を正確に判断できないことがあり、危険
な状況で不適切に行動する可能性があります。
お子様が自動設定 (例: シート調整など) を誤って作動
させ、ケガをする恐れがあります。 緊急時にお子様が
外に脱出することができない可能性があります (例:
オーバーヒートした車内)。 このような状況では、特に
小さいお子様の場合、生命に関わる恐れがあります。
e 高温部品や作動中の部品にお子様を近づけないで

ください (例: エキゾースト テールパイプなど)。
e 有害物質 (例: タイヤ シーラント、エンジン オイル

など) は、お子様の手の届かない場所に保管してく
ださい。

e お子様のみを車内に残さないでください。

チャイルド シート システムを安全に使用

チャイルド シート システムは、正しく装備された場合
にのみ動作します。

e ポルシェによって承認されているチャイルド シー
ト システムののみみを使用してください。

e チャイルド シート システムを使用する前に: 本マ
ニュアルに加え、チャイルド シート システムの
メーカーの取扱説明書を読み、従ってください。
> 「チャイルド シート」の章（ 160ページ）を

参照してください。

安全で優れたドライビング: いつでも
適切な判断力を発揮
ポルシェはオールラウンダーな車です。 パフォーマン
ス スタート機能から緊急ブレーキ機能まで、この車で
走り出せば、すべてが可能になります。 とはいえ、1
日の終わりに車両を正常な状態に保っておくことは、
ユーザーの責任です。

注意力の低下を防ぐ

運転中に PCM やその他の装置を操作すると、周囲の
交通状況に対する注意力が低下し、危険な状況に素早
く反応できなくなる恐れがあります。 安全のため、一
部の機能は停車中のみ利用できます。
e 運転中にミラーやシート、ステアリング ホイール

の調整は行わないでください。 シートやステアリ
ング ホイールが必要以上に移動する可能性があり
ます。 車両のコントロールを失う恐れがありま
す。 ミラー、シート、およびステアリング ホイー
ルの位置は、発進前に適切な位置に設定してくだ
さい。

e マルチファンクション ステアリング ホイールやイ
ンフォテインメント システムなどの運転中の使用

は、交通状況が許す場合のみにしてください。 不
確かな場合は、安全に操作できるよう停車してく
ださい。

e 運転席からリヤのタッチ ディスプレイの操作を行
わないでください。

e 運転中は携帯電話やその他の携帯機器を使用しな
いでください。

e 必ずハンズフリー機器を使用してください。
e 運転中にステアリングのスポークの間からボタン

を押さないでください。 これらを遵守しない場
合、危険な状況に素早く反応できなくなる恐れが
あります。

雨天や降雪時のブレーキの挙動についての把握

大雨の中で水たまりを走行する場合や洗車場を出た後
は、ブレーキ内に水が浸入する可能性があり、ブレー
キの反応が遅れたり、ブレーキ ペダルを踏み込む時に
普通以上に力が必要になったりすることがあります。
さらに、冬季の路面を長距離にわたって走行すると、
ブレーキ ディスクやパッドに被膜ができて摩擦力が大
幅に低下し、ブレーキ性能も低下することがありま
す。
e 特に停車前には、ブレーキが乾いた状態になるよ

うブレーキをかけてください。 このようにすると
腐食を防ぐことができます。

e ブレーキが腐食すると激しい振動が発生しやすく
なります。 ブレーキに気になるほどの不快感があ
る場合は、ブレーキ システムの点検を受けてくだ
さい。
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適切なタイヤと適切な運転スタイル

> 「タイヤおよびホイール」の章（ 152ページ）を
参照してください。

走行中にハンドルをとられたり、振動が発生したりし
た場合の適切な反応
タイヤや車両に損傷があると、走行中にハンドルをと
られたり振動が発生したりすることがあります。 車両
のコントロールを失う恐れがあります。
e 直ちに減速してください。ただし急ブレーキをか

けないでください。
e 停車してタイヤを点検してください。 不具合の原

因がわからないときは、慎重に運転を続け、不具
合の修理を受けてください。 ポルシェ正規販売店
にご相談ください。 ポルシェ正規販売店のご利用
を推奨いたします。十分なトレーニングを受けた
経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工
具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。

タイヤの安全な状態を維持
タイヤが損傷すると、特に高速走行時にタイヤがバー
スト (破裂) する恐れがあります。 慎重に運転してタイ
ヤの損傷を防いでください。
e 縁石を乗り越えるときは、速度を下げ、できるだ

け直角に通過してください。
e 段差が大きな縁石や、尖った縁石を乗り越えない

でください。

新しいタイヤの慣らし運転
新しいタイヤはグリップ性能を十分に発揮できず、ス
リップしやすくなります。

e 新品のタイヤを装着してから最初の 200 km は、
抑制した速度で慣らし運転を行ってください。

ウィンター タイヤでの走行
ウィンター タイヤには最高速度が指定されています。
最高許容速度を超えると、タイヤがバースト (破裂) す
る恐れがあります。
e 装着しているタイヤの最高許容速度を超えて走行

しないでください。
e 最高許容速度を示すステッカーを、ドライバーの

目に付く場所に貼り付けてください。 法定速度を
遵守してください。

e インストルメント クラスターで最高許容速度を制
限速度として設定します:
> 「インストルメント クラスター」の章（ 37

ページ）を参照してください。

サマー タイヤでの走行
外気温度が 15 °C 未満のときに駐車操作やステアリン
グ操作を行うと、ノイズが発生する場合があります。
e 外気温度が 7 °C を下回る場合、ウィンター タイヤ

に交換してください。

アシスタント システムおよびその制限

車両には、安全性と乗り心地を高めるドライバー アシ
スタント システムが装備されています。
ただし、これらのシステムのいずれも物理的限界を超
えて車両を制御することはできません。
e 走行安全性は向上しますが、これらのシステムが

あるからといって無謀な運転はしないでくださ
い。 ドライバー アシスタント システムは、不適切

な運転スタイルによる事故の危険性を低減するこ
とはできません。

e ドライバー アシスタント システムはドライバーの
注意力の代わりになるものではありません。 周囲
の交通状況に適切に反応できるよう、慎重に運転
してください。

e 使用する前に、アシスタント システムについて十
分に理解してください。

ドドラライイババーー アアシシススタタンントト シシスステテムムのの概概要要はは次次のの通通りり
でですす::

アダプティブ クルーズ コントロー
ル (ACC)

> p. 30

アンチロック ブレーキ システム
(ABS)

> p. 284

ポルシェ ヒル コントロール (PHC) > p. 238

スピード リミッター (LIM) > p. 126

HOLD 機能 > p. 283

オートマチック ヘッドライト、
PDLS、PDLS プラス、ダイナミッ
ク ハイ ビーム

> p. 246

ナイト ビュー アシスト > p. 177

パークアシスト、リバース カメ
ラ、サラウンド ビュー、アクティ
ブ パーキング サポート、操作アシ
スト、リヤ クロス トラフィック ア
ラート (RCTA)、降車警告 (EW)

> p. 193

ポルシェ アクティブ セーフ (PAS) > p. 223

ポルシェ アクティブ サスペンショ
ン マネージメント（PASM）

> p. 222
> p. 58
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OFFにする > p. 284

ポルシェ トルクベクトリング プラ
ス(PTV Plus)

–

タイヤ空気圧モニタリング (TPM) > p. 37

レーン キープ アシスト > p. 273

クルーズ コントロール (CC) > p. 83

緊急ブレーキ機能

通常のフットブレーキが故障している場合などは、電
動パーキング ブレーキを使用してフル ブレーキをかけ
ることができます。
緊急ブレーキ機能が作動すると非常に高い制動力が発
揮されます。 そのために後続の車両が危険にさらされ
る可能性があります。
e 緊急ブレーキ機能は緊急時にのみ使用し、通常走

行時の使用は避けてください。
e 緊急ブレーキ機能を作動させるには、スイッチ

を引き、引いたままにしてください。 ブレーキを
解除するには、スイッチを放してください。
> 「ブレーキ」の章（ 208ページ）を参照して

ください。

荷物積載時の運転

車両の操縦性は積載量によって変化します。 ルーフ ト
ランスポート システムを使用しているときは、空気抵
抗も大きくなります。
e ハンドリング特性の変化に合わせた運転をしてく

ださい。
e ルーフ トランスポート システムを装着して荷物を

積載しているときは、130 km/h を超える速度で
走行しないでください。

e 装着したルーフ トランスポート システムに荷物を
載せていないときは、180 km/h を超える速度で
走行しないでください。

e 最大総重量や最大軸荷重を超過しないでくださ
い。

e ルーフ トランスポート システムを装着して走行す
る前に、本書の以下のセクションをお読みくださ
い:
> 「ルーフ トランスポート システム」の章

（ 268ページ）を参照してください。

オフロード走行

オフロードを走行する場合、事故やケガ、車両の破損
を防止するため、慎重に運転してください。
e 凹凸、盛土、斜面、坂などで転覆しないように注

意してください。
e 水たまりや浅瀬を走行する場合は、流れの速さ、

底の状態、水の深さを確認してください。
e 障害物を越えるとき、車両の地上高を必ず点検し

てください。
> 「オフロード ドライビング プログラム」の章

（ 70ページ）を参照してください。

パフォーマンス スタートを使用した発進

パフォーマンス スタート機能が作動している状態で発
進すると、車両は急加速します。 特定の状況では (路
面状態が悪いとき、集中力が低下したときなど)、車両
の制御が失われたり、他の道路利用者に危険がおよん
だりする恐れがあります。
e 路面状況や周囲の交通状況から判断して、安全が
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確保できる場合に限ってパフォーマンス スタート
を使用してください。

e 他の通行者を危険にさらす状況ではパフォーマン
ス スタートを使用しないでください。
> 「トランスミッション」の章（ 171ページ）

を参照してください。
e スポーツ エキゾースト システムを排気音最適化

モードに切り替え、非常にスポーティーなドライ
ビング スタイルをすると、騒音レベルが大幅に増
加します。 そのため、社会的な責任を考慮に入
れ、近隣住民に配慮してください (特に夜間)。

警告音への適切な反応

センサーが故障または不良部品を検知すると、警告灯
の点灯またはメッセージでドライバーに警告します。
車両の警告音を無視すると、事故やケガの恐れが高ま
ります。
e 警告に適切に対応できるよう、運転の開始前に警

告灯およびメッセージの意味を十分に理解してく
ださい。 必要に応じて走行を停止してください。
> 「警告およびインフォメーション メッセー

ジ」の章（ 91ページ）を参照してください。
> 「インストルメント クラスター」の章（ 37

ページ）を参照してください。

給油時の危険

燃料は非常に引火性が高く、激しく燃えたり爆発を起
こしたりする可能性があります。 また、燃料と燃料蒸
発ガスは人体に有害です。
e 給油の際、火炎、裸火、喫煙は禁止されていま

す。
e 燃料蒸発ガスを吸い込まないようにしてくださ

い。
e 皮膚や衣類に燃料が付着しないように注意してく

ださい。
> 「給油」の章（ 88ページ）を参照してくださ

い。
事故の際、車内に置いたスペアのキャニスターが損傷
すると、燃料漏れが発生し、発火または爆発につなが
る恐れがあります。
e スペアのキャニスターは車内に携行しないように

してください。

有害なフルード

燃料だけでなく、エンジンおよびトランスミッション
オイル、バッテリー液、クーラント、およびブレーキ
フルードも人体には有害です。
e 屋外または十分に換気されている場所でのみ、車

両の作業を行ってください。
e フルードのコンテナーには必ず適切なラベルを貼

付し、子どもの手の届かないところに保管してく
ださい。

e フルードの残留物の廃棄は、規制に従い環境に影
響が少ない方法で行ってください。

エンジン オイルは発火する可能性があります。 十分に
換気されていない場所に保管されたエンジン オイル
や、エンジン オイルの残りが付着したまま廃棄された
布は、自然発火して火災の原因となる恐れがありま
す。
e 飛散したエンジン オイルは布で拭き取ってくださ

い。
e エンジン オイルが浸み込んだ布は、廃棄するまで

十分に換気されている場所で保管してください。
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有毒な排気ガス

排気ガスに含まれる無色無臭の一酸化炭素は、低濃度
でも有毒です。
e 停車時はエンジンを切ってください。 閉鎖された

空間では、不必要にエンジンを作動したままの状
態にしないでください。

e エンジンを作動した状態での作業は、屋外、また
は排気ガスの適切な排気システムが備わっている
環境でのみ行ってください。

安全な駐車

車両を適切に駐車しなかった場合、不意に動き出し人
や物に損傷を与える恐れがあります。
車両から離れる前に、以下の点に注意してください:
e エレクトリック パーキング ブレーキを作動させて

ください。
e トランスミッション パーキング ロックを P ボタン

を使用して作動します。 インストルメント クラス
ターで作動モード PP が点滅している場合、パーキ
ング ロックが正しくかかっていません。 セレク

ター レバーでもう一度 P ボタンを押すか、イグ
ニッションを OFF にしてください。
イグニッションが OFF になると、トランスミッ
ション パーキング ロックが自動的にかかります。

エンジン作動中およびエンジンを停止してからしばら
くの間は、エキゾースト システムが非常に高温になっ
ています。 火傷を負ったり、火災に至ったりする恐れ
があります。
e 可燃物 (乾燥した草や枯れ葉など) が高温のエキ

ゾースト システムに接触する恐れのある場所に駐
車しないでください。

e 車両後方に立つときは、テールパイプから安全な
距離を保ってください。

e 子供がテール パイプの熱で火傷をしないように注
意してください。

万が一の場合に備えて: 故障および緊
急時の安全確保
故障時には、安全のため以下の情報に注意してくださ
い。

緊急時はボイス コントロールを使用しない

緊急時は緊張のために声が変わり、ボイス コントロー
ルが指示を認識できなくなる恐れがあります。
e 緊急時はボイス コントロールを使用 ししなないい でくだ

さい。

車両で作業する際の注意事項
車両で特定の作業を行う際は、保護装備 (切り傷防止用
の手袋など) を着用する必要があります。
e 車両の作業は、必ずポルシェ正規販売店で実施し

てください。 ポルシェ正規販売店のご利用をお勧
めいたします。十分なトレーニングを受けた経験
豊かなスタッフが、最新の技術情報と純正部品、
専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約
束します。

エンジンの作動中は、エンジン コンパートメント内の
エンジンおよび周辺部品が非常に高温になります。
クーラント リザーバーには圧力がかかっています。
ファンはいつでも自動で作動する可能性があります。
e エンジンを OFF にして、可能であれば冷やしてく

ださい。
e 身体の一部、衣服、長い髪、アクセサリーなど

は、ファンやドライブ ベルトなどのすべての可動
部品から遠ざけてください。

e 高温部品から守るため保護手袋を着用してくださ
い。

e 水平な場所に停車し、エンジンが冷えているとき
のみクーラントを補充してください。 エンジンが
熱いときにクーラント リザーバーを開開けけなないいでく
ださい。
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ジャンパー ケーブルによる始動

不適切なジャンパー ケーブルまたは不正な始動手順
は、短絡の原因となり火災が発生する可能性がありま
す。
さらに、自動的に始動する部品 (ラジエーター ファン
など) により、エンジン コンパートメント内で負傷す
るリスクがあります。
ジャンプ スタートを提供または受ける前に:
> 「ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動」の

章（ 123ページ）を参照してください。

けん引

けん引または押しがけによる始動が原因で、車両に重
大な損傷を与える危険があります。
e けん引または押しがけによる始動は ししなないい でくだ

さい。
e 車両をけん引するまたは車両がけん引される前に:

> 「けん引」の章（ 85ページ）を参照してくだ
さい。

パンク

損傷したタイヤで走行するときは、速度によっては安
全にステアリングを操作できなくなる恐れがありま
す。
e 決してパンクしたタイヤで走行 ししなないい でくださ

い。
e 安全な場所に正しく停車して、不具合を修理して

ださい。

衝突後

衝突後は、安全装備 (例: シートベルト プリテンショ
ナー およびエアバッグ) が作動しない場合がありま
す。 これにより、安全装置により保護することができ
なくなります。
e 安全装置が作動していなくても、点検を受けてく

ださい。
e 作動した安全装置は取り替えてください。 ポル

シェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ正規
販売店のご利用を推奨いたします。十分なトレー
ニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技
術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整
備をお約束します。

発炎筒

発炎筒は、事故や故障で路上に停車したとき、 周囲に
危険を知らせるために使用します。 発炎筒は、助手席
足元前部のドア側に固定して あります。

警警告告 火傷や火災につながる恐
れがあります。

e 燃料などの可燃物の近くでは使用しないで くださ
い。引火する恐れがあります。

e 発炎筒を使用するときは、顔や身体に向け たり、
近づけないでください。火傷をする 恐れがありま
す。

e お子様がさわらないように注意してくださ い。
誤って使用すると火傷をしたり、車を 損傷する恐
れがあります。

注注意意 トンネルの中などで使用
すると、事故につなが る
恐れがあります。

e トンネルの中など換気が悪い場所で使用す ると、
発炎筒の煙で視界が遮られて事故に つながる恐れ
があります。必要に応じてハ ザード ランプを使用
してください。

発炎筒の使い方
11.. キャップを外します。本体をひねりながら、 ケー

スから取り出します。
22.. 本体を逆に向けて、ケースに差し込みます。
33.. 本体の点火部を、キャップの擦り薬でこす ると着

火します。

ください。
> 「パンク」の章（ 190ページ）を参照してく
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新しいブレーキ パッドの慣らし運転

車両を数百マイル走行させると、新しいブレーキ パッ
ドおよびブレーキ ディスクが「慣らされる」ことにな
り、そうすることで初めて最適な摩擦に到達します。
ブレーキ性能が若干減少している場合、ブレーキ ペダ
ルを踏むときに普段より大きな力が必要になります。
ブレーキ パッドまたはブレーキ ディスクを交換した場
合もこれと同じ状況になります。

E-ハイブリッド車の特徴について

エレクトリカル システム
高電圧車両エレクトリカル システムの電圧および高電
圧バッテリーは非常に危険です。 損傷した高電圧ケー
ブル、オンボード充電器、高電圧ヒーター、高電圧
バッテリー、パワー エレクトロニクスまたはエアコン
コンプレッサーに触れると致命的な感電を引き起こす
ことがあります。

ハイブリッド システムのすべての構成部品は、警告ス
テッカーでマーキングされています。 高電圧ケーブル
はオレンジ色です。
e 高電圧車両エレクトリカル システム、オレンジ色

の高電圧ケーブル、オンボード充電器、高電圧
ヒーター、高電圧バッテリー、パワー エレクトロ
ニクスまたはエアコン コンプレッサーの作業は実
施しないでください。

e オレンジ色の高電圧ケーブルを損傷したり、高電
圧車両エレクトリカル システムから取り外した
り、切り離したりしないでください。

e 事故の後など、損傷したハイブリッド システムの
部品に触れないでください。

e 高電圧バッテリーを取り外さないでください。

認知されにくい状況
電動走行時は、内燃エンジンを使用するときより車両
の走行音が大幅に減少します。 交通静音化対策地域、
後退または駐車時など特定の状況下では、他の通行者
には車両の音が聞こえないことがあります。
e 十分注意して運転してください。

ハイブリッド システムの緊急スイッチ OFF

イインンフフォォメメーーシショョンン

事故後の迅速で安全なレスキュー措置または復旧を確
実にするため、「e-hybrid」ロゴを取り外さないでく
ださい。

ハイブリッドシステムを危険な高電圧状態から保護す
るため、次のような状況では自動的にスイッチが OFF
になります。
– シート ベルト プリテンショナーまたはエアバッグ

が作動するような事故。
– ハイブリッド システムに短絡が検出された場合。
– ハイブリッド システムのコネクターが切り離され

た場合。

知知識識

e 発炎筒の燃焼時間は約5 分間です。
e 発炎筒には有効期限があります。表示して ある有

効期限が切れる前に、新しい発炎筒 に交換してく
ださい。ポルシェ正規販売店 にお問い合わせくだ
さい。

発進前: 車両に関する重要な情報
車両の慣らし運転

新車時は可動部品同士を馴染ませる慣らし運転を行う
必要があります。 走行距離が 3,000 km に達するまで
は慣らし運転が必要となります。 この期間は、オイル
と燃料の消費量が通常よりも若干多くなります。
慣らし運転期間は次の点に注意して運転してください:
e なるべく長距離走行をする。 可能な限り、冷えた

状態での発進、短距離走行を繰り返さないように
する。

e モーター レース イベント、スポーツ ドライビング
スクール、またはこれに類似したものに参加しな
い。

e エンジン回転数が 4,000 rpm を超えないようにし
てください。 エンジン冷間時は低回転域で運転し
てください。
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ス サーキット走行前にブレーキ液を交換してくだ
さい。

e レース サーキット走行の前後に、ブレーキ パッド
およびブレーキ ディスクの摩耗点検を行ってくだ
さい。

タイヤ
レース サーキット走行時、タイヤにも非常に高い負荷
がかかります。
e レース サーキット走行の前後に、タイヤの摩耗点

検を行ってください。
e レース用タイヤを装着しないでください。 ポル

シェはレース用タイヤを承認していません。

エンジン オイル
e レース サーキット走行の前にエンジン オイルを最

大のマーク位置まで補充します。
e レース サーキット走行の前後に、エンジン オイル

ページ）を参照してください。

してください。

海外での走行の前に

ポルシェのすべてのモデルがすべての国で販売されて
いるわけではありません。 そのため、スペア パーツが
利用できないかもしれず、ポルシェ正規販売店がすべ
ての修理作業を実施できないかもしれません。
海外で走行する前に、次の情報をご確認ください。
– 車両故障時に修理を受けることができますか?

– 車両は技術的調整を必要としていますか?
– 燃料のオクタン価レートは十分ですか?
– 左側 / 右側通行の違いに合わせてヘッドライトを

切り替える必要がありますか?

さい。

車両のデータ処理

車両には電子コントロール ユニットが取り付けられて
います。 車両の安全上必要なものもあれば、走行時に
アシストするもの (ドライバー アシスト システム) も
あります。 さらに、車両には電子コントロール ユニッ
トにより実現可能になったコンフォート機能およびエ
ンターテイメント機能が装備されています。
車両には固有の車台番号があります。 この車両識別番
号 (VIN) は、欧州連合内の地方自治体を通じて、車両
の現在の所有者と以前の所有者までさかのぼることが
できます。 車両から収集されたデータをもとに所有者
またはドライバーをさかのぼって追跡する他の方法も
あります (例：車両のライセンス プレートの使用)。

車両のテクニカル データの保存
電子コントロール ユニットには、車両ステータス、構
成部品の負荷、サービス要件、イベントまたは故障に
関する技術的な情報を一時的または恒久的に保存でき
るデータ メモリーがあります。 一般的に、この技術な
情報には、次に挙げる構成部品、モジュール、システ
ムまたは環境のステータスが記録されています。
– システム構成部品の作動モード (例: 給油レベル)

ハイブリッド システムの緊急スイッチOFF が作動する
と車両を始動できません。
e ご自身では絶対にハイブリッド システムを再起動

しないでください。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

レース サーキット走行前

公道走行時に比べて、レース サーキット走行には過度
に高い車両負荷が伴います。レース専用車両は、点検
および構成部品の整備間隔が短いため、その負荷に耐
えることができます。 これには、各レース サーキット
セッション後に点検を実施し、必要に応じて個別に構
成部品を交換し、規定された期間後には部品全体を
オーバーホールすることが含まれます。
e レース サーキットで走行する前に最新の規約につ

いて必ず確認してください。ポルシェ正規販売店
にお尋ねください。

ブレーキ システム
ブレーキ液は時間とともに空気から湿気を吸収しま
す。 この水分吸収が沸点を下げ、高温でのブレーキ効
率を大幅に低下させる可能性があります。
レース サーキット走行時、ブレーキ パッドおよびブ
レーキ ディスクには非常に高い負荷がかかります。
e ブレーキ液が 12 か月以上経過している場合、レー

レベルを確認します。
> 「インストルメント クラスター」の章（ 37

> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ

> 「エンジン オイル」の章（ 63ページ）を参照
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イベント メモリーは、修理またはサービス作業の際に
修理ワークショップでリセットされる可能性がありま
す。

車両の機能の利用
選択された装備オプションの範囲内で、マルチメディ
アおよびアドレス帳データなどの情報、またはナビ
ゲーション目的地およびその他の設定を車両のコン
フォート機能およびインフォテインメント機能に入力
できます。 このデータは車両にローカル保存される
か、車両に接続しているデバイス (例：携帯電話、
USB スティック、MP3 プレイヤー) に保存されます。
車両にこのデータが保存された場合、いつでも削除で
きます。 このデータは特にオンライン サービス使用
中、ユーザーが選択した設定にのみ基づいて、ユー
ザーが要求した場合に限り第三者に送信されます。
車両に必要な装備がある場合は、接続した携帯電話ま
たは他の携帯機器を車両に内蔵された制御装置を使用
して制御することができます。 携帯電話からの画像お
よびサウンドはマルチメディア システムを介して出力
できます。 特定の情報はユーザーの携帯電話に転送す
ることもできます。 これは装備品のタイプにより異な
りますが、一般的な車両情報または位置データなどを
含みます。 これにより、ナビゲーション システムの使
用やミュージック再生など、選択した携帯電話アプリ
を最適な方法で使用できます。 携帯電話による車両
データへの能動的なアクセスは行われません。 携帯電
話が受信したデータを処理する方法は、使用している
該当アプリのプロバイダーが定めます。 携帯電話のア
プリやオペレーティング システムによって、設定を構
成できるかどうか、構成できるのであればどの設定を
構成できるかが異なります。

オンライン サービスの使用
車両にワイヤレス ネットワーク接続がある場合は、こ
れを使用して車両と周囲および他のシステム間でデー
タの交換が可能です。 車両の送受信ユニットまたは接
続した携帯機器 (携帯電話など) により、ワイヤレス
ネットワークに接続可能です。 ワイヤレス ネットワー
ク接続により、オンライン機能を使用できます。 これ

にはポルシェまたは他のプロバイダーによる、利用可
能なオンライン サービスおよびアプリケーション / ア
プリが含まれます。
ポルシェ オンライン サービスでは、様々な機能が適切
な場所 (例：Porsche Connect ウェブサイト) にまとめ
られており、関連するデータ保護規定情報が提供され
ます。 個人データはオンライン サービス提供のために
使用されることがあります。 必要なデータ交換は保護
された接続を経由して行われます。この目的でポル
シェ ITシステムなどが構築されています。サービス提
供に必要なものを超えた個人データの収集、処理、使
用は、法的な認可または承諾に基づいてのみ行われま
す。
通常、サービス (有料の場合が多い) や機能を、場合に
よっては車両のデータ接続全体を、有効または無効に
できます。 法律により定められた特定の機能および
サービスは除外されます。
他のプロバイダーのオンライン サービスを使用するた
めにオプションが存在する場合、それらは該当するプ
ロバイダーの責任であり、そのプロバイダーのデータ
保護ポリシーおよび使用規約の対象です。 この場合、
ポルシェはデータ交換に何の干渉もしません。 そのた
め、第三者サービスにおけるそうしたデータ収集や個
人データの使用の種類、範囲および目的に関する情報
は、該当するサービス プロバイダーから入手してくだ
さい。

– 車両および個々の構成部品 (例: ホイール回転数、
速度、減速、横加速度) に関するステータス メッ
セージ

– 重要なシステム構成部品の故障 (例: ライト、ブ
レーキ)

– 車両を損傷する可能性のあるイベントに関する情
報

– 特別な走行状況での車両の反応 (例: エアバッグの
展開、スタビリティ コントロール システムの作動)

– 環境要因 (例: 温度)
このデータは、コントロール ユニットが実際に機能す
るために使用され、さらに故障の検出、修理、メー
カーによる車両機能の最適化にも使用されます。 この
データの大半は蓄積されることなく、車両内でのみ処
理されます。 データのわずかな一部分のみがイベント
メモリーまたは故障メモリーに保存されます。 さら
に、車両には電子コントロール ユニットにより実現可
能になったコンフォート機能およびエンターテイメン
ト機能が装備されています。

テクニカル データの読み出し
必要に応じて、有償でワークショップなどの技術専門
家の助けを借りて、車両にローカルでのみ保存された
データを読み出すことができます。 個々の場合および
法規制を順守するために、ポルシェはメーカーとし
て、政府機関の要請に応じてメーカーよって保存され
たデータを公開する必要がある場合があります (違反の
調査など)。
車両の整備時、サービス ネットワーク作業者 (例：
ワークショップ、ロード サービス、メーカー) は、車
両からこの技術な情報を読み出すことになります。
サービスには、修理サービス、サービス プロセス、保
証請求および品質保証基準などが含まれます。 データ
は、法的に規定された接続を使用して車両の OBD (オ
ンボード診断) 用に読み出されます。 データは、該当
するサービス ネットワークのスタッフにより収集さ
れ、処理され、使用されます。また、製品監視義務に
準拠し、あるいは品質の向上などのためポルシェに送
信される場合があります。 車両の故障メモリーおよび
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概概観観図図
以下のページでは、車両のすべての部位の外観図が、
簡単な説明文とともに表示されます。詳細な情報は関
連ページでご確認いただけます。
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ポルシェ アドバンスド コックピット
AA 方向指示灯およびハイ ビーム ヘッドライト> p. 246
BB ティプトロニック S シフト パドル > p. 172
CC インストルメント パネル > p. 37
DD フロント ウィンドウ ワイパー > p. 212
EE スポーツ クロノ ストップウォッチ > p. 128
FF ポルシェ コミュニケーション マネージメン

ト (PCM)
> p. 230

GG エア ベント > p. 53
HH グローブ ボックス > p. 146
II クルーズ コントロール > p. 83

スピード リミッター > p. 126
アダプティブクルーズコントロール (ACC)> p. 30
レーン キープ アシスト > p. 273
ポルシェ ヒル コントロール (PHC) > p. 238

JJ 電話コントロール、「速度 & アシスト機
能」ディスプレイ

> p. 39

KK 電話コントロール、「車両 & 情報」ディス
プレイ

> p. 39

LL モード スイッチ > p. 75
MM コントロール パネル > p. 21
NN 灰皿、シガー ライター > p. 131
OO アームレスト、小物入れ
PP ドリンク ホルダー > p. 78



運転席
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運転席
AA パワー ウィンドウおよびリヤ リッド > p. 46
BB ドア オープナー
CC パーソナル設定用メモリー ボタン > p. 201
DD ライト コントロール パネル > p. 246
EE イグニッション ロック、ステアリング ロッ

ク
> p. 67

FF オーバーヘッド コンソール > p. 22
GG ドア ミラーの調整 > p. 242
HH セントラル ロック > p. 132
II ボンネット リリース > p. 240
JJ ステアリング ホイール調節 > p. 125
KK シート調節 > p. 113



コントロール パネル
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コントロール パネル
AA エアコン システム > p. 50
BB ポルシェ コミュニケーション マネージメン

ト (PCM)
> p. 230

CC シート ヒーター、シート ベンチレーター > p. 117
DD ボリューム スイッチ、ミュート > p. 230
EE ロータリー プッシュ ボタン (PCM の操作

用)
> p. 230

FF ハザード ライト > p. 246
GG スポーツ モード > p. 75
HH ポルシェ アクティブ サスペンション マ

ネージメント (PASM)
> p. 58

II ポルシェ スタビリティ マネージメント
(PSM)

> p. 284

JJ エレクトリック パーキング ブレーキ > p. 208
KK 個別モード > p. 75
LL アクティブ パーキング サポート > p. 193



オーバーヘッド コンソール
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図 1：オーバーヘッド コンソール

オーバーヘッド コンソール
AA インテリア ライト > p. 44
BB ハンズフリー マイク
CC 車内モニタリング システム センサー
DD サン ブラインド > p. 265
EE 読書灯 > p. 44
FF 助手席エアバッグ OFF/ON 警告灯 > p. 61
GG オリエンテーション ライト
HH パノラミック ルーフ システム > p. 264
II パークアシスト OFF ボタン > p. 194
JJ サラウンド ビューを有効にする > p. 195



後部座席
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後部座席
AA エア ベント > p. 53
BB セントラル ロック > p. 132
CC ドア オープナー > p. 132
DD パワー ウィンドウ > p. 46
EE マップ ポケット
FF エアコン システム > p. 50
GG 灰皿 / 小物入れ > p. 131
HH USB 充電ポート
II シート調節 > p. 113



リアのエアコン コントロール パネル

24

リアのエアコン コントロール パネル
AA シート ヒーター > p. 117
BB シート ベンチレーター > p. 117
CC 送風 > p. 53
DD 温度およびエア フロー > p. 51
EE オート モードを ON にする > p. 52



エンジン コンパートメント フィラー開口

25

エンジン コンパートメント フィラー
開口
AA ウィンドウ ウォッシャー液 > p. 49
BB ブレーキ フルード > p. 211
CC クーラント（冷却水） > p. 81
DD エンジン オイル > p. 63
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実実用用的的ななヒヒンントト
以降のページには、車両の各エリアに関する実用的な
ヒントが掲載されて ます。



実用的なヒント
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実用的なヒント
一般的な操作 ポルシェ アドバンスド コックピット および ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム
(PCM)

項項目目 ヒヒンントト

アアシシススタタンントトシシスステテムムのの操操作作 アシスタント システムは、アアシシスストト のダッシュボードのタッチ ディスプレイで ON/OFF を切り替えることがで
きます。 アシスタント システムの事前設定は、アアシシスストト e オプション e アアシシスストトシシスステテムム設設定定で行えま
す。

車車両両設設定定のの作作成成 全般的な車両設定は、車車両両 e制制御御 e車車両両 (車両設定) または車車両両 e制制御御 e検検索索 (PCM タッチ ディス
プレイおよびインストルメント クラスター設定) で行えます。

イインンスストトルルメメンントト ククララススタターーのの操操作作 インストルメント クラスターの左右に統合されているディスプレイは、マルチファンクション ステアリング ホイー
ルのロータリー ノブを回して押して、表示されます。
> 「インストルメント クラスター」の章（ 37ページ）を参照してください。

ママルルチチフファァンンククシショョンン スステテアアリリンンググ ホホイイーールル
のの ◊◊ ボボタタンンのの使使用用

マルチファンクション ステアリング ホイールの ◊ ボタンに、様々な車両および情報機能 (ラジオ / メディア再生、ナ
ビゲーションなど) を自由に割り当てることができます。
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してください。

情情報報ウウィィジジェェッットトととホホーームム画画面面にによよるるククイイッッ
クク アアククセセスス

情報ウィジェットとホーム画面 を利用すると、最も重要な車両および情報機能にすばやくアクセスでき、しかも
個別の設定ができます。

デデババイイスス ママネネーージジャャーーをを開開くく 接続はデバイス マネージャを使用して一元管理できます (例: 電話または Bluetooth® オーディオ プレーヤに接続す
る)。

e フッターの または を選択してください (接続状態により異なります)。



実用的なヒント
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項項目目 ヒヒンントト

ボボイイススココンントトロローールルのの作作動動 ステアリング ホイール左側のレバーにある ボタンを押すと、アプリケーションに応じて様々な機能が起動しま
す。
– 短く押す： PCMのボイスコントロールが有効になります。
– 長押し：Siri 音声認識が有効になります (Apple CarPlay と連動した場合のみ)

接接続続ししたた 22 台台のの携携帯帯電電話話をを切切りり替替ええるる 携帯電話がすでに PCMに接続されている場合、2 番目の携帯電話を PCM に接続することもでき、ユーザーは2 台の
携帯電話を切り替えることができます。
e ヘッダーの右上で、現在接続されている携帯電話を選択します。 既に接続している 2 つのデバイスが表示されま

す。 e 希望する携帯電話を選択してください。

エアコン システム

項項目目 ヒヒンントト

上上部部ベベンントトパパネネルルののOONN//OOFFFF 上部ベンチレーション パネルは、ダッシュボードのタッチ ディスプレイで個別に ON/OFF を切り替えることができ
ます。
e エエアアココンン e エエアア e ベベンントトパパネネルル

空空気気のの質質にに基基づづきき外外気気供供給給をを調調整整 上部ベンチレーション パネルは、ダッシュボードのタッチ ディスプレイで個別に ON/OFF を切り替えることができ
ます。
e エエアアココンン e 快快適適 e 自自動動内内気気循循環環

セントラル ロッキング

項項目目 ヒヒンントト

車車両両ののロロッッククをを解解除除すするるとと、、11つつののドドアアののみみ
ロロッッククがが解解除除さされれまますす。。

ドアのロックおよびロック解除の設定を変更します。 設定内容に関係なく、すべてのドアをロック解除できます。
e 車両キーの ボタンを 5 秒以内に 2 回押してください。
この設定は 車車両両 e 制制御御 e 車車両両 e ロロッックク で変更することができます。

足足のの動動ききででテテーールル ゲゲーートトをを開開閉閉すするる コンフォート アクセス装備車は、足動作でテール ゲートを操作することができます。
> 「リヤ リッド」の章（ 260ページ）を参照してください。
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トトピピッックク
以下のページでは各トピックが 50 音順で表示されて
います。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC)

30

アダプティブ クルーズ コント
ロール (ACC)
アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) を使用す
ると、前走車のいない道路を走行する場合に、
約 30 ～ 210km/h の範囲でアクセル ペダルを踏まな
くても希望する速度を維持したまま走行できます。
アダプティブ クルーズ コントロールは自車と同一車線
上に、設定した速度よりも遅い前走車を検出すると、
あらかじめ設定した車間距離を自動的に維持するよう
に速度を調節します。 アダプティブ クルーズ コント
ロールは前走車との車間距離が短くなると減速し、車
間距離が長くなると設定速度の範囲内で加速します。

警警告告 集中力の低下

ACC により快適性は向上しますが、ドライバーは運転
に責任を持ち、安全運転を心がけてください。 ドライ
バーは、ACC が作動していても、安全な車間距離を保
ち、適切なスピードで走行するなどの安全運転に努め
てください。 このシステムはドライバーの注意力の代
わりになるものではありません。
e 十分注意して運転してください。
e ACC の減速が不十分な場合は、直ちにフット ブ

レーキをかけて車両を減速させてください。 常に
車両がコントロールできるか確認してください。

警警告告 危険な交通状況や路面状
態が悪い状況

前走車との車間距離を適切に保ちながら、一定速度で
走行できない場合、ACC を使用すると、事故を起こす
おそれがあります。
e 交通混雑時や、道路工事区間、建物密集地、私道

や野道、または住宅街では ACC を使用しないでく
ださい。

e 安全のため、路面状態や天候が悪い状況 (雪に覆わ
れている、または滑りやすい路面、霧、石はね、
豪雨、またはハイドロプレーニングなど) では ACC

を使用ししなないいででくくだだささいい。

警警告告 アダプティブ クルーズ コ
ントロールにより他の車
両や障害物を検出できな
い場合

歩行者、自転車、動物、路上の障害物、対向車、およ
び交差車両は検出されません。
e 必要に応じて適切な運転操作をしてください。
e 交通状況と車両周囲に常に注意を払ってくださ

い。

レーダー センサー

図 2：レーダー センサーの取り付け位置

イインンフフォォメメーーシショョンン

e システムの正常な機能を維持するために、レー
ダー センサーに付着した汚れ、氷、雪などを取り
除いてください。

警警告告 レーダー センサーとカメ
ラの視界の妨げ

雨水、雪、氷、多量の水しぶきなどでレーダー セン
サーおよびカメラの視界が阻害される場合がありま
す。 前走車を正しく検出できないことや、全く検出で

きなくなることがあります。
e このような状況下では ACC を使用しないでくださ

い。

注注意意 ACC の制限または使用不
可

駐車時の衝突など、バンパー、ホイール ハウジング、
アンダーボディへの衝撃や損傷により、センサーが作
動することがあります。 これは、アダプティブ クルー
ズ コントロールの性能を損なう可能性があります。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

例外条件

警警告告 アダプティブ クルーズ コ
ントロール (ACC) のシス
テム制限

e ACC では次の例外を考慮に入れる必要があります:
– 安全のため、路面状態や天候が悪い状況 (雪に覆わ

れている、または滑りやすい路面、霧、石はね、
豪雨、またはハイドロプレーニングなど) では ACC
を使用しないでください。

– 分岐車線、高速道路の出口、または道路工事区域
を走行する場合は、ACC のスイッチを一時的に
OFF にしてください。 そうすることで、こうした
状況で車両が設定速度まで加速できなくなりま
す。

– 足をアクセル ペダルに置いている間は、ACCは自
動的にブレーキを作動しません。 アクセルに足を
置くと、自動車速制御と自動車間距離制御が解除
されます。

– 停車中の車両 (渋滞の後方にいる車両など) に近づ
くと、ACC の作動は限定的なものになります。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC)

31

– ACC は、人間、動物、横切る物や対向する物には
反応しません。

– ガードレールやトンネルの入り口などの反射物、
豪雨、氷はレーダー センサーの機能に悪影響を及
ぼす可能性があります。 インストルメント クラス
ターに ACC が停止中であることを示すメッセージ
が表示されます。

アダプティブ クルーズ コントロール
(ACC) の基本的な作動
前走車がいないとき – 一般道路での運転
アダプティブ クルーズ コントロールはクルーズ コン
トロールと同様に作動します。 設定された希望の速度
が常に維持されます。

前走車を検出したとき – フォロー モード
アダプティブ クルーズ コントロールは、自車と同一車
線上に希望した設定速度よりも遅い前走車を検出する
と、あらかじめ設定した車間距離を自動的に維持する
ように速度を調節します。
前走車が停止すると、アダプティブ クルーズ コント
ロールの制御範囲内で減速して停車します。
アダプティブ クルーズ コントロールは前走車が発進す
るまで停車状態を維持します。
前走車が発進すると、アダプティブ クルーズ コント
ロール（自動車速制御および自動車間距離制御）を再
開することができます。

オーバーライド
アクセル ペダルを踏むことにより、いつでも加速する
ことができます。
アクセル ペダルを踏み込んで車両が設定速度を上回る
と、アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) が解
除されます。

インストルメントクラスターに ACC が停止中であるこ
とを示すメッセージが表示されます。 設定された希望
の速度は保存されています。
アクセル ペダルを放すと、アダプティブ クルーズ コ
ントロールは車両の速度を設定された希望の速度に調
整し、自動車間距離制御を行います。
ACC の作動状態に関するインフォメーション:
> 「アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) の

ON 時の作動モード」の章（ 32ページ）を参照し
てください。

アダプティブ クルーズ コントロール
(ACC) の操作

図 3：コントロール レバー

RR ドライバー アシスタンス システムの ON/OFF の切り替え
SS ドライバー アシスタンス システム間の切り替え
11 速度の設定 / 加速
22 設定速度を下げる
33 中断 (CANCEL)
44 クルーズ コントロールの再開 (RESUME)

イインンフフォォメメーーシショョンン

ブレーキまたはアクセル ペダルを踏むことで、いつで
も手動介入できます。

アダプティブ クルーズ コントロール
（ACC）の表示
アダプティブ クルーズ コントロールに関するすべての
重要な情報、メッセージ、警告は、インストルメント
クラスターの｢速度およびアシスト｣ディスプレイの
AACCCC メイン メニューに表示されます。

図 4：｢速度 & アシスト機能｣ディスプレイの ACC

AA 前走車との設定車間距離
BB ステータス表示と設定速度
CC 検出された前走車
DD 前走車との現在の車間距離
EE 前走車の現在の速度
FF ステータス表示と設定速度

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) を ON に
すると、インストルメントクラスターの｢速度およびア
シスト｣ディスプレイのステータス ディスプレイ BB が
表示されます。
アダプティブ クルーズ コントロールが作動すると、ス
テータス ディスプレイ BB が赤色になります。



前方に静止物が検出されていて、レバーを前方 (11 の位
置) に押すと、インストルメント クラスターに「ACC 
cannot be activated (ACC 作動不可)」のメッセージが
表示されます。
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アダプティブ クルーズ コントロールの作動を中断する
と、ステータス ディスプレイBBが灰色になります。

アダプティブ クルーズ コントロールは
ON になっており、希望する速度は保存さ
れていません。
希望する速度は保存されており、前方に車
両は検出されていません。

希望する速度は保存されており、前方に車
両が検出されています。

アダプティブ クルーズ コントロール
（ACC）のON/OFF
アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) スタ
ンバイを ON にする
bb アダプティブクルーズコントロール (ACC) ON (ボ

タン RR)。
11.. コントロール レバーのボタン SS を押してくださ

い。
ドライバー アシスト システムのオプション メ
ニューがインストルメント クラスターに表示され
ます。

22.. ステアリング ホイールの左左側側のロータリー プッ
シュボタンを使用してAACCCCを選択し、ボタンを押
して確定します。
アダプティブ クルーズ コントロールを操作できま
す。

アダプティブ クルーズ コントロール(ACC)を
OFFにする
e クルーズ コントロール操作レバーのボタン RR を押

してください。
インストルメントクラスターに ACC がオフである
ことを示すメッセージが表示されます。
設定速度が削除されます。

車間距離が保存されます。

アダプティブ クルーズ コントロール
(ACC) の ON 時の作動モード
アダプティブクルーズコントロールON時には、3種類
の作動モードがあります。

アダプティブ クルーズ コントロール(ACC)の作
動
アダプティブ クルーズ コントロールが速度および前走
車との車間距離を自動的に制御します。
ステータス ディスプレイ BB が赤色になります。

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) スタ
ンバイ
ブレーキ ペダルを踏むか、レバーを押し下げると (33
の位置、CCAANNCCEELL)、自動車速制御および自動車間距
離制御が解除されます。
設定された希望速度および設定車間距離は保存された
ままになります。 ステータス ディスプレイ BB が灰色
になります。
> 「アダプティブ クルーズ コントロール（自動車速

制御および自動車間距離制御）の中断と再開」の
章（ 34ページ）を参照してください。

アダプティブ クルーズ コントロール(ACC)の速
度超過
アクセル ペダルを踏むと、クルーズ コントロールおよ
び車間距離制御が解除されます。
インストルメントクラスターに ACC が停止中であるこ
とを示すメッセージが表示されます。
設定された希望速度および設定距離は保存されていま
す。
ステータス ディスプレイ BB が灰色になります。
アクセル ペダルを放した後、アダプティブ クルーズ
コントロール（自動車速制御および自動車間距離制
御）は再開されます。

速度の設定/設定速度の変更
bb アダプティブ クルーズ コントロールが ON になっ

ています。
bb 前方に静止した物体は検出されていません。
例外: 静止物が車両として認識された場合

目標速度の設定
11.. ステアリング ホイールのレバーを前方に押してく

ださい。
現在の速度が設定速度として保存され、自動的に
維持されます (約 30 ～ 210 km/h の制御範囲
内)。ステータス ディスプレイ BB に赤色で表示され
ます。
赤色のバー FF は車両の速度を示します。

22.. アクセル ペダルから足を放してください。
前走車が設定速度よりも遅く走行していることが
検出されるまで、設定速度が自動的に維持されま
す。

イインンフフォォメメーーシショョンン

目標速度を上げる
e ステアリング ホイールのレバーを前方 (11 の位置)

に短く押す (1 km/h 単位) か、押し続けます (
10 km/h 単位)。
ステータス ディスプレイ BB が新しく設定した目標
速度を表示します。
赤色のバー FF は車両の速度を示します。

減速
e ステアリング ホイールのレバーをステアリング ホ

イール方向 (22 の位置) に短く引く (1 km/h 単位)
か、引き続けます (10 km/h 単位)。

作動不可」のメッセージが表示されます。
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ステータス ディスプレイ BB が新しく設定した目標
速度を表示します。
赤色のバー FF は車両の速度を示します。

車間距離の設定
前走車との車間距離を 55 段階に設定できます。 ステー
ジ 33 を使用することをお勧めします。

図 5：車間距離の設定

イインンフフォォメメーーシショョンン

システム ディスプレイが作動していない場合、初めて
ロッカー スイッチ ZZ を押すと、目標距離が変更され
ず、ドライバー アシスタンス システムのメイン メ
ニューが表示されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

実際の車間距離は速度に応じて変化します。 速度が低
いときは車間距離が短くなり、速度が高くなると車間
距離が長くなります。

車間距離を長くする
e スイッチ ZZ を軽く押し上げてください。

設定距離を示す AA から前走車 CC までの、遠いほう
の関連セグメントが表示されます。

車間距離を短くする
e スイッチ ZZ を下方向に短く押してください。

設定距離を示す AA から前走車 CC までの、近いほう
の関連セグメントが表示されます。

前走車との車間距離を表示する
前走車を検出すると、インストルメントクラスターと
ステータスディスプレイBBに車両のシンボルマークCC
が表示されます。
灰色のゾーン DD が、前走車との現在の車間距離を示し
ます（図 4）。
前走車 CC までの距離が短ければ短いほど、車両は大き
く表示されます。 前走車 CC までの距離が遠ければ遠い
ほど、車両は小さく表示されます。

シシンンボボルル 112200 kkmm//hh でで
のの

走走行行にに適適ししたた車車
間間距距離離

走行速度が高い
道路での走行

約 33 m (≙ 1 秒)

少し余裕のある
走行

約 43 m (≙ 1.4
秒)

前走車との車間
距離が 2 秒に
相当します

約 60 m (≙約
1.8 秒)

郊外路の走行 約 77 m (≙約
2.2 秒)

交通量が少ない
道路での走行

約 87 m (≙約
2.6 秒)

警警告告 近すぎる車間距離

前方車両との車間距離が近すぎると、衝突する恐れが
あります。
e 常に各国で規定されている距離を維持してくださ

い。

自動ブレーキ制御での停止
アダプティブ クルーズ コントロールが作動していると
きに前走車が停止すると、制御範囲内で減速して停車
します。
インストルメントクラスターのインジケーター ライト

が点灯します。
車両は前走車が発進するまで停止状態を維持します。
HOLD 機能に関するインフォメーション: 283ページ
の 「HOLD 機能：停止制御」の章を参照してくださ
い。

イインンフフォォメメーーシショョンン

交通状況によっては (例えば、ゆっくりとした交通の流
れの中では)、車両はゆっくりと徐行してから停車しま
す。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車間距離制御の作動中、または車両が停止状態に維持
されているとき、ブレーキ ペダルの感触が変化した
り、油圧作動音が聞こえたりすることがあります。 こ
れはシステムの正常な作動です。 故障ではありませ
ん。

再発進
アダプティブ クルーズ コントロールの作動モードに応
じて、停車後に再発進し、自動車速制御と自動車間距
離制御を再開することができます。
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アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) の作
動
e ステアリング ホイールのレバーを上方 (44 の位置、

再再開開) に押してください。
–– ままたたはは ––
アクセル ペダルを短く踏んでください。
車両が自動的に再発進します。
渋滞の場合、数秒以内に再自動発進します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

状況に応じて、アダプティブ クルーズ コントロールは
渋滞の場合の再自動発進をサポートします。 これは、
低速走行する交通状況での快適な制御を可能にしま
す。
インストルメント クラスターのメッセージ AACCCC準準備備
は、車両が発進可能であることをドライバーに知らせ
ます。

警警告告 事故の危険

渋滞走行時に、自分の車両と前走車とのあいだに障害
物がある場合でも、車両は再発進する可能性がありま
す。
e 直ちにブレーキをかけてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

前走車が停止しているときは発進できません。

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) のス
タンバイ
自動車速制御および自動車間距離制御は、車両が停止
中または走行中、前方に静止した物体を検出していな
いときのみ制御を再開できます。

e ステアリングホイールのクルーズ コントロール操
作レバーを上方 (44の位置、RREESSUUMMEE) に押してく
ださい。
–– ままたたはは ––
速度を設定してください。

アダプティブ クルーズ コントロール
（自動車速制御および自動車間距離
制御）の中断と再開
CANCEL (自動車速制御と自動車間距離制御の中
断)
e ブレーキ ペダルを踏んでください。

–– ままたたはは ––
ステアリングホイールのクルーズ コントロール操
作レバーを下方 (33 の位置、CCAANNCCEELL) に押してく
ださい。
アダプティブ クルーズ コントロールの制御が中断
されます。
設定された希望速度および設定距離は保存されて
います。
ステータス ディスプレイ BB が赤色から灰色になり
ます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両が停止している場合にのみ、レバーを使用して速
度制御および距離制御をキャンセルできます。 ACC も
車両が停止中の場合にのみ作動できます。

RESUME (自動車速制御と自動車間距離制御の再
開)
e ステアリングホイールのクルーズ コントロール操

作レバーを上方 (44の位置、RREESSUUMMEE) に短く押し
てください。

自車よりも遅い速度の前走車を検出し、あらかじ
め設定した車間距離よりも接近するまでは、設定
速度まで加速します。
ステータス ディスプレイ BB が灰色から赤色になり
ます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

クルーズ コントロール操作レバーを 33 の位置 (-
CCAANNCCEELL) に押して、自動車速制御および自動車間距
離制御を中断した場合、発進後、前方に静止した物体
を検出していないときのみ制御を再開できます。

ACC 警告メッセージ
アダプティブ クルーズ コントロール作動中(ACC
active)のドライバーへの運転操作の要求
アダプティブ クルーズ コントロールが作動していると
きに、ドライバーのブレーキ操作が必要であると判断
された場合、警告音が鳴り、インストルメントクラス
ターに警告シンボルが表示されます。
アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) 警告メッ
セージに関するインフォメーション:
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 91ページ）を参照してください。

警警告告 システムによる自動ブ
レーキ中の制動力不足

この場合、アダプティブ クルーズ コントロール シス
テムのブレーキ制動力では衝突を回避するのに不十分
です。
e 直ちにブレーキをかけてください。
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アダプティブ クルーズ コントロール
（ACC）の例外
アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) が OFF に
なっているため、使用できない
– イグニッションがOFFのとき
– PSMがOFFのとき
– 運転席ドアが開いており、運転席シートベルトを

着用していない
– エレクトリック パーキング ブレーキが作動してい

るとき
– セレクター レバーが NN、RR、および PP の位置にあ

るとき
– ゆるやかな上り坂や下り坂で停車したとき

レーダー センサーが前走車を正常に
検出できない状況
アダプティブ クルーズ コントロール(ACC)のレーダー
センサーは、自車正面の比較的狭い範囲を円錐状に監
視します。
このため周囲の道路状況や、前走車の大きさによって
は、レーダー センサーが前走車を検知できない、また
は検知が遅れる場合があります。 その結果、アダプ
ティブ クルーズ コントロールの制動が遅れたり、ブ
レーキが突然かかることがあります。
e 十分注意して運転してください。
e 必要に応じて減速してください。

図 6：前方への割り込み、幅の狭い車両

A – 前走車の車線変更/前方への割り込み
車両が検出されるのは、自分の車線内に完全にとど
まっている場合のみです。

B – 投影面積が小さな車両/幅の狭い車両
は検出できないか、または検出のタイミングが遅れま
す。

図 7：コーナリング中および停車中の車両

C – コーナーへの進入/脱出
前走車を検出できなかったり、遅すぎるタイミングで
検出する場合があります。また、隣の車線を走行する
車両に反応する場合もあります。

D – 停車中の車両
前走車が車線変更したときなどにレーダー センサーの
監視エリアに突然現れる停止中の車両や障害物を、ア
ダプティブ クルーズ コントロール (ACC) は限定的に
しか検出できません。

警警告告 停止車両の検出の制限

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) のレー
ダー センサーは、停止中の車両を限定的にしか検出で
きません。
e 十分注意して運転してください。
e 必要に応じて減速してください。
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図 8：オーバーハングの長い車両

E – オーバーハングの長い車両
車両後部 (木材運搬トラックなど) は正しく検出されま
せん。

警警告告 前走車の後部が正しく検
出されない

オーバーハングの長い車両が前方にいる場合、アダプ
ティブ クルーズ コントロール (ACC) のレーダー セン
サーはその車両の後部を検出できないか、正しく検出
することができません。
e 十分注意して運転してください。
e 必要に応じて減速します。
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インストルメント クラスター

図 9：インストルメント クラスター

A – 速度 & アシスト機能ディスプレイ
外気温度、速度およびアシスタント システムに関する
情報は、チューブ 11 と 22 に表示されています。
速度 & アシスト機能ディスプレイの設定に関する情報:
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ

さい。

B – タコメーター
タコメーター スケールのレッド ゾーン開始地点は、エ
ンジン許容最高回転数に対する警告です。

C – デジタル スピードメーター / 出力 & 駆動
ディスプレイ
速度、セレクター レバーの位置、締結ギヤおよび作動
中走行モードに関する情報は、デジタル スピードメー
ターに表示されています。

D – 車両 & 情報ディスプレイ
車両ステータス、ドライバー アシストおよび日付と時
刻に関する情報は、チューブ 44 と 55 に表示されていま
す。
車両 & 情報ディスプレイの設定に関する情報:

> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ
さい。

E – パワー メーター
bb E-Hybrid 車両
パワー メーターの 6 時の位置より左側に現在の電気駆
動力が表示され、右側に現在の回生容量が表示されま
す。
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F – 水温計

知知識識

クーラント温度が過度に高温になると、エンジン損傷
の原因になる可能性があります。
冷却水温度が異常に高くなる場合、水温計の指針が最
高温度マークまで動きます。 インストルメント クラス
ターに警告メッセージが表示されます。 警告灯が
が点灯、または点滅します。
e レッド ゾーンに達した場合は、直ちに安全な場所

に停車してエンジンをOFFにしてください。 運転
を続けないでください。

車両の装備仕様により、冷却水温度は車車両両ディスプレ
イに表示されます。

バーが左部分にあるとき – エンジン冷間時
e 高いエンジン回転数および重いエンジン負荷を避

けます。

バーが中央部分にあるとき – 通常の作動温度
e 外気温が高いときにエンジンに大きな負荷をかけ

た場合、バーがレッド ゾーンを示すことがありま
す。

バーがレッド ゾーンにあるとき – 作動温度が高すぎる
e クーラント レベルが低い場合、急な坂道など車両

が急角度で傾いたり、円状に走行するなどして長
いカーブで横加速度が発生したりすると、警告
メッセージが表示されることがあります。 車両が
「通常」の状態に戻ったときに警告メッセージが
消えない場合、クーラント レベルを点検してくだ
さい。
> 「クーラント (冷却水)」の章（ 81ページ）を

参照してください。

F – バッテリー充電状態
bb E-Hybrid 車両

バッテリー充電状態および電動走行可能距離を表示し
ます。

充電ポート ドア位置の表示
矢印は充電ポート ドアの付いている車両
側面を示しています。

F – ブースト圧表示
車両の装備仕様により、ブースト圧は車車両両ディスプレ
イに表示されます。

G – 燃料計

知知識識

燃料不足は、エミッション コントロール システムに損
傷を与える恐れがあります。
e 燃料タンクが空になるまで走行しないでくださ

い。
e 燃料警告が表示された場合、カーブを曲がるとき

にスピードを出さないでください。

車体の傾きが変化する場合 (上り坂や下り坂の走行な
ど)、表示位置が少し変化することがあります。

燃料残量警告灯
燃料の残量が機種ごとに設定された一定量の燃料残量
を下回る場合、燃料警告メッセージが表示されます。
e 最寄りの給油所で給油してください。

> 「給油」の章（ 88ページ）を参照してくださ
い。

フィラー フラップ位置の表示
矢印はフィラー フラップの付いている車
両側面を示しています。

警告灯および表示灯
知知識識

故障は警告灯により示されます。 不具合の原因が解消
した場合のみ、該当する警告灯が消灯します。
次の場合は、必ずポルシェ正規販売店にご相談くださ
い。
– イグニッションを ON にしたときに警告灯が短く

点灯ししなないい。
– エンジン作動中または走行中に、警告灯が点灯ま

たは点滅する。
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十
分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな
整備をお約束します。

ハイ ビーム インジケーター ライト
ダイナミック ハイ ビーム インジケーター
ライト
ロー ビーム インジケーター ライト

リヤ フォグ ライト インジケーター ライト

フォグ ライト インジケーター ライト

トレーラー方向指示器パイロット ライト

ポルシェ ダイナミック ライト システム (-
PDLS) 警告灯
ライト警告灯

クーラント温度警告灯

エンジン制御システム警告灯

エンジン制御システム警告灯

ハイブリッド警告灯

ハイブリッド警告灯

距離警告警告灯
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タイヤ空気圧警告灯
新たに取り付けたホイールまたはタイヤ空
気圧センサーの登録プロセス中、タイヤ空
気圧の低下、タイヤ空気圧監視システム
(TPM) の故障または一時的な不具合によ
り、警告灯が点滅または点灯することがあ
ります。
E サウンド警告灯

4 輪駆動警告灯

ポルシェ アクティブ セーフ (PAS) 警告灯

レーン チェンジ アシスト インジケーター
ライト
エレクトリック パーキング ブレーキ警告
灯
ポルシェ アクティブ サスペンション マ
ネージメント (PASM) 警告灯
アンチロック ブレーキ システム (ABS) 警
告灯
パワー ステアリング警告灯

センター警告灯

方向指示灯、左

方向指示器、右

エアバッグ警告灯
シート ベルト警告灯

ブレーキ警告灯
ブレーキ パッド警告灯

ポルシェ スタビリティ マネージメント
(PSM) 警告灯
ポルシェ スタビリティ マネージメント
(PSM) OFF 警告灯
ナイト ビュー アシスト インジケーター ラ
イト
HOLD 機能インジケーター ライト

エミッション コントロール警告灯 (チェッ
ク エンジン)
汚染物質の排出量を増加させたり、損傷を
引き起こす原因となったりする作動不良
(エンジンの失火など) により警告灯が点滅
または点灯することがあります。

エミッション コントロール (チェック エンジン) 警告灯
が点滅または点灯する場合
e 直ちにエンジンの回転数を下げ、負荷を軽減して

ください。
e 必要に応じて、安全な場所に停車してください。

可燃物 (乾燥した草や枯れ葉など) が高温の排気シ
ステムに接触しないよう注意してください。

e 必要な措置を講じて、エミッション コントロール
システムの不具合を解消してください。

インストルメント クラスターの操作
警警告告 運転中のアプリの設定変

更および操作

マルチファンクション ステアリング ホイールやイン
フォテインメント システムなどの設定と操作は、交通
状況に対する注意が逸らされる危険があります。 車両
のコントロールを失う恐れがあります。
e 運転中は、周囲の交通状況が安全を確保できる場

合にのみコンポーネントを操作してください。
e 安全を確保できない場合は、車列を離れ車両を停

車してから詳細な操作や設定を行ってください。

インストルメント クラスターは、イグニッションが
ON の時のみ操作可能です。 安全のため、一部の機能
は停車中のみ利用できます。

図 10：マルチファンクション ステアリング ホイールでのイン
ストルメント クラスターの操作

A -｢速度 & アシスト 1｣ディスプレイでのメニューおよ
び機能のスクロールと選択
e スクロール: ロータリー ノブAA を上方向または下方

向に回してください。
e 選択/入力: ロータリー ノブ AA を押してください。

B - オーディオ ソースのミュート
e ミュート ボタン BB を押してください。

C -｢速度 & アシスト 1｣ディスプレイでの、1 つ前、ま
たは複数前のメニューへの移動
e [戻る] ボタン CC を押してください。

D -音量を上げる / 下げる
e 音量ボタン DD を押してください。

E -｢車両 & 情報 2｣ディスプレイでのメニューおよび機
能のスクロールと選択
e スクロール: ロータリー ノブ EE を上方向または下方

向に回してください。
e 選択/入力: ロータリー ノブ EE を押してください。
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F - 保存した機能を呼び出す
e ◊ ボタン FF を押してください。 ボタンは個別に割

り当てることができます。
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照して

ください。

G -｢車両 & 情報 2｣ディスプレイでの、1 つ前、または
複数前のメニューへの移動
e [戻る] ボタン GG を押してください。

H - 通話に応答する / 終了する / 拒否する
e 電話ボタン HH を押してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

長いリストでエントリーを探す際、選択した文字で始
まる項目までスキップするには、ロータリー ノブを上
方向または下方向に素早く回してください。

オプションの選択および機能の有効
化
各オプションの項目名の前に付いているシンボル マー
クは、その項目が選択されているか、またはその機能
が有効になっているかを示します。

複数のオプションから1つ選択してください
選択されたオプション。

選択されていないオプション。

機能の作動/停止
機能が作動します。

機能が停止します。
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インストルメント クラスターの表示
項目
一部のディスプレイ表示は停車中のみ利用できます。
すべての機能に関する詳細がこの取扱説明書で説明さ
れているわけではありません。 例は、機能原理を分か
りやすく説明し、メニュー構成を明確にするために記
載されています。

図 11：インストルメント クラスターの表示項目

チチュューー
ブブ

表表示示 何何ががででききるるかか // 何何がが表表示示さされれるるかか 操操作作場場所所

1 e 外外気気温温度度 外気温度を表示します。 –

2 e ススピピーードドメメーータターー スピードメーターを表示します。 –

2 e 走走行行距距離離おおよよびび区区間間走走行行距距離離 オドメーター (積算距離計) およびトリップ メーターを表示します。 トリップ メー
ターは、9,999 km または 6,213 マイルを超えた後、「0」に戻ります。

トリップ メーターをリセットします
e マルチファンクション ステアリング ホイールの左ロータリー ノブ AA （図 10）

を押し続けてください。
トリップ メーターが点滅します。 3 回点滅した後、｢0｣に戻ります。

–

2 e アアシシススタタンンスス ススククリリーーンン アダプティブ クルーズ コントロールを調節および表示します。 > p. 30

レーン チェンジ アシストを表示します。 > p. 276

レーン キープ アシストを表示します。 > p. 273

クルーズ コントロールを表示します。 > p. 83

スピード リミッターを表示します。 > p. 126
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チチュューー
ブブ

表表示示 何何ががででききるるかか // 何何がが表表示示さされれるるかか 操操作作場場所所

ポルシェ ヒル コントロールを表示します。 > p. 238

2 e EE ドドラライイブブ アアシシスストト 電気駆動力の現在の分配 (緑色部分) を表示します。 内燃エンジンは、出力しきい値
E max に達すると始動します。

> p. 184

2 e 制制限限速速度度 速度警告を伴う制限速度のパーソナル設定を行い、表示します。 > p. 43

2 e ナナビビゲゲーーシショョンン ナビゲーション情報 (メッセージを消すなど) を表示します。 > p. 179

4 e 電電話話 接続した電話を使用します。 > p. 288

4 e PPDDCCCC PDCC を表示します。 –

4 e 駆駆動動配配分分 フロント アクスルとリヤ アクスル間の現在のトルク配分を棒グラフ形式で表示しま
す。

–

4 e SSppoorrtt CChhrroonnoo ストップウォッチで時間を測定します。 > p. 128

4 e ブブーースストトアアシシスストト 加速に使用される電気駆動力の現在の分配を表示します。 > p. 184

4 e エエネネルルギギーーフフロローー エネルギー フローを表示します。 > p. 184

4/5 e EE消消費費量量 車両走行やコンフォート機能 (エアコンなど) による電力消費量およびその構成比を
表示します。

> p. 184

4/5 e 車車両両 車両情報を表示します (メッセージ、サービス インターバル、給油レベル)。 > p. 43

4/5 e トトリリッッププ 走行データ (平均燃費、走行可能距離、走行時間など) を表示およびリセットしま
す。

> p. 170

4/5 e GG--FFoorrccee 現在の最大縦加速度および最大横加速度を円グラフで表示します。 –

4/5 e タタイイヤヤ空空気気圧圧 タイヤ空気圧モニタリング システムを表示します。 > p. 152

4/5 e ママッッププ 地図画面を表示および調整します。 –
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チチュューー
ブブ

表表示示 何何ががででききるるかか // 何何がが表表示示さされれるるかか 操操作作場場所所

4/5 e ナナイイトトビビュューーアアシシスストト 熱画像検出機能付きのナイト ビュー アシストを表示します。 > p. 177

5 e 時時刻刻とと日日付付 時刻と日付を表示します。 –

速度警告を伴う制限速度のパーソナ
ル設定
速度警告を伴う制限速度のパーソナル設定を行い作動
させると、その制限速度を超えたときに警告メッセー
ジが表示され、警告音が鳴ります。
この機能は、例えば、装着しているタイヤの許容最高
速度に合わせて制限速度を設定し、運転者に注意を喚
起したいときに利用できます。

11.. 制制限限速速度度 e 制制限限11:: または 制制限限22::

22.. 任意の速度を選択してください。

– リリセセッットト: 制限速度をリセットします。
– 現現在在: 現在の速度を設定してください。
– 手手動動::: 任意の速度値を設定してください。
– 有有効効: 制限速度を作動または解除します。

制限速度作動中

制限速度解除

車両情報の表示
さまざまな車両情報の表示

e 車車両両 e ビビュューー

希望の車両情報ビューを選択してください。
ユーザ定義のビューを設定するには、次のようにしま
す。
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ

さい。

メッセージの表示

e 車車両両 e 通通知知

未解決の警告または車両メッセージが表示されます。
下部エリアに表示される警告シンボル マークは、未解
決の重要な警告の数を示しています。

サービス インターバルの表示

e 車車両両 e 点点検検

任意のサービス インターバルを選択してください。
次回のサービス時期が表示されます。
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インテリア ライト
明るさの調節
e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e ラライイトトとと視視界界

e イインンテテリリアアラライイトト e 明明るるささ

インテリア ライトの切り替え

図 12：インテリア ライトの操作

AA フロント インテリア ライト用ボタン
BB 左フロントの読書灯用ボタン
CC 右フロントの読書灯用ボタン
DD リヤ インテリア ライト用ボタン (装備によって異なりま

す)

図 13：読書灯の操作

インテリア ライトの ON/OFF
インテリアライト
e ボタン AA または DD を押してください。

読書灯の切り替え
フロント読書灯
e ボタン BB または CCを押します。

リヤ読書灯
e 関連するドアの上のボタン EE を押します。

輝度調節
e 所望の明るさが達成されるまで、少なくとも1秒以

上関連するライトのボタンを押したままにしま
す。

インテリア ライトの ON / OFF の自動切り替え

e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e ラライイトトとと視視界界
e イインンテテリリアアラライイトト e ドドアアをを開開いいてていいるる間間

暗くなると、次のような場合にインテリア ライトが点
灯します:
– 車両のロックを解除したり、ドアを開けたりした

場合
– イグニッションをオフにして、運転者のシートベ

ルト バックルを外した後。

次のような状況では、インテリア ライトが再びオフに
戻ります。
– すべてのドアが閉じられた後
– イグニッションがオンになった直後
– 車両がロックされた直後
– ON にしてから約 10 分後 (自動)
インテリア ライトのオフ遅延時間は調整することがで
きます。
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ

さい。

アンビエント ライトの ON/OFF
アンビエント ライトの ON/OFF

11.. 車車両両 e 制制御御 e アアンンビビエエンントトラライイトト

22.. OONN を選択します。

アンビエント ライトの色の設定

11.. 車車両両 e 制制御御 e アアンンビビエエンントトラライイトト

22.. カカララーーを選択してください。

33.. 希望のライトの色を設定してください。

アンビエント ライトの明るさ調節
車内全体の明るさの設定

11.. 車車両両 e 制制御御 e アアンンビビエエンントトラライイトト

22.. 明明るるささを選択してください。

33.. 明るさを希望の値に設定してください。
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車内の各エリアの明るさの設定

11.. 車車両両 e 制制御御 e アアンンビビエエンントトラライイトト

22.. ルルーーフフ、ドドアア、セセンンタタココンンソソルル または フフッットト
ウウェェルルを選択してください。

33.. 明るさを希望の値に設定してください。
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ウィンドウ
ウィンドウの開閉

警警告告 ウィンドウの開閉

ウィンドウを開閉するときは、作動中のウィンドウと
車両の固定部分の間に身体の各部が挟まれないように
十分注意してください。特にワンタッチ作動で閉じる
ときは十分に注意してください。
e ウィンドウを開閉するときは、作動中のウィンド

ウと車両の固定部分の間に身体の各部が挟まれな
いように十分注意してください。

e 車両から離れるときは、必ずイグニッションを
OFF にしてください。 乗員がパワー ウィンドウを
誤って操作し、怪我をする恐れがあります。

e コンフォート アクセス装備車の場合、危険な時
は、直ちにドア ハンドルの近接センサーまたは
キーのボタンを放してください。

e お子様だけを車内に残さないでください。

警警告告 サイド ウィンドウを手動
で閉じる

サイド ウィンドウの動きが妨げられてワンタッチ作動
が無効になっている場合、サイド ウィンドウを手動で
閉じるとこのウィンドウは最大の力で閉じられます。
そのため、動くサイド ウィンドウと車両の固定部品の
間に身体の一部が挟まれると、押しつぶされる危険が
あります。
e サイド ウィンドウを閉じる際には、人が挟まれた

り、押しつぶされたりしないよう注意してくださ
い。

イインンフフォォメメーーシショョンン

サイド ウィンドウが閉じるときに障害物に妨げられる
と、サイド ウィンドウは停止した後、再び数センチ開
きます。
サイド ウィンドウの動作が約 10 秒以内にもう一度妨
げられると、そのウィンドウのワンタッチ操作ができ
なくなります。サイド ウィンドウは手動で閉じること
ができます。ワンタッチ操作を再度有効にするには、
サイド ウィンドウを手動閉操作で一度完全に閉じてく
ださい。

ウィンドウの開閉
bb イグニッションを ON にします。

–または –
bb イグニッションを OFF にしてから 10 分以内。
bb 運転席 / 助手席ドアをまだ開いていない。

図 14：運転席ドアのパワー ウィンドウ スイッチ

AA パワー ウィンドウ、フロント、運転席側
BB パワー ウィンドウ、フロント、助手席側
CC パワー ウィンドウ、リヤ、運転席側
DD パワー ウィンドウ、リヤ、助手席側

ロッカー スイッチには 22 段段階階のの作作動動位位置置がありま
す。 この 2 段階の作動位置は、スイッチを操作する際
にはっきりと感じ取れます。

段階 1 - 手動操作
e 希望の位置に達するまで、ロッカー スイッチを 1

段階目の位置まで押すか、引いてください。
スイッチから指を離すと、ウィンドウが止まりま
す。

段階 2 - 自動操作
e ロッカー スイッチを 2 段目まで押すか、引いてく

ださい。
ウィンドウは自動的にいっぱいまで開閉します。

e ウィンドウを希望の位置で停止させたいときは、
もう一度スイッチを操作してください。

キーによるウィンドウの開閉

図 15：キーによるウィンドウの開閉

bb 機能が作動しています。
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照して

ください。
e ウィンドウが希望の位置になるまでキーの車両

ロック / ロック解除ボタンを押し続けてくださ
い。
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すべてのウィンドウとルーフ システムが閉じる
と、ハザード ライトが点滅します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

リヤ サイド ウィンドウのロールアップ式サンブライン
ドが上がっている場合、リヤ ウィンドウは開きませ
ん。

ドア ハンドルの近接センサーでウィンドウを閉
じる

図 16：ドア ハンドルの近接センサーでウィンドウを閉じる

bb ポルシェ イージー エントリー搭載車両
bb キーをズボンのポケットなどに入れて携行してい

る。
bb 機能が作動しています。

> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照して
ください。

e 車両をロックする時に、ウィンドウが希望の位置
に達するまでドア ハンドルの近接センサーを押し
続けてください。
すべてのウィンドウとルーフ システムが閉じる
と、ハザード ライトが点滅します。

ウィンドウ停止位置の保存
バッテリーを切り離したり、再接続したりすると、
ウィンドウの停止位置が消去されます。 ウィンドウの
ワンタッチ操作が無効になります。

すべてのウィンドウで以下の手順を行ってください。
11.. スイッチを 2 段目まで引いて、一度完全にウィン

ドウを閉じます。
22.. ウィンドウが完全に閉じたら、ロッカー スイッチ

を再度短く 2 段目まで引いてください。
33.. スイッチを押して、ウィンドウを一度完全に開き

ます。

リヤでの操作を無効にする – チャイ
ルド プロテクション

図 17：リヤでの操作を無効にする

運転席ドア、コントロール パネルのセーフティー ボタ
ンを押すとリヤ ドアのパワー ウィンドウ スイッチ
と、リヤ センター コンソールのコントロール パネル
の機能が無効になります。

チャイルド プロテクションの ON/OFF の切り替え
e セーフティー ボタンを押してください。

ボタンのインジケーター ライトが点灯します。
リヤ コントロール パネルで行われたシート設定は
保持されます。
リヤ コントロール パネルの機能が停止します。

リヤ サイド ウィンドウのロールアッ
プ式サンブラインドの使用

イインンフフォォメメーーシショョンン

リヤ サイド ウィンドウのロールアップ式サンブライン
ドは、リヤ サイド ウィンドウが閉まっている場合にの
み上げ下げできます。
ロールアップ式サンブラインドは自動的に正しい戻り
位置に移動します。
チャイルド プロテクション機能が作動しているとき
は、リヤ サイド ウィンドウのロールアップ式サンブラ
インドを操作できるのは、運転席ドアのパワー ウィン
ドウ ボタンを使用した場合のみです。

図 18：運転席ドアのパワー ウィンドウとロールアップ式サン
ブラインドのスイッチ

リヤ サイド ウィンドウのロールアップ式サンブライン
ドを下げる
e 該当するウィンドウのロッカー スイッチを第 1 段

階まで短く引きます。
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ロールアップ式サンブラインドを完全に下げま
す。

リヤ サイド ウィンドウのロールアップ式サンブライン
ドの格納
e 該当するウィンドウのロッカー スイッチを第 1 段

階まで短く押します。
ロールアップ式サンブラインドを完全に上げま
す。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ロールアップ式サンブラインドを下げた状態でリヤ サ
イド ウィンドウを開くと、リヤ サイド ウィンドウが
開く前にサンブラインドが自動的に上がります。
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ウィンドウォッシャー
> 「エンジン コンパートメント フィラー開口」の章

（ 25ページ）を参照してください。
下記の点を必ず守ってください：
e 季節に合わせて、水と適切な添加剤（ウィンドウ

クリーナー濃縮液、不凍液）を混ぜ合わせてくだ
さい。 正しい混合比を遵守し、使用する添加剤の
容器に記載されている注意事項に従ってくださ
い。

– 夏夏季季: 水とウィンドウ クリーナー濃縮液を入れてく
ださい。

– 冬冬季季: 水、不凍液、およびウィンドウ クリーナー濃
縮液を入れてください。

次の条件を満たしているウィンドウ クリーナーのみを
使用してください：
– 濃度1:100
– 無リン
– プラスチック ヘッドライト レンズに適しているも

の
ポルシェ社が推奨するウォッシャー液濃縮液について
は ポルシェ正規販売店にご相談ください。
ウォッシャー液が少ない場合、インストルメント クラ
スターに警告メッセージが表示されます。

ウォッシャー液の追加
知知識識

ヘッドライトを損傷する恐れがあります。
e ウォッシャー液を補充するときに、ヘッドライト

に寄りかからないようにしてください。

11.. ウォッシャー液タンクのキャップを開けてくださ
い。

22.. ウォッシャー液を補充してください。
33.. キャップを慎重に閉じてください。

> 「テクニカル データ」の章（ 295ページ）を参照
してください。
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エアコン システム (2-/4- ゾー
ン エアコン)
概要説明 - エアコン
フロント コントロール パネル

この概要説明は包括的な説明に代わるものではありま
せん。 操作する際は、この概要のみでなく「安全指
示」および「警告」を必ずお読みください。

図 19：概要 - フロント エアコン

希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 操操作作場場所所

ボボイイスス ココンントトロローールルをを使使用用ししててエエアアココンンをを作作
動動ささせせるる

ボイス コントロールを開き、エアコン システムのグローバル ボイス コマンドを使用します。 > p. 217

オオーートト モモーードドをを OONN ににすするる 左側はボタン CC 、右側はボタン GG を押します。 > p. 52

温温度度のの設設定定 左側はボタン AA、右側はボタン HH を押します。 > p. 52

オオーートト モモーードドでで風風量量をを設設定定すするる エエアアココンン e 快快適適 e 風風量量 > p. 54

足足元元のの温温度度のの設設定定1 エエアアココンン e 快快適適 e フフッットトウウェェルル > p. 54

風風量量をを設設定定すするる 左側はボタン BB、右側はボタン II を押します。 > p. 53

1. 必要条件：4 ゾーン エアコン
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希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 操操作作場場所所

送送風風口口をを調調節節すするる エエアアココンン e エエアア > p. 53

フフロロンントト ウウィィンンドドウウ デデフフロロススタターー ボタン DD を押してください。 > p. 55

リリヤヤ ウウィィンンドドウウ ヒヒーータターーおおよよびびドドアア ミミララーー
ヒヒーータターーをを OONN ににすするる

ボタン EE を押してください。 > p. 55

手手動動でで内内気気循循環環モモーードドをを OONN ににすするる ボタン FF を押してください。 > p. 54

リヤ コントロール パネル (4 ゾーン エアコン)

この概要説明は包括的な説明に代わるものではあり
ません。 操作する際は、この概要のみでなく「安全
指示」および「警告」を必ずお読みください。

図 20：概要 - リヤ エアコン

希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 操操作作場場所所

オオーートト モモーードドをを OONN ににすするる 左側はボタン CC、右側はボタン DD を押します。 > p. 52

温温度度のの設設定定 左側はボタン AA、右側はボタン EE を押します。 > p. 52

風風量量をを設設定定すするる 左側はボタン BB、右側はボタン FF を押します。 > p. 53

送送風風口口をを調調節節すするる ヘッドレベルへの送風：ボタン を押してください。
中央および左右のエア ベントからの送風：ボタン を押してください。
左右足元への送風：ボタン を押してください。

> p. 53
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内部温度、日光、および空気品質などの様々な要素に
依存して、空調装置は、自動モードで通気配分と気流
を十分に自動的に制御します。
選択された適切な機能設定が手動で調節されるとすぐ
に、自動モードが解除されます。
エアコン システムは、リヤおよびセンター コンソール
のボタン、またはダッシュボードのタッチ ディスプレ
イを使用して操作することができます。
空調装置は、窓が閉じた状態で最も有効に作動しま
す。
車内に熱がこもった場合：
e 窓を開けて、内部に短い時間、風を入れてくださ

い。
外気温度および湿度によっては、除湿した水分により
車両下部に水たまりができることがあります。 これは
システムにより異なり、故障ではありません。
蓄電池電圧が低すぎる場合、空調機能はまず制限さ
れ、次にOFFになります。

2ゾーン環境制御
温度、気流、通気配分、および環境制御のタイプは、
左左 および 右右 の気候ゾーンに対してそれぞれ設定でき
ます。

4ゾーン環境制御
温度、気流、通気配分、および環境制御のタイプは 左左
前前, 右右前前, 左左後後 および 右右後後 の気候ゾーンに対してそれ
ぞれ設定できます。

エアコンの ON/OFF の切り替え
車内全体のエアコンの ON/OFF の切り替え
ダッシュボードのタッチ ディスプレイ:

e エエアアココンン e エエアア e OOFFFF

リヤ ゾーンへの風量を少なくしたり、リヤ エアコン
システムを OFF にしたりしても、フロント ゾーンの快
適性は向上しません。

オート モードのスイッチをONにす
る
前部と後部のクライメント ゾーンは、独立してオート
モードに切り替えることができます。
e 前部または後部コントロールパネルの適切なクラ

イメント ゾーンに対応するボタン を押
します。
ボタン のインジケーター ライトが点灯
します。 風量および送風口が自動的に制御されま
す。

必要であればオート モードの制御を手動調節できま
す。 適切な機能ボタンが再び押されるまで、またはボ
タン が押されるまで、手動設定が保持され
ます。

冷房機能のON/OFF
冷房機能は空気を冷やしたり除湿します。
オート モードでは、冷房機能が常にONになります。
冷房出力は自動的に制御されます。

e エエアアココンン e エエアア e AA//CC
冷房機能はONまたは OFF に切り替えることがで
きます。

A/C MAX モード (最大冷房出力) の
ON/OFF
A/C MAXモードでは、エアコン システムが最大出力で
車内を冷却します。

図 21：A/C MAX モードの起動と解除

最大冷房出力を ON にする
e ボタン を押してください。

ボタンのインジケーター ライトが点灯します。

最大冷房出力を OFF にする
e ボタン を押してください。

ボタンのインジケーター ライトが消灯します。

温度の設定
温度は 16 °C ～ 29.5 °C の範囲に設定できます。 推
奨：22 °C。
温度を一時的に低くまたは高く設定しても、車内が設
定温度まで下がる、または上がる時間が短くなるわけ
ではありません。

図 22：フロントの温度および風量の設定
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図 23：リヤの温度および風量の設定 (4 ゾーン エアコン)

温度を上げる / 下げる
e 該当する空調エリアのボタン を上方向ま

たは下方向に押してください。
選択した温度は、該当エアコン ゾーン用ボタンの
上にあるディスプレイに表示されます。

ディスプレイに LLOO または HHII が表示される場合は、エ
アコンの作動は最大の冷房 (LO) または暖房 (HI) に
なっています。 このときオート モードは OFF になり
ます。

風量を設定する
風量を上げる / 下げる
e 該当する空調エリアのボタン を上方向または下

方向に押してください。
設定した風量は、ボタン の上のバー ディスプレ
イに表示されます。 バーの数が多くなるほど、車
内の風量が多いことを示します。

ボタン を押すと、オート モードに戻りま
す。
エアコン ディスプレイに OOFFFF と表示されるところま
ですべての空調エリアの風量を下げると、外気導入に
よる送風が停止し、エアコンシステムが OFF になりま
す。
リリヤヤででのの OOFFFF モモーードドををフフロロンントトかからら無無効効ににすするる

4 ゾーン エアコンの場合、OOFFFF モードは、ダッシュ
ボードのタッチ ディスプレイを使って無効にできま
す。
> 「前部から後部のクライメートゾーンを設定」の

章（ 55ページ）を参照してください。
リヤでの OOFFFF モードは、SSYYNNCC 機能では無効にでできき
まませせんん。

警警告告 送風設定 OFF による視界
の低下

風量を OOFFFF にした状態では、ウィンドウが曇りやすく
なります。
e 風量を多くしたい場合、ボタン を上方向に押す

か、またはオート モードを再度 ON にします。

エア ベントの調整
エエアア ベベンントトは手手動動でで開閉することができ、ダダッッシシュュ
ボボーードド、フロントおよびリヤ セセンンタターー ココンンソソーールル、
およびドドアア ピピララーーにあります。 送風方向も調節可能
です。

知知識識

エア ベントを損傷する恐れがあります。
e 携帯電話クレードルやプラグイン式のエア フレッ

シュナーなど、エア ベントには何も挟まないでく
ださい。

エア ベントの開閉
e エア ベントにぎざぎざがついた車輪を回転させて

ください。

送風方向の調節
e ルーバー角度を調節して希望の方向に風を送るこ

とができます。

外気の取り入れを可能にします
e ボンネットとフロント ウィンドウの間の外気導入

口に雪、氷、木の葉などによる詰まりがないこと
を確認してください。

送風口の調節
フロントの送風口の調節

11.. エエアアココンン e エエアア

22.. 該当する空調エリアの送風口を選択してくださ
い。

フロント ウィンドウおよびサイド ウィン
ドウへの送風を開始します。
中央および左右エア ベントからの送風を
開始します。
フットウェルへの送風を開始します。

リヤ送風口を手動で調整する
e 該当する空調エリアの送風口を選択してくださ

い。
ヘッド レベルへの送風を開始します。

中央およびドア ピラーのベントからの送
風を開始します。
足元およびドア ピラーのベントからの送
風を開始します。
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アッパー換気パネルの調節

図 24：アッパー換気フィールド

ダッシュボード上にある換気パネルでも車内へ換気が
できます。換気パネルは、個別にON/OFF を切り替え
ることができます。 エアコン システムは送風量を自動
的に調整します。

11.. エエアアココンン e エエアア

22.. ベベンントトパパネネルル を選択してください。

クライメートコントロールタイプの
設定
気流は、自動モードのそれぞれのクライメートコント
ロールゾーンの 3 つのステージで調整できます。

11.. エエアアココンン e 快快適適 e 風風量量

22.. 適切なクライメートゾーンに、希望するタイプの
クライメートコントロールを選んでください。

エコ モードのON/OFFの切り替え
エコ モードが ON に設定されているときは、エアコン
システムはエネルギーを効率的に節電しながら作動し
ます。 低燃費で作動するために、車内の快適性が低下
してしまうこともあるかもしれません (車内が暖まるま

で、または冷えるまで少し時間がかかる場合もありま
す)。

ダッシュボードのタッチディスプレイ:

e エエアアココンン e 快快適適 e AA//CC EECCOO

足元の温度の設定
フロント ゾーンの車内温度とは別に、足元の温度は個
別に設定できます。

ダッシュボードのタッチ ディスプレイ:

11.. エエアアココンン e 快快適適 e フフッットトウウェェルル

22.. 該当する空調エリアでの希望する足元の温度を選
択してください。

イオン発生機の ON / OFF の切り替
え
bb イオナイザー装備車。
イオン発生機は、大都市などエア クオリティが悪い地
域で車内の空気の状態を向上させることができます。
イオン発生機は無臭です。

e エエアアココンン e 快快適適 e イイオオンン

自動内気循環のON/OFFの切り替え
自動内気循環モードでは、空気の状態に応じて自動的
に外気導入と内気循環を切り替えます。 約5℃以下の
外部温度で、内気循環モードは窓が曇るのを防ぐため
に自動的に解除されます。

ダッシュボードのタッチディスプレイ:

e エエアアココンン e 快快適適 e 自自動動内内気気循循環環

内気循環モードの ON/OFF を手動で
操作する

警警告告 手動内気循環モードでの
視界の低下

手動内気循環モードを長時間 ON にすると、ウィンド
ウが曇る恐れがあります。 新鮮な空気が供給されない
ため、ドライバーが疲労を感じて注意力が低下する可
能性があります。
e 手動内気循環モードは長時間 ON にしないでくだ

さい。

図 25：内気循環モードを ON/OFF にする

手動で内気循環モードを ON にする
e ボタン を押します。

ボタンのインジケーター ライトが点灯します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

手動または自動で冷房機能をオフにすると、約 5 分後
に内気循環モードが停止します。

手動で内気循環モードを OFF にする
e ボタン を押します。

–– ままたたはは ––
ボタン を押します。
ボタンのインジケーター ライトが消灯します。
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SYNC モード - 車両全体のエアコン
設定を同期させる
ダッシュボードのタッチディスプレイで SYNC
モードを ON/OFF

e エエアアココンン e エエアア e SSYYNNCC
SYNC モードはONまたは OFF に設定されていま
す。 SYNC モードが作動している時は、表示され
る他の空調エリアのエアコン設定が運運転転席席のの設設定定
と同期されます。

1名乗車時に推奨するエアコン設定
e ダッシュボードのタッチディスプレイで SYNC

モードを ON にすると、車内が最も快適な状態に
維持されます。

44 ゾゾーーンンククラライイメメーートトココンントトロローールル リヤ ゾーンへの
風量を少なくしたり、またはリヤ エアコン システムを
OFF にすると、フロント ゾーンの快適性が損なわれま
す。

前部から後部のクライメートゾーン
を設定
4ゾーン空調の場合には、後部のクライメートゾーン
はダッシュボードのタッチディスプレイを使用して調
整できます。

11.. エエアアココンン e リリアア

22.. 必要に応じて設定を調整します。

フロント ウィンドウ デフロスター

図 26：フロント ウィンドウ デフロスター

デフロスト モードを ON にする
e ボタン を押します。

ボタンのインジケーター ライトが点灯します。
フロント ウィンドウおよびフロント サイド ウィン
ドウへの送風を開始します。
なるべく早くフロント ウィンドウの曇りまたは霜
を取ります。

デフロスター モードでは、リヤへのエアの供給が状態
に応じて制御されており、曇りを取り除く効果を最大
にします。
44 ゾゾーーンン エエアアココンン：：エアコン用リヤ コントロール パ
ネルが無効になります。
bb フロント ウィンドウ ヒーター装備車
フロント ウィンドウ ヒーター装備車には、フロント
ウィンドウに金属フィルムのストリップ、およびフロ
ント ウィンドウ ワイパーの接触面にヒーターのワイ
ヤーも装備されています。 霜や曇りを防ぐために、フ
ロント ウィンドウを温めることができます。 なるべく
早く凍結したフロント ウィンドウ ワイパーを解かしま
す。
e ボタン を押します。

ボタンのインジケーター ライトが点灯します。
フロント ウィンドウは温められました。

なるべく早くフロント ウィンドウの曇りまたは霜
を取ります。

フロント ウィンドウ ヒーターは最長 10 分後に自動停
止し、それ以降はフロント ウィンドウが温められなく
なります。 デフロスター モードは作動し続け、ボタ
ン 上のインジケーター ライトが点灯したままにな
ります。

デフロスト モードを OFF にする
e ボタン を押します。

ボタンのインジケーター ライトが消灯します。

リヤ ウィンドウ ヒーターおよびドア
ミラー ヒーターの ON / OFF 切り替
え

図 27：リヤ ウィンドウ / ドア ミラーのヒーター ボタン

リヤ ウィンドウ ヒーターおよびドア ミラー ヒー
ターを ON にする
bb エンジンを作動状態にする。
e ボタン を押します。

ボタンのインジケーター ライトが点灯します。
外気温度によって、約 5 ～ 20 分後にリヤ ウィンドウ
ヒーター / ドア ミラー ヒーターのスイッチが自動的に
OFF になります。
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リヤ ウィンドウ ヒーターおよびドア ミラー ヒー
ターを OFF にする
e ボタン を押します。

ボタンのインジケーター ライトが消灯します。

エンジン残余熱の使用 - RESTモード

図 28：RESTモードのオン/オフ

イグニッションを OFF にしてから最大 20 分間は、作
動温度に達しているエンジンの余熱を利用して車内を
暖めることができます。
bb イグニッションを OFF にする。
e 前面のコントロールパネルのボタン

を押してください。
ボタンのインジケーター ライトが点灯します。
REST モードではエアコン システムの設定を変更
できません。

e 前面のコントロールパネルのボタン
を押して、機能を停止させ

ます。
ボタンのインジケーター ライトが消灯します。

プレクール / ヒート タイマーおよび
プレクーリング / ヒーティングの使
用 (E-Hybrid)
bb 高電圧バッテリーは十分に充電されています (最低

10%)。

bb 燃料タンクの残量が少なくない。
プレクーリング / ヒーティングにより、風量、送風お
よび温度が制御されます。 個別に調節できます。 ま
た、車両では外気温度に従ってプレクーリング / ヒー
ティングが高度に制御され、最大限の快適さが提供さ
れます。 これは、プレクーリング / ヒーティングをププ
レレククーールル//ヒヒーートト、キー、または PCM 機能ププレレククーー
ルル//ヒヒーートト開開始始を使用して作動させたかどうかとは無
関係です。
プレクーリング / ヒーティングで、次のエアコンが有
効になります (装備により異なる):
– 車内
– シート
– ステアリング ホイール
– ドア ミラー
– リヤ ウィンドウ
– およびフロント ウィンドウ、
エンジン停止中。 また、これは車両プラグが接続され
ているかどうかに関わりなく発生します。
> 「充電」の章（ 147ページ）を参照してくださ

い。

イインンフフォォメメーーシショョンン

気温が低いとドア ミラー、リヤ ウィンドウおよびフロ
ント ウィンドウ (装備により異なる) のヒーターは自動
的に ON になり、ウィンドウおよびドア ミラーを解氷
します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

気温が低い場合には、プレクーリング / ヒーティング
はバッテリーを温めるために使用されます。 バッテ
リーが低温の場合、ファンを使用して車内が換気され
ない間に、車両はプレヒーティングを開始します。 こ
れにより電動による発進が向上します。

プレクーリング / ヒーティングを ON にする

11.. エエアアココンン e タタイイママーー

22.. ププレレククーールル//ヒヒーートト開開始始 を選択してください。

プレクーリング / ヒーティングを ON にすると、電動
走行可能距離が減少します。
車両が走行可能状態で、停車している場合、プレクー
リング / ヒーティングは 30 分後までに OFF になりま
す。

プレクーリング / ヒーティングを OFF にする

11.. 、エエアアココンン e タタイイママーー

22.. ププレレククーールル//ヒヒーートト停停止止 を選択してください。
プレクール / ヒート タイマーで起動されるプレクーリ
ング / ヒーティングも終了します。

プレクール / ヒート タイマーによるプレクーリ
ング / ヒーティングのプログラミングおよび作動
プレクール / プレヒート タイマーを使用して、車内を
出発時刻までに適切な温度に調節しておくことができ
ます (プレクーリング / ヒーティング)。
タイマーは 1 回 (シングル タイマー) または定期的 (反
復タイマー) のいずれかに設定可能です。

11.. エエアアココンン e タタイイママーー

22.. ププレレククーールル//ヒヒーートト を選択してください。

33.. 希望する出発時刻の曜日もしくは日付と時刻を設
定し、タイマー入力を 有効にしてください。

44.. 温度およびシートの作動を個別に設定します。

選択されたエアコン設定は、プログラムされた時間の
最大 10 分後まで維持されます。 イグニッションが
ON の場合、風量、送風方向および温度を手動で調節
することができます。
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プレクール / ヒート タイマーの停止

11.. エエアアココンン e タタイイママーー

22.. ププレレククーールル//ヒヒーートト を選択してください。

33.. オプションを選択解除してください。

プレクーリング / ヒーティングを個別に設定する
エアコン ゾーンの設定

11.. エエアアココンン e タタイイママーー e オプション e
拡拡張張ププレレココンンデディィシショョニニンンググ e ププレレココンンデディィ
シショョニニンンググ ゾゾーーンン

22.. 希望のエアコン設定 を有効にします。

車両のシートは温められるか、換気されます (装備によ
り異なる)。 車両のシート設定は、外気温度により車両
が自動的に制御します。

希望温度の設定

11.. エエアアココンン e タタイイママーー e オプション e
拡拡張張ププレレココンンデディィシショョニニンンググ e 温温度度

22.. 希望する温度を設定します。

33.. 確確定定 で設定を保存します。
プレクーリング / ヒーティング プロセス中、車両
では車内温度が設定した希望通りの温度になるよ
うに制御されます。

クイック プレクーリング / ヒーティングの設定

11.. エエアアココンン e タタイイママーー e オプション e
拡拡張張ププレレココンンデディィシショョニニンンググ e 簡簡単単エエアアココンン予予
約約

22.. オプションを有効にします。
車両のロックを解除すると、5 分間のプレクーリ
ング / ヒーティングが開始します。

不意の作動を防ぐために、この機能は 1 回の走行につ
き 2 回作動できます。
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エアサスペンションおよびレベ
ル コントロール システム付き
ポルシェ アクティブ サスペン
ションマネージメント (PASM)
切り替え可能エアー サスペンションおよびレベル コン
トロール付き PASM は、ショック アブソーバーとサス
ペンションをアクティブに調整するシステムであり、
車高バランス システムでもあります。 アジャスタブル
サスペンション システムは、走行状態や走行条件に応
じて各ホイールに適切なダンピング レベルを選択し、
エアー サスペンションのスプリング レートを切り替え
ます。 レベル コントロール システムは自動的に負荷
変化のバランスを取り、一定の車高を維持します。 走
行安全性、俊敏性、および快適性が最適化されます。
ボタンの操作で 3 種類のシャーシ モードから選択でき
ます。
– ｢ノーマル｣
– 「スポーツ」
– ｢スポーツ プラス｣
ノーマル モードでは、車両はスポーティーで快適な設
定となります。 「スポーツ」シャーシ設定では非常に
スポーティーなスプリング / ショック アブソーバー調
整になります。 「スポーツ プラス」モードでは、スプ
リング コントロールとダンパー コントロールは、妥協
のないスポーティーな走行 (例: レース サーキットでの
走行) 向けに最適化されます。 車高も中レベルより約
18 mm 低く設定され、低レベルに切り替わります。
マニュアル モードを選択することに加えてPASM も、
スポーツ性能の大幅な向上や快適な走行を実現するた
めに、スプリング レート設定とダンピング フォースの
要件を走行状況に合わせて調整します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– 車両に荷物が載っている場合、車両の高さは自動
的に保持されます。 エンジン作動中にのみ個別レ
ベルが設定できます。

– レベルを何度も切り替えると、コンプレッサーが
オーバーヒートすることがあります。 この場合、
レベリング システムが再び正常に機能するまでコ
ンプレッサーを数分間冷やす必要があります。 コ
ンプレッサーが冷えると、システムは選択したレ
ベルに自動的に調整されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

エア サスペンション装備車が数週間停止したままの場
合、車高が低くなることがあります。 エンジンを始動
すると自動的に正常な車高に再調整されます。 作動
モードによっては、調整に数分かかることがありま
す。 このとき、地上高が減少します。

シャーシ モードの設定

図 29：センター コンソールの PASM ボタン

11.. イグニッションを ON にする。
22.. ボタン を繰り返し押します。

ボタンのインジケーター：

– ｢ノーマル｣(デフォルト設定) を選択した場合、イ
ンジケーター ライトは点点灯灯ししまませせんん。

– ｢スポーツ｣を選択すると、インジケータ ライトが
11 つつ点灯します。

– ｢スポーツ プラス｣を選択すると、インジケータ ラ
イトが 22 つつ点灯します。

更に、選択したシャーシ モードはインストルメント ク
ラスターに短時間表示されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

シャーシ モードは PCM でも設定できます:

e 車車両両 e ドドラライイブブ e シシャャシシーー

イインンフフォォメメーーシショョンン

イグニッションを OFF にした後でも、最後に選択した
シャーシ モードは保存された状態のままになります。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両が停止している場合、車両重量のバランスを保つ
ため車高が自動的に調整されることがあります。

エア スプリングの高さの設定
エア スプリングの高さは PCM で設定できます。 イグ
ニッションをオフにした後でも、そのとき選択してい
るシャーシ モードと車両レベルがメモリーに保存され
ます。

e 車車両両 e ドドラライイブブ e シシャャシシーー高高

中間の高さ
中間の高さを、｢ノーマル｣と｢スポーツ｣シャーシ モー
ドで標準として採用されています。 ｢スポーツ プラス｣
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モードでは、PCM でドドラライイブブ メニューから中間の高
さを手動で選択できます。

テレーン レベル
テレーン レベルは、中間の高さと比べて地上高が約
55 mm 高く、最大の地上高での走行時に使用しま
す。 テレーン レベルは約 35 km/h 未満で走行してい
る場合は手動で選択でき、それより速い場合は自動で
解除されます。
テレーン レベルはオフロード モードの「岩」で自動的
に適用されます。

高レベル
高レベルは、中間の高さと比べて地上高が約 25 mm
高く、悪路での走行時に使用します。 高レベルは約
80 km/h 未満で走行している場合は手動で選択でき、
それより速い場合は自動で解除されます。
高レベルはオフロード モード「砂」、「泥」、「砂
利」で自動的に適用され、速度が 120 km/h で自動的
に解除されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

レベルを何度も切り替えると、コンプレッサーがオー
バーヒートすることがあります。 この場合、レベリン
グ システムが再び正常に機能するまでコンプレッサー
を数分間冷やす必要があります。 コンプレッサーが冷
えると、システムは選択したレベルに自動的に調整さ
れます。

低レベル
低レベルは、中間の高さと比べて地上高が約 18 mm
低く、スポーツ走行時に使用します。
低レベルは、オンロード モードでいつでも手動で選択
できます。
低レベルは「スポーツ プラス」シャーシ モードで自動
的に適用されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ドアが開いた状態で車両が下降することはありませ
ん。ドアが閉じた後に、選択したレベルが設定されま
す。

ドロップ フレーム機能
この機能はラゲッジ コンパートメントへの積載を容易
にするものです。 車両後部が約 66 mm 下がります。
速度が約 5 km/h を超えると、車両は自動的に以前の
設定レベルまで上がります。

知知識識

シャーシ部品、アッセンブリーおよび車両下周りを損
傷する恐れがあります。
車両がカーブからフレームを落としたまま発進する
と、地上高が不十分などの理由で、車両の下周りが地
面に接触することがあります。
e 発進する前には必ず中レベルに切り替えてくださ

い。

図 30：ラゲッジ コンパートメントのボタンによるローディン
グ レベル機能の設定

ローディング レベル機能は、ラゲッジ コンパートメン
ト進行方向右側のサイドトリム パネルの2つのボタン
AA および BB を使用して設定できます。
選択されたモードにより、ボタンを押してから車両後
部が上昇または降下するのに 1 ～ 2 秒かかることがあ
ります。 車両後部は選択するモードにより、様々な速
度で上昇することがあります。

車両後部を下げる
bb リヤ リッドが開いている。
e ボタン AA を押し続けてください。

2 つのボタン AA および BB 間のライト インジケータ
が点灯します。
車両後部が下がります。

車両後部を上げる
bb リヤ リッドが開いている。
e ボタン BB を押し続けてください。

2 つのボタン AA および BB 間のライト インジケータ
が点灯します。
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車両後部が初期レベルに上げられ、ライト インジ
ケータは消灯します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– ローディング レベル機能が作動しているときは、
その他のレベル システムの調整はできません。

– 2 つのボタン AA および BB 間のライト インジケータ
が点滅し続ける場合、ローディング レベル機能を
作動させることはできません。例: コンプレッサー
エアーがない、バッテリー電圧が低すぎる、レベ
リング システムに故障があるなど。

トレーラー車両けん引時のレベリング システム
トレーラー車両けん引時、低レベルは利用できませ
ん。 トレーラー車両けん引時、テレーン レベルおよび
高レベルは35 km/h以下で走行している場合にのみ選
択できます。

知知識識

トレーラー車両けん引時に車高レベルを調整すると、
車両の最大ドローバー荷重を超えることがあります。
e 中間の高さでの突起部の重さを必ず確認します。

レベリング システムを OFF にする

警警告告 タイヤ交換時のレベリン
グ システムの作動

ジャッキから車両が滑り落ちる恐れがあります。 身体
の一部が挟まれたり、怪我をしたりする恐れがありま
す。
リフティング プラットフォームまたはジャッキによる
リフト アップを行う前に：
e 中間の高さを手動で設定します。
e レベル システムを OFF にします。

車両をリフトで持ち上げたり、ジャッキを使用して持
ち上げたりする場合、オート レベリング システムは必
ず OFF にしてください (車両ジャッキ モード)。
車両のリフト アップに関する情報：
> 「ジャッキおよびリフティング プラットフォー

ム」の章（ 121ページ）を参照してください。
bb 車両は停止している。

e 車車両両 e 制制御御 e車車両両設設定定 e シシャャーーシシ e 車車
両両ジジャャッッキキモモーードド

これで車両をジャッキ アップできます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車速が約 7 km/h を超えると、レベリング システムは
自動的に ON になります。

警告シンボルへの対応
PASM 故障はインストルメント クラスターに表示され
ます。
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エアバック システム
危危険険 正しくないシート位置ま

たは正しく収納されてい
ない荷物

エアバッグは、乗員全員がシート ベルトを着用し正し
く着席している場合にのみ、保護機能を発揮します。
荷物や手荷物は安全に収納する必要があります。
e シシーートト ベベルルトトをを必必ずず着着用用ししまますす。。
e ドライバーや乗員とエアバッグが展開するエリア

との間に、人や動物がいないように、また物がな
いようにしてください。

e ステアリング ホイールは必ずステアリング ホイー
ル リムを握るようにしてください。

e 効果的に保護できるようにするには、ドライバー
や乗員からエアバッグまで一定の距離が必要で
す。 エアバッグに必要以上に近づきすぎないよう
にシート位置を選択します。

e ドアの内側 (エアバッグが膨らむエリア) にもたれ
かからないでください。

e ドアの小物入れから荷物が決してはみ出ないよう
にしてください。

e シート上またはシートの前に重い荷物を載せて走
行しないでください。

e ダッシュボードの上には物を置かないでくださ
い。

e 走行中はグローブ ボックスを収納しておいてくだ
さい。

e 走行中、足は常にフットウェルに置いてくださ
い。 ダッシュボードやシート クッションの上に足
を乗せないでください。

e ドライバーはこの章で説明している内容を、すべ
ての乗員に理解してもらってください。

エアバッグ システムの機能
エアバッグは、シート ベルトと併用することで衝突時
の乗員の負傷を最小限に抑えるよう設計されていま
す。
前方または横方向からの衝突時に、エアバッグは頭
部、骨盤および上半身を保護し、同時に衝突方向への
ドライバーおよび乗員の動きを弱めます。
フフロロンントト エエアアババッッググ は、運転席側のステアリング ホ
イール パッド下部、助手席側のダッシュボード内、お
よびドライバーと乗員側の膝の位置に取り付けられて
います。
フロント シートのササイイドド エエアアババッッググはバックレスト
の側面に取り付けられています。 リヤ シートのサイド
エアバッグ (車両装備による) はシート バックレストの
側面に取り付けられています。
ヘヘッッドド エエアアババッッググ はサイド ルーフ フレームにありま
す。
該当するエアバッグは、衝突角度および衝突威力によ
り起動します。

危危険険 作動済みのエアバッグを
作動させることはできま
せん。

エアバッグは 1 回しか作動できません。
e 作動済みのエアバッグは直ちに取り替える必要が

あります。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

危危険険 エアバッグの改造による
不具合

手を加えたエアバッグは、保護効果を発揮しません。
作動しなかったり、予期しないタイミングで作動した
りする恐れがあります。 予期しないタイミングでエア

バッグが作動すると、重症を負う可能性があります。
e エアバッグの配線や部品を改造しないでくださ

い。
e エアバッグの配線の近くには、アクセサリー類の

配線を取り付けないでください。
e エアバッグ付近にアクセサリーを取り付けたり、

ステッカーなどを貼り付けたりしないでくださ
い。

e シートに保護カバーを装着しないでください。
e エアバッグの部品を取り外さないでください。

故障の認識
エアバッグ システムが故障した場合、インストルメン
ト クラスターの赤いエアバッグ警告灯 によって表
示されます。
次の場合は、必ずポルシェ正規販売店にご相談くださ
い。
– イグニッションをONにしたときに警告灯が点灯し

ない
ままたたはは

– イグニッションをONにしたときに警告灯が消灯し
ない
ままたたはは

– 走行中に警告灯が点灯する
ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十分
なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整
備をお約束します。
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助手席エアバッグを OFF にする
危危険険 助手席エアバッグを OFF

にする

助手席エアバッグを OFF にしたままにしておくと、事
故の際にエアバッグが作動しません。
e チャイルド シートを助手席に取り付けている場合

は、助手席エアバッグのみを OFF にしてくださ
い。

e チャイルド シートを取り外した後は、助手席エア
バッグを再び ON にしてください。

危危険険 助手席エアバッグの故障
または作動不良

イグニッションを ON にして、助手席エアバッグを
OFF にしたときに PPAASSSSEENNGGEERR AAIIRR BBAAGG OOFFFF 警告
灯が点灯しなかった場合は、システムに不具合が発生
している可能性があります。
e 助手席にチャイルド シートを取り付けないでくだ

さい。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

> 「助手席エアバッグの ON / OFF」の章（ 164
ページ）を参照してください。
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エンジン オイル
エンジン オイル レベルの点検
運転スタイルや作動条件によっては、オイル消費量が
最大 0.8 リットル /1000 km になる場合もあります。
オイル レベルを定期的に確認する必要があります (車
両に燃料を補給するときなど)。

オイル レベル警告に対応する
オイル レベルが低過ぎる場合、インストルメント クラ
スターにシンボルが表示され、直ちにエンジンにオイ
ルを補充する必要があることを知らせます。

エンジン オイル レベルの測定と表示

知知識識

エンジンを損傷する恐れがあります。
オイル レベルがオイル レベル指示器の下限マークを下
回る場合、エンジンが十分に作動しない可能性があり
ます。
e オイル レベルを定期的に点検してください。
e オイル レベルが下限マークを下回らないように注

意してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

状況により、オイル レベルが測定されないことがあり
ます。 以下の場合に発生します:
– エンジン冷間時
– フルスロットで高速走行後の停車時
– エンジン油温が高すぎる場合

bb 車両を平坦な場所に駐車する。
bb エンジンが作動温度に達した状態で、1 分間以上

停止している。

e 車車両両 e オオイイルル レレベベルル

図 31：オイル レベル ゲージ

AA オイル レベルは十分 - 上限に達している
BB オイル レベル下限に達している
CC オイル レベルが下限を下回っている
DD オイル レベルが上限を超えている

表示が緑色 AA の場合、オイル レベルは最高水準にあ
り、十分であることを示します。
最下部のセグメントが黄色 BB で表示されている場合、
オイル レベルが下限マークまで低下していることを示
しています。
e 次の機会に、インストルメント クラスターに表示

されているエンジン オイルの量を補充します。
表示された補充量以上のエンジン オイルを補充しし
なないいででくくだだささいい。

最下部のセグメントが赤色 CC で表示されている場合、
オイル レベルが下限マークを下回っていることを示し
ています。
11.. 適切な場所に停車してください。
22.. インストルメント クラスターに表示されている量

のエンジン オイルを直ちに補充します。
表示された補充量以上のエンジン オイルを補充しし
なないいででくくだだささいい。

最上部 DD まで黄色で表示されている場合、エンジン オ
イルが容量の上限を超えて補充されていることを示し
ています。 これによって車両が損傷するおそれがあり
ます。
次の機会にオイル レベルを適正に戻してください。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

エンジン オイル – 国別の割り当て
グループ I
アンドラ、オーストラリア、アルバニア、アルゼンチ
ン、ベルギー、ボスニア ヘルツェゴビナ、ブラジル、
ブルガリア、中国、ドイツ、デンマーク、エストニ
ア、フェロー諸島、フランス領ギアナ、フィンラン
ド、フランス、ギリシャ、英国、グリーンランド、グ
アドループ、香港、アイルランド、アイスランド、イ
スラエル、イタリア、インド、日本、カナダ、クロア
チア、ラトビア、リトアニア、リヒテンシュタイン、
ルクセンブルク、マルタ、マケドニア、マルティニー
ク (フランス領アンティル)、メキシコ、モナコ、モン
テネグロ、オランダ、ノルウェー、オーストリア、
ポーランド、ポルトガル、レユニオン、ルーマニア、
ロシア、サンマリノ、スイス、スウェーデン、セルビ
ア、スロバキア、スロベニア、スペイン、韓国、台
湾、トルコ、チェコ共和国、米国、ハンガリー、バチ
カン、キプロス

グループ II
アブダビ、アルジェリア、アルメニア、バハマ、ブル
ネイ、コスタリカ、キュラソー、チリ、ドミニカ共和
国、ドバイ、エクアドル、フランス領ポリネシア、グ
アテマラ、ガーナ、ホンジュラス、インドネシア、イ
ラク、イラン、カタール、ケイマン諸島、ケニア、ク
ウェート、コロンビア、ラオス、レバノン、モーリ
シャス、マカオ、モロッコ、モンゴル、ミャンマー、
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ニューカレドニア、オマーン、パキスタン、パナマ、
パラグアイ、ペルー、プエルトリコ、フィリピン、サ

ウジアラビア、シンガポール、スリランカ、スワジラ
ンド、シリア、タンザニア、トリニダードトバゴ、ウ

ルグアイ、ベトナム、イエメン、ヨルダン、ジャマイ
カ

エンジン オイルの選択
ポルシェは、 を推奨します。
承承認認さされれたたエエンンジジンン オオイイルルのの名名称称をを示示すすララベベルルががエエンンジジンン ココンンパパーートトメメンントトににああるる場場合合、、ここののママニニュュアアルルにに記記載載さされれたた情情報報よよりりももララベベルルのの情情報報をを優優先先ししててくくだだささ
いい。。
ご不明な点や、現在の承認オイルを確認するには、ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

認認定定品品 PPoorrsscchhee AA4400 PPoorrsscchhee CC4400 PPoorrsscchhee CC3300 PPoorrsscchhee CC2200

VW 502 00/505 00 VW 511 00 VW 504 00/507 00 VW 508 00/509 00

SAE 粘度等級 0W-40 または 5W-40/5W–
50

0W-40/5W-40 5W-30/0W-30 0W-20

エエンンジジンン 粒粒子子フフィィルルタターー PPoorrsscchhee AA4400 PPoorrsscchhee CC4400 PPoorrsscchhee CC3300 PPoorrsscchhee CC2200

グループ I

2.0 リットル R4 ターボ エンジ
ン

可 – – – X

不可 – – – X

2.9 リットル V6 ツインターボ
エンジン

可 – – X –

不可 – – X –

3.0 リットル V6 ターボ エンジ
ン

可 – – – X

不可 – – – X

4.0 リットル V8 ツインターボ
エンジン

可 – X – –

不可 – X – –
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エエンンジジンン 粒粒子子フフィィルルタターー PPoorrsscchhee AA4400 PPoorrsscchhee CC4400 PPoorrsscchhee CC3300 PPoorrsscchhee CC2200

グループ II

2.0 リットル R4 ターボ エンジン
可 – – – X

不可 X – – –

2.9 リットル V6 ツインターボ エ
ンジン

可 – – X –

不可 X – – –

3.0 リットル V6 ターボ エンジン
可 – – – X

不可 X – – –

4.0 リットル V8 ツインターボ エ
ンジン

可 – X – –

不可 – X – –

エンジン オイルについての正確な情報はポルシェ正規販売店から入手してください。 エンジン オイルを補充する必要がある場合は、指定されているエンジン オイルを使用
してください。

エンジン オイルの補充
警警告告 エンジン コンパートメン

ト ブロワーまたはエンジ
ン付近の他の可動部品

エンジン コンパートメント内で作業する場合、手、
指、衣服の一部、ネックレス、長い髪などがエンジン
コンパートメント ブロワーやドライブ ベルトなどのエ
ンジン コンパートメントの可動部品に絡まる恐れがあ
ります。 エンジン コンパートメント ブロワーはボン
ネット下に取り付けられています。 エンジンを停止し
た後も、エンジン コンパートメント内の温度が監視さ
れ続けます。 この間は、エンジン コンパートメント
ブロワーが作動し続けたり、作動し始めたりすること

があります。
e この付近で作業する場合は、エンジンを停止し

て、身体の一部、衣服の一部、または装飾品類が
ラジエーター ファン、エンジン コンパートメント
ブロワー、ドライブ ベルト、またはその他の可動
部品に引き込まれないよう十分に注意してくださ
い。

警警告告 エンジン オイルの発火

エンジン オイルが過熱したエンジン部品に触れると発
火する恐れがあります。 エンジン オイルの残りが付着
したまま換気せずに廃棄または保管された布は、自然

発火して火災が発生する原因となる恐れがあります。
e 布で飛散したエンジン オイルを吸い取ってくださ

い。
e エンジン オイルが浸み込んだ布は、廃棄するまで

換気の良い場所で保管してください。
e エンジン オイルを補充する前にエンジンを冷却し

てください。

警警告告 高温のエンジン部品

エンジン、エンジンに隣接する構成部分、およびエキ
ゾースト システムは、エンジン運転中、非常に熱くな
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ります。
e 加熱した車両部品、特にエンジンとエキゾースト

システムの近くでは、十分注意して作業を行って
ください。

e エンジン ルーム内の作業を行う前に、エンジンを
OFFにし、十分に冷やしてください。

e エンジン コンパートメント内で作業するときは十
分注意してください。

e エンジン オイルの補充はエンジンを停止し、イグ
ニッションをOFFにしてから行ってください。

知知識識

エンジン オイルは少なすぎても多すぎても、エンジン
を損傷する恐れがあります。 エンジン オイルが多すぎ
るとブルースモークが発生し、長期的にはエミッショ

ン コントロール システムを損傷する恐れがあります。
e オイル レベルが下限マークを下回らないように注

意してください。
e エンジン オイルを追加する際は、上限マークのと

ころまでにしてください。 オイル リザーバーが溢
れた時は、できるだけ早く調整してください。 ポ
ルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ正
規販売店のご利用を推奨いたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

以下の点を常に遵守してください。
– ポルシェ社が認証したオイルのみを使用してくだ

さい。 定期点検時期 (サービス インターバル) を遵
守してください。

– ポルシェ社が認証したオイルは、混ぜ合わせるこ
とができます。

– オイル添加物を使用しないでください。

– エンジン オイルの漏れが検出されたら、直ちにエ
ンジンを点検してください。

ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ正規
販売店のご利用を推奨いたします。十分なトレーニン
グを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と
専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束し
ます。
> 「エンジン コンパートメント フィラー開口」の章

（ 25ページ）を参照してください。
11.. インストルメント クラスターでエンジン オイル レ

ベルを確認します。
22.. オイル フィラー キャップをゆるめてください。
33.. インストルメント クラスターに表示された量のエ

ンジン オイルを補充してください。 表示された補
充量以上のエンジン オイルを補充しないでくださ
い。

44.. オイル フィラー キャップを慎重に取り付けてくだ
さい。
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エンジンの始動および停止
イグニッション ロック
キーはイグニッション ロック内のコントロール ユニッ
トに変更されました。 ドライバーがキーを携帯するだ
けでよくなりました。

図 32：イグニッション ロック / コントロール ユニット

00 初期位置
11 イグニッション ON
22 エンジン始動 / 作動スタンバイの確立 (E-Hybrid 車両)

0 - イグニッション OFF (初期位置)
イグニッション ロックが位置 00 のときは、エンジンと
イグニッションは OFF になっています。

1 - イグニッション ON
ほとんどの電装品が作動可能になります。 インストル
メント クラスターの警告灯がランプ作動確認のために
点灯します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

イグニッションを ON にしてから 10 分間以上電装品
を ON にしなかった場合、再度イグニッションを ON
にする必要があります。 最初にコントロール ユニット
をイグニッション ロック位置 00 (初期位置) に回す必要
があります。

2 - エンジン始動
コントロール ユニットは、E-Hybrid 車両でエンジン
が始動、または作動スタンバイが確立すると、自動的
にポジション 22 からポジション 11 にリセットされま
す。

ステアリング ホイールのロックおよびロック解
除
> 「警報システム」の章（ 111ページ）を参照して

ください。

エンジンの始動
E-Hybrid 車両の始動に関するインフォメーション:
> 「ハイブリッド車両」の章（ 184ページ）を参照

してください。
11.. フットブレーキを踏んでください。
22.. セレクター レバーの PP ボタンを押すか、作動モー

ドの NN を選択してください。
33.. アクセル ペダルは踏まないでください。
44.. コントロール ユニットをイグニッション ロック位

置 22 に一時的に回してください。
イグニッション ロック位置 22 にすると、クランキ
ング (エンジン始動) が自動的に始まり、エンジン
が始動します。

e エンジンが始動しない場合は、10 秒程度間をおい
てから再度始動させてください。 まずコントロー
ル ユニットをイグニッション ロック位置 00 (初期
位置) に戻してください。
停車したままエンジンを暖機しないでください。
直ちに発進してください。 ただしエンジンが通常
の作動温度になるまでは、スロットル操作を控え
めにし、エンジン回転数を上げすぎないよう注意
して運転してください。

車両が始動できない場合:
> 「キーの電池が切れた状態または電波干渉がある

状態での車両の始動」の章（ 80ページ）を参照し
てください。

エンジンの停止
警警告告 車両が動き出す危険

車両を適切に駐車しなかった場合、車両が不意に動き
出して人や物に危害を与える恐れがあります。
e 車両から離れるときは、必ずエレクトリック パー

キング ブレーキをかけ、セレクター レバーの PP ボ
タンを押してください。

警警告告 停止中のパワー ステアリ
ングおよびブレーキ ブー
スター

パワー ステアリングおよびブレーキ ブースターは、エ
ンジンが作動している状態でのみ操作可能です。 エン
ジンが OFF になっている場合、ステアリングホイール
またはブレーキを回すために普段より大きな力が必要
になります。
e イグニッションは、車両が停止している場合にの

み、OFF にしてください。

11.. 停車してください。
22.. 制御装置をイグニション ロック位置 00に向けま

す。
e 車両から離れる前に、セレクタ レバーの PP ボタン

を押し、電気的な駐車ブレーキを起動してくださ
い。

イインンフフォォメメーーシショョンン

制御装置は取り外せません。
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オート スタート / ストップ機
能
例えば信号待ちや渋滞などで停車した場合、エンジン
を自動で停止するすべての条件が満たされるとオート
スタート / ストップ機能が作動してエンジンが自動停
止します。車両が徐行中に停車した場合も、エンジン
が自動的に停止することがあります。 これにより燃料
の消費を節約します。
エンジンが自動停止した後もイグニッションがONの状
態が維持され、 すべての安全機能が作動可能な状態に
なっています。

エンジンを自動停止するための条件
bb オート スタート / ストップ機能が ON になってい

る。
bb ボンネットが閉じている。
bb ブレーキ ペダルが踏み込まれている。
bb ティプトロニック S 作動モード DD、MM、NN、また

は PP が選択されている。
bb エンジン、トランスミッション、エアコンが作動

温度に達している。
bb 前回エンジンが自動停止してから、車両を徐行運

転した。
bb 運転席シート ベルトを着用している、または運転

席ドアを閉じている。

エンジンの自動停止および自動始動
エンジンの停止
11.. ブレーキ ペダルを踏んで停車してください。
22.. ブレーキ ペダルを踏み続けてください。

–– ままたたはは ––
e 車両が停車中にセレクター レバーの PP ボタンを押

してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

停車中にブレーキ ペダルをいっぱいまで踏み込むと、
HOLD 機能が作動します。 この機能は、ブレーキ ペダ
ルを踏まなくても車両を停止した状態に維持します。
エンジンはアクセル ペダルを踏む、またはエンジンを
始動する必要が生じたときに自動的に始動します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) が ON の
場合、前走車が停車したら車両は走行を停止し、エン
ジンが自動的に停止します。
車両は HOLD 機能によって停止状態に維持されます。

エンジンの始動
bb 作動モード DD、MM、NN、または PP が選択されてい

る。
e フットブレーキを放してください (作動モードが PP

の位置にない場合)。
–– ままたたはは ––

e アクセル ペダルを踏み込んでください。
–– ままたたはは ––

e ステアリング ホイールを動かしてください。
–– ままたたはは ––

e 作動モード RR を選択してください。
エンジンが始動した後は通常の運転操作で発進できま
す。

イインンフフォォメメーーシショョンン

エアコンで車内を快適にするためなど特定の条件下
で、エンジンが自動的に始動する場合もあります。 場
合により、ブレーキ ペダルを踏み込むことを促すメッ
セージがインストルメント クラスターに表示されま
す。

イインンフフォォメメーーシショョンン

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) の作動中
は、前走車が発進するとエンジンが自動的に始動しま
す。

降車時の作動
エンジンの自動停止時に降車する (運転席シート ベル
トを着用しておらず、運転席のドアが開いており、ブ
レーキ ペダルを踏んでいない場合) と、エンジンは自自
動動的的にに始始動動ししまませせんん。 さらに、作動モード DD、RR、ま
たは MM になっている場合:
– エレクトリック パーキング ブレーキがかかりま

す。 208ページの 「ブレーキ」の章を参照してく
ださい。

– トランスミッション パーキング ロック PP に入れま
す。 171ページの 「トランスミッション」の章を
参照してください。

運転席ドアが開き、運転席シート ベルトが外れた状態
でも、エレクトリック パーキング ブレーキを手動で解
除すると車両を移動させることができます。 この場
合、パーキング ブレーキは解除され、トランスミッ
ション レンジは選択された位置のままになります。
作動モード DD、RR、または MM でパーキング ブレーキを
解除した場合、またはブレーキ ペダルを踏んだ状態で
作動モード DD、RR、MM が選択されている場合には、エ
ンジンが再始動します。
降車後 30 秒以内に以下の条件のうちの 1 つが検出さ
れた場合、オート スタート / ストップ機能が再開しま
す。
– ブレーキ ペダルを踏み、さらに運転席ドアを閉じ

るか、運転席シート ベルトを着用した場合。
–– ままたたはは ––
運転席ドアを閉じ、運転席シート ベルトを着用し
た場合。
–– ままたたはは ––
運転席ドアを閉じ、運転席シート ベルトを着用し
たうえで、アクセル ペダルを踏んだ場合。
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車両を離れてから 30 秒以内にオート スタート / ス
トップ機能を OFF にした場合、運転席ドアを閉めて
シート ベルトを着用してからでなければ、エンジンが
始動しません。 上記の条件のいずれも満たされなかっ
た場合、車両から離れて 30 秒後にエンジンを手手動動で
始動する必要があります。 エンジンを手動で始動する
ことを促すメッセージが、インストルメント クラス
ターに表示されます。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 91ページ）を参照してください。
> 「エンジンの始動および停止」の章（ 67ページ）

を参照してください。
> 「シート ベルト」の章（ 119ページ）を参照して

ください。

オート スタート/ストップ機能の例
外
例えば次のような状況では、オート スタート/ストッ
プ機能は使用できません：
– SPORT/SPORT PLUS モードが作動しているとき
– オフロード走行プログラムが ON の場合
– PSM が OFF、または SPORT モードのとき
– クリーピング時
– ポルシェ ヒル コントロール (PHC) 作動
– AC MAXモード (最大冷却出力) の作動中
– 「フロント ウィンドウ デフロスター」機能が作動

している
– 標高が高いとき
– 車高を調整しているとき
– 連結されたトレーラー車両が検出されたとき (バイ

ク ラック コネクターまたはトレーラー コネクター
が接続されていると検出されます) 他社製のトレー
ラー ヒッチを車両に連結している場合はオート ス
タート/ストップ機能を手動で停止してください。

例えば次のような状況では、オート スタート/ストッ
プ機能は一時的に制限されます：
– エアコンやヒーターを高負荷で作動させていると

き

– バッテリーの充電状態が低いとき
– 上り坂や下り坂で停車したとき
– オート エンジン チェック機能など車両が初期点検

を実行しているとき
– 外気温度やバッテリー温度が非常に低いまたは高

いとき

イインンフフォォメメーーシショョンン

オート ストップ後に次のような状況に陥ったときは、
エンジンが自動的に再始動します。

オート スタート / ストップ機能の
ON/OFF を切り替える
OFF にする

e 車車両両 e ドドラライイブブ e ススタターートト // スストトッッププ

エンジンのオート スタート / ストップ機能が停止しま
す。

ON にする

e 車車両両 e ドドラライイブブ e ススタターートト // スストトッッププ

停車すると、エンジンが自動的に停止します。

オート スタート/ストップ機能の表
示

エエンンジジンンのの自自動動停停止止おおよよびび再再始始動動のの準準備備

オート スタート / ストップ機能でエンジンが自動停止
した場合、インストルメントクラスターのインジケー
ター ライトが緑色に点灯します。

エエンンジジンンがが自自動動停停止止ししなないい、、ままたたはは再再始始
動動可可能能なな状状態態ににななっってていいなないい

オート スタート / ストップ機能が利用できない、また
はエンジンが自動停止した後に再始動しない場合は、
停車中にインストルメントクラスターのインジケー
ター ライトが黄色に点灯します。
オート スタート/ストップ システムは、次の状態を検
出します：
– エンジンを自動停止するための条件の少なくとも1

つが満たされていない。
–– ままたたはは ––

– オート スタート/ストップ機能の例外条件が、少な
くとも1つ以上満たされている。

> 「エンジンを自動停止するための条件」の章（ 68
ページ）を参照してください。

> 「オート スタート/ストップ機能の例外」の章
（ 69ページ）を参照してください。

警告メッセージへの対応
故障したときは、オート スタート / ストップ機能が解
除されたことを示すメッセージがインストルメントク
ラスターに表示されます。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。

ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。
十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使
し、確かな整備をお約束します。
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オフロード ドライビング プロ
グラム
車両には未舗装の道の走行用の走行プログラムがいろ
いろ装備されています。 装備仕様により、以下の走行
システムおよびシャーシ システムは、現在選択中の走
行プログラムに合わせて調整されます: エンジン、トラ
ンスミッション、PTM、PTV プラス、PASM、シャー
シ高、PSM、PDCC。 これは、各走行シナリオに最適
な運転を可能にします。
以下のオフロード走行プログラムが利用できます。

砂利
例えば、砂利道や濡れたエリアでの走行に適していま
す。

泥
例えば、泥道やわだちでの走行に適しています。

砂
例えば、砂が深い場所での走行に適しています。

岩
例えば、岩場の悪路での走行に適しています。

走行プログラムの選択
11.. 車車両両 e オオフフロローードド を選択してくださ

い。

22.. タッチ ディスプレイで希望の走行プログラムを選
択してください。
タッチ ディスプレイに選択した走行プログラムが
表示されます。
オオフフロローードドはインストルメント クラスターに表
示されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

イグニッションを OFF にした後に、選択された走行プ
ログラムは自動的に NORMAL オンロード走行プログ
ラムに戻ります。

イインンフフォォメメーーシショョンン

いったん起動した走行プログラムは、走行状況の変化
(その後、車両が路面を走行した、より高速で走行した
など) が生じた場合でも起動されたままとなります。
駆動力およびシャーシ コントロール システムは、変化
した走行状況および速度に応じて調整されます。

警告メッセージへの対応
ギヤシフト システムに故障がある場合、インストルメ
ント クラスターに警告が表示されます。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 91ページ）を参照してください。

チルティング インジケーター
bb オフロード パッケージ装着車
水平位置に対する現在の車両の角度を PCM のオオフフ
ロローードド メニューに表示できます。車両装備により、
ヘッドアップ ディスプレイにも表示できます。 角度
は、縦および横のチルティング角に分けられていま
す。 ステアリング角も表示されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

特定の速度を超えると、チルティング インジケーター
ディスプレイが解除され、値 (- - -) が表示されます。

注注意意 ディスプレイの矛盾

チルティング インジケーターの正確さは現在の走行状
況に左右され、実際の車両の角度とは異なったり、時

間に遅れが生じたりする場合があります。
e 常に車両周囲の状況に十分注意を払ってくださ

い。

警警告告 集中力の低下

走行状況および / または路面により、わずかな傾きで
も車両が傾いたり滑ったりすることがあります。
e 走行状況および障害物を識別することは、最終的

にドライバーの責任です。
e 十分注意して運転してください。
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オフロード走行
このセクションでは、オフロード走行で発揮される特
別な性能について説明します。 この車両でオフロード
走行する前に:
e このセクションを注意してお読みください。
まず、適度なオフロードで練習されることをお勧めし
ます。

警警告告 車両のコンポーネントに
は高度のストレスが発生
します

オフロード走行中には、砂粒、ほこりの粒子など研磨
作用のある物質がブレーキなどのコンポーネント内に
入り込むことがあります。 これにより、過度の摩耗ま
たは予測不能なブレーキ作動を引き起こし、事故や車
両の損傷につながることがあります。
e 正規ポルシェ販売店で定期的な点検や保守、修理

を行ってください。

知知識識

損傷する恐れがあります。 SportDesign パッケージ装
着車は、フロント、リヤ、サイド スカートに塗装が施
されています。
e オフロード走行時にこれらの部品が損傷しないよ

う注意してください。
e 障害物と車両下面の間に十分な空間があることを

確認してください。
e 水たまりや浅瀬の走行は避けてください。
e サイド スカートを足かけとして使用しないでくだ

さい。

オフロード走行で注意すべき点
e 車両の地上高を常に念頭においてください。
e オフロード走行を開始する前に、適切なオフロー

ド走行プログラムを有効にしてください。

> 「オフロード ドライビング プログラム」の章
（ 70ページ）を参照してください。

e オフロード走行を開始する前に、必要に応じてオ
フロード レベルまたはスペシャル オフロード レベ
ルを作動させます。 車高レベルを調整している間
はブレーキを踏まないでください。

e 車高レベルは必ず平坦な場所で調整してくださ
い。

e 荷物をしっかり固定してください。
> 「荷物の積載」の章（ 251ページ）を参照してく

ださい。
e 路面状況が運転席から確認しづらい場合、障害物

を前もって発見できるよう、一度車外に出て歩い
て状況を確認した上で慎重に運転してください。

e 必ずエンジンを作動させて走行してください。 パ
ワー ステアリングはエンジン作動時にのみ使用す
ることができます。

e ゆっくりと一定の速度で運転してください。
e 常に全ホイールが接地した状態で運転してくださ

い。
e 水たまりや浅瀬を走行する場合は、水の深さ、底

の状態、流速を確認してください。
e 岩、穴、切り株、溝などの障害物に注意してくだ

さい。
e 走行中には、ルーフ システムおよびサイド ウィン

ドウを必ず閉じます。
e マークされたルートや経路から外れないでくださ

い。
e 自然を大切にしてください。
e 進入禁止標識には必ず従ってください。

オフロード走行の準備
タイヤおよびリムの点検
e トレッドの深さが十分あるか、タイヤ空気圧は適

正か点検してください。
e 損傷がないか点検し、トレッドに異物 (石など) が

ある場合は取り除いてください。
e バルブ キャップが紛失している場合は新しいもの

を取り付けてください。
e ホイールにへこみや損傷がある場合はオフロード

走行前に交換してください。

オフロード走行後の車両点検
オフロード走行では通常のオンロード走行時より車両
に大きな負担がかかります。 オフロード走行後には車
両点検を行うことをお勧めします。 見えない損傷でも
事故の危険があり、走行快適性も損なわれます。 車両
点検を行うことにより、損傷の拡大を防ぐことができ
ます。

警警告告 車両の損傷

車両の損傷は、後に乗員や他の通行者を巻き込む事故
を引き起こす原因になる恐れがあります。
e 故障の疑いがある場合は正規ポルシェ販売店で点

検してください。
e タイヤに損傷の兆候 (亀裂、破れ、トレッド内への

異物の挟まり) がないか確認してください。必要な
場合は、タイヤを交換してください。

e 損傷がある場合は正規ポルシェ販売店でお早めに
修理してください。 ポルシェ正規販売店にご相談
ください。 ポルシェ正規販売店のご利用を推奨い
たします。十分なトレーニングを受けた経験豊か
なスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用
装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

車両を点検する際は、以下の点をご確認ください:
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e オフロード走行プログラムを解除してください。
e ヘッドライトおよびテールライトを清掃し、損傷

していないか点検してください。
e フロントおよびリヤのナンバー プレートを清掃し

てください。
e ウォーター ジェットでタイヤ トレッドを洗浄して

異物を取り除いてください。
e ウォーター ジェットでホイール、ホイール ハウジ

ング、車両下周りを洗浄してください。
e 車両に木の葉や枝などが挟まっていないか点検し

てください。
これらは車両火災の原因となる恐れがあります。
また、フューエル ライン、ブレーキ ホース、アク
スル ジョイント ブーツ、ドライブ シャフトなどが
損傷する原因になる場合があります。

e オフロード走行後にフロア部品全体、タイヤ、ボ
ディ、ステアリング、シャーシ、エキゾースト シ
ステムが損傷していないか、必ず点検してくださ
い。

e ぬかるんだ道、砂道、水たまりや浅瀬などを長時
間走行した場合は、ブレーキ ディスク、ホイー
ル、ブレーキ パッド、ホイール、アクスル ジョイ
ントを点検して、清掃してください。

e オフロード走行後に振動が激しくなった場合は、
ホイールに異物がないか点検してください。 異物
があるとホイール バランスが損なわれ、振動の原
因になる恐れがあります。 異物を取り除くと、振
動が解消する場合があります。

上り坂でのオフロード走行
危危険険 危険な上り勾配

危険な急勾配では、車両が転覆することがあります。
e 上り坂走行時には、方向転換しないでください。
e 勾配がきつく登れない場合は、必ずリバース ギヤ

に入れてバックしてください。
e 土手や上れそうにない急坂路には進入しないでく

ださい。
e 車両が傾きはじめた場合、すぐに傾いた側にステ

アリングを切ってください。
e 上り坂走行時にニュートラル状態やクラッチを離

している状態で車両を後退させないでください。
この状態でフット ブレーキのみを使用するのは非
常に危険です。

急勾配を上る際は、以下の点をご確認ください:
e 急坂路を上り下りする場合は、その前に適切なオ

フロード走行プログラムを作動させてください。
e 可能であれば、走行中はマニュアルによるギヤ

チェンジは行わないでください。また、停車もし
ないでください。

e エンジンを高回転域まで回さないでください。

上り坂でのトラクション増加
坂でトラクションを増加する際は、以下の点をご確認
ください:
e 適切なオフロード走行プログラムを作動させてく

ださい。
e 上り坂走行時にはアクセル ペダルの踏み込みを加

減して、ホイールが十分なトラクションを得られ
る (スピンしない) ようにしてください。

e 坂道で車高レベルを調整しないでください。
e エンジンを高回転域まで回さないでください。
e スピードを落として運転してください。

下り坂でのオフロード走行
危危険険 危険な下り勾配

危険な急勾配では、車両が転覆することがあります。
e 土手や上れそうにない急坂路には進入しないでく

ださい。
e 下り坂はフロント ホイールを直進位置に保ち、ス

ピードを落として走行してください。
e 車両が傾きはじめた場合、すぐに傾いた側にステ

アリングを切ってください。
e 下り坂をアイドリング状態で下りないでくださ

い。
e エンジン ブレーキを使用してください。

エンジン ブレーキでは十分な制動効果が得られな
い場合は、フット ブレーキを軽く踏んでくださ
い。

e ポルシェ ヒル コントロール (PHC) を作動させてく
ださい。

急勾配を下る際は、以下の点をご確認ください。
e 適切なオフロード走行プログラムを作動させてく

ださい。
オフロード ABS が自動的に作動します。

e 可能であれば、走行中はマニュアルによるギヤ
チェンジは行わないでください。また、停車もし
ないでください。

e 坂道で車高レベルを調整しないでください。
e 舗装されていない急坂路を下る場合は、ブレーキ

操作を慎重に行い、滑らないように注意してくだ
さい。
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イインンフフォォメメーーシショョンン

オフロード ABS の特別制御メカニズムにより、フロン
ト ホイールが意図的に短時間ロックアップされ、ゆる
んだ路面に効果的に食い込みます。
ロックされたホイールはスリップし、ステアリング操
作ができなくなります。

隆起部分の走行
隆起を超えて走行する際は、以下の点をご確認くださ
い。
e 車両の地上高を常に念頭においてください。
e 適切なオフロード走行プログラムを作動させてく

ださい。
e 隆起部分にさしかかる前にアクセル ペダルをゆる

めて、慣性運動を利用して隆起を越えてくださ
い。 隆起を越える際に車両がジャンプせず、下り
部分への激しい着地を防ぐことができます。

e エンジンを高回転域まで回さないでください。

水たまりや浅瀬の走行
危危険険 車内への水の浸入

車内への浸水により生命の危機につながる危険な状態
となることがあります。また車両の損傷にもつながり
ます。
e 水たまりや浅瀬を走行する場合は、水の深さ、底

の状態、流速を確認してください。
水の深さは、テクニカル データに記載されている
渡河能力を超えないようにしてください。

e 運転前にドア シルおよびラバー シールを清掃して
ください。

e 深く流れの速い場所には進入しないでください。

山間部の小川など、深く流れの速い場所では、意
図したコースから外れてしまう場合があります。

e 波をかぶらないように適切な速度で走行してくだ
さい。

e 水たまりや浅瀬を走行中は絶対にドアを開けない
でください。

警警告告 ブレーキ ディスクの水膜
または汚れ

濡れた路面や泥でぬかるんだ路面を走行すると、ブ
レーキの効きが悪くなり、ペダルを強く踏まなければ
ならない場合があります。
e ブレーキが汚れていないか点検し、必要に応じて

清掃してください。

知知識識

電気系統が故障する恐れがあります。
e 塩水の中を走行するのは避けてください。

水たまりや浅瀬を渡るときは以下の点に注意してくだ
さい。
e 車両の地上高を常に念頭においてください。
e 適切なオフロード走行プログラムを作動させてく

ださい。
e エアコン コンプレッサーを OFF にしてください。
e ヘッドライトを OFF にしてください。
e エンジンを高回転域まで回さないでください。
e 可能であれば、走行中はマニュアルによるギヤ

チェンジは行わないでください。また、停車もし
ないでください。
水たまりや浅瀬では、抵抗が大きく地面がぬかる

んでいるため、発進が困難になる場合がありま
す。

e 水たまりや浅瀬を渡る場合は浅い場所から歩行速
度程度で進入してください。

e 水の状態を確認した後、最短距離で渡ってくださ
い。

e 高速で水たまりや浅瀬に進入しないでください。
波をかぶりエンジンやアクセサリーが損傷する恐
れがあります。

e 状況の変化に対処できるよう慎重に運転してくだ
さい。

e 水たまりや浅瀬はゆっくり一定の速度で走行して
ください。

e 水たまりや浅瀬を渡るときは方向転換しないでく
ださい。

e 渡り切れない場合はリバース ギヤに入れ、車両を
バックさせて水から出てください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

長時間水たまりや浅瀬を走行すると、パワー ステアリ
ング ポンプやオルタネーターが故障する恐れがありま
す。

水上走行後の車両点検
水たまりや浅瀬を走行した後は特別な点検が必要にな
ります。
e タイヤ トレッドから泥を落としてください。
e 水たまりや浅瀬を走行した後は「ブレーキ」を軽

くかけて、ブレーキ パッドを乾かしてください。
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障害物の乗り越え
知知識識

障害物を乗り越える際に運転を誤ると、アンダーボ
ディやシャーシを損傷する恐れがあります。
e 車両の地上高を常に念頭においてください。
e 切り株や岩などの障害物を乗り越える場合は、一

方のフロント ホイールが障害物の中央を通るよう
にゆっくり走行してください。

e リヤ ホイールも同様にして障害物を乗り越えてく
ださい。

障害物を超えて走行する際は、以下の点をご確認くだ
さい:
e 適切なオフロード走行プログラムを作動させてく

ださい。
e 必要に応じて同乗者の指示を受けてください。
e エンジンを高回転域まで回さないでください。
e スピードを落として運転してください。

砂上走行
柔らかい砂道はオフロード走行の中でも特に運転しに
くい路面です。 運転を誤ると、すぐに立ち往生するこ
とになります。
砂上を走行する際は、以下の点をご確認ください:
e 適切なオフロード走行プログラムを作動させてく

ださい。
e すみやかに通過し、決して途中で停車しないでく

ださい。 立ち往生することになります。
e 飛砂で覆われておらず深すぎない場合、そして地

上高に余裕がある場合は、わだちに沿って走行し
てください。

e 車両の地上高を常に念頭においてください。
e 砂道の傾斜に停車する必要がある場合は、より容

易に発進できるようにできるだけ下り坂を選択し
てください。

柔らかい砂道の傾斜を走行する場合:
e 高いエンジン回転数を得るため、必要に応じてオ

フロード走行プログラムを作動させ、マニュアル
ティプトロニック S モード MM を使用してくださ
い。

車両がまだ停止する場合:
e ホイール スピンは避けてください。 木の枝やマッ

トなどを使用して、トラクションを確保し、脱出
してください。

わだちでのオフロード走行
知知識識

深いわだちを走行すると、車両の下周りを損傷する恐
れがあります。
e 車両の地上高を常に念頭においてください。
e 深すぎるわだちは走行しないでください。

オフロードや砂利道の多くにはわだちができていま
す。
e 車両の地上高を常に念頭においてください。
e 適切なオフロード走行プログラムを作動させてく

ださい。
e 片方のホイールが脇の草の上を通過するように走

行すると、比較的安全にわだちを通過することが
できます。

e エンジンを高回転域まで回さないでください。
e スピードを落として運転してください。
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オンロード ドライビング プロ
グラム
装備によっては、舗装された道路の走行時に、全体的
によりスポーティーに設定された多様な走行プログラ
ムが提供されます。 オフロード走行プログラムに関す
る情報:
> 「オフロード ドライビング プログラム」の章

（ 70ページ）を参照してください。
NORMAL、SPORT、SPORT PLUS および
INDIVIDUAL 走行プログラムの車両設定に関する情報:
> 「選択した走行プログラムの車両設定の概要」の

章（ 76ページ）を参照してください。
EE--HHyybbrriidd 車車両両について、E-POWER、HYBRID
AUTO、E-CHARGE および E-HOLD モードの走行モー
ドと車両設定の選択に関する情報:
> 「モード スイッチでの走行プログラムの選択」の

章（ 185ページ）を参照してください。
以下の走行プログラムが利用できます：

ノーマル
日常での走行中、コントロール システムは快適さと燃
費のバランスを取りながら機能します。

スポーツ
日常での走行中、コントロール システムは情動性およ
びダイナミズムを重視して調整されます。

パーソナル
ノーマル、スポーツ、スポーツ プラスの走行プログラ
ムの一部の設定を個別に組み合わせることができま
す。

パフォーマンス
レース サーキットのような運転で最高のパフォーマン
スを発揮します。

走行プログラムの選択

イインンフフォォメメーーシショョンン

作動準備が整うと、ノーマル走行モードが自動的に有
効になります。

ダッシュボードのタッチ ディスプレイで走行プ
ログラムを選択する

11.. 車車両両 e ドドラライイブブ を選択してください。

22.. タッチ ディスプレイで希望の走行プログラムを選
択してください。

センター コンソールでの走行プログラムの選択
bb スポーツ クロノ パッケージ非装備車

図 33：センター コンソールの走行プログラム ボタン

e ボタンまたは
ボタンを押してください。
走行プログラムが作動している場合、ボタンのイ
ンジケータ ライトが点灯し、デジタル スピード
メーターに走行プログラムが表示されます。

モード スイッチでの走行プログラムの選択
bb スポーツ クロノ パッケージ装備車

図 34：ステアリング ホイールのモード スイッチ

00 ノーマル
SS スポーツ
SS++ スポーツ プラス
II 個別

ススイイッッチチ中中央央 Sport Response ボタン

e モード スイッチを左または右に回して、希望の走
行プログラムを選択します。
選択した走行プログラムのインジケータ ライトが
点灯し、デジタル スピードメーターに走行プログ
ラムが表示されます。

INDIVIDUAL 走行モードの設定
個別走行プログラムでは、シャーシ、車両レベル、ス
ポーツ エキゾースト システム、オート スタート / ス
トップ機能 (E-Hybrid 車両ではない) を、ノーマル、
スポーツ、スポーツ プラスの各走行プログラムに基づ
いて個別に組み合わせることができます。 保存した組
み合わせは、モード スイッチを II 位置に戻すか

ボタンを使うか、タッチ ディ
スプレイの該当するボタンを使って再び呼び出すこと
ができます。
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個別モードで設定を保存する

11.. 車車両両 e ドドラライイブブ を選択します。

22.. タッチ ディスプレイで希望の設定を選択してくだ
さい。

33.. 設定を保存するには、ヘッダーの を選択して
ください。

Sport Response モードの使用
bb スポーツ クロノ パッケージ装備車

図 35：Sport Response ディスプレイ タイマー

Sport Response モードでは、エンジンおよびトランス
ミッションがタイマー コントロールで最大レスポンス
に設定されます。

Sport Response モードの作動
e モード スイッチの SSPPOORRTT RReessppoonnssee ボタンを再

度押してください。
「車両＆情報」ディスプレイ内のタイマーは、こ
の機能が有効な残り時間を示しています。 その

後、約 20 秒後、車両は前に選択していた走行プロ
グラムに戻ります。

Sport Response モードの作動停止
bb SPORT Response モードが作動していること
e モード スイッチの SSPPOORRTT RReessppoonnssee ボタンを再

度押してください。
車両は以前に選択していた走行プログラムに戻り
ます。

選択した走行プログラムの車両設定の概要
e 個々の車両機能に関して詳しくは、該当するセクションを参照してください。

走走行行ププロロググララムム NNOORRMMAALL//HHYYBBRRIIDD ススポポーーツツ ススポポーーツツ ププララスス

シフトダウン時のスロットル ブリップ 無効 作動 作動

車内のエンジン サウンド最適化 無効 作動 作動

バックファイアー 無効 作動 作動
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走走行行ププロロググララムム NNOORRMMAALL//HHYYBBRRIIDD ススポポーーツツ ススポポーーツツ ププララスス

パフォーマンス開始 作動不可 作動不可 有効化可能

オート スタート / ストップ 作動 無効 無効

スポーツ エキゾースト システム OFF ON ON

NORMAL
日常での走行中、コントロール システムは快適さと燃費のバランスを取りながら機能します。

SPORT
日常での走行中、コントロール システムは情動性およびダイナミズムを重視して調整されます。

SPORT PLUS
レース サーキットのような運転で最高のパフォーマンスを発揮します。

スポーツ エキゾースト システムの
ON/OFF の切り替え
スポーツ エキゾースト システムは PCM で排気音最適
化モードに切り替えることができます。

e 車車両両 e ドドラライイブブ e ススポポーーツツエエキキゾゾーースス
トトシシスステテムム
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カップ ホルダー
注注意意 熱い飲み物がこぼれる

熱い飲み物がこぼれて火傷をする場合があります。
e カップ ホルダーに収まる容器のみを使用してくだ

さい。
e 中身がいっぱいに満たされた容器をカップ ホル

ダーに置かないでください。
e 熱い飲み物を置かないでください。
e 運転中はカップ ホルダーを収納しておいてくださ

い。

知知識識

飲み物がこぼれて車両を損傷する恐れがあります。
e カップ ホルダーに収まる容器のみを使用してくだ

さい。
e 中身がいっぱいに満たされた容器をカップ ホル

ダーに置かないでください。

カップホルダーはフロント センター コンソール、リヤ
アームレスト、およびドアに取り付けられています。

フロント カップホルダー

図 36：フロント アームレストのカップホルダー

リヤ カップホルダー

図 37：リヤのカップホルダー
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キー
キーを使用する場合

イインンフフォォメメーーシショョンン

e キーを使用するのは、車両が視界に入っている時
だけにしてください。

ボタンを押すと、キーのポルシェ クレストが点灯しま
す。 走行中は、ボタンを押さなくてもクレストが点灯
する場合があります。
走行中には、サービスおよびメンテナンスに関連する
データがキーに保存されます。 このため、キーのポル
シェ クレストは、作動中でなくても点灯することがあ
ります。 キーへのデータ保存とキーからのデータ読み
取りに関する詳細情報：
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。
以下の理由でリモコンが機能しない場合があります。
– 送受信中に (ポルシェ イージー エントリー装備車

の場合は、キーと車両の間での無線通信中にも) 電
波干渉が起きている可能性があります。 キーを電
源が入っている電子機器 (携帯電話、ノート パソコ
ン、充電ケーブルなど) と一緒に保管しないよう注
意してください。 必要に応じて、キーを別の場所
に保管してください。

– 故障のためにリモコンに不具合が発生している場
合。

– キーの電池が消耗している場合。

図 38：キー

AA ドアのロックを解除する
BB ドアをロックする
CC テールゲートを開き、車両のロックを解除する

すべてのキーにエマージェンシー キーが一体化されて
います。 キーは、車両のすべてのロックを操作するの
に使用できます。
e キーの取り扱いにはご注意ください：特別な場合

を除き、キーを放置しないでください。
e キーを車内に残して離れることは決してしないで

ください。

エマージェンシー キーを使用する場
合
エマージェンシー キーを取り出す

図 39：エマージェンシー キーを取り出す

e エマージェンシー キーを押し上げ、ドライバーの
キーから取り出してください。

エマージェンシー キーを元に戻す
e エマージェンシー キーを、音がして解放ボタンと

噛み合うまで、ドライバ キーへ挿入します。

キーの電池交換
警警告告 リチウム ボタン セルを飲

み込むことによる体内で
の化学火傷または死亡

キーにはリチウム ボタン セル (電池) が含まれていま
す。
電池を飲み込むと、2 時間以内に体内で科学火傷を起
こし、死亡する可能性があります。
e 取り外した電池や新しい電池に子供を近づけない

でください。
e キーに子供を近づけないでください。子供がキー

を開いて電池を取り外す場合があります。
e 電池を飲み込んだり、身体の開口部に入れたりし

た場合は、直ちに医師の診察を受けてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

e バッテリーの廃棄に関する指示を遵守してくださ
い。

キーの電池交換が必要になると、インストルメント ク
ラスターにメッセージが表示されます。 ボタンを押し
てもキーの Porsche Crest は点灯しなくなります。
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図 40：電池の交換

電池の交換 (CR 2032、3 V)
11.. エマージェンシー キーを取り出してください。
22.. 左右のキー ハウジングを外します。
33.. バッテリー カバーを反時計方向にゆるめて、取り

外します。
44.. 電池を交換します (電極の向きを確認)。
55.. バッテリー カバーを再度取り付けて、時計回りに

しっかりねじ込みます。
エマージェンシー キーを元の位置まで押し込める
ことを確認してください。

66.. キー ハウジングを下から押し上げ、所定の位置に
取り付けます。

77.. エマージェンシー キーを挿入します。

キーの電池が切れた状態または電波
干渉がある状態での車両の始動

図 41：カップ ホルダー内のキー

車両とキーの間の無線通信に不具合があったり、キー
の電池が切れたりすると、キーが検出できなくなる恐
れがあります。
この状況で車両を始動するには下記に従います。
11.. キーを左側のフロント カップ ホルダー内に置きま

す。 キーの背面をリヤ方向に向けた状態で、キー
をカップホルダーの壁面に立てかけます。

22.. コントロール ユニットをイグニッション ロック位
置 22 まで回し、その後位置 00 に戻します。

33.. コントロール ユニットを再度イグニッション ロッ
ク位置 22 まで回します。
> 「エンジンの始動および停止」の章（ 67ペー

ジ）を参照してください。

スペア キーの注文と登録
車両のスペア キーは、ポルシェ正規販売店でのみお求
めいただくことができます。 注文してからお手元に届
くまでには大変時間がかかる場合があります。
e いつでもスペア キーが使えるようにあらかじめご

用意ください。
e スペア キーは安全な場所に保管し、決して車内や

車両の近くには置かないでください。
車両用の新しいドライバー キーについて知るために：

e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。 ポ
ルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十
分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使
し、確かな整備をお約束します。

e 車両に属するすべてのドライバ キーについて再度
学んでください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

合計 8 個のドライバー キーについて学ぶことができま
す。

イインンフフォォメメーーシショョンン

e ドライバー キーが紛失したり盗まれたりした場合
は、ポルシェのパートナーに依頼し、車両のドラ
イバのキーを無効にし、必要に応じて機械的な
ロックを変更してください。

e ドライバー キーの紛失や盗難保険会社に通知し、
追加やスペア キーの製作を依頼してください。
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クーラント (冷却水)
警警告告 エンジン コンパートメン

ト ブロワーおよびエンジ
ン付近の可動部品

エンジン コンパートメント内で作業する場合、手、
指、衣服の一部、ネックレス、長い髪がエンジン コン
パートメント ブロワーやドライブ ベルトなどの可動部
品に引き込まれる恐れがあります。 エンジン コンパー
トメント ブロワーはボンネット下に取り付けられてい
ます。 エンジンのスイッチが OFF になった後も、エン
ジン コンパートメントの温度は監視され続けます。 こ
の間は、エンジン コンパートメント ブロワーが作動し
続けたり、作動し始めたりすることがあります。
e この付近で作業する場合は、エンジンを OFF にし

て、身体の一部、衣服の一部、または装飾品類が
ラジエーター ファン、エンジン コンパートメント
ブロワー、ドライブ ベルト、またはその他の可動
部品に巻き込まれないよう十分に注意します。

警警告告 高温のエンジン部品およ
びクーラント

エンジン作動中は、エンジンと周辺の部品、エキゾー
スト システム、クーラントなどが非常に熱くなってい
ます。
クーラント タンクには圧力がかかっています。 クーラ
ント タンクを不用意に開くと、熱いクーラントが突然

吹き出す恐れがあります。
e 加熱した車両部品、特にエンジンとエキゾースト

システムの近くでは、十分注意して作業を行って
ください。

e エンジン コンパートメント内の作業を行う前に、
エンジンを OFF にし、十分に冷やします。

e エンジン コンパートメントで作業する際は十分に
注意します。

e クーラントの補充はエンジンを停止し、イグニッ
ションを OFF にしてから行ってください。

e エンジンが熱いときは、クーラント リザーバーの
キャップを開開かかなないいでください。 水温計の表示が
60 °C を下回るまで待ってください。

知知識識

警告シンボルが表示された後でも車両が動き続ける場
合は、エンジン損傷の恐れがあります。
e エンジンを OFF にして冷やします。
e クーラント レベルが適正であるにもかかわらず警

告が継続する場合は、運転を続けないでくださ
い。

e 故障を修理してください。 ポルシェ正規販売店に
ご相談ください。 ポルシェ正規販売店のご利用を
推奨いたします。十分なトレーニングを受けた経
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具
や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。

> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の
章（ 91ページ）を参照してください。

エンジン クーラントには年間を通じた腐食防止と、–
37 ℃ までの凍結防止の働きがあります。
クーラント レベルの定期的な点検はメンテナンスの一
部です。
e ポルシェが認定した不凍液のみを使用します。
ポルシェ社では、Glysantin® G40 ® (または: G12+
+/VW TL 774 G に準拠した凍結防止) または

Glysantin ® G65 ® (または: G12evo/VW TL 774 LJ に
準拠した凍結防止) を推奨します。 これらの凍結防止
剤は、混ぜ合わせることができます。

E-ハイブリッド車の特徴について
E-ハイブリッド車には、手が届かないクーラント リ
ザーバー タンクがついた 2 番目の冷却回路が存在しま
す。 そのクーラント レベルは点検する必要はありませ
ん。 故障はインストルメント クラスターに表示されま
す。
この 2 番目のクーリング システムで故障が発生した場
合:
e 絶対にクーラントを追加しないでください。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

クーラント レベルの点検と補充
> 「エンジン コンパートメント フィラー開口」の章

（ 25ページ）を参照してください。
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図 42：クーラント リザーバー

> 「インストルメント クラスター」の章（ 37ペー
ジ）を参照してください。

bb 車両を平坦な場所に駐車する。
bb エンジンが冷えていて、水温計が 60 ℃以下であ

る。
11.. クーラント レベルを読み取ってください。 クーラ

ント レベルは、常に mmiinn と mmaaxx のマークの間で
あるものとします。

22.. クーラント レベルが、 mmiinn のマークの下の場合、
クーラントを追加してください。

33.. 慎重にクーラント リザーバー タンクのキャップを
開き、内部の圧力を逃がしてください。

44.. キャップを完全に取り外してください。
55.. クーラントを補充してください 不凍液と蒸留水を

同量混ぜ合わせた物のみを補充してください。 補
充時に mmaaxx のマークを超えないようにしてくださ
い。

66.. リザーバー タンクのキャップがしっかりとロック
するまでねじ込んでください。

77.. クーラントの減りが著しい場合は、クーリング シ
ステムに漏れが発生しています。 クーリング シス

テムを点検して、クーラントの漏れの原因を直ち
に修正してください。 ポルシェ正規販売店にご相
談ください。 ポルシェ正規販売店のご利用を推奨
いたします。十分なトレーニングを受けた経験豊
かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専
用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

緊急で水のみを補充した場合は、速やかに不凍液の混
合比率を修正してください。 クーラントの減りが著し
い場合は、クーリング システムに漏れが発生していま
す。
e 早急に修理してください。 ポルシェ正規販売店に

ご相談ください。 ポルシェ正規販売店のご利用を
推奨いたします。十分なトレーニングを受けた経
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具
や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。
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クルーズ コントロール
クルーズ コントロールを使用すると、約
30～240 km/h の範囲でアクセルペダルを踏まなくて
も希望する速度を維持したまま走行できます。

図 43：コントロール レバー

RR ドライバー アシスタンス システムの ON/OFF の切り替え
SS ドライバー アシスタンス システム間の切り替え
11 速度の設定 / 加速
22 設定速度を下げる
33 クルーズ コントロールの中断 (キャンセル)
44 クルーズ コントロールの再開 (RESUME)

イインンフフォォメメーーシショョンン

アクティブ ダウンシフト機能とアクティブ ブレーキ機
能は、特に下り坂などで設定速度を維持するため、自
動的に作動します。

警警告告 危険な交通状況や路面状
態が悪い状況での走行

現在の交通状況で前走車との安全な距離を保って走行
できない場合、または一定の車速で走行できない場合
は、クルーズ コントロールを使用すると事故を起こす
危険があります。
e 激しい渋滞、カーブの多い道、悪い路面状態 (冬場

の滑りやすい路面、濡れた路面、起伏の多い路面
など) ではクルーズ コントロールを使用しないでく

ださい。

クルーズ コントロールON（スタン
バイ）
bb クルーズ コントロールは ON です (ボタン RR)。
11.. コントロール レバーのボタン SS を押してくださ

い。
ドライバー アシスト システムのオプション メ
ニューがインストルメント クラスターに表示され
ます。

22.. ステアリング ホイールの左左側側のロータリー プッ
シュ ボタンを使用して CCCC を選択し、ボタンを押
して確定します。

> 「インストルメント クラスターの操作」の章
（ 39ページ）を参照してください。

スステテーータタスス デディィススププレレイイ
インストルメント クラスターのグレーの
アイコンは使用可能状態を示します。 速
度は保存されていません。

速度の設定（維持）
11.. アクセル ペダルの操作で希望する速度まで加減速

してください。
22.. ステアリング ホイールのレバーを前方 11 に押して

ください。
設設定定速速度度
現在の設定速度は赤いクルーズ コント
ロール アイコンの下に表示され、自動的
に維持されます。

速度の変更
e 速度を上げる場合は、ステアリング ホイールのレ

バーを前方に押します 11。
短く押す = 1 km/h、押し続ける = 10 km/h。

e 速度を落とす場合は、ステアリング ホイール側に
レバーを引きます 22。

短く引く = 1 km/h、引き続ける = 10 km/h
新しく設定した速度がインストルメント クラスターに
表示されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

通常通りアクセル ペダルの操作で加速することができ
ます。 保存された値は変更されません。アクセル ペダ
ルを戻すと、再開されます。

クルーズ コントロールの中止 - キャ
ンセル
クルーズ コントロールを中断したときは、直前の設定
速度が保存され、クルーズ コントロール操作レバーを
押すと設定速度を呼び出すことができます。
e レバーを下に押してください 33。

–または –
e ブレーキを踏みます

–または –
e セレクターレバーを作業モード Nの位置に

動かします。

–または –
e コントロールレバーのボタン Sを押してく

ださい。

次のような状況では、クルーズ コントロールは
自動的に中断されます。
– 車両速度は一定の間、設定速度の上下に維持され

ます。
– ポルシェ スタビリティマネージメント (PSM) が有

効です。

クルーズ コントロールの再開
(RESUME)
e レバーを上に押してください 44。
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クルーズ コントロールは設定速度に加減速しま
す。

クルーズ コントロールを OFF にす
る
e クルーズ コントロール操作レバーのボタン RR を押

してください。
設定速度が消去され、シンボル マークが消灯しま
す。

イインンフフォォメメーーシショョンン

イグニッションをOFFにすると保存した速度が消去さ
れます。
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けん引
イインンフフォォメメーーシショョンン

e けん引およびけん引によるエンジンの始動を行う
ときは、法規等を遵守してください。

e けん引するときは十分注意してください。 発進す
る前に、けん引する車両とけん引される車両のド
ライバーが、けん引によるエンジンの始動とけん
引についての通常とは異なる運転特性をしっかり
と理解しておくことが大切です。

e 電気系統の不具合が発生している場合、エレクト
リック パーキング ブレーキやステアリング コラム
ロックを解除するために外部電源の接続が必要な
ことがあります。

けん引または押しがけによる始動
知知識識

けん引または押しがけによる始動は車両とトランス
ミッションに重大な損傷を与える危険があります。
e けん引または押しがけによる始動は ししなないい でくだ

さい。
e けん引時は 4 輪すべてが接地するようにするか、

復旧車両、車両輸送専用車またはトレーラーで前
輪と後輪の両方を使用して車両を輸送してくださ
い。

e ロープ等で車両を固定するときは、ホイールのみ
で固定してください。 テンション ストラップをけ
ん引フックにかけないでください。

バッテリーに不具合があるとき、またはバッテリーが
完全に上がってしまったときは、まずバッテリーを交
換するか、ジャンパー ケーブルを使用してエンジンを
始動させてください。
> 「バッテリー」の章（ 187ページ）を参照してく

ださい。

> 「ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動」の
章（ 123ページ）を参照してください。

車両のけん引
警警告告 パワー アシスト機能を使

用しないため、ステアリ
ングを回す力およびブ
レーキを踏む力を強くす
る必要がある

けん引される車両のエンジンが停止している場合、ス
テアリング アシスト機能およびブレーキ アシスト機能
を利用することはできません。 ブレーキおよびステア
リング操作に、より力を入れる必要があります。
e 車両のけん引時には、十分に注意してください。

e けん引する車両より重い車両はけん引しないでく
ださい。

e ブレーキが故障した車両はけけんん引引ししなないいでくださ
い。

e けん引される車両は、ブレーキ ライトや方向指示
灯が機能し、ステアリング コラムがロックしない
ようにするため、イグニッション スイッチを ON
にしてください。

車両のけん引
e 作動モード NN を選択してください。
e 作動モード NN を選択できない場合、またはトラン

スミッション パーキング ロック PP が作動している
場合：
> 「トランスミッション パーキング ロックの緊

急解除の実施」の章（ 85ページ）を参照して
ください。

e PAS を停止します。
> 「ポルシェ アクティブ セーフ (PAS)」の章

（ 223ページ）を参照してください。
e けん引するときの速度は 50 km/h 以下にしてくだ

さい。 けん引距離は 50 km 以内にしてください。

車両を 50 km を越えてけん引する必要がある場合、ま
たは50 km/h を超える速度でけん引する必要がある場
合、あるいは車両が急な下り坂、急な上り坂にある場
合には、
e 車両をけん引しないでください。
e ロードサイド アシスタンスまたは故障復旧サービ

スに連絡してください。
e 復旧車両、車両輸送専用車またはトレーラーに前

輪と後輪の両方を載せて車両を輸送してくださ
い。

> 「鉄道、船舶、積載車での車両の輸送」の章（ 87
ページ）を参照してください。

トランスミッション パーキング ロッ
クの緊急解除の実施
作動中の場合、トランスミッション パーキング ロック
の緊急解除をけん引の前に実施してください。 緊急解
除は運転席側のフロア マット下にあります。

警警告告 車両は固定されていませ
ん

トランスミッション パーキング ロックの緊急解除を実
施するときに、車両が動き出さないように固定されて
はいないため、人身事故や器物の損壊を招く恐れがあ
ります。
e エレクトリック パーキング ブレーキを作動させ、

車両が動き出さないように固定してください (車止
めを使用するなど)。
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図 44：運転席側のフットウェル: トランスミッション パーキン
グ ロックの緊急解除の実施

トランスミッション パーキング ロックの緊急解
除
11.. エレクトリック パーキング ブレーキを作動させる

か、ブレーキ ペダルを押して、車両が不意に動き
出さないように固定してください。
> 「ブレーキ」の章（ 208ページ）を参照して

ください。
22.. 適切な道具 (ドライバーなど) を使用して、フット

ウェルのカバーを慎重にこじって取り外してくだ
さい。

33.. 車載工具のソケット レンチをリリース ロックに挿
入してください。
> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 251

ページ）を参照してください。
44.. ソケット レンチを押して、確実にはまるまで時計

回りに 90° 回してください。
55.. ソケット レンチを挿入したままにしてください。

トランスミッション パーキング ロックの緊急解除後、
インストルメント クラスターに作動モード NN が表示さ
れます。

トランスミッション パーキング ロックに再度入
れます。

知知識識

トランスミッション パーキング ロックに再度入れると
きに、損傷する恐れがあります。
e ソケット レンチを戻さないでください。

11.. ソケット レンチを垂直に引き出してください。
22.. カバーを再度挿入してください。

けん引ロープまたはけん引バーの使
用
e 可能であればけん引バーを使用してください。 け

ん引バーが使用できない場合にのみ、けん引ロー
プを使用してください。 メーカーによりけん引
ロープとして使用するために指定された伸縮性が
ある合成繊維のロープ、または伸縮性がある素材
でできたロープを使用してください。

e けん引ロープ/けん引バーの規格と取り扱い方法
は、製品メーカーの取扱説明書を参照してくださ
い。 製品メーカーが指示する注意事項と取り扱い
方法に従ってください。

e 必ずけん引ロープまたはけん引バーの定格荷重を
遵守してください。 けん引ロープまたはけん引
バーの許容荷重が、けん引される車両の重量より
も大きいことを確認してください。 製品メーカー
が指定する定格荷重を超えてはなりません。

e 車両をけん引する場合、この車両より車両重量の
大きい車両はけん引しないでください。

e けん引するときは、最初にけん引フックを車両に
取り付けてから、けん引ロープまたはけん引バー
をけん引フックに取り付けてください。

> 「けん引フックの使用」の章（ 87ページ）を
参照してください。

e トレーラー ヒッチにけん引ロープまたはけん引ア
イを取り付けないでください。

けん引ロープを使用する
e けん引による走行中は、ロープがたるまないよう

に注意し、 ロープに急激な衝撃を与えないでくだ
さい。

けん引バーを使用する
e けん引バーを斜め方向に取取りり付付けけなないいででくくだだささ

いい。

雪や砂などで立ち往生した車両の救
援
e 車両を救出するときは十分に注意してください。
e 車両を急に引っ張ったり、角度を付けて斜め方向

に引いたりしないでください。
e 可能な限り、立ち往生した車両を進入したタイヤ

の軌跡に沿って、元の方向に引き出してくださ
い。

e トレーラー車両を連結した状態でけん引しないで
ください。
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けん引フックの使用

図 45：けん引フック

けん引フックの取り付け
けん引フックは工具セットに収納されています。
> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 251ペー

ジ）を参照してください。
11.. プラスチック カバーの上端をバンパー内に押し込

んで、カバーを外してください。
22.. プラスチック カバーをバンパーから引き出し、カ

バーに付いているひもで吊り下げられた状態にし
てください。

33.. けん引フック AA を反時計方向いっぱいにねじ込み
(逆ねじ)、手で締め付けてください。

けん引フックの取り外し
11.. けん引フック AA を外してください (時計回りに回

転、逆ねじ)。
22.. 開口部の上端にプラスチック カバーを差し込んで

ください。
33.. プラスチック カバーをバンパーに押し込み、はま

るまで下端を押してください。
44.. けん引フックを工具セットに収納してください。

鉄道、船舶、積載車での車両の輸送
e ロープ等で車両を固定するときは、ホイールのみ

で固定してください。 テンション ストラップをけ
ん引フックにかかけけなないいででくくだだささいい。

e 室内モニタリング システムと傾斜センサーを解除
してください。
> 「警報システム」の章（ 111ページ）を参照

してください。
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給油
一般情報

警警告告 給油時の火災の危険

燃料は非常に引火性が高く、激しく燃えたり、爆発を
起こしたりする可能性があります。
e 燃料を取り扱う際、火炎、裸火、喫煙は禁止され

ています。

警警告告 燃料蒸発ガスの吸引およ
び燃料の皮膚への付着

燃料と燃料蒸発ガスは人体に有害です。
e 燃料蒸発ガスを吸い込まないようにしてくださ

い。
e 皮膚や衣類に燃料が付着しないように注意してく

ださい。

イインンフフォォメメーーシショョンン

燃料によって硫黄含有量が高いものがあります。 その
ため、特定の運転状況下において、エンジン内の燃焼
が不快な匂い (いわゆる「腐った卵の匂い」) を引き起
こすことがあります。 この特性に関してポルシェ社は
責任を負いかねます。また、これは車両の不具合では
ありません。

イグニッションを ON にすると、インストルメント ク
ラスターに燃料の残量が表示されます。
燃料の残量が機種ごとに設定された一定量の燃料残量
を下回る場合、インストルメント クラスターに警告
メッセージが表示されます。
e 最寄りの給油所で給油してください。
> 「テクニカル データ」の章（ 295ページ）を参照

してください。

適切な燃料の選択
知知識識

不適切な燃料を使用するとエンジン、燃料系統、およ
びエキゾースト システムを損傷する恐れがあります。
e 下記で要求されている燃料のみを使用してくださ

い。
e エタノール含有燃料を使使用用ししなないいででくくだだささいい。

イインンフフォォメメーーシショョンン

燃料品質についての情報は、通常フューエル ポンプに
表示されています。 ガソリンスタンドの従業員も情報
を提供することができます。

エンジンは金属系添加物を含まない無鉛ガソリンを使
用した場合に最適に作動するよう設計されています。

エエンンジジンン 推推奨奨燃燃料料 代代替替燃燃料料

3.0 L V6 ター
ボ エンジン

最低 95 RON/
85 MON

その他のすべ
てのエンジン

最低 98 RON/
88 MON

最低 95 RON/
85 MON

この車両のエンジンは、エタノール含有量 10 %以下

の燃料の使用に適しています。 エタノール含有燃料を
使用すると、燃費が悪くなることがあります。

燃料品質についての情報は、通常フューエル ポンプに
表示されています。 ガソリンスタンドの従業員も情報
を提供することができます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

推奨燃料が入手困難な場合は、緊急措置としてオオククタタ
ンン価価がが 9911 RROONN//8822..55 MMOONN のの金金属属系系添添加加物物をを含含まま
なないい無無鉛鉛ガガソソリリンンを使用することができます。 ただ
し、この場合はエンジン出力が低下し、燃費が悪化す
ることがあります。
e オクタン価が 9911 RROONN//8822..55 MMOONN 以以上上の金金属属系系

添添加加物物をを含含ままなないい無無鉛鉛ガガソソリリンンをを使使用用ししててくくだだ
ささいい。

e オクタン価が 91 RON/82.5 MON の無鉛ガソリン
を使用した場合は、フルスロットルで走行ししなないい
ででください。

低品質な燃料と添加剤の使用
知知識識

ポルシェ社が承認していない添加剤を使用した場合、
エンジン、燃料系統、エグゾースト システムに損傷を
与える恐れがあります。
e ポルシェが承認した添加剤のみを使用してくださ

い。
e 給油前に添加剤を投入してください。
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地域によっては、燃料の析出挙動がポルシェ社の基準
を満たしていないことがあります。 ポルシェ社の基準
を満たす燃料を入手できない場合は、推奨する添加剤
を混ぜ合わせてください。詳しくはポルシェ正規販売
店にお問い合わせください。
ポルシェ部品番号： 000 043 209 02
e 混合比率は、添加剤に付属の取扱説明書に従って

ください。
e 定期点検時期（サービス インターバル）、特にオ

イル交換時期を遵守してください。

燃料の給油
知知識識

EE ハハイイブブリリッッドド車車両両：：
燃料不足によってエンジンが停止した場合、車両が燃
料残量を新たに検出するには、タンクに最低限の量の
燃料を補充する必要があります。 そうしない場合、エ
ンジンを再始動できません。
e 燃料を 15 リットルまで再充填します。

知知識識

燃料が付着すると、デコラティブ フィルムが損傷する
恐れがあります。
e デコラティブ フィルムに燃料が付着したときは、

直ちに拭き取ってください。

図 46：ボタン A：燃料タンク ベンチレーションの開始および
フィラー フラップの解除 (E-Hybrid 車両)

図 47：フィラー フラップを開く

図 48：タンクのキャップを開く

bb エンジンが停止している。
bb イグニッションが OFF になっている。
bb 車両のロックが解除されている。

e EE--HHyybbrriidd 車車両両：：燃料タンク ベンチレーションを
開始するために、運転席ドアのボタン AA を押して
ください。
燃料タンク ベンチレーション ステータスがインス
トルメント クラスターに表示されます。 燃料タン
ク ベンチレーションが完了すると終了音が鳴り、
フィラー フラップが解除されます。 燃料タンク ベ
ンチレーションが正常に完了されない場合、燃料
タンク ベンチレーションを再び開始するために、
ボタン AA を再度押してください。

11.. EE--HHyybbrriidd 車車両両：： 解除されたフィラー フラップを
完全に開いてください。
EE--HHyybbrriidd ドドラライイブブ非非装装備備車車：： フィラー フラップ
の後部を押して、フィラー フラップを開いてくだ
さい。
この車両に使用できる燃料の種類については、
フィラー フラップの裏のステッカーに明示されて
います。

22.. タンクのキャップをゆっくり開いて取り外してく
ださい。

33.. 取り外したキャップをホルダーにかけてくださ
い。

44.. 給油ノズルはハンドルを下向きにして確実にフィ
ラーの奥まで差し込んでください。

55.. 給油ノズルを操作して車両に給油してください。
給油ノズルの自動停止後は、燃料の継ぎ足しは行
わないでください。 燃料が吹きこぼれ、周囲が高
温の場合は火災が発生する恐れがあります。

66.. 給油後はすぐにタンクのキャップを元の位置に戻
し、カチッと閉まる音が聞こえ手ごたえがあるま
で締めつけます。

77.. フィラー フラップを閉じてフィラー フラップの後
部を押し、しっかりと閉じてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

燃料タンクのタンク キャップを紛失したときは、必ず
ポルシェ純正部品を使用してください。
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フィラー フラップの緊急解除

図 49：緊急時のフィラー フラップのロック解除

フィラー フラップの電動ロック解除機構が故障したと
きは、手動でフィラー フラップを開くことができま
す。
11.. 右側ラゲッジ コンパートメント トリム パネルを慎

重に取り外してください。
22.. 赤色の緊急解除ボタンを引いてください。

フィラー フラップのロックが解除されます。
EE--HHyybbrriidd 車車両両：： 緊急解除後にタンクのキャップ
をゆるめる際、燃料気化ガスが漏れ出す恐れがあ
ります。
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警告およびインフォメーション
メッセージ
警警告告メメッッセセーージジがが表表示示さされれたた場場合合はは、、必必ずずここののママニニュュアアルルのの該該当当すするる章章をを参参照照ししててくくだだささいい。。
警告灯が表示されると、さらに音響信号が鳴ります。
すべての測定条件が揃っている場合、警告メッセージのみが表示されます - そのため、定期的に全フルード レベルを確認してください。
次の表は、主な警告メッセージとインフォメーション メッセージの抜粋です。

安全

表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

エエアアババッッググ
シシスステテムムエエララーー

要要整整備備

エアバッグ システムが故障しています。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

エエアアババッッググ シシスステテムムエエララーー
走走行行可可能能
要要整整備備

エアバッグ システムが故障しています。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

チチャャイイルルドドロロッックク
エエララーー

リヤ ドア用チャイルド ロックが故障しています。
e チャイルド ロックを OFF にしてから再度 ON にしてください。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

スステテアアリリンンググロロッッククをを 動動かかししててくくだだささいい

ステアリング ロックに大きな負荷がかかっています。
継続走行可能です。
e ステアリング ホイールを左右に回して、ステアリング ロックを解除してくだ

さい。

スステテアアリリンンググがが ロロッッククさされれてていいまますす
要要整整備備

ステアリング ロックが作動しています。
e ステアリング ホイールのロックを解除するには、車両のロックを解除してく

ださい。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

スステテアアリリンンググ
アアシシスストト故故障障

操操舵舵力力

パワー ステアリングは、故障した / 機能が制限された / 不具合がある状態です。
継続走行可能です。
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

増増大大 継継続続走走行行可可 e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点灯

ブブレレーーキキ液液面面
低低下下

安安全全なな場場所所にに
停停車車ししててくくだだささいい

ブレーキ液面が低過ぎます。
e 適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ブブレレーーキキ
ブブーーススタターー故故障障

パワー ステアリングは故障したか不都合がある状態です。
e 適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点灯

制制動動力力配配分分
エエララーー

安安全全なな場場所所にに
停停車車ししててくくだだささいい

制動力配分が故障しています。
e 適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点灯

AABBSS//PPSSMM故故障障

慎慎重重にに走走行行
ししててくくだだささいい

ABS またはポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) に故障があります。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点灯

ブブレレーーキキパパッッドド
摩摩耗耗

ブブレレーーキキパパッッドドをを交交換換
ししててくくだだささいい 走走行行可可能能

ブレーキ パッドが摩耗しています。
e 直ちにブレーキ パッドを交換してください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

PPブブレレーーキキ
ササーービビススモモーードド中中

パーキング ブレーキがサービス モードになっています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

PP位位置置使使用用不不可可
車車両両がが動動きき出出すす恐恐れれ

あありり。。電電動動PPブブレレーーキキをを
かかけけててくくだだささいい

トランスミッション パーキング ロック PP 位置は使用できません。
e 作動モード PP を選択してください。

> 「トランスミッション」の章（ 171ページ）を参照してください。
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

レレイインン//ラライイトト
セセンンササーー故故障障

要要整整備備

雨 / 光センサーが故障しています。
e フロント ワイパーおよびライトを手動で ON にしてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点滅

例:
左左ススタタテティィッッククココーー

ナナリリンンググ灯灯故故障障
ススタタテティィッックク

ココーーナナリリンンググラライイトト 点点検検

表示されたコーナリング ライトが故障しています。
e 該当するライトを点検してください。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点灯

ドドラライイビビンンググラライイトト
制制御御エエララーー

スステテーータタスス 一一時時
走走行行可可能能

ドライビング ライト制御が故障しています。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

例:
左左リリヤヤイインンジジ
ケケーータターー故故障障

イインンジジケケーータターー 点点検検

表示されたライトが故障しています。
e 該当するライトを点検してください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ハハイイビビーームムアアシシスストト
使使用用不不可可
走走行行可可能能

ハハイイビビーームムをを手手動動でで
OONNににししててくくだだささいい

ハイ ビーム アシストは一時的に使用できません。
e ハイ ビームを手動で点灯してください。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ハハイイビビーームムアアシシスストト
使使用用不不可可

カカメメララビビュューーななしし
必必要要にに応応じじてて

フフロロンントトガガララススをを清清掃掃

カメラの故障により、ハイ ビーム アシストは一時的に使用できません。
e フロント ウィンドウの清掃が必要な場合があります。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ヘヘッッドドラライイトトビビーームム
調調整整エエララーー
走走行行可可能能

ヘッドライト レベリングが故障しています。
e 状況に応じた速度で運転してください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

要要整整備備

ワワイイパパーー故故障障
要要整整備備

フロント ワイパーが故障しています。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点灯 タタイイヤヤをを点点検検 ししててくくだだささいい

1 つまたは複数のタイヤに著しい空気圧の低下があります。
e 適切な場所に停車してください。
e 該当するタイヤに損傷がないか点検してください。
e 必要に応じてシーラントを追加してください。
e 次の機会に正しいタイヤ空気圧に調整してください。

> 「パンク」の章（ 190ページ）を参照してください。
> 「タイヤおよびホイール」の章（ 152ページ）を参照してください。

点灯 空空気気をを充充填填ししてて くくだだささいい
1 つまたは複数のタイヤの空気圧が不足しています。
e 次の機会に正しいタイヤ空気圧に調整してください。
> 「パンク」の章（ 190ページ）を参照してください。

点滅または点
灯

TTPPMMSSエエララーー

要要整整備備

タイヤ空気圧モニタリング システム (TPM) が故障しています。 タイヤ空気圧は
監視されていません。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点滅または点
灯

シシスステテムムはは短短時時間間
利利用用ででききまませせんん
スステテーータタスス 一一時時

走走行行可可能能

タイヤ空気圧モニタリング システム (TPM) に一時的なエラーがあります。
タイヤ空気圧は監視されていません。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点滅または点
灯

TTPPMMSS無無効効

シシスステテムムはは
xxxx kkmm//hh をを超超ええるるとと登登録録ししまますす

タイヤ空気圧モニタリング (TPM) がタイヤの登録を完了するまでは、表示された
速度で走行する必要があります。
このプロセスを実行している間は、現在のタイヤ空気圧は表示されません。
e 後ほどタイヤ空気圧モニタリングを再実行してください。

点滅または点
灯

タタイイヤヤ交交換換がが
検検出出さされれままししたた

アアッッププデデーートト選選択択

タイヤを交換した後は、タイヤ設定を更新する必要があります。
e タイヤ設定を更新してください。

> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してください。
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

点灯

タタイイヤヤ空空気気圧圧がが
低低すすぎぎまますす

または
ココンンフフォォーートト ププレレッッシシャャーー

減減速速ししててくくだだささいい

設定したタイヤ空気圧の最高速度を超過しています。
e 速度を落としてください。
e 次の機会にタイヤ空気圧を点検してください。

歩歩行行者者警警告告
使使用用不不可可
要要整整備備

歩行者警告は一時的に使用できません。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

歩歩行行者者保保護護有有効効

フフーードドをを閉閉じじててくくだだささいい
要要整整備備

歩行者保護が起動しました。
e ボンネットを閉じてください。

> 「ボンネット」の章（ 240ページ）を参照してください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

歩歩行行者者保保護護
シシスステテムムエエララーー

走走行行可可能能
要要整整備備

歩行者保護システムが故障しています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

* ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお
約束します。
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エンジン

表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

オオイイルルレレベベルル限限界界
補補充充量量のの上上限限：：

xxxx LL

オイル レベルが最低値を下回りました。
e 直ちに適切な場所に停車してエンジンを OFF にしてください。
e 車体または車体の下に明らかなオイル漏れがないか点検してください。 明

らかなオイル漏れがあるときは走行を続けないでください。
e インストルメント クラスターのオイル測定を呼び出してください。

> 「インストルメント クラスター」の章（ 37ページ）を参照してくださ
い。

e 必要に応じてオイルを補充してください。
> 「エンジン オイル」の章（ 63ページ）を参照してください。

e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

オオイイルルレレベベルル超超過過
走走行行可可能能
要要整整備備

オイル レベルが上限を超えています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

オオイイルルレレベベルル測測定定
エエララーー

走走行行可可能能
要要整整備備

オイル レベル測定に故障があります。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

オオイイルルレレベベルル低低下下
補補充充量量のの上上限限：：

xxxx LL

最低オイル レベルに達しています。
e オイルを補充してください。

> 「エンジン オイル」の章（ 63ページ）を参照してください。

油油圧圧低低下下
安安全全なな場場所所にに

停停車車ししててくくだだささいい

油圧が低すぎます。
e 直ちに適切な場所に停車してエンジンを OFF にしてください。
e 運転を続けないでください。
e 車体または車体の下に明らかなオイル漏れがないか点検してください。
e インストルメント クラスターのオイル測定を呼び出してください。

> 「インストルメント クラスター」の章（ 37ページ）を参照してくださ
い。

e 必要に応じてオイルを補充してください。
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

> 「エンジン オイル」の章（ 63ページ）を参照してください。
e オイル レベルが適正であるにもかかわらず警告メッセージが表示されると

きは、運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

油油圧圧測測定定故故障障
エエララーー

走走行行可可能能
要要整整備備

油圧測定が故障しています。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

油油温温
超超過過

負負荷荷をを軽軽減減ししてて くくだだささいい

油温が高過ぎます。
e 適切な場所に停車してください。エンジンを OFF にして冷却してくださ

い。
e 運転を続けないでください。
e インストルメント クラスターのオイル測定を呼び出してください。

> 「インストルメント クラスター」の章（ 37ページ）を参照してくださ
い。

e 必要に応じてオイルを補充してください。
> 「エンジン オイル」の章（ 63ページ）を参照してください。

油油温温表表示示
エエララーー

走走行行可可能能
要要整整備備

油温ゲージが故障しています。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

クーラントの温度表示が最
高マーク

冷冷却却水水レレベベルル低低下下

安安全全なな場場所所にに
停停車車ししててくくだだささいい

クーラント レベルが低過ぎます。
e 直ちに適切な場所に停車してください。エンジンを OFF にして冷却してく

ださい。
e クーラント レベルを点検してください。

> 「クーラント (冷却水)」の章（ 81ページ）を参照してください。
e 必要に応じてクーラントを補充してください。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

水水温温計計
エエララーー

水温計が故障しています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

走走行行可可能能
要要整整備備

クーラントまたはエンジン
オイルの温度表示が最高
マーク

冷冷却却水水温温度度上上昇昇
超超過過

エエンンジジンン冷冷却却ののたためめ
停停車車ししててくくだだささいい

クーラント温度またはエンジン油温が高すぎます。
e 直ちに適切な場所に停車してください。エンジンを OFF にして冷却してく

ださい。
e ラジエーターおよび車体周辺の空気取り入れ口がゴミなどで塞がれていな

いか点検してください。
e クーラントおよびエンジン オイルのレベルを点検してください。

> 「エンジン オイル」の章（ 63ページ）を参照してください。
e 必要に応じてクーラントを補充してください。

> 「クーラント (冷却水)」の章（ 81ページ）を参照してください。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ククーーラランントトポポンンププ
故故障障

クーラント ポンプが故障しています。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点滅または点
灯

エエンンジジンン出出力力減減少少

走走行行可可能能
要要整整備備

エンジン出力が減少します。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点滅または点
灯

エエンンジジンン制制御御
故故障障

安安全全なな場場所所にに
停停車車ししててくくだだささいい

エンジン制御システムが故障しています。
e 適切な場所に停車してエンジンを OFF にしてください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

エエンンジジンン制制御御
故故障障

走走行行可可能能
要要整整備備

エンジン制御システムが故障しています。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

* ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお
約束します。

車両

表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

車車両両エエレレククトトリリカカルル シシスステテムム エエララーー
安安全全なな場場所所にに

停停車車ししててくくだだささいい

車両エレクトリカル システムが故障しています。
e 直ちに適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

電電気気利利用用ののたためめ
要要エエンンジジンン作作動動

車車両両エエレレククトトリリカカルル
シシスステテムムエエララーー

安安全全なな場場所所にに停停車車

車両エレクトリカル システムが故障しています。
e 適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

車車両両エエレレククトトリリカカルル シシスステテムム エエララーー
または

ババッッテテリリーー低低下下
要要整整備備

車両エレクトリカル システムが故障しているか、バッテリーが低下していま
す。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ススタターートト//スストトッッププ 故故障障
現在スタート / ストップ機能が利用できません。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

トトラランンススミミッッシショョンン
故故障障

安安全全なな場場所所にに

トランスミッションが故障しています。
次に停車するまでは走行が可能です。
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

停停車車ししててくくだだささいい 運転を続けないでください。
e 直ちに適切な場所に停車してください。
e ポルシェ正規販売店まで車両をけん引してください。

> 「けん引」の章（ 85ページ）を参照してください。

トトラランンススミミッッシショョンン 加加熱熱
トトラランンススミミッッシショョンン

冷冷却却のの為為安安全全なな
場場所所にに停停車車ししててくくだだささいい

トランスミッション温度が高過ぎます。
e 適切な場所に停車して、トランスミッションを冷却してください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

トトラランンススミミッッシショョンン
温温度度超超過過

負負荷荷をを軽軽減減ししてて くくだだささいい

トランスミッション温度が高過ぎます。
継続走行可能です。 車両発進時に「異常を知らせる不自然な動き」が感じられ
るとともに、 エンジン出力が制限されます。
e 適切な場所に停車してください。
e エンジンにかかる負荷を小さくしてください。
e アクセル ペダルの操作で車両を制御するのではなく、ブレーキを使用して

ください。
e 警告が消えるまで作動モードを PP または NN の位置にしてエンジンをアイド

リングさせてください。

トトラランンススミミッッシショョンン エエララーー
リリババーーススギギヤヤがが
使使用用ででききなないい

可可能能性性ががあありりまますす

トランスミッションが故障しています。
リバース ギヤが機能しない可能性があります。
スムーズな変速ができなくなりますが、継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

整整備備通通知知 トトラランンススミミッッシショョンン
トランスミッションの追加のメンテナンスが必要です。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

xxxx 日日以以内内にに
点点検検ししててくくだだささいい

サービス インジケーター
e 表示されている距離 / 期日を過ぎる前にメンテナンスを行ってください。

なお、「整備手帳」に掲載されているサービス インターバルを優先してく
ださい。

エエンンジジンン出出力力減減少少 燃料タンクが空です。
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

すすぐぐにに
給給油油ししててくくだだささいい

e 最寄りの給油所で給油してください。
> 「給油」の章（ 88ページ）を参照してください。

点灯
タタンンククキキャャッッププがが

開開いいてていいまますす
タタンンククキキャャッッププをを 閉閉めめててくくだだささいい

タンク キャップが完全に閉じていません。
e タンクキャップを正しい位置に取り付け、カチッと音がするまで回して閉

めてください。
> 「給油」の章（ 88ページ）を参照してください。

ドドアア開開
または

トトラランンククリリッッドド開開

e 表示されたドアまたはテール ゲートを閉じてください。

または

キキーーがが無無いい、、ままたたはは
キキーーののエエララーー
ママーーククさされれたた

キキーーをを保保持持ししまますす
保保持持
または

キキーーのの位位置置をを
変変更更ししててくくだだささいい

キーの電池が消耗しています。
e 車両を始動するには、左フロントのセンター コンソールの小物入れにキー

を置きます。
e 電池を交換してください。

> 「キー」の章（ 79ページ）を参照してください。
ままたたはは
キーが故障 / 見つからない / 認識できません。
キーの位置が正しくありません。
e 可能性がある干渉源のスイッチを OFF にしてください。
e この操作を行うときは、キーを携行している必要があります。

–– ままたたはは ––
車内でキーの位置を変更してください。

ススポポイイララーー故故障障
減減速速ししててくくだだささいい

走行安定性が損なわれます。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

または

ススポポイイララーーエエララーー
または

ススポポイイララーー制制御御
故故障障

慎慎重重にに走走行行
ししててくくだだささいい

走行安定性が損なわれます。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
エンジンを再始動させた後も、エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

* ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお
約束します。

ドライビング システム

表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

シシャャーーシシシシスステテムム 故故障障
慎慎重重にに走走行行ししててくくだだささいい

取取扱扱説説明明書書をを
ごご確確認認くくだだささいい

シャーシが故障しています。
ハンドリング性能に悪影響が出る可能性があります。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

シシャャーーシシシシスステテムム 故故障障
要要整整備備

慎慎重重にに走走行行
ししててくくだだささいい

シャーシが故障しています。
ハンドリング性能に悪影響が出る可能性があります。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

シシャャーーシシシシスステテムム
故故障障

安安全全なな場場所所にに
停停車車ししててくくだだささいい

シャーシが故障しています。
e 適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

車車高高がが
低低すすぎぎまますす

発発進進せせずず、、運運転転可可能能にに

車高レベルが低過ぎます。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

ななるるままでで待待機機

車車高高がが
高高すすぎぎまますす
慎慎重重にに走走行行

ししててくくだだささいい

車高レベルが高過ぎます。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点灯

PPSSMM故故障障
要要整整備備

慎慎重重にに走走行行
ししててくくだだささいい

ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) が故障しています。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点灯

AABBSS//PPSSMM故故障障

慎慎重重にに走走行行
ししててくくだだささいい

ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) が故障しています。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点灯 PPSSMM自自動動
作作動動

ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) が自動的に ON になりました。

PPSSMMススポポーーツツ
車車両両安安定定シシスステテムム

制制限限中中

ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) スポーツが有効である場合、車
両安定性システムは制限された範囲でのみ利用可能です。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。

駆駆動動力力分分配配
シシスステテムムエエララーー

慎慎重重にに走走行行
ししててくくだだささいい

ポルシェ トラクション マネージメント (PTM) が故障しています。
e 負荷を軽減してください。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

駆駆動動力力分分配配
シシスステテムム故故障障

または
駆駆動動力力分分配配

ポルシェ トラクション マネージメント (PTM) に一時的なエラーがあります。
e 負荷を軽減してください。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

シシスステテムム過過負負荷荷
後後輪輪ののみみ駆駆動動
慎慎重重にに走走行行

ししててくくだだささいい

駆駆動動力力分分配配
シシスステテムム温温度度限限界界

負負荷荷をを軽軽減減ししてて くくだだささいい

ポルシェ トラクション マネージメント (PTM) の負荷が過大です。
e 負荷を軽減してください。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

リリヤヤデデフフロロッックク
過過負負荷荷

慎慎重重にに走走行行
ししててくくだだささいい

ポルシェ トルク ベクトリング プラス (PTV プラス) の負荷が過大です。
e 負荷を軽減してください。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

リリヤヤデデフフロロッックク
故故障障
または

リリヤヤデデフフロロッックク
故故障障

慎慎重重にに走走行行
ししててくくだだささいい

ポルシェ トルク ベクトリング プラス (PTV プラス) が故障したか、不完全な状
態です。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

リリヤヤアアククススルル
スステテアアリリンンググ故故障障

または
リリヤヤアアククススルル

スステテアアリリンンググ故故障障
慎慎重重にに走走行行

ししててくくだだささいい

リヤ アクスル ステアリングが故障したか、不具合がある状態です。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

EEロローーンンチチ 作作動動
ローンチ コントロールが有効です。
最大加速で発進します。
> 「トランスミッション」の章（ 171ページ）を参照してください。
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

カカメメララシシスステテムム
故故障障

要要整整備備

車両カメラが故障しています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

カカメメララシシスステテムム
使使用用不不可可

スステテーータタスス 一一時時
走走行行可可能能

アシスト システムまたは車両カメラが故障しています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

カカメメララシシスステテムム
制制限限

カカメメララビビュューーななしし
必必要要にに応応じじてて

フフロロンントトガガララススをを清清掃掃

アシスタンス システムまたはカメラが天候状態やウィンドウの汚れにより一時
的に使用できなくなっています。
e フロント ウィンドウの清掃が必要な場合があります。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

v シシスステテムムエエララーー
走走行行可可能能
要要整整備備

1 つまたは複数の電気系統のシステムが故障している可能性があります。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

パパーーククアアシシスストト
警警告告音音故故障障

または
メメーータターーパパネネルル
警警告告音音 故故障障
走走行行可可能能
要要整整備備

警告音およびパーキング アシストなどの距離信号が使用できません。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

フフロロンントトパパーークク
アアシシスストト故故障障

または
リリヤヤパパーークク

アアシシスストト故故障障
走走行行可可能能
要要整整備備

パーキング アシストを使用できません。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e 駐車時に問題が起きる可能性があります。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

PPAASS故故障障
要要整整備備

Porsche Active Safe (PAS) が故障しています。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

PPAASS制制限限
取取扱扱説説明明書書をを おお読読みみくくだだささいい

Porsche Active Safe (PAS) が制限されているか、故障しています。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

PPAASS制制限限
セセンンササーーがが汚汚れれてて

いいまますす。。清清掃掃ししてて くくだだささいい

Porsche Active Safe (PAS) は、天候状態や車両のセンサーの汚れに影響を受け
ている可能性があります。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e フロント ウィンドウの清掃が必要な場合があります。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

AACCCC使使用用不不可可

ドドラライイババーーのの運運転転操操作作
がが必必要要でですす

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) を使用できません。
e 車両のコントロールを行ってください。

AACCCC使使用用不不可可

AABBSS//PPSSMM介介入入

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) は、ABS または PSM 作動中はご
利用いただけません。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。

AACCCC使使用用不不可可

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) でシステム エラーが発生していま
す。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

AACCCC使使用用不不可可

ギギヤヤををDDままたたははMMにに
入入れれててくくだだささいい

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) は、DD または MM 作動モードが選択
されている場合のみ、利用可能です。
e 作動モード (トランスミッション レンジ) DDまたはMMを選択してください。

AACCCC使使用用不不可可

セセンンササーーがが汚汚れれてて
いいまますす。。清清掃掃ししてて くくだだささいい

悪天候またはセンサーの汚れにより、アダプティブ クルーズ コントロール
(ACC) が一時的に利用できなくなっています。
e センサーを清掃してください。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

LLCCAA使使用用不不可可

スステテーータタスス 一一時時
走走行行可可能能

レーンチェンジアシスト (LCA) が天候状態により一時的に利用できなくなって
います。
e ボタンを押してレーン チェンジ アシスト (LCA) を作動させてください。

> 「レーン チェンジ アシスト (LCA)」の章（ 276ページ）を参照してく
ださい。

LLCCAA使使用用不不可可

セセンンササーーがが汚汚れれてて
いいまますす。。リリヤヤ

レーン チェンジ アシスト (LCA) センサーがバイク ラック、ステッカー、汚れ
または氷結などにより覆われています。
e センサーの故障を修理してください。
e ボタンを押してレーン チェンジ アシスト (LCA) を作動させてください。

> 「レーン チェンジ アシスト (LCA)」の章（ 276ページ）を参照してく
ださい。

ドドラライイババーーのの運運転転操操作作

レーン キープ アシストでドライバーによるステアリング ホイールの操作が著
しく少ない、またはまったくないことが検知されると、操作を行うようドライ
バーに何段階かの警告で促します。
レーン キープ アシストを起動する際は、次の点にご注意ください：
e ご自分で直接ステアリング操作をしてください。

レレーーンンキキーーププ
アアシシスストト使使用用不不可可

走走行行可可能能
要要整整備備

レーン キープ アシストを使用できません。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

レレーーンンキキーーププ
アアシシスストト制制限限

カカメメララビビュューーななしし
必必要要にに応応じじてて

フフロロンントトガガララススをを清清掃掃

レーン キープ アシストは、天候状態やフロント ウィンドウの汚れにより一時
的に使用できなくなっています。
e フロント ウィンドウの清掃が必要な場合があります。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

レレーーンンキキーーププ
アアシシスストト制制限限

スステテーータタスス 一一時時
走走行行可可能能

レーン キープ アシストは一時的に使用できません。
エラーが継続する場合:
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ナナイイトトビビュューーアアシシスストト
使使用用不不可可

ナイト ビュー アシストを使用できません。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ナナイイトトビビュューー
アアシシスストト

歩歩行行者者検検知知
使使用用不不可可

歩行者検知を使用できません。
歩行者および大きい野生動物は検出されません。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。

* ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお
約束します。

E-Hybrid 車両

表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

ハハイイブブリリッッドド機機能能
使使用用不不可可

エエレレククトトリリカカルルシシスステテムム
加加熱熱　　走走行行をを継継続続 ししなないいででくくだだささいい

ハイブリッド機能を使用できません。
e 直ちに適切な場所に停車してエンジンを OFF にしてください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ハハイイブブリリッッドド
シシスステテムム故故障障
安安全全なな場場所所にに

停停車車ししてて車車両両をを

ハイブリッド システムを使用できません。
e 適切な場所に停車してエンジンを OFF にしてください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

ハハイイブブリリッッドド
シシスステテムム故故障障

走走行行可可能能
要要整整備備

ハイブリッド システムが故障しています。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ハハイイブブリリッッドド冷冷却却水水
液液面面低低下下

安安全全なな場場所所にに
停停車車ししてて車車両両をを

クーラント レベルが下限未満です。
e 適切な場所に停車してエンジンを OFF にしてください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

車車両両エエレレククトトリリカカルル シシスステテムム エエララーー
再再始始動動不不可可

要要整整備備

車両エレクトリカル システムが故障しています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

長長期期間間エエンンジジンンをを 作作動動ささせせるる必必要要ががああ
りりまますす

取取扱扱説説明明書書をを おお読読みみくくだだささいい

燃料がエンジン オイル内に溜まっています。 このため、内燃エンジンをより長
時間作動させる必要があります。
e E-CHARGE モードを作動させます。

> 「E 充電モード」の章（ 186ページ）を参照してください。
e メッセージが消えるまで中程度のエンジン回転数で運転してください。 エ

ンジン回転数を上げすぎないように、スロットル操作を控えめにしてくだ
さい。 該当する制限速度を遵守してください。

エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

EEササウウンンドド エエララーー
走走行行可可能能
要要整整備備

E サウンドが故障しています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

eeロローーンンチチ不不可可 e-Launch を使用できません。
車両の温度が高過ぎます。
e エンジンを OFF にして冷却してください。
ままたたはは



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

警告およびインフォメーション メッセージ

110

表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

高電圧バッテリーが十分に充電されていません。
e 高電圧バッテリーを充電してください。

ババッッテテリリーー放放電電
保保護護有有効効

充充電電状状態態：：
xxxx %%

高電圧バッテリー放電保護が有効です。
e 高電圧バッテリーを充電してください。
長時間のアイドリング：
> 「車両のお手入れ」の章（ 139ページ）を参照してください。

燃燃料料シシスステテムム

走走行行可可能能
要要整整備備

タンク システムの電動ロック解除が故障しています。
e フィラー フラップの緊急解除を実施してください。

> 「給油」の章（ 88ページ）を参照してください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

* ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお
約束します。
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警報システム
警報システムは、次の警報接点を監視します：
– ドア、リヤ リッド、およびボンネットの警報接点
– 室内モニタリング システム： 車両をロックした後

の車内での動き (例えばウィンドウを壊して車内に
侵入しようとしたとき)

– 傾斜センサー： 車両の傾き (例えば車両をけん引し
て盗難しようとしたとき)

– 故障診断用ソケット
– トレーラー ヒッチ ソケット
これらの警報接点のいずれか 1 つでも作動すると、ア
ラーム ホーンが約 25 秒間鳴り、ハザード ライトが約
300 秒間点滅します。
その後、5 秒間警報が中断され、再度警告音が作動し
ます。 この作動を最大10回繰り返します（国により異
なる）。

警報システムのON/OFFを切り替え
る
e 車両をロックすると、警報システムが約 30 秒後に

作動します。
e 車両をロック解除すると、警報システムが解除さ

れます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ドア ロックにエマージェンシー キーを差し込んで車両
のロックを解除した場合、警報システムの作動を回避
するために、ドアを開いてから15秒以内にイグニッ
ションをONにしなければなりません。
警報システムが作動するまでの時間は、国によって異
なる場合があります。

作動した警報システムをOFFにする
e ドア ロックを解除します。

–または –

e イグニッションをONにしてください。

室内モニタリング システムおよび傾
斜センサー＊をOFFにする
車内に人や動物が残る場合、室内モニタリング システ
ムおよび傾斜センサー、また車両をロックするときは
SAFELOCK も一緒に解除することができます (国に
よって異なります)。
> 「セントラルロッキング」の章（ 132ページ）を

参照してください。

警報システム機能表示
車両のロック状態は、ドアのインジケーター ライトの
点滅速度で示されます。

警報システムを起動させたとき
車両をロックしたときにインジケーター ライトが素早
く点滅し、その後は通常の速さで点滅します。

警報システムを起動させたとき（室内モニタリン
グ システムと傾斜センサー＊がOFFのとき）
車両をロックしたときにインジケーター ライトが素早
く点滅し、28 秒間消灯し、その後は通常の速さで点滅
します。

セントラル ロッキング システムと警報システム
の故障
車両をロックしたときにインジケーター ライトが素早
く点滅し、28 秒間連続して点灯し、その後は通常の速
さで点滅します。

盗難を防止するために
車両を離れる前に、常に：
e ウィンドウやパノラミック ルーフ システムを閉じ

ます。 これはまた、内部監視システムにより誤警
報を防止します。

e パーキング ロック PP とエレクトリック パーキング
ブレーキを起動します。

e イグニッションをOFFにしてください。
e グローブ ボックスを閉じてください。
e すべての小物入れを閉じてください。
e 車両に貴重品、車両書類、電話、家の鍵を置き忘

れないようにしてください。
e ドアとリヤ リッドを閉じてください。
e ボンネットを閉じてください。
e 車両をロックしてください。

イモビライザー
すべてのドライバー キーには格納されたコードとトラ
ンスポンダ（電子部品）が含まれています。
イモビライザーを無効にしエンジンを始動するため
に、認識されるドライバー キーが必要とされます。

ステアリング コラムのロック解除お
よびロック (国によって異なります)
自動ステアリング コラムの解除
e 車両に乗り込み、運転席ドアを閉めてください

(キーは車内に置いてください)。
–– ままたたはは ––

e イグニッションをONにしてください。

自動ステアリング コラムのロック解除
e 運転席のドアを開けます(イグニッションOFFで)。

–– ままたたはは ––
e 車両をロックしてください。
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サンバイザー
サン バイザーの調節

図 50：サン バイザーの調節

e サンバイザーを手で下げて、正面方向からの直射
日光を遮ってください。

図 51：左右方向からの眩しい光を防ぐ

左右方向から眩しい光が入る場合：
11.. サンバイザーを内側のブラケットから外してくだ

さい。
22.. サンバイザーをサイド ウィンドウ側に回転させて

ください。
33.. 2 枚目のサンバイザーも回転させて下げることがで

きます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

サンバイザーを元の位置に戻すときは、先に 2 枚目の
サンバイザーを戻す必要があります。 2 枚目のサンバ
イザーを戻さなかった場合、サンバイザーは収納位置
に戻りません。

バニティー ミラーを開く
注注意意 バニティー ミラーのカ

バーを開く

カバーを開いている状態で事故が起きた場合、ミラー
が割れて車内にガラスの破片が散乱する恐れがありま
す。
e 走行中はスライド カバーを閉じてください。

図 52：バニティー ミラーを開く

e サンバイザー内側にあるバニティー ミラーのスラ
イド カバーを開きます。 バニティー ミラーのライ
トが点灯します。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

シート

113

シート
正しいシート位置の選択
安全で疲れにくい運転には、正しい着座姿勢が重要で
す。 運転者にフィットするよう運転席シート位置を調
整するには、以下の手順を実施してください。
11.. シートの高さを頭上の空間に余裕があり、周囲が

よく見える高さに調節してください。
22.. シートの前後位置を調節し、ブレーキ ペダルを

いっぱいに踏み込んだときに、脚が伸びきらず脚
がペダル面にしっかり接している状態になる位置
に調節してください。

33.. ステアリングホイールの上部分を握ってくださ
い。 バックレストの角度と、ステアリングホイー
ルの位置を肘が少し曲がる位置に調節してくださ
い。 このとき、肩をバックレストに預けられる位
置に調節してください。

44.. 必要に応じて、シートの前後位置を調節してくだ
さい。

警警告告 走行中のシート調節

走行中にシートを調節すると、シートが予期した以上
に移動する恐れがあります。 車両のコントロールを失
う恐れがあります。
e 走行中にはシートを調節しないでください。

電動シートの調節機能は走行中は制限されます。

注注意意 シート調節

シートの調節中に可動範囲に人や動物がいると、身体
の一部が挟まる恐れがあります。
e 誰にも危険がないようにシートを調節してくださ

い。

知知識識

ヘッドレスト、ルーフ、またはサンバイザーなどを損
傷する恐れがあります。
e ヘッドレスト、ルーフ、またはサンバイザーとの

間に十分なスペースを確保してからシート位置を
調節してください。

フロント シートの調節

図 53：フロント シートの電動調節

11 シートの角度調節
22 シートの高さ調節
33 座面の深さ調節
44 座面のサイド サポートの調節
55 シート背もたれのサイド サポートの調節
66 シートの前後調節
77 背もたれの角度調節
88 ランバー サポートの調節
99 マッサージ機能の ON/OFF

e 各スイッチを矢印の方向に押して、希望のシート
位置、または終端位置まで調節してください。

シート設定の保存
シート設定の保存および呼び出しに関するインフォ
メーション：
> 「パーソナル設定」の章（ 201ページ）を参照し

てください。

リヤ シートの前後調節

図 54：リヤ シートの前後調節

e レバー AA を引き上げながらシートを前後にスライ
ドさせてください。
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リヤ シート バックレストの角度調節

図 55：リヤ シート バックレストの角度調節

11.. リヤ シートに座ってください。
22.. レバー BB を引き上げ、解除されたバックレストを

前後に倒して調節してください。 バックレストは
レバーを放した位置で固定されます。 バックレス
トの角度はいくつかの段階から選べます。

リヤ シートのバックレストを前方に
折り畳むみ、垂直位置に戻す
リヤ シート バックレストは、ラゲッジ コンパートメ
ントをより広く使用するため、個々に前方に倒すこと
ができます。

知知識識

リヤシートの荷物により損傷する危険があります。
e バックレストを前方に倒す場合はシートに荷物を

置かないでください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

左側と中央のリヤ シートのバックレストは、つながっ
ています。 このため左側のバックレストを前方に倒す
と、中央のバックレストも一緒に倒れます。
中央のバックレストは個別に前方に倒すことができま
す。

リヤ シートのバックレストを前方に倒す

図 56：外側リヤ シートのバックレストを前方に倒す

bb リヤ シートは前後にスライドします。
11.. ヘッドレストを押し下げてください。

> 「リヤ シートのヘッドレスト調節」の章
（ 115ページ）を参照してください。

22.. 解除レバー BB を引き上げながらバックレストを前
方に倒してください。 バックレストを接続音がす
る位置まで下げてください。 このとき必要に応じ
て、シートの前後位置を調節してください。

外側のシート バックレストを垂直位置に調節す
る

警警告告 シートのバックレストが
固定されていない

シートのバックレストが固定されていないと怪我をす
る危険があります。
e シートのバックレストを後方へ倒した場合、固定

されていることを確認してください。

11.. 解除レバー BB を引き上げながらバックレストを後
方に倒してください。

22.. シート ベルトを挟み込まないように注意してくだ
さい。

33.. カチッと音がするまでバックレストを起こしてく
ださい。

中央のリヤ シートのバックレストを前方に折り
たたむ

図 57：中央のリヤ シートのバックレストを前方に折りたたむ
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e 解除ボタン CC を矢印の方向に押しながらバックレ
ストを前方に倒してください。

センターリヤ シートのバックレストの調節

警警告告 シート バックレストが正
しく固定されていない

リヤ シート バックレストが正しくラッチされていない
場合、走行中に意図せずに前に倒れてしまう場合があ
ります。
赤いマーク BB がまだ見える場合、シート バックレスト
は正しく固定されていません。
e シート バックレストを起こした後、赤いマーク BB

が見えなくなったことを確認してください。
e 必要に応じて、再度シート バックレストを倒して

もう一度固定してください。

e カチッと音がするまでバックレストを起こしてく
ださい。
シート ベルトを挟み込まないように注意してくだ
さい。

フロント シートのヘッドレストの調
節
フロント シートのヘッドレストは、高さと前後位置の
調節が可能です。

図 58：フロント シートのヘッドレストの高さと前後位置の調
節

e ヘッドレストの高さを、上端が目線より高くなる
位置に調節してください。

e ヘッドレストが正しく固定されていることを確認
してください。

ヘヘッッドドレレスストトをを上上げげるる
e ご希望の設定になるまでヘッドレストを持ち上げ

てください。
ヘヘッッドドレレスストトをを下下げげるる
e ボタン AA を押しながらご希望の設定になるまで

ヘッドレストを押し下げてください。
前前方方向向
e ご希望の設定になるまでヘッドレストを前方向に

引いてください。
後後ろろ方方向向
e ボタン AA を押しながらご希望の設定になるまで

ヘッドレストを後ろに押してください。

リヤ シートのヘッドレスト調節
リヤ シートのヘッドレストは、高さ調節が可能です。

図 59：リヤ シートのヘッドレストの高さ調節

e ヘッドレストの高さを、上端が目線より高くなる
位置に調節してください。

e 安全表示に従って、ヘッドレストが常に正しく固
定されていることを確認してください。

ヘヘッッドドレレスストトをを上上げげるる
e ご希望の設定になるまでヘッドレストを持ち上げ

てください。
ヘヘッッドドレレスストトをを下下げげるる
e ボタン BB を押しながらご希望の設定になるまで

ヘッドレストを押し下げてください。
後方の視界を確保するために、リヤ シート中央のヘッ
ドレストは最も低い設定より下の格納位置まで動かす
ことができます。
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警警告告 中央のリヤ シートのヘッ
ドレスト位置

ヘッドレストが正しく調節されていない場合、事故の
際に負傷する恐れが高まります。
e 中央のリヤ シートに乗員が座っている場合、ヘッ

ドレストを格納位置から動かし、上の設定に上げ
てください。

リヤ シートのヘッドレストの取り外
しと取り付け
チャイルド シートを正しく取り付けるために、リヤ
シートのヘッドレストを取り外さなければならない場
合があります。

警警告告 リヤ シートのヘッドレス
トを取り外している、ま
たは正しく調節されてい
ない

ヘッドレストを取り外している、または正しく調節さ
れていない場合、事故の際に負傷する恐れが高まりま
す。
e リヤ シートに乗員が座っている場合、ヘッドレス

トを取り付けてください。
e ヘッドレストの高さを、上端が目線より高くなる

位置に調節してください。
e ヘッドレストが正しく固定されていることを確認

してください。

図 60：外側リヤ シートのヘッドレストを取り外す

外側リヤ シートのヘッドレストを取り外す
11.. ヘッドレストをいっぱいに押し上げてください。
22.. 適切な道具 (エマージェンシー キーなど) を開口部

CC に差し込みます。
33.. ボタン BB を押しながら、ボタン BB に噛み合うまで

ヘッドレストを持ち上げてください。
44.. リヤ シート バックレストを前方へおおよそ半分に

折りたたんでください。
55.. ヘッドレストを取り外し、車内の安全な場所に収

納してください。
66.. 必要に応じてリヤ シートのバックレストを起こし

て固定してください。

図 61：中央リヤ シートのヘッドレストの取り外し

中央リヤ シートのヘッドレストの取り外し
11.. ボタン BB を押しながら、ヘッドレストを完全に取

り外してください。
22.. ヘッドレストを車内の安全な場所に収納してくだ

さい。

警警告告 ヘッドレストの交換

ヘッドレストは、それぞれのシートに合わせて特別に
設計されています。ヘッドレストが再取り付け時に正
しく装着されていないと事故の際に負傷する恐れが高
まります。
e ヘッドレストが誤った位置に取り付けられていな

いか確認してください。
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ヘッドレストの取り付け
11.. リヤ シート バックレストを前方へおおよそ半分に

折りたたんでください。
22.. ヘッドレストをガイドに挿入し、カチッと音がす

るまで押し下げてください。
33.. ボタン BB を押しながら、ヘッドレストを完全に押

し下げてください。
この状態になるとヘッドレストを引いてもバック
レストから外れません。

44.. リヤ シートのバックレストを起こして固定してく
ださい。

シートヒーター /シートベンチレー
ターの使用
シート ヒーター / シート ベンチレーターを ON/
OFF にする

図 62：フロント シート ヒーター / フロント シート ベンチ
レーターの ON/OFF の切り替え

図 63：リヤ シート ヒーター / リヤ シート ベンチレーターの
ON/OFF の切り替え

シートヒーター /シートベンチレーター を ON にする
bb エンジンを作動状態にする。
e 必要に応じてボタン AA (シート ヒーター) またはボ

タン BB (シート ベンチレーター) を繰り返し押しま
す。
選択した設定に応じた数のインジケーター ライト
が点灯します。

シート ヒーター / シート ベンチレーターを OFF にす
る
e インジケーター ライトがすべて消えるまで、必要

に応じてボタン AA (シート ヒーター) またはボタン
BB (シート ベンチレーター) を繰り返し押します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車内の温度が高いときはシート ヒーターを使用できま
せん。
室内の温度が低いときは、シート ベンチレーターを使
用できません。
バッテリー電圧が低すぎると、シート ヒーター / シー
ト ベンチレーターの作動が制限され、その後OFF にな
ります。

シート ヒーター/シート ベンチレーターの設定
シート ヒーターとシート ベンチレーターについて、
シート クッションとバックレストのバランスを設定す
ることができます。

11.. 車車両両 e 制制御御 e車車両両 e シシーートト設設定定 e 運運転転
席席シシーートトヒヒーータターー/助助手手席席ヒヒーータターー/運運転転席席送送風風
/助助手手席席エエアアココンンシシーートト

22.. バランスを設定します。

イージー エントリー機能の使用
イージー エントリー機能は、車両への乗り降りをしや
すくするための装備です。

注注意意 運転席シート自動調節

運転席の後ろにいる人は、運転席が後ろに向かって自
動的に調整された結果、座席に挟まれる可能性があり
ます。
e 運転席の後ろに人がいる場合は、イージー エント

リー機能を OFF にしてください。

知知識識

リヤ シートが前に倒れていると、設定が呼び出された
場合に破損する危険があります。
シートが後退して破損する可能性があります。
e リヤ シートが前に倒れている場合は、イージー エ

ントリー機能を OFF にしてください。

降車するとき
ダダッッシシュュボボーードドののタタッッチチ デディィススププレレイイ::

機能の作動

e 車車両両 e 制制御御 e車車両両設設定定 e ロロッックク e イイーー
ジジーーエエンントトリリーー
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bb 機能が作動している
e イグニッションを OFF にし、ささららにに運転席ドアを

開いてください。
ステアリング ホイールは上方向に動きます。
運転席は後方へ動きます。

乗車するとき
ダダッッシシュュボボーードドののタタッッチチ デディィススププレレイイ::

機能の作動

e 車車両両 e 制制御御 e車車両両設設定定 e ロロッックク e イイーー
ジジーーエエンントトリリーー

bb 機能が作動している
bb 運転席およびステアリング ホイールは、イージー

エントリー ポジションにあります。
e 運転席ドアを閉じ、イグニッションを ON にしま

す。
運転席およびステアリング ホイールは、保存され
た位置に移動します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

キーを交換した場合、シートおよびステアリング ホ
イールはそのキーに保存された位置に移動します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

シート設定を手動で変更すると、乗車時補助機能が中
断します。
e ドライビング ポジションを手動で調節してくださ

い。

運転席からの助手席調整
ダッシュボードのタッチ ディスプレイ：

11.. 車車両両 e 制制御御 e車車両両 e シシーートト設設定定 e 助助手手
席席シシーートト位位置置 e 助助手手席席シシーートトをを調調整整

22.. 運転席の制御装置を使って助手席シート位置を設
定します （図 53）。

調整を終えるには：

e シシーートト調調整整をを完完了了すするる を選択します。

リヤでの操作を無効にする – チャイ
ルド プロテクション

図 64：リヤでの操作を無効にする

運転席ドア、コントロール パネルのセーフティー ボタ
ンを押すとリヤ ドアのパワー ウィンドウ スイッチ
と、リヤ センター コンソールのコントロール パネル
の機能が無効になります。

チャイルド プロテクションの ON/OFF の切り替え
e セーフティー ボタンを押してください。

ボタンのインジケーター ライトが点灯します。
リヤ コントロール パネルで行われたシート設定は
保持されます。
リヤ コントロール パネルの機能が停止します。
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シート ベルト
危危険険 シート ベルトを着用して

いない、または正しく使
用していない

シート ベルトを着用していないと、事故の際に保護効
果を発揮できません。 シート ベルトを正しく着用して
いない場合、事故の際に負傷する危険が高まります。
e 安全のため、すべての乗員がシート ベルトを着用

するよう義務付けられています。
e 11 本本のシート ベルトを同時に 2 人で使うことは絶

対に避けてください。
e だぶついた衣服やかさばる衣服 (ジャケットなど)

は、シート ベルトを正しく装着できない上に動き
が制限されるので、乗車時には脱ぐようにしてく
ださい。

e 硬い物または壊れやすい物 (メガネ、ボールペン、
携帯電話など) の上からシート ベルトを締めないで
ください。
衝突の際に怪我をする危険性が高くなります。

e シート ベルトがねじれていないか、またはゆるん
でいないかを確認してください。

e ドライバーはこの章で説明している内容を、すべ
ての乗員に理解してもらってください。

危危険険 損傷したシート ベルト

損傷したシート ベルト、強い負荷のかかったシート ベ
ルト、または摩耗したシート ベルトは、事故の際に保
護効果を十分に発揮できません。
シート ベルト プリテンショナー システムは 1 回しか
作動できません。作動した場合、早急に交換してくだ
さい。
e すべてのシート ベルトを定期的に点検し、ベルト

の帯が損傷していないか、またシート ベルト バッ
クルと取り付け部が正常な状態にあるかどうかを

確認してください。
e シート ベルト バックルは汚れないように保護し、

清潔に保ってください。
e 損傷していたり、事故によって大きな負荷がか

かったりしたシート ベルト、および作動したシー
ト ベルト プリテンショナー システムと挟み込み防
止機能は、早急に交換してください。
さらに、シート ベルトのアンカー部分についても
点検してください。
ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

e シート ベルトを使用しないときは、汚れや損傷を
防ぐために完全にリトラクターに巻き取らせてく
ださい。

シート ベルト プリテンショナー
シート ベルト プリテンショナーは、事故時の衝撃の大
きさに応じて作動します。
シート ベルト プリテンショナーは以下の状況で作動す
る場合があります:
– 車両の前方および後方からの衝突時
– 車両の側面からの衝突時
– 車両が横転した場合

イインンフフォォメメーーシショョンン

シート ベルト プリテンショナーが作動すると、煙が発
生する場合があります。 しかし、この煙は必ずしも車
両火災の兆候ではありません。

シート ベルト警告灯および警告メッ
セージの確認

図 65：マルチファンクション ディスプレイのシート ベルト ス
テータス表示

AA 左リヤ シートのシート ベルト ステータス表示
BB 中央リヤ シートのシート ベルト ステータス表示
CC 右リヤ シートのシート ベルト ステータス表示
DD 警告シンボル：運転席または助手席のシートベルトが着用

されていない

フロント シート
イグニッションを ON にすると、インストルメント ク
ラスターに赤色の警告シンボル DDが点灯し、運転席
側および助手席側 (乗員が座っている場合) のシート ベ
ルトが着用されるまで点灯し続けます。
さらに、インストルメント クラスターに警告シンボル
が表示されます。
速度が約24 km/h を超えると、運転席側および助手席
側 (乗員が座っている場合) のシート ベルトが着用され
ていない場合、インストルメント クラスターに赤色の
警告シンボル DD が点滅し、警告音が鳴ります。
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リヤ シート
イグニッションを ON にすると、リヤ シートのベルト
ステータス インジケーターがインストルメント クラス
ターに表示されます。
ベルト ステータス インジケーターは、発進後約 60 秒
で消灯します （図 65）。
緑色のシンボル マーク は、そのシートに座った人
がシート ベルトを着用していることを示します。
赤色の警告シンボル マーク は、そのシートに座っ
ている人がシート ベルトを着用していないか、誰もそ
のシートに座っていないことを示します。 シート ベル
トが着用されてないシートがあると、約24 km/h の速
度から警告音が鳴り、赤色の警告シンボル マーク
が約 60 秒間 インストルメント クラスターで点滅しま
す。

シートベルトの調節

図 66：シートベルトの高さを調節する

フロント シートのシート ベルト引き出し口は、高さを
調節できます。
e シート ベルトを着用したときに首にかかることの

ないように、肩の中央を通って上半身を斜めに横
切るよう、ベルト引き出し口の高さを調節してく
ださい。
aa.. 上げる ‐ シート ベルト引き出し口を押し上げ

てください。

bb.. 下げる - ロック ボタン AA を押しながらシート
ベルト引き出し口を下げてください。

シートベルトを着用する

図 67：シートベルトを着用する

11.. 正しい位置に座っていることを想定します。
> 「シート」の章（ 113ページ）を参照してく

ださい。
22.. シート ベルトを着用したときに、ベルトが肩の中

央を通って上半身を斜めに横切るように、シート
のバックレストを調節してください。

33.. シート ベルトのラッチを手で持ち、ゆっくりと一
定の速さで引き出して、腰の低い位置および胸部
にかかるように着用してください。

44.. ベルト ラッチをシート内側の適切なシート ベルト
バックルに挿入し、カチッと音がするまではめ込
みます。

55.. シート ベルトが引っかかったり、ねじれたり、鋭
利な物に擦れたりしないように注意してくださ
い。

66.. 腰ベルトは必ず腰の低い位置（骨盤）にぴったり
とかかるように確認してください。 そのため、
シート ベルトを装着した後、肩ベルトを上に引っ
張ってください。
妊妊娠娠ししてていいるる女女性性のの場場合合:: 腰ベルトをできる限り

低い位置まで下げて骨盤部を横切るように調整
し、腹部の圧迫を避けるようにしてください。

77.. 走行中も肩ベルトを定期的に引き上げ、腰ベルト
が緩まないようにしてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

次のような状況では、シート ベルトがブロックされる
場合があります:
– 車両が傾いている。
– シート ベルトが突然引き出される。
– コーナリング、または上り坂で、加速または減速

する時。

シートベルトの取り外し
11.. シート ベルトのラッチを手で持ってください。
22.. シート ベルト バックルの赤色のボタンを押してく

ださい。
33.. シート ベルトのラッチをシート ベルト引き出し口

に持って行きます。
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ジャッキおよびリフティングプ
ラットフォーム

図 68：フロント側のリフティング プラットフォームとジャッ
キのジャッキ ポイント

図 69：リヤ側のリフティング プラットフォームおよびジャッ
キ用のジャッキ ポイント

警警告告 不十分な車両の固定

車両がしっかり固定されていない、または正しく固定
されていない場合、不意に動いたり、ジャッキやリフ
ティング プラットフォームなどのリフト装置から落下
したりする恐れがあります。 これにより深刻な怪我や

損傷を受ける場合があります。
e 車両をジャッキで持ち上げる場合、固く水平な場

所でのみ行ってください。
e 車両は必ず、車両下側にある規定のジャッキアッ

プ ポイントで持ち上げてください。
e 車両の下に入って作業する場合は、必ず強固なサ

ポート スタンドで車体を支えてください。
e 車両をジャッキアップしている時は、エンジンを

始動しないでください。 エンジンの振動により車
両が落下する恐れがあります。

e エンジンをかけたまま作業する場合は、エレクト
リック パーキング ブレーキをかけ、かかつつトランス
ミッション パーキング ロック PP を有効にします。

> 「タイヤおよびホイール」の章（ 152ページ）を
参照してください。

警警告告 レベリング システムのコ
ントロール作動

レベリング システムが作動している車両は、予期しな
いタイミングで動いたり、傾いたり、ジャッキやリフ
ティング プラットフォームなどのリフト装置から落下
したりする恐れがあります。 これにより深刻な怪我や
損傷を受ける場合があります。
e 手動でノーマル レベルに設定し、車両のリフト

アップを行う前にレベリング システムを OFF にし
ます。

> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ
さい。

車両が動き出さないように車両を固
定する
bb コラプシブル スペア ホイール装備車
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図 70：輪止めの取り外し

11.. 2 つの輪止め AA を取り外してください。
22.. 折り畳まれている両方の輪止め AA を起こして固定

してください。

図 71：輪止めの配置

33.. 取り外すタイヤと対角線上にあるタイヤの前後に
輪止めを設置してください。

ジャッキによる車両のリフトアップ

イインンフフォォメメーーシショョンン

ジャッキはスペア ホイール装備車のみに付属します。

ジャッキは工具セットと共に、ラゲッジ コンパートメ
ントの荷室フロア下に収納されています。
> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 251ペー

ジ）を参照してください。
bb レベリング システム装備車の場合、車両ジャッキ

モードが ON になります。
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ

さい。
bb 車両が動き出さないように固定してください。
bb 車両下部のジャッキ ポイントを清掃してくださ

い。

図 72：ジャッキの位置決め

11.. ジャッキは、指定されたジャッキング ポイントに
位置決めしてください。 ジャッキは安定した場所
に置いてください。
必要な場合、大きく滑りにくい支持具を併用して
ください。

22.. ジャッキを固定し、工具セットの六角ソケット レ
ンチ CC で回して、ジャッキのヘッド ピース AA が車
両下側にある規定のジャッキアップ ポイントには
まるまで持ち上げます。

33.. ヘッド ピース AA が車両のジャッキアップ ポイント
にはまり、ジャッキの基部 BB が地面に水平に置か
れるようにジャッキの位置を調整してください。
ジャッキの基部 BB は車両のジャッキ ポイントの下
に垂直でなければなりません。

44.. 車両を持ち上げるために、(工具セットの) ラ
チェット DD の適切な側を六角ソケット レンチ CC に
取り付けてください。 取り外すタイヤが地面から
離れるまでラチェット DD を時計方向に前後に動か
してください。

下げる:
e ジャッキを下げるために、ラチェット DD の反対側

を六角ソケット レンチ CC に取り付けてください。
車両を下げた後でジャッキを取り外してくださ
い。
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ジャンパーケーブルによるエン
ジンの始動
12 V リチウム バッテリーはバッテリーの充電状態が
低い場合、車両電気系統から自動的に接続が切断され
ます。 電気系統ーは一時的に解除されます。 バッテ
リーを充電した場合 (10 分以上)、またはジャンパー
ケーブルによるエンジンの始動をした場合、または外
部電源の接続を行った場合は、電気系統は自動的に作
動します。 12 V リチウム バッテリーは自動的に車両
電気系統に再接続します。
他の車両のバッテリーを使用してエンジンを始動した
り、ジャンパー ケーブルを使用して外部電源を接続す
ることができます。 両方のバッテリーの公称電圧が
12 V でなければなりません。支援車側のバッテリーの
容量 (Ah) が、バッテリーが上がった車両のバッテリー
の容量に比べて小さすぎないよう確認してください。
上がったバッテリーを車両電気系統に正しく接続して
ください。
> 「バッテリー」の章（ 187ページ）を参照してく

ださい。
通常の作動状態でジャンパー ケーブルによる始動を繰
り返し行わなければならない場合は、バッテリーの損
傷が考えられます。

警警告告 不適切なジャンパー ケー
ブルおよび誤った手順

不適切なジャンパー ケーブルを使用したり、ジャン
パー ケーブルによるエンジンの始動方法が正しくな
かったりすると、短絡が発生する場合があります。 回
路の短絡が原因で火災が発生する恐れがあります。
e 十分な太さがあり、ターミナル クランプが完全に

絶縁されている標準的なジャンパー ケーブルのみ
を使用してください。 ジャンパー ケーブル メー

カーの注意事項を遵守します。
e 車両には決して触れないようにしてください。そ

うしないと、プラス端子を接続した途端、電流が
流れる可能性があります。

e 導電性のアクセサリー (指輪、チェーン、時計スト
ラップなど) が車両の通電部品に接触しないように
してください。

e ジャンパー ケーブルをバッテリーまたは他の電子
部品に決して直接に接続しないでください。 ジャ
ンパー ケーブルを接続するのはジャンパー ケーブ
ル始動端子のみにしてください。

警警告告 電解液および有毒ガスの
流出

バッテリーの損傷や間違った取り扱いによる例外的な
状況では、電解液および有害ガスが漏れる恐れがあり
ます。
e 蒸発ガスを吸い込んだり、電解液に触れたりしな

いようにしてください。
e 人を周囲に近付けないようにし、かつ人が常に風

上にいるようにしてください。
e リチウム バッテリーの充電は、換気の良好な場所

でのみ行ってください。

知知識識

完全放電したリチウム バッテリーにジャンパー ケーブ
ルによる始動が実施されると、損傷を起こす恐れがあ
ります。
e リチウム バッテリーの完全放電が疑いがある場

合、ジャンパー ケーブルでエンジンを始動しない
でください。

ジャンパー ケーブルによるエンジン
の始動

図 73：ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動

11.. ボンネットを開いてください。
22.. ジャンパー ケーブル接続用のプラス (++) 端子カ

バーを開いてください。
33.. ジャンパー ケーブル接続用のプラス (++) 端子に赤

色のプラス ケーブルを接続してください。
44.. 赤色のプラス ケーブルを支援車バッテリーのプラ

ス端子に接続してください。
55.. 黒色のママイイナナスス ケケーーブブルルを支援車バッテリーのマ

イナス端子に接続してください。
66.. 黒色のマイナス ケーブルをアース ポイント –– に接

続してください。
77.. 支援車のエンジンを始動し、回転数を上げてくだ

さい。
88.. エンジンを始動してください。 ジャンパー ケーブ

ルを使用してエンジンを始動するときは、スター
ターを15秒以上作動させないでください。 始動に
失敗したときは、1分以上待ってから再試行してく
ださい。

99.. エンジンが作動状態のまま、
黒色のマイナス ケーブルを、まずアース ポイント
–– から外し、次に支援車バッテリーのマイナス端
子から外してください。

1100..エンジンが作動状態のまま、
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赤色のプラス ケーブルを、まず支援車バッテリー
のプラス端子から外し、次にジャンパー ケーブル
接続用のプラス (++) 端子から外してください。

1111..ジャンパー ケーブル接続用のプラス (++) 端子カ
バーを閉じてください。
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ステアリングホイール
ステアリングホイールの調整

警警告告 走行中のステアリング ホ
イールの調節

走行中にステアリング ホイールを調節すると、ステア
リング ホイールが必要以上に移動する可能性がありま
す。 車両のコントロールを失う恐れがあります。
e 走行中にステアリング ホイールを調節しないでく

ださい。

ステアリングホイールの手動調節

図 74：ステアリングホイールの調節レベルの固定

11.. ロッキング レバーを下向きに回転させてくださ
い。

22.. ステアリングホイールを垂直および水平に移動さ
せて、ステアリングホイールの位置を、背もたれ
と座席の位置の傾きに合わせて調節します。

33.. ステアリングホイールが確実に固定されるまで、
ロック レバーを元の位置まで戻してください。

ステアリングホイールの電気的調整

注注意意 メモリー設定の予期せぬ
呼び出し

ステアリング ホイールの調節中に可動範囲に人や動物
がいると、身体の一部が挟まれる恐れがあります。
e お子様だけを車内に残さないでください。

図 75：ステアリングホイールの調整スイッチ

e 所望位置に到達するまで、適切な方角にステアリ
ング コラムの下のスイッチを動かしてください。

ステアリングホイール設定の保存
ステアリング ホイール設定の保存と呼び出しに関する
詳細なインフォメーション:
> 「パーソナル設定」の章（ 201ページ）を参照し

てください。

マルチファンクション ハンドル付き
のインストルメント クラスタの操作
インストルメント クラスターの操作に関する詳細なイ
ンフォメーション:
> 「インストルメント クラスターの操作」の章

（ 39ページ）を参照してください。

ステアリングホイール ヒーターの
ON/OFF

図 76：ステアリングホイール ヒーターボタン

bb エンジンを作動状態にする
e メッセージがインストルメント クラスタに簡潔に

現われるまで、 （図 76）中央のステアリングホ
イールボタンを押します。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

スピード リミッター

126

スピード リミッター
スピード リミッターは、保存されたそれぞれの速度を
上回らないよう速さを維持するのに役立ちます。

図 77：コントロール レバー

RR ドライバー アシスタンス システムの ON/OFF の切り替え
SS ドライバー アシスタンス システム間の切り替え
11 最高速度の設定 / 増加
22 最高速度の低減
33 速度制限のキャンセル (キャンセル)
44 速度制限の再開 (再開)

スピード リミッター スタンバイを
ON にする
bb スピード リミッター ON (ボタン RR)。
11.. コントロール レバーのボタン SS を押してくださ

い。
ドライバー アシスト システムのオプション メ
ニューがインストルメント クラスターに表示され
ます。

22.. ステアリング ホイールの左左側側のロータリー プッ
シュ ボタンを使用して制制限限を選択し、ボタンを押
して確定します。
スピード リミッターを操作できます。

> 「インストルメント クラスターの操作」の章
（ 39ページ）を参照してください。

最高速度を設定する、保存する、上
げる
方法 1
11.. アクセル ペダルの操作で目標速度まで加速または

減速します。
22.. ステアリング ホイールのコントロール レバーを前

方に押します （図 77） 11。
ここで、現在の走行速度が最高速度として保存さ
れ、自動的に維持されます。

方法 2
e ステアリング ホイールのコントロール レバーを前

方に押します （図 77） 11。
短く押す = 1 km/h (1 mph) 単位、長く押す =
10 km/h (5 mph) 単位。
新しい最高速度がインストルメント クラスターに
表示されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

最高速度は、作動モード｢作動準備｣から、ステアリン
グ ホイールのコントロール レバーを使用して設定する
こともできます。
e ステアリング ホイールのコントロール レバーを前

方に 1 回押します （図 77） 11。
プリセットされた 30 km/h (20 mph) の最高速度
がインストルメント クラスターに表示されます。

保存された最高速度を下げる
e ステアリング ホイールのレバーを、ステアリング

ホイール （図 77）22 に向かって引いてください。
短く引く = 1 km/h (1 mph) 単位、引き続ける =
10 km/h (5 mph) 単位。
新しい最高速度がインストルメント クラスターに
表示されます。

スピード リミッターの中断 – キャン
セル
e ステアリング ホイールのレバーを下方に押してく

ださい （図 77）33。
–– ままたたはは ––

e コントロール レバーのボタン SS を押してくださ
い。

中断前に保存された最高速度はメモリーに保存され、
レバーを押して呼び出すことができます。

> 「保存された最高速度の再開 – 再開」の章（ 126
ページ）を参照してください。

キックダウンによるスピード リミッターの一時
的な解除
キックダウンにより設定された最高速度を超えた場合
(追い越し中など)、警告音が鳴り、保存された最高速
度とスピード リミッターのシンボル マークがインスト
ルメント クラスターで赤色に点滅します。 スピード
リミッターは一時的に解除されます。 車両の速度が保
存された最高速度を下回ると、スピード リミッターが
再度作動します。

下り坂の走行
スピード リミッターは下り坂走行中にブレーキ操作を
開始します。 トランスミッションは車両を減速させる
ためにシフトダウンを開始します。

保存された最高速度の再開 – 再開
e ステアリング ホイールのレバーを上に （図 77）44

押してください。
スピード リミッターは保存された最高速度を設定
します。
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イインンフフォォメメーーシショョンン

周囲の交通状況や路面状態が設定速度での走行に
適しているときのみ、保存された最高速度を呼び
出してください。

スピード リミッターの解除
e クルーズ コントロール操作レバーのボタン RR を押

してください。
設定速度が消去され、シンボル マークが消灯しま
す。

自動
次のような状況では、スピード リミッターは自動的に
中断されます:
– スピード リミッターの機能が損なわれるシステム

故障が発生した場合。
– エアバッグが作動した場合。

イインンフフォォメメーーシショョンン

システム エラーによりスピード リミッターが自動で解
除された場合、アクセル ペダルを離すか、RR ボタンを
押してシステムを OFF にしたときにのみ完全に無効に
なります。
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スポーツ クロノ ストップ
ウォッチ
Sport Chrono ストップウォッチでいつでも時間を測定
できます。
サーキット タイムは、ダッシュボードおよびインスト
ルメント クラスターのストップウォッチに表示されま
す。
次の情報を記録し、評価することができます。
– ラップ回数
– 完了したラップ距離
– ラップ タイム
– オプション: その他の各種データ (車両位置や速度

など)
記録中は以下を表示します。
– 現在のラップ数
– 現在のラップ タイムと最速ラップ タイムとの比較
– 基準ラップに対する完了したラップ回数
– 現在のラップ タイムが最新のラップ タイムより速

いか、遅いか、または同一かを表示するカラー
レート。

– 燃料の残量および現在タンクに残っている燃料で
完了できるラップ回数

– 残りの記録時間
– オプション: 現在のラップおよび基準ラップに関す

るトラック進捗

ダッシュボードのストップウォッチ

図 78：スポーツクロノ ストップウォッチ

アナログ ポインターは秒を表示します。 デジタル表示
は 1/100 秒 まで正確に示します。
デジタル ディスプレイおよびダッシュボードとインス
トルメント クラスターのタッチ ディスプレイのディス
プレイには 99 時間、59 分と 59.99 秒まで表示でき
ます。

ダッシュボードのストップウォッチの時刻表示と
ライトの設定
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ

さい。

PCM のストップウォッチ

図 79：PCM のストップウォッチ

AA 燃料の残量および現在の燃費残量で走行可能なラップ回数
などの記録情報。

BB 走行距離またはラップ カウンター付きサークル ダイアグ
ラム：基準ラップと比較した走行距離。 現在のラップ タ
イムが基準ラップより速い (緑色)、同一 (黄色)、または遅
い (赤色) のいずれであるかを示すカラー レート。

計時の開始

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e 開開始始
データの記録が開始されます。 基準ラップが読み
込まれていない場合は、最初のラップが基準ラッ
プとして使用されます。

計時の停止
bb 計時が開始されました。

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e 停停止止

計時の継続
bb 計時が停止されました。

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e 続続けけるる

ラップの停止 / 新しいラップの開始
1 回の記録で最大 99 ラップを保存することができま
す。
bb 計時が開始されました。
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e 車車両両 e CCHHRROONNOO e 新新ししいいララッッププ
ラップ カウンターの値が 1 ずつ増えます。 走行
した最速ラップのタイムは、距離の差が許容範囲
に収まっていれば、最速ラップ タイムとして記録
されます。

中間タイムの保存
bb 計時が開始されました。

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e ススププリリッットト
中間タイムは短時間表示され、保存されません。
計時はバックグラウンドで継続します。

ストップウォッチ タイムのリセット
bb 計時が停止されました。

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e リリセセッットト
すすべべててのストップ タイム表示は 0 にリセットさ
れ、走行記録は停止されます。

基準ラップの読み込み

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e ララッッププ読読込込

基準ラップの保存

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e オプション e
SSppoorrtt CChhrroonnoo表表示示 e評評価価 e希望の記録を選択し
てください e ゴゴーースストトララッッププととししてて保保存存

基準ラップのリセット

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e基基準準ララッッププををリリセセッッ
トト

記録の表示と編集および統計の記録
1 回のセッションで最大 99 ラップを記録することが
できます。 基準ラップがまだロードされていない場合

は、記録の中の初めのラップが基準ラップとして使用
されます。 最大で 10 時間の記録が可能です。

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e オプション e
SSppoorrtt CChhrroonnoo表表示示 e 評評価価

記録および基準ラップの名前変更、削除、イン
ポートおよびエクスポート
bb オプション e SSppoorrtt CChhrroonnoo評評価価が選択されて

います。
bb SD カードが挿入されているか、USB データ バン

クが接続されています。 データ キャリアのデータ
が [SportChrono] フォルダーに保存されていま
す。

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e オプション

Sport Chrono の設定
追加データの記録オプションの起動およびトラック進
捗の表示
ラップの長さおよびラップ タイムとは別に、他の走行
データ (速度など) を 1 秒間隔で記録することができま
す。 トラック進捗も地図に表示させることが可能で
す。

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e オプション e
SSppoorrtt CChhrroonnoo設設定定 e 追追加加デデーータタのの記記録録

許容距離差の設定
基準ラップの長さと任意のラップの長さがどのくらい
異なるかを示します。 長さの逸脱が大きいラップは評
価に含まれません。

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e オプション e
SSppoorrtt CChhrroonnoo設設定定 e 許許容容距距離離差差

評価用の最大タイムの逸脱の設定
記録時に速度が同一 (黄色マーク) と評価されたラップ
間の最大のタイム差を示します。

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e オプション e
SSppoorrtt CChhrroonnoo設設定定 e 評評価価のの最最大大タタイイムム差差

最速ラップ (ゴースト カー) の車両位置の表示

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e オプション e
SSppoorrtt CChhrroonnoo設設定定 e 基基準準ララッッププをを表表示示

インストルメント クラスターのス
トップウォッチ
ストップウォッチが｢車両 & 情報｣ディスプレイに表示
されます。
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図 80：インストルメント クラスターのストップウォッチ

AA 最終のラップ タイム
BB 最速のラップ タイム
CC ラップ カウンター
DD 現在のラップ タイム / 一時中間ラップ
EE 基準ラップ タイムまたは最速ラップ タイム
FF オプションおよびコントロール コマンド (スタート、ス

トップなど)
GG サークル ダイアグラム：基準ラップと比較してどれだけ

ラップを完了しているかを示します。 現在のラップ タイ
ムが基準ラップより速い (緑色)、同一 (黄色)、または遅い
(赤色) のいずれであるかを示すカラー レート。

計時の開始

e SSppoorrtt CChhrroonnoo e 開開始始
データの記録が開始されます。 基準ラップが読み
込まれていない場合は、最初のラップが基準ラッ
プとして使用されます。

計時の停止
bb 計時が開始されました。

e SSppoorrtt CChhrroonnoo e 停停止止

計時の継続
bb 計時が停止されました。

e SSppoorrtt CChhrroonnoo e 継継続続

ラップの停止 / 新しいラップの開始
現在のストップウォッチ タイムはラップ タイムとして
保存されますが、ストップウォッチは停止しません。
1 回の記録で最大 99 ラップを保存することができま
す。
bb 計時が開始されました。

e SSppoorrtt CChhrroonnoo e ララッッププ
ラップ カウンター CC が 1 ラップずつ増えます。
最速で終了したラップのタイムが最速ラップ タイ
ム BB として保存されます。

中間タイムの保存
bb 計時が開始されました。

e SSppoorrtt CChhrroonnoo e 中中間間タタイイムム
中間タイム DD は短時間表示され、保存されませ
ん。 計時はバックグラウンドで継続します。
サークル ダイアグラム GG の数字は設定された中
間タイムを示します。

ストップウォッチ タイムのリセット
bb 計時が停止されました。

e SSppoorrtt CChhrroonnoo e リリセセッットト
すすべべててのストップウォッチ タイム表示は 0 にリ
セットされます。
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スモーカーズ パッケージ
灰皿の使用

警警告告 可燃物による火災

灰皿に紙類を入れると発火するおそれがあります。
e 可燃物を灰皿に入れないでください。

フロントの灰皿の使用

図 81：フロントの灰皿の使用

灰皿を開く
e 灰皿のリッドを素早く押してください。

リッドは自動で開きます。

灰皿を空にする
11.. 灰皿のリッドを素早く押してください。
22.. 灰皿インサートのリッド部分を持って、取り外し

てください。
33.. 灰皿を掃除した後は、元に戻してカチッと音がす

るまで所定の位置に押し込んでください。

リヤの灰皿の使用

図 82：リヤの灰皿の使用

灰皿を開く
e ハンドルの取っ手部分を引いて、灰皿のリッドを

開いてください。

灰皿を空にする
11.. ハンドルの取っ手部分を引いて、灰皿のリッドを

開いてください。
22.. 進行方向にラッチを押してください。
33.. 灰皿のインサートを握って取り外します。
44.. 灰皿の中を掃除した後、灰皿インサートを押し込

んでください。

シガレット ライターを使用する
警警告告 高温のシガレット ライ

ター

シガレット ライターの光る端は、使用時非常に熱くな
ります。
e お子様のみを車内に残さないでください。
e ヒーター エレメントまたはシガレット ライターの

側面部は絶対に触れないでください。
e 作動ボタン以外で高温のシガレット ライターを持

たないでください。

車両装備により、リヤ センター コンソールにシガレッ
ト ライターがあります。

図 83：シガレット ライターを使用する

シガレット ライターはイグニッションの位置に関係な
く使用できます。
11.. 作動ノブに押し込んでください。

ライターのフィラメントが赤熱すると、ライター
が元の位置まで飛び出します。

22.. シガレット ライターを取り外してください。
シガレット ライター ソケットで充電アダプターを使用
する際のインフォメーション：
> 「電気ソケット」の章（ 176ページ）を参照して

ください。
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セントラルロッキング
概要 – 車外からの開閉操作とロック
この概要説明は「セントラル ロッキング システム」に
記載された情報に代わるものではありません。 操作す
る際は、この概要のみでなく「安全指示」および「警
告」を必ずお読みください。

図 84：キー 図 85：ポルシェ イージー エントリー

希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 何何がが起起ききるるかか 操操作作場場所所

ロロッックク解解除除 キーを使用する：
e キーの ボタンを押します。
ポルシェ イージー エントリー装備車：
e ドア ハンドルをしっかり握ってくださ

い。

ハザード ライトが 1 回点滅します。
ドアおよびリヤ リッドを開くことができ
ます。

> p. 134

ロロッックク キーを使用する：
e キーの ボタンを押します。
ポルシェ イージー エントリー装備車：
e ドア ハンドルのタッチ センサー AA に

触れてください。

ハザード ライトが 2 回点滅します。
ドアとリヤ リッドがロックされ、車内か
らドア ハンドルを引いてもドアを 開開くく こ
とは ででききまませせんん (セーフロック)。

> p. 134
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希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 何何がが起起ききるるかか 操操作作場場所所

人人 // 動動物物をを車車両両にに残残ししててロロッッククすするる
e セセーーフフロロッッククおよび室室内内モモニニタタリリンン

ググ システムを OOFFFF ににししまますす。

キーを使用する：
e (約 2 秒以内に) キーの ボタンを 2

回押します。
ポルシェ イージー エントリー装備車：
e ドア ハンドルにあるタッチ センサー AA

に 2 回触れてください (約 2 秒以内)。

ハザード ライトがゆっくり 1 回点滅しま
す。
ドアおよびリヤ リッドはロックされます
が、ドア ハンドルを引くことにより、車
内からドアを開開けけるることがででききまますす。

> p. 134

警警告告シシスステテムムのの警警告告音音をを OOFFFF ににししまま
すす。。

e キーの ボタンを押します。
–– ままたたはは ––
イグニッションを ON にする

警告音が OFF になります。 > p. 111

セントラル ロッキング システムの使
用

イインンフフォォメメーーシショョンン

e キーを使用するのは、車両が視界に入っている時
だけにしてください。

車両装備によっては、ドライバー キーを使用して、ま
たはポルシェ コンフォート アクセス装備車ではキーを
使用せずに、ドアのロックおよびロック解除ができま
す。
車両のロックを解除する際、運転席ドアとフィラー フ
ラップのみを解除するか、または車両全体のロックを
解除するかを選択できます。
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ

さい。
設定内容に関わりなく、すべてのドアをロック解除で
きます。
e 5 秒以内にキーの ボタンを 2 回押します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両の工場設定については、この章で説明されていま
す。

ポルシェ イージー エントリー1

ポルシェ コンフォート アクセス装備車は、キーを使用
せずにロックおよびロック解除ができます。 しかし、
常に、ズボンのポケットなどに入れて、キーを携帯す
る必要があります。
ドア ハンドルの汚れがひどいと、イージー エントリー
機能の作動が妨げられることがあります。
第三者の不正なロック解除および車両の始動を防ぐた
め、車両キーを使用してポルシェ コンフォート アクセ
ス機能を一時的に解除することができます。

キーを使用したコンフォート アクセスの解除
e ボタン とボタン を同時に押し、キーのイン

ジケーター ライトが点灯するまで押し続けます。
車両キーのインジケーター ライトの点灯により、
車両キーで解除されたことを知らせます。

キーのボタンを押すとまたはコンフォート アクセス機
能は自動的に起動します。
e キーを強い電磁波にさらさないでください。 ポル

シェ コンフォート アクセスに悪影響を与える場合
があります。

ドア ロックの解除

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両のロックを解除し、ドアまたはリヤ リッドを 45
秒以内に開かなかった場合には、車両が自動的に再
ロックされます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

事故が発生してエアバッグが作動した場合、救助者が
車両に入れるようにするために、車両全体が自動的に
ロック解除されます。 ハザード ライトも自動的に作動
します。

1. コンフォート アクセス システムは最先端技術です。 しかし、無線キーのキー コードが盗聴されて、車両のロック解除や盗難に使用される可能性を完全に排除できるわけではありません。
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キーによるドアのロック解除

図 86：キーによるドアのロック解除

11.. ボタン を押します。
ハザード ライトが 1 回点滅します。
設定によっては、車両のロックが解除されます。

22.. ドア ハンドルを引いてください。

ドア ハンドルのタッチ センサーによるドア ロッ
クの解除

図 87：ポルシェ イージー エントリー装備車でのドア ロック解
除

bb ポルシェ イージー エントリー搭載車両
bb キーをズボンのポケットなどに入れて携行してい

る。
bb キーを携行して運転席または助手席側のドアに近

づくと、ドア ロックを解除することができます。

11.. ドア ハンドルをしっかり握ってください。 作業
中、ドア ハンドル前部の近接センサーに触触れれなないい
でください。
ハザード ライトが 1 回点滅します。
設定によっては、車両のロックが解除されます。

22.. ドア ハンドルを引いてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

バッテリーを節約するために、不要なコンフォート機
能は 次第に OFF になります。 その後、キーを使用し
て車両のロックを解除できます。

車内からのドア ロックの解除
e ドア パネルのボタン を押します。

–– ままたたはは ––
インナー ドア ハンドルを引いてください。
すすべべてて のドアとリヤ リッドのロックが解除されま
す。
インジケーター　ライト AA が消灯します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

セーフロック作動で車両をロックした場合、またはエ
マージェンシー キーを使用して車両をロックした場合
には、車内からドアを開くことはできません。

車両の自動ロック解除
ドアを開けると車両のロックが自動解除されます。

ドアのロック
セーフロックの使用

警警告告 車外からのドア ロック

車外からドアをロックすると、車内からドアやウィン
ドウを開くことができなくなります (セーフロック)。
そのため、ロックする前に車両に人または動物が残っ
ていないことを確認してください。 ドアをロックする
と、緊急時に救助者が車内に入ることが非常に難しく
なります。
e ドアをロックする際、人や動物が車内にいないこ

とを確認してください。

(国により仕様のことなる) セーフロックは、室内モニ
タリング システムのコンポーネントで、ロックされた
車両のドア ハンドルとセントラル ロッキング ボタン
を無効にして、車内への不正侵入を難しくします。
セーフロック作動中：ドア ハンドルを引いても車内か
らドドアアややテテーールルゲゲーートトをを開開けけらられれななくくななりりまますす。
人や動物を車内に残してロックする場合、車両のセー
フロックを解除してください。

キーによるドアのロック
bb 作動モード PP を選択してください。
bb すべてのドアを閉じてください。
e ボタンを 1 回押します。

ハザード ライトが 2 回点滅します。

ロックされた車両のセーフロックの解除
e 2 秒以内に ボタンを 2 回押します。

ハザード ライトがゆっくり 1 回点滅します。
ドアはロックされますが、インナー ドア ハンドル
を引くことにより、内側から開くことができま
す。

e ドアを開いた場合、警報システムが作動ることを
車内に残る人に伝えてください。
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イインンフフォォメメーーシショョンン

ドア、ボンネット、またはリヤ リッドが完全に閉じて
いない場合、車両を完全にロックできません。 警告音
が鳴り、ハザード ライトの点滅が終了します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両をロックする際にキーが車内にある場合は、車両
が再度ロック解除されます。 何度か警告音が鳴り、車
両は 4 回点滅します。 ドアまたはリヤ リッドを約 45
秒以内に開けなかった場合に限り、車両はロックされ
ます。スペア キーを使用しないとロック解除できなく
なります。
e 車両をロックするときは、キーが車内にないこと

を確認してください。

ドア ハンドルのタッチ センサーによるドアの
ロック

図 88：ポルシェ コンフォート アクセスによるドアのロック

bb ポルシェ イージー エントリー搭載車両
bb 作動モード PP を選択してください。
bb キーをズボンのポケットなどに入れて携行してい

る。
bb すべてのドアを閉じてください。
e ドア ハンドルのタッチ センサー AA に触れてくださ

い。

ハザード ライトが 2 回点滅します。
一時的にドア ハンドルでドアを開けられなくなり
ます。 車両がロックされたかどうかを確認するに
は、ドア ハンドルを引いてください。

ロックされた車両のセーフロックの解除
e ドア ハンドルのタッチ センサー AA に 2 秒以内に 2

回触れてください。
ハザード ライトがゆっくり 1 回点滅します。
ドアはロックされますが、インナー ドア ハンドル
を引くことにより、内側から開くことができま
す。

e ドアを開いた場合、警報システムが作動ることを
車内に残る人に伝えてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– ドア、ボンネット、またはリヤ リッドが完全に閉
じていない場合、車両を完全にロックできませ
ん。 警告音が鳴り、ハザード ライトの点滅が終了
します。

– ドアをロックするときはキーを車外に持ち出して
ください。キーが車内にあるとドアをロックでき
ません。 ドアまたはリヤ リッドを約 45 秒以内に
開けなかった場合に限り、車両はロックされま
す。スペア キーを使用しないとロック解除できな
くなります。

車内からのドア ロック

図 89：ドア パネルのセントラル ロック ボタン

bb ドアを閉じる
e ドア パネルのボタン を押します。

すすべべててのドアとリヤ リッドがロックされます。
フィラー フラップはロックされません。
インジケーター ライト AA が点灯します。
インナー ドア ハンドルを引くことによってのみ、
車内からドアを開くことができます。

自動ロック (オート ロック)
bb 機能が作動しています。
速度が約15 km/h を超えると、車両は自動的にロック
されます。
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ

さい。

チャイルド ロック機能の作動 / 解除
リヤ ドアは内側から開かないようにすることができま
す。
チャイルド ロックはリヤ ドアのロック部分に取り付け
られています。
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ソフト クローズ非装備車のチャイルド ロック機
能の作動 / 解除

図 90：右リヤ ドアのチャイルド ロック

作動
e エマージェンシー キーを使用して、右リヤ ドアの

チャイルド ロックを約 45° 度反時計回りに回して
ください。左リヤ ドアのチャイルド ロックは約
45° 度時計回りに回してください。
チャイルド ロックが作動すると、スロットが縦位
置になります。
リヤ ドアを内側から開くことはできません。

解除
e エマージェンシー キーを使用して、右リヤ ドアの

チャイルド ロックを約 45° 度反時計回りに回して
ください。左リヤ ドアのチャイルド ロックは約
45° 度反時計回りに回してください。
> 「キー」の章（ 79ページ）を参照してくださ

い。
リヤ ドアを内側から開くことができます。

ソフト クローズ装備車のチャイルド ロック機能
の作動 / 解除
チャイルド ロックはチャイルド プロテクションと連動
して作動します。
> 「リヤでの操作を無効にする – チャイルド プロテ

クション」の章（ 118ページ）を参照してくださ
い。

ドアを閉じる（ソフト クローズ機能
装備車）
ソフト クローズ機能装備車には、4つすべてのドアに
パワー クロージング メカニズムが装備されています。

注注意意 パワー クロージング メカ
ニズム

ドアが押されるかまたはロックに少し引かれる場合、
ドアは自動的にロックされるまで完全に引かれます。
e ドアと車両固定部間に指を挟まないように注意し

てください。
e パワー クロージング メカニズムの可動部品 (ロッ

クのロータリー ラッチ) の近くに物を置いたり、手
足を近づけたりしないでください。

e お子様だけを車内に残さないでください。

e ドアを軽く押す、または引いてロックしてくださ
い。
ドアは自動的に引かれて閉まります。

緊急時の閉作動の中断
e インナー ドア ハンドルを引いてください

–– ままたたはは ––
アウター ドア ハンドルを引いてください

ドアの緊急ロック解除および緊急
ロック

図 91：緊急ロック解除 / 緊急ロック

キーのリモコンが機能しない場合、リモコンなしでも
ドアのロックおよびロック解除ができます。

緊急ドア ロック解除
e リヤ ウィンドウの右上にキーを置き、同時に

ボタンを押します。
車両のロックがまだ解除できない場合：
11.. エマージェンシー キーを車両キーから取り外して

ください。
> 「キー」の章（ 79ページ）を参照してくださ

い。
22.. ドア ハンドルを引いたままにしてください。
33.. ワイドハンドルの端部がドアロックの方向に向く
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ようにして、エマージェンシー キーを挿入してく
ださい。

44.. エマージェンシー キーを最初に抵抗を感じるとこ
ろまで反時計回りに回してから、回るところまで
更ににしっかりと回します。

55.. エマージェンシー キーを最初の位置まで戻し、抜
いてください。

66.. アラーム システムの作動を回避するため、15 秒以
内にイグニッションを ON にしてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

国別仕様により、警報システムが作動するまでの時間
が異なる場合があります。

緊急ドア ロック

イインンフフォォメメーーシショョンン

ドアの緊急ロックは、エンジンが停止している場合の
みに使用してください。
e 運転を開始する前に、ドアのロックを解除してく

ださい。

11.. エマージェンシー キーを車両キーから取り外して
ください。
> 「キー」の章（ 79ページ）を参照してくださ

い。
22.. ドア ハンドルを引いたままにしてください。
33.. ワイドハンドルの端部がドアロックの方向に向く

ようにして、エマージェンシー キーを挿入してく
ださい。

44.. ドアを開けた状態で、エマージェンシー キーを最

初に抵抗を感じるところまで時計回りに回してか
ら、回るところまで更ににしっかりと回します。

55.. エマージェンシー キーを最初の位置まで戻し、抜
いてください。

66.. ドアを閉じてください。
77.. 車両がロックされているか確認してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

セントラル ロックが故障した場合、セントラル ロッキ
ング システムのすべてのファンクション ロックは運転
席ドアのロックからロックすることができます。
e セントラル ロッキング システムの故障を修理して

ください。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

ポルシェ エントリー&ドライブ

図 92：車両アンテナ

ポルシェ エントリー&ドライブのアンテナの取り
付け位置
ポルシェ エントリー&ドライブ装備車は、リモート コ
ントロール付きキーと車両のアンテナが電波で通信す
ることで、ドアやトランク リッドをロック / ロック解
除できます。

植え込み型心臓ペースメーカーまたは植え込み型
除細動器を装着されているお客様へ

警警告告

植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細
動器を装着されている方は、車室内アンテナ A および
車室外アンテナ B から約 22cm 以内の範囲に、植え込
み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を
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近づけないでください。
e 植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型

除細動器を装着されている方は、車室内アンテナ A
および車室外アンテナ B から約 22cm 以内の範囲
に近づかないでください。 アンテナからは電波が
出ており、植え込み型 心臓ペースメーカーおよび
植え込み型除細動器の作動に影響を与える恐れが
あります。

e 植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型
除細動器以外の医療用電気機器を使用されている
方は、医師や医療用電気機器製造業者などに電波
の影響の有無について事前に確認してください。
電波により医療用電気機器の作動に影響を与える
恐れがあります。

セントラル ロッキング システムが故障した場合
のドアの緊急ロック
bb 助手席ドアおよびリヤ ドアに対して、この手順を

行ってください。

図 93：助手席ドアの緊急ロック

11.. ドアを開けます。
22.. エマージェンシー キーを車両キーから取り外して

ください。
33.. 保護プラグを取り外します。
44.. エマージェンシー キーを使用して、キー スイッチ

を車両の外側方向に回してください。
55.. 運転席ドアのドア ハンドルを引いて保持します。
66.. ドアを開けた状態で、エマージェンシー キーを最

初に抵抗を感じるところまで時計回りに回してか
ら、回るところまで更ににしっかりと回します。

77.. エマージェンシー キーを最初の位置まで戻し、抜
いてください。

88.. 保護プラグを再度挿入します。
99.. ドアを閉じてください。
1100..すべてのドアがロックしているか確認してくださ

い。
ドアはインナー ドア ハンドルを引くことにより、
車内側から開くことができます。
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車両のお手入れ
一般的なお手入れの諸注意

警警告告 ブレーキ ディスクの水膜

大雨の中で水たまりや浅瀬を走行する場合や洗車場を
出た後は、ブレーキの反応が遅れたり、ペダルを踏み
込む時に普通以上に力が必要になったりすることがあ
ります。
e 洗車後にはブレーキを点検してください。
e そのため、前走車との車間距離を十分に確保しな

がら、断続的にブレーキをかけてブレーキを｢乾
燥｣させます。 後続の車両に影響を与えないように
注意してください。

適切な方法で定期的に車両のお手入れを行うことは、
車両の価値を長持ちさせるだけでなく、保証を受ける
際の有利な条件になります。
ポポルルシシェェ社社はは PPoorrsscchhee TTeeqquuiippmmeenntt 製製品品ののカカーー ケケ
アア用用品品をを使使用用すするるここととをを推推奨奨いいたたししまますす。。
e カー ケア用品の使用に際しては、パッケージ等に

記載された注意事項を必ず守ってください。
e これらの製品は、お子様の手が届かない安全な場

所に保管してください。
e 不要になった製品は、法規に従って適切な方法で

廃棄してください。
車両の状態をしっかりと点検し、保証期間を最大限有
効にするためには： ポルシェ正規販売店にご相談くだ
さい。 ポルシェ正規販売店は状態報告書を用意し、車
両のお手入れ水準を保証します。

知知識識

高圧洗浄機およびスチーム クリーナーを使用すると、
以下の構成部品に損傷を与える恐れがあります：
– タイヤ
– ロゴ、エンブレム、デコラティブ フィルム

– 塗装面
– オルタネーター
– エンジン コンパートメント内の電装部品とコネク

ター
– パーキング アシスタント センサー
– アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) の

(レーダー) センサーおよび他のアシスタント シス
テム

– リバース カメラ
– ワイパー ブレード
e 各装置に付属の取扱説明書をよくお読みくださ

い。
e デコラティブ フィルムを洗浄するときは、高圧洗

浄機またはスチーム クリーナーを使用しないでく
ださい。

e 清掃するときは、ノズルから 50cm 以上離してく
ださい。

e 高圧洗浄機またはスチーム クリーナーと丸型
ジェット ノズルを組み合わせて使用しないでくだ
さい。 高圧洗浄機またはスチーム クリーナーと丸
型ジェット ノズルを組み合わせて使用すると、車
両が損傷する原因になります。 特にタイヤは損傷
しやすいため、丸型ジェット ノズルで洗浄しない
でください。

e 高圧洗浄機を使用するときは、これらのコンポー
ネントにジェット ノズルを直接向けないでくださ
い。

e エンジン ルーム内の作業を行う前に、エンジンを
OFFにし、十分に冷やしてください。

e 高圧洗浄機のジェットは、絶対に開口部 (スパーク
プラグ シャフト、エアクリーナー ハウジング、エ
ア フィルターなど) に向けないでください。 洗浄
前に開口部を覆ってください。

車両の洗浄
車両の外観を美しく保つには、日頃のお手入れが大切
です。こまめに洗車し、ワックスで保護してくださ

い。 解氷剤 (塩分)、砂塵、ばい煙、昆虫の死骸、鳥の
糞、樹液や花粉などは、車両に付着してからの時間が
長くなるほど塗装に悪影響を与えます。
車両の塗装面に損傷を与えることなく洗車するため
に、次の点に注意してください：
e 車両下部は汚れが激しいため、遅くとも季節の変

わり目には洗車して汚れを落としてください。
e ばい煙、油脂類、オイル、および重金属などが適

切に処理できる洗車場でのみ洗車を行ってくださ
い。

e 直射日光の下や、塗装面の温度が高いときは洗車
しないでください。

e 手洗いを行うときは、柔らかいスポンジ、洗車用
ブラシ、カー シャンプーを使用して多量の水で
洗ってください。

e 洗車を開始するときは、はじめに車両にたっぷり
と水をかけ、表面の主な汚れを洗い流してくださ
い。

e 洗剤を使った後は、水で十分にすすぎ、セームで
拭き取ってください。 ウィンドウには、ボディを
洗ったときと同じセームを使用しないでくださ
い。

洗車機での洗車

知知識識

自動洗車機によっては、ボディ表面から突き出ている
オプションの追加部品やパーツが損傷する恐れがあり
ます。
e 自動洗車機を使用する前に、洗車スタッフに確認

してください。
e 自動洗車機を使用する前に、すべてのスポイラー

を格納してください。
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危危険険 以以下下のの点点ををごご確確認認くくだだ
ささいい。。

洗車機で洗車中、フロ
ント ワイパーが不意に
作動し始め、損傷する
恐れがあります。

e フロント ワイパー
をOFFにしてくださ
い。

e 洗車機での洗車中は
ヘッドライト
ウォッシャーを操作
しないでください。

外装部品への損傷 e ドア ミラーを格納
してください。

e ルーフ トランス
ポート システムを
完全に取り外してく
ださい。

ホイールへの損傷 e 洗車機のガイド
レールに十分な寸法
があるか確認してく
ださい。 タイヤの
リム径が大きく高さ
が低くなるに従い、
損傷のリスクも大き
くなります。

ハイグロスまたはシル
クグロス ホイールへの
傷

e 洗車機のホイール用
洗浄ブラシを使用し
ないでください。

塗装面のお手入れ
知知識識

塗装面に付着した汚れの粒子は、適切にお手入れをし
ないと塗装に損傷を与える場合があります。
e 乾いた布でほこりを拭きとらないでください。

知知識識

適切にお手入れを行わないと構成部品の艶消し効果が
失われる場合があります。
e 艶消し仕上げの部品にワックスや光沢剤を使使用用しし

なないいでください。

塗装面の保護
塗装面は経年変化により光沢が失われていくため、洗
車後は塗装保護剤等で定期的に保護する必要がありま
す。 この作業により塗装の光沢と強度を保つことがで
きます。 また、塗装面に新しい汚れが付着しにくくな
り、ばい煙が浸透しにくくなります。

塗装面の艶出し
通常のワックスでは塗装の艶が戻らないときのみ、光
沢剤を使用してください。

汚れ、染みの除去
タール、グリース、昆虫の死骸などは適切な洗剤で速
やかに除去した後、丁寧に水で洗い流してください。
長時間放置すると、塗装の色褪せの原因となります。

小さな傷の補修
亀裂、引っかき傷、飛び石による塗装面の小さな傷
は、ボディの腐食が進行する前に修理してください。
ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ正規
販売店のご利用を推奨いたします。十分なトレーニン
グを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と
専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束し
ます。
ボディが腐食したときは、はじめに錆を完全に除去し
てください。 錆を取り除いたら、その箇所にプライ
マー（防錆剤）を塗布してから、上塗り塗装を施して
ください。

フロント ウインドウ ワイパーの手入
れ
良好な視界を確保するためには、完全な状態のワイ
パー ブレードが不可欠です。
e ウィンドウ クリーナーを使用してフロント ガラス

を定期的に清掃してください。特に洗車機を使用
した後は清掃してください。

e 汚れがひどい場合（虫の残骸などによって）、ス
ポンジまたは布を使用してフロント ガラスを清掃
してください。

ウィンドウの清掃
フロント側のウィンドウには、ガラスの汚れを抑制す
る（疎水性の）撥水剤がコーティングされています。
このコーティングは経年変化で徐々に劣化します。ま
た新たにコーティングすることもできます。
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。 ポ

ルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十
分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使
し、確かな整備をお約束します。

車両の適切な洗浄を確実にするために、以下を順守し
てください:
e 定期的にウィンドウ クリーナーを使用して、ウィ

ンドウの内側と外側を清掃してください。
e ボディを拭き取ったセームで乾いたウィンドウを

拭かないでください。 防腐剤の残留物により視界
が悪くなる危険があります。

e 昆虫の死骸は、ポルシェ推奨のインセクト リムー
バーで取り除いてください。

アンダーコーティングの補修
警警告告 エキゾースト システム付

近の可燃物

エキゾースト システムのエリア内の追加の防錆剤また
はアンダー コーティングは、運転時に過熱して発火す
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る可能性があります。
e エキゾースト マニホールド、エキゾースト パイ

プ、触媒コンバーター、またはヒート シールドの
近くに、追加のアンダーコーティングや防錆を施
さないでください。

車両下部は、化学的および物理的なダメージに耐える
よう保護されています。 しかし、走行中に保護コー
ティングが損傷することは避けられません。
e ポルシェ正規販売店で車両底部を定期点検し、必

要に応じて保護コーティングを修復してくださ
い。 ポルシェ正規販売店にご相談ください。

デコラティブ フィルムの清掃
知知識識

洗浄時にデコラティブ フィルムが剥れて損傷する恐れ
があります。
e ポリッシュやホット ワックスを使用しないでくだ

さい。
e 高圧洗浄機またはスチーム クリーナーを使用しな

いでください。
e 柔らかいスポンジ、中性洗剤、および多めの水を

使用してください。

ヘッドライト、ライト類、プラス
チック製部品および表面、センサー
およびカメラの清掃

知知識識

洗剤がコントローラまたはスイッチに侵入し、損傷さ
せる恐れがあります。 不適切な洗浄剤を使用するとプ

ラスチック製の表面に損傷を与える場合があります。
e 車内のプラスチック部品に直接水や室内用ウィン

ドウ クリーナーをスプレーしないでください。
e ヘッドライト、 ライト類、プラスチック製部品と

その表面、アダプティブ クルーズ コントロール用
センサー、および車両カメラの清掃には、きれい
な水と、小量の食器用洗剤または室内用ウィンド
ウ クリーナーのみを使用してください。 このと
き、柔らかいスポンジまたは柔らかい不織布を使
用してください。

e ヘッドライトは磨かないでください。
e タッチ センシティブ ボタンを有するセンターコン

ソールの洗浄には、マイクロ ファイバー布のみを
使用してください。

e 他の化学成分が入ったクリーナーや溶剤を使用し
ないでください。

ホイールのお手入れ
警警告告 ブレーキ ディスクの洗浄

剤の膜

洗浄剤 (ホイール洗浄剤など) がブレーキ ディスクにか
かると、ブレーキ ディスクに膜が形成されてブレーキ
性能が低下する恐れがあります。
e 洗浄剤がブレーキ ディスクにかからないように注

意してください。
e 洗浄剤がブレーキ ディスクにかかった場合は、強

力なウォーター ジェットでブレーキ ディスクを
しっかりと清掃してください

e 後方の交通に注意しながら、ブレーキをかけてブ
レーキ ディスクを乾燥させます。

軽合金製ホイールの表面に付着した金属の微粒子（ブ
レーキ ダストに含まれる黄銅や銅など）は、長期間放
置しないでください。 金属同士の接触による腐食が発
生し、小さな穴（ピッチング）が生じます。

塗装の被膜を破壊するような光沢剤やpH値が不適切な
クリーナー、研磨機具、研磨剤などは使用しないでく
ださい。
e 腐食性がない軽合金製ホイール クリーナー (pH 値

4から 10 の間)をご使用ください。 pH値の不正な
製品を使用すると、ホイールの表面を損傷する場
合があります。

e 可能であれば、2週間ごとにスポンジまたは洗車ブ
ラシを使用してホイールを洗浄してください。 冬
季に凍結防止剤がまかれる地域や、ばい煙が多い
地域では、毎週洗浄するようにしてください。

> 「車両の洗浄」の章（ 139ページ）を参照してく
ださい。

ドア、ルーフ、リッドとウィンドウ
シールの清掃

知知識識

インナー ドア シールをコーティングしている潤滑剤
は、不適切な清掃や洗剤の使用によりダメージを受け
ることがあります。
e 合成洗剤や溶剤を使用しないでください。
e 防錆剤を使用しないでください。

車両の適切な洗浄を確実にするために、以下を順守し
てください:
e シールの汚れ（傷、汚れ、凍結防止剤、砂塵な

ど）は、温かい石鹸水で定期的に洗浄してくださ
い。

e 凍結する恐れがある場合は、適切なカー ケア用品
でアウター ドア シール、リッドやフラップのシー
ルを保護してください。
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革製品のお手入れ
知知識識

不適切なクリーナーやケア製品を使用したり、不適切
な処理を行ったりすると革製品が傷む場合がありま
す。
e 腐食性のある洗浄剤または固い清掃具を使用しな

いでください。
e 表面に小さな穴を開けたメッシュ加工の本革は、

裏側まで湿らせないよう注意してください。
e 水滴は革製品から直ちに取り除いてください。

車両のクリーニングや手入れを正しく行うために、次
の点に注意してください。
e すべてのタイプの革製品を定期的に清掃し、柔ら

かくて湿った白いウールの布または市販のマイク
ロファイバー クロスを使用して細かい埃を取り除
きます。

e 水分や濡れた汚れででははなないい著しい汚れは、皮革用
のクリーナーで取り除きます。 容器に記載されて
いる指示をご覧ください。
ポルシェは、ポルシェ テクイップメントのカー ケ
ア用品をお勧めします。

e 皮革製品をきれいな状態に保つには、レザー ケア
用品のみを使用します。

シート ベンチレーター付きシートの清掃
雨水や湿気により、表面に小さな穴を開けたメッシュ
加工の本革シートに染みが付く可能性があります。

水染みおよび湿気による染みを取り除く
bb シート ヒーターおよびシート ベンチレーターを

OFF にします。
bb 直射日光が当たらないようにします。
11.. 清潔で、目の細かいスポンジと蒸留水を使用し

て、シートおよびバックレストの表面全体を軽く
たたいてください。 表面に小さな穴を開けたメッ

シュ加工の本革は、裏側まで湿らせないよう注意
してください。

22.. シート カバーは直射日光を避けて室温で完全に乾
かしてください。 シート ヒーターおよびシート ベ
ンチレーターを ON にしないでください。

33.. 乾いた後、シート カバーを乾燥した不織布で拭い
てください。

カーペット、フロア マットの清掃
警警告告 ペダル操作の妨げ

不適切なフロア マットや正しく固定されていないフロ
ア マットは、ペダルの可動域を制限したり、ペダル操
作を妨げたりする可能性があります。 アクセル ペダル
が不意に踏み込まれたり、ブレーキ ペダル操作の妨げ
となったりする場合があります。 これにより、予期し
ない加速が起こったり、ブレーキ操作が難しくなった
りすることがあります。
e 車両に適切なフロア マットのみを使用してくださ

い。
e フロア マットはフロア上に敷くだけでなく、しっ

かりと固定してください。
e いくつものフロア マットを重ねて敷かないでくだ

さい。
e 清掃などのためにフロア マットを取り外した場合

には、元の場所に正しく取り付けられているか確
認してください。

車両の適切な洗浄を確実にするために、以下を順守し
てください:
e 掃除機か、中程度の硬さのブラシで清掃してくだ

さい。
e ひどい汚れや染みは、染み抜き剤で除去してくだ

さい。
ポルシェ社は Porsche Tequipment 製品のカー ケ
ア用品を使用することを推奨いたします。

フロア カーペットの汚れや傷付きを防ぐため、この車
両に適したサイズの固定具付きフロア マットをカー ア
クセサリーとして用意しています。

エアバッグ カバーのクリーニング
危危険険 不適切な清掃

不適切な洗浄剤やケア剤を使用すると、エアバッグ シ
ステムに侵入する場合があります。 正しく取り扱わな
いと、エアバッグ システムが損傷する恐れがありま
す。 事故の際にエアバッグが作動しなくなる恐れがあ
ります。
e 個々の部品 (ステアリング ホイール カバー、ダッ

シュボード、フロント シート、ドア パネル、天井
パネルなど) にいかなる調整も加えないでくださ
い。

e エアバッグのエリアには、クリーナーや他の液体
を使用しないでください。

ファブリック ライニングの清掃
ピラー、ヘッドライナー、サンバイザーなどのファブ
リック ライニングは、素材に適した洗剤やドライ
フォームと柔らかいブラシを使用して清掃してくださ
い。

Alcantara® のお手入れ
Alcantara® 製ママイイククロロフファァイイババーー カカババーーの清掃には
皮革ケア製品を使用しないでください。 普段のお手入
れには、柔らかいブラシでカバーを清掃するだけで十
分です。 清掃する際に強く擦りすぎると、表面に永久
的な変化を与えてしまいます。
e 軽い汚れの場合、柔らかい布を水または中性石鹸

水で湿らせて、汚れをふき取ります。
e ひどい汚れの場合、柔らかい布をぬるま湯または

水で薄めた揮発油で湿らせて、外側から内側に軽
くたたいて汚れを取り除きます。
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マイクロファイバー カバー付きスステテアアリリンンググ ホホイイーー
ルルは、皮膚との恒久的な接触が原因でひどく汚れる可
能性があります。
e 軽い汚れの場合、柔らかい布を中性石鹸水で濡ら

し、これでアウター ステアリング ホイール リムを
ふき取ります。

e ひどい汚れの場合、フォーム メーカーの指示に
従って、柔らかい布と市販の内張りフォーム ク
リーナーでアウター ステアリング ホイール リムを
軽くこする / たたくことで清掃できます。

シート ベルトの清掃
車両の適切な洗浄を確実にするために、以下を順守し
てください:
e シート ベルトの汚れには中性洗剤を使用してくだ

さい。
e シート ベルトを乾燥させるときは、直射日光を避

けてください。
e 適切な洗剤のみを使用してください。
e シート ベルトを染色および脱色しないでくださ

い。 シート ベルト素材の強度が低下し、安全性が
損なわれます。

スクリーンおよびタッチディスプレ
イの洗浄

知知識識

不適切なクリーナーやケア製品を使用したり、不適切
な処理を行なうとスクリーンおよびタッチ ディスプレ
イを痛めることがあります。
e PCMの清掃に変性アルコール、シンナー、ガソリ

ン、アセトン、アルコール類（エタノール、メタ
ノール、またはイソプロピルアルコール）などの
溶剤、または研磨剤などを使用しないでくださ

い。
e スクリーンおよびタッチ ディスプレイに直接ク

リーナーや他の液体を吹きつけないでください。
水が入ると、電子部品は修理不能になることがあ
ります。液体を吹き付けるのではなく、布にしみ
こませて注意深くスクリーンを拭いてください。

車両の適切な洗浄を確実にするために、以下を順守し
てください:
e スクリーンおよびタッチディスプレイは傷が付き

やすくなっています。 時々、清潔で柔らかい乾い
た布 (マイクロファイバー クロス) やクリーニング
用ブラシで慎重にスクリーンおよびタッチディス
プレイを清掃してください。 清掃の際、表面に強
い力を加えないでください。

e 指紋は少し湿らせた布や刺激性の少ない洗浄剤で
取り除いてください。

車両の長期保管
車両を長期保管する場合 ポルシェ正規販売店にご相談
ください。 腐食保護対策、お手入れとメンテナンス、
および保管に関する情報およびアドバイスを提供いた
します。
> 「けん引」の章（ 85ページ）を参照してくださ

い。
バッテリーを切り離した状態で車両をロックする場合
のインフォメーション：
> 「セントラルロッキング」の章（ 132ページ）を

参照してください。
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車両設定
モデル、国別仕様および装備仕様に応じて、様々な車両機能を調整できます。 ここに記載されている車両機能は、すべてのモデル、国別仕様および装備仕様で利用可能なわ
けではありません。 安全のため、一部の機能は停車中のみ利用できます。
車両機能はイグニッションを OFF にしても保存されたままになります。
> 「パーソナル設定」の章（ 201ページ）を参照してください。

希希望望すするる操操作作 何何をを選選択択すするるべべききでですすかか？？ 操操作作場場所所

ロック / ロック解除オプションを設定する e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e ロロッックク –

ライト、フロント ワイパーおよびドア ミラーを調整する e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e ラライイトトとと視視界界 –

シート ヒーター、シート ベンチレーターおよびシート位置を調節する e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e シシーートト設設定定 –

タイヤ空気圧モニタリング (TPM) を設定する e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e タタイイヤヤ空空気気圧圧モモニニタタリリンンググ > p. 152

マルチファンクション ステアリング ホイールの ◊◊ ボタンを割り当てる e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e スステテアアリリンンググホホイイーールルボボタタンン –

車両ジャッキ モードの設定 e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e シシャャーーシシ –

サービス履歴を表示する (サービスの電子記録) e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e ササーービビスス履履歴歴
実施されたサービスおよびサービス範囲が表示されます。

–

PCM 表示を調整する e 車車両両 e 制制御御 e 検検索索 e PPCCMMをを表表示示 –

インストルメント クラスター ディスプレイを変更する e 車車両両 e 制制御御 e 検検索索 e イインンスストトルルメメンントトククララススタタのの表表示示 –

インストルメント クラスターのカスタマイズ表示を変更する e 車車両両 e制制御御 e検検索索 eイインンスストトルルメメンントトククララススタタのの表表示示 e内内
容容 e カカススタタママイイズズ表表示示

車両情報の数多くの項目を、ドラッグ & ドロップで 4 つのデータ フィー
ルドに割り当てることができます。 車両情報の 1 つの項目を複数の
フィールドに同時に割り当てることはできません。

–

日付と時刻を設定する e 車車両両 e 制制御御 e シシスステテムム e 日日付付とと時時刻刻 –

単位を設定する e 車車両両 e 制制御御 e シシスステテムム e 単単位位 –
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希希望望すするる操操作作 何何をを選選択択すするるべべききでですすかか？？ 操操作作場場所所

ボイス コントロール システムを設定する e 車車両両 e 制制御御 e シシスステテムム e ボボイイススココンントトロローールル –

言語の設定 e 車車両両 e 制制御御 e シシスステテムム e 言言語語((LLaanngguuaaggee)) –

警告シグナルおよびパークアシストの音量を調整する e 車車両両 e 制制御御 e シシスステテムム e 警警告告シシググナナルル –

工場設定にリセットする e 車車両両 e 制制御御 e シシスステテムム e 工工場場設設定定
工場設定にリセットすると、 自分が設定したすすべべててのの設定が削除されま
す。

–
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収納スペース
荷物の収納

警警告告 固定されていない荷物、
あるいは積載位置が正し
くない荷物

固定されていない荷物、あるいは積載位置が正しくな
い荷物は、急ブレーキ、進路変更、または事故の際
に、位置がずれたり飛び出したりして乗員を危険にさ
らす可能性があります。
e 車内に固定していない物を載せて走行しないでく

ださい。
e 小物入れが開いた状態で重量物を運搬しないでく

ださい。
e 走行中は必ず小物入れを閉じてください。

知知識識

収納ネットを損傷する危険があります。
e 収納ネットの中に重量物やかさばる物を置かない

でください。

車両装備により、次のような収納オプションが利用で
きる場合があります。
– グローブ ボックス
– フロント シート バックレスト後ろのマップ ポケッ

ト
– リヤ グラブ ハンドルの衣類フック
– ラゲッジ コンパートメント フロア下の小物入れ
– アームレストの小物入れ
– フロントおよびリヤ ドア パネルの小物入れとボト

ル ホルダー
– センター コンソールの小物入れ
– フロント シート下の小物入れ

グローブ ボックスの開閉
グローブ ボックスを開く
e ハンドルを引いてください。

グローブ ボックスは自動的に開きます。

グローブ ボックスを閉じる
e カバーを押して閉じてください。
グローブ ボックスは、エマージェンシー キーを用いて
ロックやロックの解除ができます。
> 「キー」の章（ 79ページ）を参照してください。

アームレストの小物入れを動かすま
たは開く

図 94：アームレストの小物入れ

アームレストを動かす
センター コンソールのアームレストは、フロントおよ
びリヤにも動かせます。
e 押したり引いたりしてアームレストを動かしま

す。

小物入れを開く
bb アームレストがリヤの位置にある
e ハンドルを引いて、アームレストを引き上げま

す。
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充電
高電圧バッテリーの充電
最大電動走行周波数用:
e 車両を夜間駐車するときなどは、高電圧バッテ

リーを充電してください。

危危険険 不適切な充電

間違った充電プロセス、一般的に適用可能な安全上の
注意事項の非順守、高電圧バッテリーの不適切な取り
扱いは、感電、ショート、爆発、火災、火傷の原因と
なります。
e 車両を始動する前に、車両充電ケーブルを外し、

カバーおよび充電ポート リッドを閉じ、車両充電
ケーブルを安全な場所に収納してください。

e 高電圧バッテリーの充電時は、必ず規定の順序を
遵守してください。 充電プロセス中は、電気ソ
ケットから車両充電ケーブルを外さないでくださ
い。 充電が終了した後に電気ソケットから車両充
電ケーブルを切り離してください。

e ポルシェ充電装置の取扱説明書の安全に関する指
示を参照してください。

e 充電プロセス中は車内または車両の作業を実施し
ないでください。

危危険険 不適合または損傷した電
気ソケットおよび車両充
電ケーブル

不適合なまたは損傷した電気ソケットと車両充電ケー
ブルの使用、および高電圧バッテリーの不適切な取り
扱いは、感電、ショート、爆発、火災、火傷の原因と

なります。
e プラグイン ハイブリッド車の高電圧バッテリーの

充電には、メーカーにより点検され承認された車
両充電ケーブルのみを使用してください。

e 車両充電ケーブルを接続する電気ソケットの取り
付けは、必ず専門家が行ってください。

e 損傷した、または汚れた電気ソケットに、車両充
電ケーブルを接続しないでください。

e 損傷した車両充電ケーブルを使用しないでくださ
い。

e 延長ケーブル、ケーブル リール、電源タップ、ま
たはトラベル アダプターを使用しないでくださ
い。

e すべての電子部品に対し、改造や修理を行わない
でください。

e 電気ソケットおよびプラグ接続は、水、湿気およ
びその他のフルードや液体を避けてください。

e 充電ソケットの汚れや氷、雪を、鋭いものまたは
先が尖ったもので取り除かないでください。

警警告告 固定されていない車両充
電ケーブル

固定されていない、あるいは固定方法や固定位置が正
しくない車両充電ケーブルは、ブレーキの際、進路変
更時、または事故発生時に位置がずれて乗員を危険に
さらす可能性があります。
e いかなる場合も固定されていない状態で車両充電

ケーブルを車両で輸送することはせず、常にラ
ゲッジ コンパートメント内の充電バッグに保管し
ます。

e 車両充電ケーブルは常にラゲッジ コンパートメン
トに入れて輸送してください。車室 (座席の上また
は前など) には絶対に置かないでください。

警警告告 エンジン コンパートメン
ト ブロワまたはエンジン
付近の他の可動部品

作業中、手、指、衣服の一部、ネックレス、長い髪な
どがエンジン コンパートメント ブロワやドライブ ベ
ルトなどのエンジン コンパートメントの可動部品に絡
まる恐れがあります。 エンジン コンパートメント ブ
ロワはフードに取り付けられています。 充電プロセス
の間、高電圧バッテリーとオンボード充電器を冷却す
るために、エンジン コンパートメント ブロワが作動す
る場合があります。
e この付近での作業は、エンジンが OFF になってい

て、充電が機能していない時に限ってください。
作業中、身体の一部、衣服の一部、または装飾品
がラジエーター ファン、エンジン コンパートメン
ト ブロワ、ドライブ ベルト、その他の可動部品に
引き込まれないよう十分に注意してください。

知知識識

電源の過電圧により、充電装置および車両が損傷する
恐れがあります。
e 雷雨のときは、車両充電ポートを使用して高電圧

バッテリーを充電しないでください。
e 雷雨発生時には、可能なら充電装置を主電源装置

から切り離します。

高電圧バッテリーの充電に関する指示
– プラグイン ハイブリッド車の高電圧バッテリーの

充電には、点検および承認済みの車両充電ケーブ
ルのみを使用してください (IEC 62196-2、SAE
J1772 または GB/T 20234-2 に準拠して標準化
された車両プラグおよび IEC 61851-1、SAE
J1772 または GB/T 18487 (モード 2 および 3)
に準拠した充電プロセス)。また、法規に適合した
車両充電ケーブルのみを使用してください。
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– ポルシェでは、ポルシェ ユニバーサル チャー
ジャー (AC) を充電ドックまたはベーシック ウォー
ル マウントと共に使用することを推奨していま
す。ポルシェ充電装置に付属の注意事項および使
用する車両充電ケーブルの注意事項をよくお読み
ください。

– 保護なし車両充電ケーブル (IEC 61851-1、
SAE J1772 または GB/T 18487 (モード 1) に準
拠して標準化された) には対応していません。

– 充電プロセス中の車両の温度は、約 –20 °C から
+40 °C の間でなければなりません。

車両プラグを車両充電ポートに挿入
し、充電プロセスを開始する

図 95：充電ポートのドアを開く

bb トランスミッション パーキング ロック PP が作動し
ている。

bb イグニッションが OFF になっている / コントロー
ルユニットがイグニッション位置 22 になないい。

bb 車両のロックが解除されている。
bb 主電源装置に車両の充電ケーブルが接続されてい

る。
11.. ポルシェ充電装置に付属の注意事項および使用す

る車両充電ケーブルの注意事項をよくお読みくだ
さい。

22.. 充電ポートのドアの後部を押してドアを開けてく
ださい。

図 96：車両プラグが挿入されています。

33.. 車両プラグ AA を充電ポートの奥まで差し込みま
す。
車両プラグがロックされ、充電プロセスが開始さ
れます。インジケーターライト BBとボタンCCのイ
ンジケーター ライトは、高電圧バッテリーの充電
状態と車両プラグのロック状態を示します。

> 「車両充電ポートの充電表示およびロック ステー
タス表示」の章（ 149ページ）を参照してくださ
い。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– 車両をロックする際に車両プラグが差し込まれて
いる場合、車両プラグは引き続きロックされま
す。

– 充電開始後、イグニッションはオンにできます。
– 充電プロセス中にコントロールユニットをイグ

ニッション ロック位置 22 に回すと、充電プロセス
が中断されます。 車両プラグを取り外さない場
合、約 20 秒後に充電が再開します。

– 充電タイマー機能を作動すると、充電プロセスの
開始時間が制御され、車両プラグを差し込みロッ
クされた後すぐに充電プロセスが開始しないよう
にすることも可能です。

充電プロセスの終了および車両プラ
グの車両充電ポートからの取り外し
11.. ドアをロック解除してください。
22.. 車両充電ポートのボタン CC を押してください。

車両プラグのロックが解除されます。 充電プロセ
スが開始していた場合でも、停止します。

33.. 約 20 秒以内に、車両充電ポートから車両プラグを
引き抜いてください。

44.. 電源から車両充電ケーブルを切り離し、安全な場
所に保管してください。

55.. 充電ポートのドアを閉じてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– 高電圧バッテリー充電のための規定順序を遵守し
てください。

– 充電プロセスが終了したら、電気ソケットから車
両充電ケーブルを切り離してください。

– 高電圧バッテリーの充電に関する安全指示を守っ
てください。
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車両充電ポートの充電表示および
ロック ステータス表示
インジケーター ライト BB は高電圧バッテリーの充電状
態を示し、ボタン CC のインジケーター ライトは車両プ
ラグのロック ステータスを示します。

BB CC 意意味味

OFF OFF 車両プラグが差し込まれてい
ないか、主電源への接続が確
立されていません。
ままたたはは
車両プラグ挿入中：車両はア
イドル状態です。 現在の接続
と充電ステータスを検出する
には、キーの ボタンまた
は ボタンを押します。

OFF 点滅 車両プラグ挿入中でロックさ
れていません (車両プラグの
電圧が正しくない場合など)

点灯 点灯 車両プラグが挿入されてお
り、ロックされています。 主
電源への接続が確立されてい
ます (タイマー充電など)。

点滅 点灯 車両プラグが挿入されてお
り、ロックされています。 高
電圧バッテリーは充電中で
す。 点灯時間は現在の高電圧
バッテリーの充電状態に応じ
ます。

BB CC 意意味味

点灯 点灯 車両プラグが挿入されてお
り、ロックされています。 充
電プロセスが終了しました。

点灯 点灯 高電圧バッテリー充電中にエ
ラーが発生しました。

充電プロセスが開始されていない場合：
e 車両プラグが正しく差し込まれていることを確認

してください。
e ポルシェ充電装置に付属の注意事項および使用す

る車両充電ケーブルの注意事項をよくお読みくだ
さい。

e 車両プラグを取り外して、再度差し込んでくださ
い。

充電タイマー機能の使用
出発タイマー機能が作動しているとき、プログラミン
グされた出発時刻に高電圧バッテリーは完全に充電さ
れます。 事前にエアコンを作動させて、車内を適切な
温度に調節しておく事ができます。
高電圧バッテリーの現在の充電状態が車両のマルチ
ファンクション ディスプレイとインストルメント クラ
スターのバッテリー充電状態表示に表示されます。
充電タイマーが作動中でも、このモードの場合、高圧
バッテリーは常に約 10% の状態に充電されます。

出発タイマーの作動 / 解除
出発タイマーのプログラミングと作動は PCM によっ
て行われます。
各出発タイマーは1回開始 (シングルタイマー) するよ
うに設定することも、定期的に開始 (反復タイマー) す
るように設定することもできます。 さらに、追追加加ププレレ
ククーールル // ヒヒーートト オプションを選択すると、車室を出発
時刻までに適切な温度に調節しておくことができます
(プレクーリング / ヒーティング)。

bb 出発時刻が未来。
bb 車両プラグが挿入されている。
bb プレクール / ヒート タイマー：燃料タンクの残量

に余裕がある。
一部の公共充電ステーションでは、出発タイマーをプ
ログラミングしても充電プロセスを開始できません。

11.. HHYYBBRRIIDD e タタイイママーー

22.. 希望の 出出発発タタイイママーー を選択します。

33.. 希望する出発時刻の日数または日付と時刻を設定
します。 必要に応じ、追追加加ププレレククーールル//ヒヒーートト
オプションを介してプレクール / ヒート タイマー
(車内のプレクール / ヒート) を有効または無効に
します。 入力データを タタイイママ オプションで有効
にします。
> 「プレクール / ヒート タイマーおよびプレ

クーリング / ヒーティングの使用 (E-
Hybrid)」の章（ 56ページ）を参照してくだ
さい。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車内プレクーリング / ヒーティングは、イグニッショ
ンを OFF のままにして使用すると、最も効率的に動作
します。 充電タイマーの場合、プレクール / ヒートは
車両プラグが挿入されている場合のみ作動します。

出発タイマーの停止

11.. HHYYBBRRIIDD e タタイイママーー

22.. 希望の 出出発発タタイイママーー を選択します。

33.. タタイイママ オプションを無効にします。
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図 97：充電タイマー機能

充電タイマーで充電の開始
bb 出発タイマーのプログラミングと作動が PCM で行

われている。
bb 車両のロックが解除されている。
bb 車両プラグが挿入されている。
bb プレクール / ヒート タイマー：燃料タンクの残量

に余裕がある。
ボタン AA のインジケーター ライトが点灯します。
充電タイマー機能は充電プロセスがいつ開始されるか
を制御します。 高電圧バッテリーは、プログラムされ
た出発時刻になるまで完全に充電されます。
プレクール / ヒート タイマーがプログラムされている
と、高電圧バッテリーは完全に充電されていない場合
があります。
出発タイマーがプログラミングされていない場合、ボ
タンを押すと AA ボタンのインジケータ ライトが3 回点
滅して、消灯します。

充電タイマーで充電の終了
bb 車両プラグが挿入されている。

bb 充電タイマー機能が作動している。
e ボタン AA を押してください。

ボタン AA のインジケータ ライトが消えます。
高電圧バッテリーの充電が直ちに開始されます。
高電圧バッテリーが充電されるまでの残り時間が
インストルメント クラスターに表示されます。
充電タイマーで充電を再開するためには、もう一
度 AA ボタンを押します。

充電プロセスに必要な時間は、以下の要因によって異
なります。
– 使用する電気ソケット (家庭用電気コンセントまた

は工業用電気コンセント)。
– 国別の主電源電圧および電流。
– コントロール ユニットでの充電電流制限の設定。
– 主電源電圧のバラつき。
– 車両および充電装置の周囲温度。
– 高電圧バッテリーおよびコントロール ユニットの

温度。
– 車内温度プレクーリング / ヒーティングが作動。
– 車両プラグの通電容量。
物理的な充電ロスにより、主電源供給からのエネル
ギー量は高電圧バッテリーの充電中に蓄えられるエネ
ルギー量を上回ります。

国内用エレクトリカル アウトレット

接接続続標標準準 33..66 kkWW のの
充充電電時時間間

77..22 kkWW のの
充充電電時時間間

EU、ブラジル 約 6.2 時間 約 6.2 時間

米国 約 19.1 時間 約 19.1 時間

接接続続標標準準 33..66 kkWW のの
充充電電時時間間

77..22 kkWW のの
充充電電時時間間

日本 約 18 時間 約 18 時間

オーストラリア、
デンマーク、イタ
リア、スイス、中
国

約 8.1 時間 約 8.1 時間

工業用エレクトリカル アウトレット

接接続続標標準準 33..66 kkWW のの
充充電電時時間間

77..22 kkWW のの
充充電電時時間間

EU
230 V、16 A

約 4.0 時間 約 3.9 時間

EU
230 V、32 A

約 4.0 時間 約 2.4 時間

EU
230/400 V、
16/32 A

約 4.0 時間 約 2.4 時間

米国
240 V、30 A

約 4.0 時間 約 2.8 時間

米国
240 V、50 A

約 4.0 時間 約 2.4 時間

米国
240 V、100 A
(永久接続)

約 4.0 時間 約 2.4 時間

日本
200 V、16 A

約 4.4 時間 約 4.4 時間

日本 約 4.4 時間 約 2.7 時間
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接接続続標標準準 33..66 kkWW のの
充充電電時時間間

77..22 kkWW のの
充充電電時時間間

200 V、30 A

日本
200 V、80 A (永
久接続)

約 4.4 時間 約 2.6 時間

中国
220 V、30 A

約 4.0 時間 約 2.4 時間

充電ポート ドアの緊急解除の実施
電動ロック解除機構が故障したときは、手動で充電
ポート ドアを開くことができます。

DVD チェンジャー非装備車:

図 98：ラゲッジ コンパートメントのヒューズ ボックス

11.. 適切な道具 (ドライバーなど) を使用して、ラゲッ
ジ コンパートメント内のヒューズ ボックスのカ
バーを慎重にこじって取り外します。

図 99：充電ポート (DVD チェンジャー非装備車) の緊急解
除の実施

22.. 赤色の緊急リリース ボタンを矢矢印印のの方方向向に引きま
す。

DVD チェンジャー装備車
11.. 適切なもの (ドライバーなど) を使用して、DVD

チェンジャー トリム パネルをこじって取り外しま
す。

図 100：車両プラグ (DVD チェンジャー装備車) の緊急解
除の実施

22.. 赤色の緊急リリース ボタンを矢矢印印のの方方向向に引きま
す。

充電ポート ドアのロック解除機構を確認するために:
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

車両プラグの緊急解除の実施
故障などにより車両プラグが解除できない場合は、緊
急解除を実行する必要があります。
11.. コントロール ユニットをイグニッション ロック位

置 22 に回してください。
車両プラグが自動的に解除され、充電が約 20 秒間
中断されます。

22.. 約 20 秒以内に、車両充電ポートから車両プラグを
引き抜いてください。
約 20 秒後、車両プラグが再度ロックされ、充電プ
ロセスが再開されます。
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タイヤおよびホイール
タイヤの寿命は、空気圧やホイール アライメント以外
に、お客様の運転スタイルにも大きく左右されます。
急加速や高速でのコーナリング、ブレーキを酷使する
運転スタイルは、タイヤの摩耗を早めます。 また、外
気温度が高いときや悪路での走行も、タイヤのトレッ
ド面の摩耗を早める原因です。

積載荷重および速度の要件を満たす
e 適切な速度で運転してください。
e 過積載を避け、ルーフに積載する場合は注意して

ください。
> 「テクニカル データ」の章（ 295ページ）を参照

してください。

タイヤ空気圧の点検
知知識識

不十分なタイヤ空気圧が原因でタイヤがオーバーヒー
トし、目に見えない損傷が生じることがあります。
e タイヤ空気圧を補正しても目に見えないタイヤの

損傷は除去されません。
e 温かいタイヤから空気を決して抜かないでくださ

い。 タイヤが温かい場合、タイヤ空気圧が上昇し
ます。 これにより、タイヤ空気圧が規定値下に低
下する原因となる場合があります。

図 101：タイヤ空気圧プレート

規定の空気圧を維持してください。 タイヤ空気圧の規
定値は、タイヤが冷えているとき (20 °C) を基準にし
ています。
e タイヤ空気圧プレートを確認します。
e タイヤが冷えているとき、最低 2 週間ごとにタイ

ヤ空気圧を点検します。

タイヤ空気圧モニタリング (TPM)
タイヤ空気圧モニタリングには、次の機能があります:
– タイヤ空気圧および温度の常時モニタリング
– 走行中の実際のタイヤ空気圧 (実際の空気圧) の表

示。
– 2 段階のタイヤ空気圧警告 (黄色と赤色の警告)。
– 停車時: 規定空気圧との空気圧差の表示。

タイヤ空気圧警告灯 およびインストルメント クラ
スターの関連するメッセージは、空気圧が不足してい
る場合、2 段階 (空気圧低下の程度に応じて、黄色およ
び赤色のタイヤ空気圧警告) で警告を表示します。
タイヤ空気圧警告灯が消灯するのは、タイヤ空気圧が
正された場合だけです。

黄色のタイヤ空気圧警告が表示されるのは、約 10 秒
間車両が停止し、かつイグニッションが OFF になって
いる場合、またはイグニッションを再度 ON にした場
合です。 イグニッションを ON にすると黄色のタイヤ
空気圧警告を確認できます。 赤色のタイヤ空気圧警告
は走行中でも表示され、異常を知ることができます。
e タイヤ空気圧が適正であるにもかかわらず、タイ

ヤ空気圧警告灯が点灯し、タイヤ空気圧警告が表
示される場合、ポルシェ正規販売店にご相談くだ
さい。 ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

タイヤ空気圧モニタリングは、自然に発生する圧力低
下や異物による緩やかな圧力低下を警告します。タイ
ヤ空気圧モニタリングは、突然生じるタイヤの損傷に
ついては警告しません (予期しない外部効果によるパン
クなど)。

警警告告 欠陥のあるタイヤ

欠陥のあるタイヤで走行すると、重大な事故につなが
ることがあります。
e 赤色のタイヤ空気圧警告がインストルメント パネ

ルに表示される場合：直ちに適切な場所に停車
し、タイヤに損傷がないか点検してください。 必
要に応じて、パンク修理剤で損傷箇所の修理を行
うか、スペア ホイールを装着してください。

e 損傷したタイヤを装着したままで運転を続けなないい
でください。 損傷したタイヤは速やかに交換して
ください。 ポルシェ正規販売店にご相談くださ
い。 ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
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を駆使し、確かな整備をお約束します。
e 空気圧を調整しても短時間で空気が抜ける場合、

そのタイヤでの運転を続けなないいでください。 不安
な場合は、ポルシェ正規販売店で点検を受けてく
ださい。 ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めい
たします。十分なトレーニングを受けた経験豊か
なスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用
装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

警警告告 コンフォート プレッ
シャーでの高速走行

コンフォート プレッシャーでの制限速度を超過して走
行するとタイヤおよびホイールの損傷につながりま
す。
e インストルメント パネルに表示された最大速度ま

で減速してください。
e 高速走行するときは、タイヤ空気圧を標準タイヤ

空気圧まで充填してください。

タイヤ空気圧モニタリング (TPM) システムの故
障
次のような場合は、TPM は正常に機能しません:
– タイヤ空気圧モニタリング システムが故障してい

る場合
– タイヤ空気圧モニタリング システム用のホイール

トランスミッターが取り付けられていない場合
– タイヤ設定を更新した直後の登録プロセス中
– ホイールを交換後、タイヤ設定を更新しなかった

場合
– タイヤ温度が高すぎる場合

タイヤ空気圧の確認
個々のタイヤの空気圧は、約25 km/h の速度を超えた
場合、またはタイヤに 0.1 bar 以上の空気を補充した
場合にのみ表示されます。 車両が約 10 分以上停止し
た後にイグニッションを ON にした場合、タイヤ空気
圧の代わりにダッシュ記号 (-.-) が表示されます。

e タタイイヤヤ空空気気圧圧 e 現現在在

この空気圧表示は、情報としてのみ利用してくださ
い。 タイヤ空気圧は温度によって変化します。
e いかなる場合も、この表示を元にタイヤ空気圧を

調整しないでください。

圧力差を表示する

図 102：圧力差の例

bb 車両は停止している。

e タタイイヤヤ空空気気圧圧 e 偏偏差差

該当するホイールの規定圧との差が表示されます。 例:
右リヤ ホイールに対して ––00..11 bbaarr と表示された場合
は、このタイヤに 0.1 bar の空気を補充してくださ
い。 表示されている空気圧は、タイヤ温度を考慮した
結果の数値です。
e タイヤ空気圧を補正するときは、ディスプレイま

たは該当するタイヤ空気圧警告に表示される空気
圧差を必ず使用してください。

タイヤ設定
タイヤのタイプとタイヤのサイズ、負荷およびコン
フォート / 標準空気圧の設定はダッシュボードのタッ
チ ディスプレイで行えます:
> 「タイヤ空気圧モニタリングシステム (TPM) の設

定」の章（ 153ページ）を参照してください。

タイヤ空気圧モニタリング システム
(TPM) の設定

警警告告 不適切な設定

極端に低いまたは高いタイヤ空気圧は、タイヤおよび
ホイールに修復不可能な損傷を与えるだけでなく、制
動距離が長くなり、事故を起こす危険が大幅に高まり
ます。
タイヤ空気圧モニタリングを使用している場合でも、
タイヤ空気圧を適切に維持し、車両を適切に設定する
ことはドライバーの責務です。 不完全な、または不適
切な設定は、警告とメッセージ表示に悪影響を及ぼす
可能性があります。
e タイヤの種類および積載重量に適したタイヤ空気

圧に調整してください。
e タイヤ空気圧モニタリング メニューの設定が、車

両に装着されているタイヤおよび車両の積載荷重
と一致していることを確認してください (特にホ
イール交換後または車両積載の変更後)。

e 新しく装着したホイールのタイヤ空気圧が以前の
設定と一致しているとしても、タイヤ空気圧モニ
タリング メニューでタイヤの種類とタイヤのサイ
ズを再度選択してください。

圧力差を表示する
bb 車両は停止している。

e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e タタイイヤヤ空空気気圧圧
モモニニタタリリンンググ e タタイイヤヤ空空気気圧圧

該当するホイールの規定空気圧と規定空気の圧力差、
および積載量、タイヤの種類、タイヤのサイズに関す
る設定が表示されます。
例: 右リヤ ホイールに対して ––00..11 bbaarr (–1.5 psi) と表
示された場合は、このタイヤに 0.1 bar (1.5 psi) の空
気を補充してください。 表示されている空気圧は、タ
イヤ温度を考慮した結果の数値です。
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e タイヤ空気圧を補正するときは、ディスプレイま
たは該当するタイヤ空気圧警告に表示される空気
圧差を必ず使用してください。

タイヤをまだ登録していない場合、現在の圧力差の代
わりに、新しい規定空気圧が表示されます。

タイヤの種類とサイズの設定

イインンフフォォメメーーシショョンン

利用できる項目は、車両のモデルやタイヤの種類によ
り異なります。このため本書で説明しているオプショ
ンの中には、利用できないものが含まれている場合が
あります。
e タイヤ空気圧モニタリング メニューで選択できな

いサイズのタイヤとホイールを装着するときは、
装着の前に不足している情報を追加する必要があ
ります。ポルシェ正規販売店にご相談ください。
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

e ポルシェが認定したタイヤとホイールのみを使用
してください。

e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e タタイイヤヤ空空気気圧圧
モモニニタタリリンンググ e タタイイヤヤ選選択択

全負荷または部分積載の選択

e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e タタイイヤヤ空空気気圧圧
モモニニタタリリンンググ e 全全負負荷荷

全全負負荷荷
全負荷が選択されます。
全全負負荷荷
部分積載が選択されます。

e 選択した荷重タイプに応じてタイヤ空気圧を調整
してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

全全負負荷荷が表示されない場合は、荷重タイプに応じてタ
イヤ空気圧の調整が必要ないことを意味します。

コンフォートまたは標準プレッシャーの選択
タイヤ空気圧は乗り心地の快適性を向上させるために
減圧することができます。
コンフォート プレッシャーを選択した場合、タイヤ空
気圧モニタリング システムはタイヤ空気圧をモニタリ
ングして自動的に低いプレッシャー値を使用します。

e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e タタイイヤヤ空空気気圧圧
モモニニタタリリンンググ e ココンンフフォォーートトププレレッッシシャャーー

ココンンフフォォーートトププレレッッシシャャーー
コンフォート プレッシャーが選択されま
す。
ココンンフフォォーートトププレレッッシシャャーー
標準プレッシャーが選択されます。

e コンフォート プレッシャーまたは標準プレッ
シャーにタイヤ空気圧を調整してください。

タイヤ空気圧モニタリングの登録
タイヤ空気圧モニタリング システムは、ホイール変更
後、ホイール トランスミッターの交換後、またはタイ
ヤ設定の更新後にタイヤの「登録」を開始します。 こ
のプロセスによって、タイヤ空気圧モニタリング シス
テムが各タイヤとその装着位置を認識します。 タイヤ
空気圧モニタリング システムが各タイヤの装着位置を
割り当てると、直ちにタイヤの位置と空気圧情報が表
示されます。
このプロセス中、PCM に冷間時 (20 °C) の規定タイヤ
空気圧が表示され、インストルメント クラスターに
メッセージが表示されます。
すべてのタイヤの登録が完了するまで、インストルメ
ント クラスターのタイヤ空気圧警告灯 が点灯した
ままになります。

タイヤ空気の充填
注注意意 ホット プレッシャー ホー

ス

充填中にコンプレッサー プレッシャー ホースが高温に
なり、やけどの原因となる場合があります。
e 作業用手袋を着用してください。

圧力計付きコンプレッサーは、荷室フロア下のラゲッ
ジ コンパートメントに収納されています。
> コンプレッサーに添付されている取り扱い上の注

意事項を遵守してください。
11.. コンプレッサー プレッシャー ホースをタイヤ バル

ブにねじ込んでください。
22.. コンプレッサープラグを車両の12 Vソケットに接

続してください。
–– ままたたはは ––
コンプレッサーの電源クリップをジャンパー ケー
ブル接続用の端子に接続してください。 必ず下記
の手順に従ってください：

図 103：ジャンパー ケーブルの開始点

aa.. ジャンパー ケーブル接続用のプラス (++) 端子カ
バーを開いてください。

bb.. ジャンパー ケーブル接続用のプラス (++) 端子に
コンプレッサーのプラス ケーブル (赤) を接続
してください。

cc.. ジャンパー ケーブル接続用のマイナス (－－) 端
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子にコンプレッサーのマイナス ケーブル (黒)
を接続してください。

33.. コンプレッサーをONにしてください。
タイヤに空気が充填されます。

44.. 空気圧計で充填した圧力を点検し、必要であれば
タイヤ空気圧を調整してください。 もう 1 回タイ
ヤ空気圧を点検してください。

55.. コンプレッサーをOFFにしてください。
66.. コンプレッサー プレッシャー ホースを外してくだ

さい。

タイヤ表記の読み取り

図 104：タイヤ表記 (例)

AA タイヤ幅 (mm)
BB 偏平率 (％)
CC タイヤ構造記号
DD リム径 (インチ)
EE ロード インデックス
FF 速度記号

速度記号 FF は、そのタイヤの許容最高速度を示しま
す。

HH 210 km/hまで

VV 240 km/hまで

WW 240 km/hまで

YY 300 km/hまで

((YY)) 300 km/hまで（Y記号タイヤの場合）
タイヤのロード インデックス（最大積
載容量）の85 %までを積載した状態で
300km/h以上の速度で走行することが
可能です（300km/h以上で走行する場
合はタイヤ メーカーの確認が必要で
す）。

タイヤの損傷の検出
警警告告 見えないタイヤ損傷とリ

ム フランジの損傷

目に見えないタイヤの損傷によりタイヤがバーストす
る恐れがあります。 車両のコントロールを失う恐れが
あります。
e 定期的にタイヤの状態 (側面も含めて) を点検し、

異物の噛み込み、欠損、切り傷、亀裂、側面の膨
れなどがないか確認してください。

e 縁石を乗り越えるときは、速度を下げ、できるだ
け直角に通過してください。 傾斜が大きく縁が
尖った縁石や角ばった物体 (石など) に強くぶつ
かったり乗り上げたりしないように注意してくだ
さい。

e ホイールを損傷した可能性があるとき (特に内側)
は、専門家による点検を受けてください。 ポル
シェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ正規
販売店のご利用をお勧めいたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

e いかなる場合も、タイヤを修理しないでくださ
い。 タイヤ シーラントを使用してタイヤの傷をふ
さぐことは、最寄りの修理工場まで走行するため
の応急処置に過ぎません。

タイヤに次のような損傷を受けた場合は、安全のため
にタイヤを交換してください：
– タイヤ内部の構造物の層が損傷した可能性がある

とき
– タイヤ空気圧が不足しているときや、損傷箇所が

ある場合など、それらが原因でタイヤが過熱した
り、異常な負荷がかかった可能性があるとき

タイヤおよびリムの交換
e タイヤを交換する場合は、イグニッションを OFF

にします。

警警告告 グリップの低下

新品のタイヤはグリップ性能を十分に発揮できませ
ん。
e このため最初の 200 km は、控えめな速度で走行

してください。これによりタイヤ寿命が伸び、性
能を最大限に引き出すことができます。

e 同一型式の同一仕様番号 (｢N0｣、｢N1｣など) のタ
イヤのみを装着してください。

e 新しいタイヤを取り付ける前に、最新の承認状況
についてポルシェ正規販売店にお問い合わせくだ
さい。

e ポルシェがテストを行い承認したタイヤのみを使
用してください。

e 同一アクスルのトレッド溝の深さの差が 30 % を超
えないようにしてください。

e 中古タイヤは、履歴が判明している場合にのみ使
用してください。

e プロファイルの深さの違いによって車両のハンド
リング特性に不要な影響が出ないように、必ず 1
つのアクスルの両側のタイヤを同時に交換してく
ださい。

e タイヤの交換は、必ず専門の整備工場で実施して
ください。 ポルシェ正規販売店にご相談くださ
い。 ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いたしま
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す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

e ハンドリング特性の変化に合わせた運転をしてく
ださい。

e タイヤ空気圧モニタリング (TPM) 用のタイヤ空気
圧センサー付きタイヤのみを使用してください。

e ホイールが車両の TPM システムと互換性があるこ
とを確認してください。 適切なホイールや車両の
TPM システムの詳細は、ポルシェ正規販売店にお
問い合わせください。

e タイヤを交換する場合、タイヤ空気圧センサーの
バッテリー充電状態を確認します。ポルシェ正規
販売店にご相談ください。 ポルシェ正規販売店の
ご利用を推奨いたします。十分なトレーニングを
受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と
専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約
束します。

> 車両の公式登録書類またはこのマニュアルの｢テク
ニカル データ｣の章を参照してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

新しいタイヤを 1 つのアクスルのみに取り付ける場
合、前後のアクスルのトレッド溝の深さの相違によ
り、以前の慣れた運転挙動が大きく変化する可能性が
あります。新しいタイヤをリヤ アクスルに取り付ける
場合は特にそうです。とはいえ、タイヤの走行距離が
長くなるにつれ、影響は減少していきます。

バルブおよびバルブ キャップの点検
と交換
e タイヤ空気圧モニタリング(TPM)用のポルシェ純正

バルブのみを使用してください。
e タイヤを交換する場合は必ずバルブを点検し、必

要に応じて交換してください。 ポルシェ正規販売
店のご利用を推奨いたします。十分なトレーニン
グを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情

報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を
お約束します。

バルブ キャップがない場合、ほこりや汚れからバルブ
を保護することができないため、漏れの原因になるこ
とがあります。
e バルブ インサートの汚れを防ぐため、必ずバルブ

キャップをしっかりと閉めてください。 バルブが
汚れると、タイヤ空気圧減少の原因となります。

e 紛失した場合は、直ちに新しいバルブ キャップを
取り付けてください。

e プラスチック製のバルブ キャップのみを使用して
ください。

ウインター タイヤを使用する
警警告告 最高許容速度の超過

最高許容速度を超えると、タイヤがバーストする恐れ
があります。
e タイヤの最高許容速度を守ってください。
e タイヤの側面に「M＋S」の表示、または雪の結晶

のマークがあるタイヤに限り (国により異なる)、
最高許容速度がこの車両の最高速度に満たない
ウィンター タイヤであっても装着できます。 各国
の法律を遵守してください。

e 最高許容速度を示すステッカーを、ドライバーの
目に付く場所に貼り付けてください。 各国の法律
を遵守してください。

e 許容最高速度を制限速度として設定します。

e 寒い季節が始まる前の適切な時期に、ウインター
タイヤを取り付けてください。

e ポルシェがテストを行い承認したタイヤのみを使
用してください。

e 新しいタイヤを取り付ける前に、最新の承認状況
についてポルシェ正規販売店にお問い合わせくだ
さい。

イインンフフォォメメーーシショョンン

このようなタイヤを気温が低いときに使用し続ける
と、ドライ / ウェット路面に関係なく、走行中やコー
ナリング後の加速中に振動に伴うノイズが発生するこ
とがあります。
サマー タイヤの走行性能は、気温が 7 °C を下回ると
低下し、快適性も損なわれます。 このため、ポルシェ
社では気温が 7 °C を下回る時期にはウィンター タイ
ヤの使用を推奨しています。
さらに外気温度が -15 °Cを下回り極端に低くなると、
サマー タイヤに恒久的な損傷が生じることがありま
す。
ウィンタータイヤは、トレッド溝の深さが 4 mm 以下
になると使用に適さない状態になります。

スノーチェーンを使用する
スノー チェーンはリヤ アクスルにのみ取り付けること
ができ、｢テクニカル データ｣に記載があり、スノー
チェーン使用可能とマークされているタイヤ / ホイー
ルの組み合わせのみを使用できます。
e スノーチェーンとホイール ハウジングのクリアラ

ンスを十分に確保するため、ポルシェ社が承認し
たスノーチェーンのみを使用してください。

e チェーンを取り付ける前に、ホイールに付着して
いる氷や雪を十分に取り除いてください。

e 最高速度については各国の法規に従ってくださ
い。

タイヤ トレッドの点検
e タイヤのトレッドを定期的に点検してください。

特に長距離走行の前後は、入念に調べてくださ
い。

e 多くのタイヤはトレッド中央分にウェア インジ
ケーターを備えています。 ウェア インジケーター
は主要なトレッド溝に設けられており、トレッド
溝の深さが最少の1.6mmになると現れます。
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安全のため、ウェア インジケーターが現れる前前にに
タイヤを交換してください。 ウインター タイヤ
は、トレッド溝の深さが4mm以下になると性能が
低下します。

トレッド溝の深さの測定
e 市販のトレッド溝ゲージまたはキャリパーをタイ

ヤ トレッドに挿入し、タイヤ トレッドの深さを測
定してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

タイヤの摩耗に偏りがある場合、車両の不具合が考え
られます：
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

タイヤの保管
e タイヤは、常に乾燥した冷暗所に保管してくださ

い。 ホイールに装着していないタイヤは、立たせ
た状態で保管してください。

e 外気温度 –15 °C 未満の場所にサマー タイヤを保
管したり、サマー タイヤ装着車を駐車したりしな
いでください。

e 燃料、オイル、グリースなどがタイヤに触れない
ようにしてください。

e 製造から 6 年以上が経過したタイヤは使使用用ししなないい
でください。 年数が経過すると、ゴムに伸縮性を
与えるために添加している化学薬品の効果が弱ま
り、ゴムがもろくなります。 タイヤの製造時期
は、タイヤ側面のDOTコードでわかります。 例え
ば、最後の 4 つの数字が 3016 の場合、そのタイ
ヤは2016年の30 番目の週に製造されたことを示
します。

ホイールのバランス調整
安全のために、サマー タイヤは春に、M+S タイヤは
冬に入る前に、認証を受けたポルシェ正規販売店でホ
イール バランスの調整を受けてください。
e 有資格者がいるワークショップにご相談くださ

い。 ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

ホイール交換
警警告告 車両の下側の作業

ジャッキから車両が滑り落ちる恐れがあります。
e ジャッキ アップやホイール交換時に、車内に人が

いないことを確認してください。
e 車両は必ず、車両下側にある規定のジャッキ アッ

プ ポイントで持ち上げてください。
e 車両が斜面 (上り坂、下り坂、道路端に向かって傾

斜している場所など) に駐車されている場合は絶対
にジャッキ アップしないでください。

e ジャッキは、ホイール交換時に車両を持ち上げる
ためのみに使用してください。

e 車両の下に入って作業する場合は、必ず強固なサ
ポート スタンドで車体を支えてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ホイール交換に必要な工具 (ジャッキ、ホイール ボル
ト レンチ、取付補助工具など) は車両の標準装備では
ありません。
e 必要な工具についての情報は、ポルシェ正規販売

店にお問い合わせください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

前輪と後輪のタイヤとホイールのサイズは異なりま
す。 ホイールを取り外す場合は、各ホイールの回転方
向や取り付け位置をマーキングしておき、これらの
マーキングに従って取り付けを行います。
e 認可されたサイズの前輪 / 後輪用ホイール / タイ

ヤを必ず使用してください。
> 車両の公式登録書類またはこのマニュアルの｢テク

ニカル データ｣の章を参照してください。

ホイール取り付け面の手入れ

図 105：ホイール取り付け面
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知知識識

ホイールおよびホイール取り付け面を損傷する恐れが
あります。
e ブレーキ ディスクのホイール取り付け面 BB および

ホイール ハブ自体にグリースを絶対に塗布ししなないい
ででくくだだささいい。

e AAの領域にのみグリースを塗布します。これらの領
域にグリースの Optimoly® TA を非常に薄く塗りま
す。ポルシェ正規販売店にお問い合わせくださ
い。他のグリースやペーストを使用しないでくだ
さい。

ホイール ボルトのお手入れ
e ホイール ボルトは取り付ける前に、必ず清掃して

ください。
e ホイール ボルトには油脂類を塗布しないでくださ

い。
e 損傷したホイール ボルトは交換してください。 こ

の車両専用のポルシェ純正ホイール ボルト、また
はポルシェ社が要求する性能、品質基準を満たす
同等部品のみを使用してください。

e ホホイイーールル ボボルルトトはは 116600 NNmm のの締締めめ付付けけトトルルククでで
締締めめ付付けけててくくだだささいい。。

e インパクト ドライバーなどの駆動式ツールは使用
しないでください。

盗難防止ホイール ボルトの使用

図 106：盗難防止ホイール ボルト アダプター

盗難防止ホイール ボルトのアダプターは、ツール キッ
トにあります。
e 盗難防止機能のあるホイール ボルトをゆるめて締

めるには、ホイール ボルトとホイール ボルト レン
チの間にアダプターを入れる必要があります。

e アダプターの位置を決めるときは、アダプターが
ホイール ボルトの歯に完全にかみ合うようにして
ください。

ホイール交換
車両の準備
11.. トランスミッション パーキング ロックを P ボタン

を使用して作動します。
22.. エレクトリック パーキング ブレーキを作動させて

ください。
33.. イグニッションを OFF にします。
44.. 交換するタイヤの反対側の車輪に輪止めをするな

どして、車両が不意に動き出さないようにしてく
ださい。

55.. 交換するホイールのホイール ボルトまたはホイー
ル ナットをわずかにゆるめます。

警警告告 レベリング システムのコ
ントロール作動

レベリング システムが作動している車両は、予期しな
いタイミングで動いたり、傾いたり、ジャッキやリフ
ティング プラットフォームなどのリフト装置から落下
したりする恐れがあります。 これにより深刻な怪我や
損傷を受ける場合があります。
e 手動でノーマル レベルに設定し、車両のリフト

アップを行う前にレベリング システムを OFF にし
ます。

> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ
さい。

66.. 車両のリフト アップは必ず所定のジャッキアップ
ポイントで行ってください。
> 「ジャッキおよびリフティング プラット

フォーム」の章（ 121ページ）を参照してくだ
さい。

77.. 車両を持ち上げ、ホイールを地面から浮かせてく
ださい。

ホイール交換

図107：PCCB非装備車には、組み付け補助工具を 1つねじ込
みます
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図 108：PCCB装備車には、組み付け補助工具を 2つねじ込み
ます

11.. PCCB 非装備車: ホイール ボルトを 1 本取り外し、
組み付け補助工具を 1 つねじ込みます。
–または –

1. PCCB装備車:ホイールボルトを 2本取り外
し、組み付け補助工具を 2つねじ込みま
す。

知知識識

ホイール交換を正しく行わないと、特に ポルシェ　セ
ラミック　コンポジット　ブレーキ 装備車の場合、ブ
レーキ ディスクを損傷する恐れがあります。
e タイヤを交換する場合は、組み付け補助工具を取

り付けてください。

22.. 残りのホイール ボルトを取り外してください。
> 「ホイール ボルトのお手入れ」の章（ 158

ページ）を参照してください。
33.. ホイールを取り外します。

> 「ホイール取り付け面の手入れ」の章（ 157
ページ）を参照してください。

44.. 新しいホイールを取り付けます。
55.. ホイール ボルトを挿入し、対角線方向の順に少し

だけ締め付けてください。
66.. ホイール取り付け補助工具を外し、残りのホイー

ル ボルトを仮締めしてください。 すべてのホイー

ル ボルトを対角線方向の順に少しだけ締め付け、
ホイールの中心位置を合わせてください。

77.. 必要に応じてタイヤの空気圧を調整してくださ
い。

88.. 車両を完全に下げた後、ジャッキを取り外してく
ださい。

99.. ホイール ボルトを対角線方向の順に完全に締め付
けてください。 インパクト ドライバーなどの駆動
式ツールは使用しないでください。

1100..ホホイイーールル ボボルルトトをを締締めめ付付けけたたらら、、直直ちちににトトルルクク
レレンンチチをを使使用用ししててホホイイーールル ボボルルトトをを 116600 NNmm のの
締締めめ付付けけトトルルククでで増増しし締締めめししててくくだだささいい。。

1111..タイヤ空気圧モニタリング (TPM) の設定は更新さ
れました。
> 「タイヤ空気圧モニタリング システム (TPM)

の設定」の章（ 153ページ）を参照してくださ
い。
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チャイルド シート
危危険険 チャイルド シート装置の

誤った使用

チャイルド シートを正しく使用しなかった場合、重傷
または致命傷を負う危険があります。
車種に適さないチャイルド シートを使用した場合、ま
たはチャイルド シートを車両に正しく取り付けていな
い場合は、事故の際に保護効果を十分に発揮できませ
ん。
e チャイルド シートに付属の取扱説明書をよく読

み、注意事項を必ず遵守してください。
e チャイルド シートは道路交通法に従って使用して

ください。
e ポルシェ社が推奨するチャイルド シートのみを使

用してください。 これらのチャイルドシート シス
テムは、ポルシェ車両の内部および適正なお子様
の重量分類に適合するように、検査および調整さ
れます。 他のシステムは検査されていないため、
傷害の危険性を高める可能性があります。

e チャイルドシート システムが助手席に設置される
場合、助手席のエアバッグのスイッチを切りま
す。

ポルシェ社では、ポルシェ テクイップメント製品の
チャイルド シートを使用することを推奨いたします。
取り付け方法に関するインフォメーション:
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。
> 「チャイルド シートの正しい取り付け位置の徹

底」の章（ 162ページ）を参照してください。

危危険険 チャイルド シートの助手
席での使用

助手席エアバッグは、ある程度の体格と最低限の体重
のある乗員にのみ保護効果を発揮します。 チャイルド
シートを助手席に取り付けた場合、または小柄な乗員
が助手席に乗車している場合、助手席エアバッグが作
動することにより重傷または致命傷を負う危険があり

ます。
e チャイルド シートを助手席に取り付ける前に、助

手席エアバッグを OFF にする必要があるか、必ず
確認してください。

e 助手席とチャイルド シート システムが確実に接す
るように助手席のバックレスト角度を調節するこ
と。

> 「助手席へのチャイルド シートの取り付けの概
要」の章（ 163ページ）を参照してください。

> 「助手席エアバッグの ON / OFF」の章（ 164
ページ）を参照してください。

e チャイルド シートを取り付けるときは、常にシー
ト ヒーターのスイッチをOFFにしてください。

e 前向きに着座するタイプのチャイルド シートを取
り付ける前に、ヘッドレストを可能な限り高く調
節してください。
リヤ シートのヘッドレストを最も高い位置に調節
してもチャイルド シートが取り付けられない場合
は、ヘッドレストを取り外す必要があります。
チャイルド シートを取り外した後は、必ずヘッド
レストを取り付けてください。
> 「リヤ シートのヘッドレストの取り外しと取

り付け」の章（ 116ページ）を参照してくださ
い。

図 109：エアバッグ警告ラベル

図 110：サンバイザーのエアバッグ警告ステッカー

e エアバッグの警告ステッカーまたは危険信号を、
取り外したり、傷つけたり、 (AA) 不明瞭な表現に変
更したりしないでください。

チャイルド シートの正しい使用
11.. 適切な体重およびサイズ グループのチャイルド

シートを使用してください。
> 「適切な体重およびサイズ グループのチャイ

ルド シートの使用」の章（ 160ページ）を参
照してください。

22.. チャイルド シートの正しい取り付け位置で使用し
てください。
> 「チャイルド シートの正しい取り付け位置の

徹底」の章（ 162ページ）を参照してくださ
い。

33.. チャイルド シートを確実に固定して取り付けてく
ださい。
> 「チャイルド シートの取り付け」の章（ 164

ページ）を参照してください。

適切な体重およびサイズ グループの
チャイルド シートの使用
e 適切な体重およびサイズ グループに加えて、適切

な取り付け位置も確認してください。
> 「チャイルド シートの正しい取り付け位置の徹

底」の章（ 162ページ）を参照してください。
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図 111：チャイルド シート システムの ECE ラベルの例

AA サイズ分類
BB ｢汎用 (ユニバーサル)｣または｢準汎用 (セミ ユニバーサル)｣

マーク
CC 体重グループ

e 準汎用 (セミ ユニバーサル) 認可のチャイルド シー
トの場合は、該当のチャイルド シートに付属す
る、またはインターネットで入手できる適合車種
一覧表を参照してください。

チャイルド シートの体重グループによる分類

ググルルーーププ 00、、00＋＋ののおお子子様様：：1133 kkgg ままでで
((ii--SSiizzee シシスステテムム、、IISSOOFFIIXX シシスステテムム、、おおよよびびシシーートト
ベベルルトトにによよるる固固定定))
この体重グループのお子様は、後後ろろ向向ききにに着着座座すするるタタ
イイププのチャイルド シートを必ず使用してください。
このタイプのチャイルド シートは、可能な限り、リヤ
シートに取り付けてください。

ググルルーーププ II ののおお子子様様:: 99 ～～ 1188 kkgg
((ii--SSiizzee シシスステテムム、、IISSOOFFIIXX シシスステテムム、、ままたたははシシーートト
ベベルルトトにによよるる固固定定))
この体重グループのお子様は、必ず前前向向ききにに着着座座すするる
タタイイププのチャイルド シートを使用してください。特別
な状況に限り、この体重グループのお子様は後ろ向き
に着座するタイプのチャイルド シートも使用すること
ができます。 このタイプのチャイルド シートは、可能
な限り、リヤ シートに取り付けてください。

ググルルーーププ IIII ののおお子子様様:: 1155 ～～ 2255 kkgg
((シシーートト ベベルルトトにによよるる固固定定))
この体重グループのお子様は、必ず前前向向ききにに着着座座すするる
タタイイププのチャイルド シートを使用してください。この
タイプのチャイルド シートは、可能な限り、リヤ シー
トに取り付けてください。

ググルルーーププ IIIIII ののおお子子様様:: 2222 ～～ 3366 kkgg
((シシーートト ベベルルトトにによよるる固固定定))
この体重グループのお子様は、必ず前前向向ききにに着着座座すするる
タタイイププのチャイルド シートを使用してください。この
タイプのチャイルド シートは、可能な限り、リヤ シー
トに取り付けてください。

チャイルド シートのサイズ グループによる分類

AA ISO/F3: 前向き、フルサイズ チャイルド シート

BB ISO/F2: 前向き、小型サイズ チャイルド シート

BB11 ISO/F2X: 前向き、小型サイズ チャイルド シート

CC ISO/R3: 後ろ向き、フルサイズ チャイルド シー
ト

DD ISO/R2: 後ろ向き、小型サイズ チャイルド シー
ト

EE ISO/R1: 後ろ向き、乳幼児用チャイルド シート

FF ISO/L1: 左向きチャイルド シート (ベビー キャリ
ア)

GG ISO/L2: 右向きチャイルド シート (ベビー キャリ
ア)

ババッッククレレスストト装装備備ままたたはは非非装装備備ののブブーーススタターー
シシーートト
ISO/B2：前向きチャイルド シート (バックレス
ト装備または非装備のブースター シート)、減少
幅 440 mm
ISO/B3：前向きチャイルド シート (バックレス
ト装備または非装備のブースター シート)、全幅
520 mm

e チャイルド シートの適用範囲、および使用する
チャイルド シートのメーカーの取り付けおよび取
扱説明書を遵守してください。

体体重重ググルルーーププ ササイイズズ分分類類 チチャャイイルルドド
シシーートト

ググルルーーププ 00: 0
から 10 kg

F ISO/L1

G ISO/L2

E ISO/R1

ググルルーーププ 00++:
0 から 13 kg

C ISO/R3

D ISO/R2

E ISO/R1

ググルルーーププ II: 9
から 18 kg
i-Size チャイ
ルド シート1

A ISO/F3

B ISO/F2

B1 ISO/F2X

C ISO/R3

1. 国によって異なります
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体体重重ググルルーーププ ササイイズズ分分類類 チチャャイイルルドド
シシーートト

D ISO/R2

チャイルド シートの正しい取り付け
位置の徹底

図 112：チャイルド シート取り付けのためのシート番号

aa 左ハンドル車
bb 右ハンドル車

下表は、ECE-R16 規格に従ってチャイルド シートを
使用する方法の概要です。

図 113：ISOFIX および i-Size のシンボル

AA ISOFIX チャイルドシートのアタッチメントのシンボル (国
によって異なります)

BB i-Size チャイルド シートのアタッチメントのシンボル (国
によって異なります)

i-Size および ISOFIX はチャイルド シート固定用の標
準化されたリテーニング ラグです。使用できるかどう
かは国によって異なります。 ECE-R 129 および ECE-
R 44 に準拠して承認された ISOFIX チャイルド シート
および i-Size チャイルド シートは、i-Size のリテーニ
ング ラグに取り付けられます。

ii--SSiizzee シシスステテムムにによよるる固固定定 シシーートト ベベルルトトにによよるる固固定定 IISSOOFFIIXX シシスステテムムにによよるる固固定定

シート番号に応じて許容される取り付
け位置

4 および 6 3、4、5 および 6 4 および 6
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チチャャイイルルドド シシーートト取取りり付付けけののたためめののシシーートト番番号号 11 33 11 44 22 55 33 66 22

シート ベルトによる固定 不可 可 可 可 可

ISOFIX の取り付け位置 不可 可 4 可 不可 可

i-Size の取り付け位置 不可 不可 可 不可 可

横向きのチャイルド シート 不可 不可 不可 不可 不可

適切な後ろ向きチャイルド シートで最大のもの 不可 R3 R2X/R3 R2 5 R2X/R3

適切な前向きチャイルド シートで最大のもの 不可 F3 F2X/F3 F2X 5 F2X/F3

適切なチャイルド シートで最大のもの (バックレスト装備または非装備の
ブースター シート) (B2/B3)

不可 B3 B3 B3 B3

不不可可: シートはこのグループのチャイルド シートの取り付けには適していいまませせんん。

助手席へのチャイルド シートの取り付けの概要
汎用 (U)、または準汎用 (L) 認定カテゴリーのチャイル
ド シートを助手席に取り付ける場合、下記の表を使用
して、助手席エアバッグを OFF にする必要があるかど
うかを確認してください。
認定カテゴリーの詳細については、チャイルド シート
にあるオレンジ色の認証マークを参照してください。

X: シートは、このグループのチャイルド シート
には適していません。

U / L: このグループへの使用が認可され、大人用の
シート ベルトで固定されている、｢汎用 (ユニ
バーサル)｣または｢準汎用 (セミ ユニバーサ
ル)｣認定カテゴリーの前向きタイプのチャイル
ド シートが適しています。

1. 助手席エアバッグを OFF にする必要があるかどうかを必ず確認します。
2. この取り付け位置は、サポート レッグ付きチャイルド シートの取り付けに適しています。
3. この取り付け位置は、サポート レッグ付きチャイルド シートの取り付けに適していいまませせんん。
4. 国別仕様により異なる
5. シート ベルトによる固定
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ググルルーーププ 助助手手席席エエアアババッッググをを OONN ににすするる 助助手手席席エエアアババッッググをを OOFFFF ににすするる

ググルルーーププ 00:
0 から 10 kg

X U / L

ググルルーーププ 00 ++:
0 から 13 kg

X U / L

ググルルーーププ II:
9 から 18 kg
後ろ向き

X U / L

ググルルーーププ II:
9 から 18 kg
前向き

U / L U / L

ググルルーーププ IIII:
15 から 25 kg

U / L U / L

ググルルーーププ IIIIII:
22 から 36 kg

U / L U / L

チャイルド シートの取り付け
ベビー キャリア
サイズ カテゴリー F および G のフラット タイプの
チャイルド シート (ベビー キャリアなど) は、どの
シートにも使用できません。
ポルシェ社では、ポルシェ テクイップメント製品の
チャイルド シートを使用することを推奨いたします
(例: Porsche Babyseat ISOFIX G0+)。

助手席エアバッグの ON / OFF

危危険険 助手席エアバッグ OFF

助手席エアバッグを OFF にしたままにしておくと、事
故の際にエアバッグが作動しません。
e チャイルド シートを助手席に取り付けている場合

にのみ、助手席エアバッグを OFF にしてくださ
い。

e チャイルド シートを取り外した後は、助手席エア
バッグを ON に戻してください。
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図 114：助手席エアバッグを OFF にする

bb イグニッションが OFF になっている。
11.. グローブ ボックスを開いてください。
22.. エマージェンシー キーを車両キーから取り外して

ください。
> 「キー」の章（ 79ページ）を参照してくださ

い。

知知識識

キー スイッチおよびエアバッグ システムが損傷する危
険があります。
e エマージェンシー キーは必ず、キー スイッチに

いっぱいまで押し込んでから回してください。
キー スイッチはさほど大きな力をかけなくても回
せるはずです。

e 助手席エアバッグは、イグニッションが OFF のと
きにのみ、ON または OFF に切り替えてくださ
い。

33.. エマージェンシー キーをキー スイッチにいっぱい
まで押し込んでください。

44.. エマージェンシー キーを回し、助手席エアバッグ
をオフ (スイッチ位置OOFFFF) またはオン (スイッチ位
置OONN) にしてください。

危危険険 助手席エアバッグの不意
の作動により重傷または
致命傷を負う危険

キー スイッチにエマージェンシー キーを挿入したまま
走行した場合、振動によってエマージェンシー キーが
不意に回転し、エアバッグが作動する恐れがありま
す。
e エマージェンシー キーを助手席エアバッグ スイッ

チに挿入したまま走行しないでください。

55.. エマージェンシー キーをキー スイッチから抜き
取ってください。

66.. グローブ ボックスを閉じてください。

PASSENGER AIR BAG OFF/ONインジケーター

図 115：助手席エアバッグ OFF/ON インジケーター

助助手手席席エエアアババッッググ OOFFFF//OONN インジケーターはオー
バーヘッド コンソールにあります。

ラライイトト作作動動点点検検

イグニッションを ON にすると、ライト作動点検のた
めに PPAASSSSEENNGGEERR AAIIRR BBAAGG OOFFFF//OONN インジケー
ターが約 5 秒点灯します。

助助手手席席エエアアババッッググをを OOFFFF ににすするる

助手席側のエアバッグを OFF にすると、イグニッショ
ン スイッチが ON のときやエンジンが作動していると
きはPPAASSSSEENNGGEERR AAIIRR BBAAGG OOFFFF インジケーターが継
続的に点灯します。

助助手手席席エエアアババッッググ ススイイッッチチ OONN

助手席エアバッグを ON にすると、イグニッション ス
イッチが ON のときはPPAASSSSEENNGGEERR AAIIRR BBAAGG OONN イ
ンジケーターが点灯し、約 1 分後に消灯します

危危険険 助手席エアバッグの故障
または作動不良

イグニッションを ON にして、助手席エアバッグを
OFF にしたときに PPAASSSSEENNGGEERR AAIIRR BBAAGG OOFFFF イン
ジケーターが点灯しない場合、システム故障の恐れが
あります。
e 助手席にチャイルド シートを取り付けないでくだ

さい。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

車両シートベルト付きチャイルド シートの取り
付け
リヤ シートの車両シートベルト付きチャイルド シート
の取り付け
11.. 助手席とチャイルド シート システムが確実に接す

るように助手席のバックレスト角度を調節するこ
と。

22.. 助手席シートを最後部上部位置に調整します。
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> 「フロント シートの調節」の章（ 113ペー
ジ）を参照してください。

33.. チャイルド シート バックレストのベルト ガイド
を、車両 B ピラーのベルト アウトレットの前側お
よび下側になるように調整します。

44.. フロント助手席側シートとその後ろに座っている
乗員の間が快適な距離になるようにします。

リヤ シートの車両シートベルト付きチャイルド シート
の取り付け
11.. リヤ シートのバックレストの角度を調整し、リヤ

シートとチャイルド シートをしっかりと接触させ
るようにします。

22.. シートベルトで固定するチャイルド シートすべて
および Group II/III チャイルド シートの場合は、リ
ヤ シート ベンチを中央位置に調整します。

33.. チャイルド シートをセンター リヤ シートに固定す
るとき、リヤ シート ベンチの前後位置を選択して
フロント シートとセンター コンソールの間が快適
な距離になるようにします。 必要であればリヤ
シート ユニットの前後位置を調整します。

e ブースター シートにバックレストがない場合は、
ブースター シートとリヤ シート バックレストが接
触しているかを確認します。

I サイズまたは ISOFIX システム付きチャイルド
シートの取り付け
> 「適切な体重およびサイズ グループのチャイルド

シートの使用」の章（ 160ページ）を参照してく
ださい。

e チャイルド シート システムに付属の取扱説明書を
よく読み、注意事項を必ず遵守してください。

チャイルド シートの助手席への取り付け

図 116：助手席の ISOFIX アンカー システム (国によって異な
ります)

ISOFIX チャイルド シート アンカー ポイントのリテー
ニング ラグ AA は助手席のバックレストとシート表面の
間にあります (国によって異なります)。
11.. エマージェンシー キーを使用して、助手席エア

バッグを OOFFFF にしてください。
オーバーヘッド コンソールのPPAASSSSEENNGGEERR AAIIRR
BBAAGG OOFFFF警告灯が点灯します。

22.. 助手席とチャイルド シート システムが確実に接す
るように助手席のバックレスト角度を調節するこ
と。

33.. 助手席シートを最後部上部位置に調整します。
> 「フロント シートの調節」の章（ 113ペー

ジ）を参照してください。
44.. チャイルド シート バックレストのベルト ガイド

を、車両 B ピラーのベルト アウトレットの前側お
よび下側になるように調整します。

55.. チャイルド シートを付属の説明書に従ってリテー
ニング ラグ AA に固定してください。

66.. チャイルド シートを引っ張って、両側のリテーニ
ング ラグに確実に固定されているか点検してくだ
さい。

77.. フロント助手席側シートとその後ろに座っている
乗員の間が快適な距離になるようにします。

チャイルド シートのリヤ シートへの取り付け

図 117：リヤ シートの I サイズまたは ISOFIX アンカー システ
ム (国によって異なります)

チャイルド シートの I サイズまたは ISOFIX アンカー
システムのリテーニング ラグ AA はシート表面のマーキ
ング部分にあります。
11.. リヤ シートを最後部位置に調整します。
22.. リヤ シートのバックレストの角度を調整し、リヤ

シートとチャイルド シートをしっかりと接触させ
るようにします。

33.. チャイルド シートを付属の説明書に従ってリテー
ニング ラグ AA に固定してください。
> 「助手席エアバッグの ON / OFF」の章（ 164

ページ）を参照してください。
44.. チャイルド シートを引っ張って、両側のリテーニ

ング ラグに確実に固定されているか点検してくだ
さい。

回転しないように、チャイルド シートをサポート レッ
グまたはトップ テザーでさらに固定します。
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サポート レッグ付きチャイルド シートの取り付け

図 118：サポート レッグ付きチャイルド シートの取り付け

11.. ISOFIX または I サイズ アンカー付きチャイルド
シートをリテーニング ラグ AA で正しく取り付けま
す。
> 「I サイズまたは ISOFIX システム付きチャイ

ルド シートの取り付け」の章（ 166ページ）
を参照してください。

22.. チャイルド シート メーカーの指示に従って、サ
ポート レッグを位置決めします。

33.. チャイルド シートがリヤ シートに対して面一に取
り付けられているようにします。

トップ テザー付きチャイルド シートの取り付け

図 119：トップ テザーのアンカー ポイント

e トップ テザー付きチャイルド シートを使用する際
は、トップ テザーはリヤ シート バックレストの後
ろのアンカー ポイントに取り付けてください。

図 120：トップ テザー付きチャイルド シートの取り付け

図 121：I サイズまたは ISOFIX トップ テザー付きチャイルド
シートの固定

11.. ISOFIX または I サイズ アンカー付きチャイルド
シートをリテーニング ラグ AA で正しく取り付けま
す。
> 「I サイズまたは ISOFIX システム付きチャイ

ルド シートの取り付け」の章（ 166ページ）
を参照してください。

22.. トップ テザー BB をヘッドレストに通してくださ
い。 容易に取り付けられるようにヘッドレストは
取り外すことができます。
> 「リヤ シートのヘッドレストの取り外しと取

り付け」の章（ 116ページ）を参照してくださ
い。

33.. トップ テザー BB をバックレスト後部のアンカー ポ
イントに固定し、トップ テザーを締め付けます。
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テスト スタンドでの点検
テスト スタンドでの点検

警警告告 有毒な排気ガスの吸い込
み

有毒な排気ガスの吸い込みにより重傷または致命傷を
負う危険があります。
排気ガスに含まれる無色無臭の一酸化炭素は、低濃度
でも有毒です。
e エンジンを作動した状態での作業は、屋外、また

は排気ガスの適切な排気システムが備わっている
環境でのみ行ってください。

警警告告 不十分な車両の固定

車両がしっかり固定されていない、または正しく固定
されていない場合、不意に動いたり、ジャッキやリフ
ティング プラットフォームなどのリフト装置から落下
したりする恐れがあります。 これにより深刻な怪我や
損傷を受ける場合があります。
e 車両をジャッキで持ち上げる場合、固く水平な場

所でのみ行ってください。
e 車両は必ず、車両下側にある規定のジャッキ アッ

プ ポイントで持ち上げてください。
e 車両の下に入って作業する場合は、必ず強固なサ

ポート スタンドで車体を支えてください。 この場
合、車両ジャッキは適していません。

e 車両をジャッキアップした後は、エンジンを始動
しないでください。 エンジンの振動により車両が
落下する恐れがあります。

パフォーマンス テスト
ポルシェ社ではローラー タイプ テスト スタンドでの
パフォーマンス テストを承認していません。

ブレーキ テストの実施
e ブレーキテストには、ローラータイプテストスタ

ンドのみを使用してください。
以下の制限値を超えないでください。
– 測定速度: 7.5km/h 以下
– 測定時間: 20 秒以内

エレクトリック パーキング ブレーキのテスト
e ブレーキ テスト スタンドでエレクトリック パーキ

ング ブレーキをテストするときは、イイググニニッッシショョ
ンンののみみをを OONN ににしし、、セセレレククタターー レレババーーををニニュューー
トトララルル ((トトラランンススミミッッシショョンン ロロッックク作作動動)) ににししなな
けけれればばななりりまませせんん。

車両が自動的にブレーキ テスト モードに切り替わり、
エレクトリック パーキング ブレーキのテストが可能に
なります。 インストルメント クラスターにメッセージ
が表示されます。
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デバイス マネージャー
デバイスマネージャーを開く
デバイス マネージャーは利用可能なデバイスとその接
続ステータスの概要を提供します。

e フッターの または を選択してください
(接続状態により異なります)。

接続ステータスの表示
シンボルの色と意味
– 緑色のシンボル: データ接続が有効
– 白色のシンボル: 接続は可能だが、有効になってい

ない
– シンボルがない: 接続不可能

選択できる機能:
– 電電話話: Bluetooth® 経由で接続された電話。 288

ページの 「携帯電話」の章を参照してください。
– ミミュューージジッックク: Bluetooth® を介して接続された

外部 Bluetooth® メディア ソース。 244ページ
の 「メディア」の章を参照してください。

– デデーータタ: アクセス ポイント経由でデータ接続が
確立されている。 226ページの 「ポルシェ コネク
ト」の章を参照してください。

– アアププリリ：WiFi 経由で接続されたアプリ。
アプリに関する詳細情報：www.porsche.com/

connect にアクセスしてください。
– リリンンクク：Apple CarPlay へのアクセスが許可さ

れた USB ポート経由で接続された iPhone。 281
ページの 「Apple CarPlay」の章を参照してくださ
い。

Bluetooth® 経由で新しいデバイスを
ペアリング
11.. フッターの または を選択してください

(接続ステータスにより異なります) e 新新ししいいデデババ
イイススをを検検索索。

22.. リストからデバイスを選択します。
6 桁の Bluetooth® コードが生成され、PCM とデ
バイスに表示されます。

33.. PCM およびデバイスに Bluetooth® コードが表示
されます。

44.. PCM とデバイスの Bluetooth® コードが一致する
場合、確定します。必要に応じて外部 SIMカード
の PINを PCM に入力します。
携帯電話が正常に接続されたら、デバイス概要に
表示されます。

ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム
(PCM) の操作に関するインフォメーション:
> 「ポルシェ コミュニケーション マネジメントシス

テム (PCM)」の章（ 230ページ）を参照してくだ
さい。

デバイス マネージャーの設定
e ヘッダーの または (接続状況により異な

る) e オプション を選択してください。

– 電電話話: 288ページの 「携帯電話」の章を参照して
ください。

– BBlluueettooootthh:
– BBlluueettooootthhの ON/OFF の切り替え。
– PPCCMM のの BBlluueettooootthh 名名を適合させる。

– WWiiFFii:
– WWiiFFiiをを起起動動/WWiiFFiiをを停停止止
– PPCCMMホホッットトススポポッットトをを設設定定: PCM の WiFi ア

クセス データを表示し、設定します。 この
データはデバイス (携帯電話など) を WiFi 経由

で PCM に接続したり、WiFi ホットスポットを
使用したりするために必要です。

– 接接続続さされれたたWWiiFFiiデデババイイスス: 登録済みのすべて
の WiFi デバイスのリスト。

– デデーータタ接接続続:
– デデーータタ接接続続の ON/OFF の切り替え。
– デデーータタ接接続続のの共共有有:WiFi デバイス用のデータ接

続を可能にします。
– PPCCMMホホッットトススポポッットト: PCM WiFi ホットスポット

の作動と停止。
– ペペアアリリンンググさされれたたデデババイイススをを削削除除
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ドライビングデータの表示（ト
リップ情報）
タッチ ディスプレイおよびインストルメント クラス
ターには、走行時間、走行距離、平均車速、平均燃費
などの一連のドライビング データが表示できます。
タッチ スクリーンと計器クラスタの動作の詳細につい
ては：
> 「インストルメント クラスターの操作」の章

（ 39ページ）を参照してください。
> 「タッチ ディスプレイの操作」の章（ 233ペー

ジ）を参照してください。

インストルメント クラスターのドラ
イビング データ表示
｢車両＆情報｣内の運転データの表示

11.. トトリリッッププ メニューを選択します。

22.. リストから表示項目を選択します。

ドライビング データをリセットする

11.. トトリリッッププ e リリセセッットト

22.. リストから表示項目を選択します。

ダッシュボードのタッチディスプレ
イのドライビング データ表示
ドライビング データを表示する

11.. 車車両両 e トトリリッッププ

22.. 必要なディスプレイにスクロールします。

個人設定走行

11.. 車車両両 e トトリリッッププ e オプション e 走走
行行ををカカススタタママイイズズすするる

22.. 多種多様な運転データをドラッグ＆ドロップを用
いて4つのフィールドに割り当てることができま
す。 特定の運転データを複数の項目に割り当てる
ことはできません。

ドライビング データをリセットする

e 車車両両 e トトリリッッププ e e トトリリッッププデデーー
タタををリリセセッットトすするる
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トランスミッション
ポルシェ ティプトロニック S での走
行
ティプトロニック S はオートマチック モードとマニュ
アル シフト モードを備えた 8 段変速オートマチック
トランスミッションです。
オオーートトママチチッックク シシフフトト モモーードド (作動モード DD) ではギ
ヤが自動的にシフトされます。 ステアリング ホイール
のシフト パドルを操作することにより、一時的にオー
トマチック シフト モードからマニュアル シフト モー
ドに切り替えることができます。
ママニニュュアアルル シシフフトト モモーードド (作動モード MM) では、セレ
クター レバーまたはステアリング ホイール上にあるシ
フト パドルの操作でギヤを変更できます。
DD モードと MM モードは、走行中も必要に応じて切り替
えられます。
e オートマチックとマニュアルのどちらのシフト

モードでも、ステアリング ホイールのギヤシフト
パドルを誤って操作しないように注意してくださ
い。思わぬタイミングでギヤ シフトが発生してし
まいます。

図 122：作動モードの変更

11 リリース ボタン
22 トランスミッション パーキング ロック (P ボタン)

作動モードの変更
イグニッションが OFF の場合、作動モード PP が有効と
なり、セレクター レバーはシフト ゲート内で自由に動
かせます。
作動モードはセレクター レバーのリリース ボタン (11)
を押した場合にのみ変更できます。 作動モード PP また
は NN から切り替える時には、リリース ボタンに加え、
ブレーキ ペダルを踏んでください。 作動モード DD か
ら作動モード MM にのみ切り替えが可能です。 作動
モード PP に切り替えるには、セレクター レバーの P ボ
タン (22) を押すか、イグニッションを OFF にします。
各操作の後、セレクター レバーは元の中央位置に戻
り、選択されている作動モードがインストルメント パ
ネルに表示されます。
> 「作動モードと締結ギヤのインジケーターを読み

取る」の章（ 172ページ）を参照してください。

リリース ボタン
セレクター レバー上のリリース ボタン (11) は、誤って
ギヤが変更されないようにするための機構です。 モー
ド変更の前には必ずこのボタンを押します。

P ボタン
セレクター レバーの P ボタン (22) は、トランスミッ
ション パーキング ロックを作動させます。 イグニッ
ションが OFF のとき、DD、MM または RR 作動モードでト
ランスミッション パーキング ロックが自動的にかかり
ます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両から離れる (運転席シート ベルトが着用されてい
ない、運転席のドアが開いている、ブレーキ ペダルを
踏んでいない) ときは、DD、MM または RR 作動モードで
もトランスミッション パーキング ロックがかかりま
す。
運転席ドアが開いており、運転席シート ベルトが着用
されていない状態でも、エレクトリック パーキング ブ
レーキを手動で解除し、必要に応じて任意の作動モー
ド DD、MM または RR に切り替えると、車両を移動させる
ことができます。 この場合、パーキング ブレーキは解
除され、任意の作動モード DD、MM または RR が選択され
た状態のままになり、トランスミッション パーキング
ロックは自動的に作動しません。

> 「エンジンの始動および停止」の章（ 67ページ）
を参照してください。

エンジンの始動
エンジンは、ブレーキ ペダルが踏まれており、モード
PP または NN が作動中の場合に限り始動できます。
E-Hybrid 車両の始動に関する情報：
> 「ハイブリッド車両」の章（ 184ページ）を参照

してください。

車両の発進
e 発進するために希望する走行作動モード (DD、MM ま

たは RR) は、エンジンがアイドリング状態で、ブ
レーキ ペダルを踏んでいるときにのみ選択してく
ださい。

e ギヤが入ると車両はゆっくりと動き出すため、発
進の準備が整うまでブレーキ ペダルから足を放さ
ないでください。

坂道での発進
> 「HOLD 機能：停止制御」の章（ 283ページ）を

参照してください。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

トランスミッション

172

車両の停止
e 信号待ちなど短時間の停車時は、セレクター レ

バーを作動モード DD のままにし、ブレーキ ペダル
を踏んでください。

e 上り坂ではアクセル ペダルを踏んで停止位置を保
つようなことはしないでください。 ブレーキ ペダ
ルを踏むか、エレクトリック パーキング ブレーキ
を作動させてください。

e 車両から離れるときは、必ずエレクトリック パー
キング ブレーキをかけ、作動モード PP を有効にし
てください。

駐車
e アクセル ペダルは控えめに使ってください!
e 狭い場所での駐車時や操舵時は、フットブレーキ

を慎重に使用し速度をコントロールしてくださ
い。

作動モードと締結ギヤのインジケーターを読み取
る

図 123：インストルメント パネルのモードと締結ギヤ インジ
ケーター

エンジン作動中に、作動モードと締結ギヤが表示され
ます。
ブレーキをかけていない状態で不意にセレクター レ
バーが PP または NN 位置から異なるモードに動いてし
まった場合、このモードは点滅し、駆動力がカットさ
れます。
e 発進するには、ブレーキをかけ、セレクター レ

バーを再び PP または NN から希望のモードに動かし
てください。

インストルメント パネル内での作動モード R ま
たは D の点滅
駆動力が伝達されません。
原因；
– フット ブレーキを踏まずにセレクター レバーが切

り替えられた。

– 最高許容速度以上で、または進行方向と反対にセ
レクター レバーを RR または DD にシフトした。

対策：
e フットブレーキを踏んでから、再び作動モードを

NN から希望するモードに切り替えます。

作動モード
P - パーキング ロック
e 車両が停止してからのみ、P ボタンを使ってパーキ

ング ロックをかけてください。 作動モード PP が点
滅している場合、パーキング ロックがかかってい
ません。 車両が不意に動き出す恐れがあります。
もう一度 P ボタンを押すか、イグニッションを
OFF にしてください。

R - リバース ギヤ
e セレクター レバーの選択は、車両が停止しブレー

キをかけてからにしてください。

N - ニュートラル
たとえば、洗車機を使用するときなどは、作動モード
NN を必ず選択してください。
e 発進するために希望する走行作動モード (DD、MM ま

たは RR) は、エンジンがアイドリング状態で、ブ
レーキ ペダルを踏んでいるときにのみ選択してく
ださい。

D - オートマチック シフト モード
e 「通常」の走行時には、作動モード DD を使用して

ください。 アクセル ペダルの踏み込み方と車速に
より、ギヤが自動的に切り替わります。
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イインンフフォォメメーーシショョンン

ステアリング ホイールのギヤ シフト操作により、一時
的にオートマチック シフト モード DD からマニュアル
シフト モード MM に切り替えることができます。
例：
– カーブや市街地に入る前にシフトダウンしたいと

き
– 下り坂でエンジン ブレーキをかけるためにシフト

ダウンしたいとき
– 急加速のためににシフトダウンしたいとき
マニュアル セレクション モードが維持されます:
– オーバーラン時
– 車両が交差点などで停車したとき
マニュアル シフト モードが再び終了します：
– オーバーラン時以外は、自動的に約 6 秒後

M - マニュアル シフト モード

図 124：セレクター レバーのマニュアル選択モード

ステアリング ホイールのギヤシフト パドルまたはセレ
クター レバーの操作により、ドライバーは 8 速前進ギ
ヤを快適かつ安全に選択することができます。
e セレクターレバーをDDからMMの位置に押してくだ

さい。
現在のギヤは、DD から MM にシフトしてもそのまま維持
されます。

MM から DD にシフトする場合は、現在のドライビング
スタイルに適した変速特性が選択され、適切なギヤに
シフトされます。

図 125：シフト パドル付きステアリング ホイール

セレクター レバーまたは右「+」ギヤシフト パドルで
のシフトアップ
e セレクター レバーまたは右側シフト パドルを手前

に引いてください。

セレクター レバーまたは左「–」ギヤシフト パドルで
のシフトダウン
bb ACC またはクルーズ コントロール モードが有効で

ない。
e セレクター レバーを前方に押してください。また

は左側シフト パドルを手前に引いてください。

低燃費走行のためのシフトアップ プロンプト

図 126：シフトアップ インジケーター A

燃費重視の運転を促すシフトアップ インジケーター AA
は、ドライバーが経済的な運転をできるよう支援しま
す。 選択しているギヤ、エンジン回転数、アクセル ペ
ダルの踏み込み方に応じて、シフトアップ インジケー
ターが点灯し、1 段高いギヤにシフトアップする適切
なタイミングをお知らせします。
e シフトアップ インジケーターが点灯したときは、1

段高いギヤにシフトアップしてください。

キックダウン機能を作動させる
キックダウン機能は、作動モードを DD および MM にす
ると有効になります。
e 追い越し時などで大きな加速力が必要な場合は、

アクセル ペダルを素早くいっぱいに踏み込んで
(キックダウン) ください。

車速とエンジン回転数に応じて、トランスミッション
がシフトダウンされます。 そのギヤでのエンジン回転
数の許容上限に達するまで、シフトアップされませ
ん。
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惰性走行モードで走行する
bb Cayenne、Cayenne Coupé、Cayenne S、

Cayenne S Coupé、Cayenne GTS、
Cayenne GTS Coupé、Cayenne Turbo、
Cayenne Turbo Coupé。

惰性走行モードでは、締結しているギヤが自動的に解
除され、それによってエンジンのブレーキ効果が回避
されます。 車両はアイドル回転数で走行します。
ドライバーは、手動の惰性走行モードを開始できま
す。
ドライバーは自動惰性走行モードを要求することがで
き、このモードはシステムによって自動的に開始され
ます。

自動惰性走行モードの要求
bb Cayenne、Cayenne Coupé、Cayenne S、

Cayenne S Coupé、Cayenne Turbo、
Cayenne Turbo Coupé。

bb オート スタート / ストップ機能が ON になってい
る。

bb 通常走行モードが選択されている。
bb 作動モード DD が選択されている。
bb ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) が

有効になっている。
bb クルーズ コントロールが作動していない。
bb アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) が無効

になっている。
bb 車両が作動温度に達している。
bb ゆるやかな上り / 下り勾配。
bb 市街地外での走行。
bb 他のアシスタンス システムからのデータにより、

惰性走行モードが可能 (国によって異なる。例：前
方の車両までの距離、マップ データに基づく今後
の道路ルート)。

e アクセル ペダルからゆっくりと足を離します。
システムは走行データを評価し、適切な走行状況
で自動的に惰性走行モードを開始します。

グライダー モードを手動で開始する
bb Cayenne、Cayenne Coupé、Cayenne S、

Cayenne S Coupé、Cayenne GTS、
Cayenne GTS Coupé、Cayenne Turbo、
Cayenne Turbo Coupé

bb 通常走行モードが選択されている。
bb 作動モード DD が選択されている。
bb ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) が

有効になっている。
bb クルーズ コントロールが作動していない。
bb アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) が無効

になっている。
bb ゆるやかな上り / 下り勾配。
bb オート スタート / ストップ機能が作動している (-

Cayenne のみ、Cayennenne Coupé、
Cayenne S、Cayenne S Coupé、
Cayenne Turbo、Cayenne Turbo Coupé)。

11.. アクセル ペダルから足を完全に離してください。
22.. ギヤシフト パドルまたはセレクター レバーを使用

して、可能な限り高いギヤに手動でシフトアップ
します。
惰性走行モードが開始されます。

惰性走行モードの終了
e アクセル ペダルを踏みます。

–または –
e シフトパドルまたはセレクターレバーを

使用してギヤを切り替えます。
エンジンが締結され、惰性走行モードが終
了します。

パフォーマンス スタートを使用した発進
パフォーマンス スタート機能は、停車状態から最大加
速を達成します。

警警告告 車両のコントロールの喪
失、または他の通行者へ
の危険

特定の状況では (路面状態が悪いとき、集中力が低下し
たときなど)、車両の制御が失われたり、他の道路利用
者に危険がおよんだりする恐れがあります。
e 路面状況や周囲の交通状況から判断して、安全が

確保できる場合に限ってパフォーマンス スタート
を使用してください。

e 他の通行者を危険にさらす状況ではパフォーマン
ス スタートを使用しないでください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

通常の発進に比べて、最大加速での発進が構成部品に
与える負荷は劇的に増大します。

bb エンジンが作動温度に達している。
bb スポーツ プラス モードが ON になっている。
11.. 左足でブレーキ ペダルを確実に踏んでください。
22.. 素早くアクセル ペダルをいっぱいに踏み込んで、

そのまま保持してください。
エンジン回転数は自動的に横ばい状態になりま
す。 インストルメント パネルに表示されるメッ
セージは、パフォーマンス スタート機能が作動し
ていることを示します。

33.. 数秒以内にブレーキを解除します。

E ローンチを使用した発進
bb E-Hybrid 車両
e-Launch 機能で、停車状態から電気のみを使用して
最大加速度で発進することができます。
bb 高電圧バッテリーが可能な限り完全に充電されて

いる。
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11.. E パワー モードを起動します。
22.. 左足でブレーキ ペダルを踏みます。
33.. 有効な E ローンチ機能に関するメッセージがイン

ストルメント パネルに表示されるまでアクセル ペ
ダルを踏み込み、そのポイントで停止します。

44.. 数秒以内にブレーキを解除します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

E-POWER 走行プログラムでは、アクセル ペダルにハ
イブリッド特有のエンド ポイントがあります。 このエ
ンド ポイントを超えると、内燃エンジンが始動しま
す。
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電気ソケット
危危険険 感電、ショート、または

火災

車両の通電部品に触れると、感電する恐れがありま
す。
ソケットの不適切な使用は、回路をショートさせる場
合があります。 回路の短絡が原因で火災が発生する恐
れがあります。
e お子様だけを車内に残さないでください。
e 液体がソケットに入らないようにしてください。

ソケットに液体が入った場合は、使用する前にソ
ケット内が完全に乾燥し、液体が残っていないこ
とを確認してください。

e アダプターまたは延長ケーブルを使用しないでく
ださい。 アダプターまたは延長ケーブルを使用す
ると、100V ソケットのチャイルド プロテクショ
ン機能が無効になり、通電されます。

知知識識

接続した機器が損傷する恐れがあります。
e 100V ソケット用に設計された機器のみを接続して

ください。
e ソケットに接続した機器の消費電力が150Wを超

えないようにしてください。
e 蛍光灯を含むライト類を接続しないでください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

接続した機器が加熱する恐れがあります。 これにより
過電流保護回路が起動することが妨害される場合があ
ります。
e 機器の電源を外し、約10秒後に再度接続してくだ

さい。

車両の装備仕様により、次のいずれかの位置にソケッ
トが取り付けられています：

– グローブ ボックスの下側
– フロント センター コンソール
– 進行方向左側のラゲッジ コンパートメントのサイ

ド トリム パネル

充電アダプターの接続
知知識識

電気系統を損傷する恐れがあります。
e 適切な充電アダプターのみを使用してください。

不適切な充電アダプターにより、プラグ ソケット
が損傷を受ける可能性があります。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– ソケットはイグニッションが OFF の状態でも使え
ます。 アクセサリーが ON になっていると、バッ
テリーは放電します。 車両のバッテリーを保護す
るため、30 分後に電源の供給が遮断されます。 電
装品への電源供給を再開するには、イグニッショ
ンは再度 ON にしてください。

– プラグ ソケットの最大電流値は、20 A です。複数
の電装品を同時に使用する場合は、プラグ ソケッ
ト 1 つ当たりの電流値が 10 A を超えないようにし
てください。

– シールドされていない機器を使用すると、電波干
渉や車両電装品の誤動作の原因となることがあり
ます。

図 127：12Vプラグ ソケットおよびシガー ライター用の充電
アダプター

AA: 使用可能な充電アダプターは、グラウンド端子部か
ら充電アダプター上端までの距離 XX が約約 1166 mmmm未未満満
です。
BB: 使用不可能な充電アダプターは、グラウンド端子部
から充電アダプター上端までの距離 XX が 約約 1166 mmmm以以
上上です。
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ナイト ビュー アシスト

図 128：ナイト ビュー アシストのサーマルイメージ

ポルシェのナイト ビュー アシストには、以下の機能が
ついています:
– サーマルイメージの表示
– 歩行者と動物の警告
ナイト ビュー アシストのサーマル イメージング カメ
ラは車両フロント部にあり、周囲のサーマル イメージ
を表示します。画像は、インストルメント クラスター
の車両および情報ディスプレイに表示することができ
ます。 このシステムは、ヘッドライトが照らす範囲外
にいる人や動物を検出でき、カメラ画像の中でそれら
を強調表示します。
サーマル イメージング カメラは、熱放射の帯域のみを
感知します。そのため、このカメラの画像は人間の目
に知覚できる映像とはかなり異なる場合があります。
ナイト ビュー アシストは、周囲がかなり暗く、温度が
28 °C 未満の場合に人と動物を検出します。
衝突が起こりそうな状況、または走行中に人に危険な
ほど接近して通り過ぎる状況で、システムの制限の限

界内で警告します。 この場合、システムはドライバー
に視覚および聴覚で警告します。 カメラ画像では、人
が赤でマークされて表示されます。 ポルシェ ダイナ
ミック ライト システム プラス装備車両では、危険に
さらされている人を点滅表示し、認識しやすいように
しています。
郊外で動物との衝突が起こりそうになる前にも、シス
テムの限界内で警告します。 この場合、システムはド
ライバーに視覚および聴覚で警告します。 カメラ画像
では、動物が赤でマークされて表示され、ドライバー
が危険物の位置を認識するのをサポートします。

警警告告 集中力の低下およびナイ
ト ビュー アシストにより
障害物が検出されない

ナイト ビュー アシストはサポート システムであり、
あらゆる状況下で衝突が差し迫っている状況を警告す
るものではありません。 事故を起こす恐れがあります!
適時ブレーキをかけることおよび状況に適した車両の
ライトの点灯は、常にドライバーの責任です。
e 十分注意して運転してください。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。

注注意意 ナイト ビュー アシストの
制限または使用不可

例えば、駐車場の段差などでバンパーへの衝撃や損傷
があると、カメラが作動することがあります。 これ
は、システムの性能を損なう可能性があります。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

歩行者警告

図 129：インストルメント クラスターの歩行者警告

システムが、歩行者との衝突の危険を検知した場合、
スピードが約 250 km/h の範囲内であれば、警告音お
よびインストルメント クラスターの適切な警告表示で
ドライバーにお知らせします。 歩行者が走行車線内で
立ち止まっている場合、もしくは走行車線内へ移動し
ている場合に警告が発せられます。 ポルシェ ダイナ
ミック ライト システム プラス装備車両では、危険に
さらされている人を点滅表示し、検知しやすいように
しています。 この警告が発せられた場合でも、歩行者
を避けるために進路を変え、急ブレーキをかけて衝突
を回避する必要があるかもしれません。 交通状況とド
ライバーの運転方法で、警告のタイミングが異なるこ
とがあります。
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動物警告

図 130：インストルメント クラスターの動物警告

動物警告は、大きい野生動物 (市街地外にいる鹿など)
によって引き起こされる危険に反応します。 走行予定
の車線内に動物がいたり、危険を及ぼすほど接近した
りする場合に動物警告が発せられます。 動物警告は市
街地では自動で無効になり、リードにつながれた犬な
どによって警告が誤作動するのを防止します。

ナイト ビュー アシストの ON/OFF
切り替え
e アアシシスストト e ナナイイトトビビュューーアアシシスストト

衝突警告および画像調整の設定
衝突警告のタイミングおよびナイトビュー アシストの
イメージ パラメーターは PCM で設定できます。

e アアシシスストト e eアアシシススタタンンスス シシスステテムム設設
定定 e ナナイイトトビビュューーアアシシスストト

ナイト ビュー アシスト ステータス ディスプレイ

シシンンボボ
ルル

イインンスストトルル
メメンントト クク
ララススタターー

意意味味

速度＆アシ
ト機能ディ
スプレイ

ナイト ビュー アシスト
はバックグラウンドで
作動します。

車両＆情報
ディスプレ
イ

カメラ画像が表示され
ている場合、車外の状
況 (外気温度や明るさ)
が原因でシステムはヒ
トや動物を確実には検
出できないことを示し
ています。 この場合、
警告機能は使用できま
せん。

イインンフフォォメメーーシショョンン

e 車両の前側のナイト ビュー アシストのサーマル イ
メージング カメラは、定期的に清掃してくださ
い。

ナイト ビュー アシスト カメラの清掃
フロント ウィンドウ ウォッシャー システムを繰り返
し操作すると、ナイト ビュー アシスト カメラが自動
的に清掃されます。
> 「リヤ ワイパーの操作」の章（ 214ページ）を参

照してください。
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ナビゲーション
概要説明 – ナビゲーション
この概要説明は包括的な記述に代わるものではありま
せん。 操作する際は、この概要のみでなく安全に関す
る指示および警告を必ずお読みください。
ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム
(PCM) の操作に関するインフォメーション:
> 「ポルシェ コミュニケーション マネジメントシス

テム (PCM)」の章（ 230ページ）を参照してくだ
さい。

図 131：目的地の検索 / 入力

希望する操作 操作方法 操作場所

目目的的地地をを検検索索すするる e ヘッダーで ナナビビ e を選択してください (AA を参照)。
–– ままたたはは ––
ナナビビ e 目目的的地地 e オオンンラライインン検検索索1

–

ココンンシシェェルルジジュュ ササーービビススをを選選択択すするる e ナナビビ e ポポルルシシェェココンンシシェェルルジジュュ (BB を参照) e ポポルルシシェェココンンシシェェルルジジュュササーービビススにに連連
絡絡2

> p. 180

目目的的地地のの住住所所をを入入力力 e ナナビビ e 目目的的地地 e 目目的的地地入入力力 (CC を参照) –

目目的的地地履履歴歴をを選選択択 e ナナビビ e 目目的的地地 /おお気気にに入入りり e 目目的的地地履履歴歴 (DD を参照)/保保存存ししたた 目目的的地地 –

施施設設情情報報をを入入力力 e ナナビビ e 目目的的地地 e 施施設設情情報報 –

GGPPSS 座座標標をを入入力力 e ナナビビ e 目目的的地地 e オプション e GGPPSS座座標標をを入入力力 –

1. 必要条件: データ接続を確立していること。
2. 必要条件: データ接続が確立されていること。
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希望する操作 操作方法 操作場所

ルルーートト案案内内のの開開始始 // 終終了了 e ナナビビ e 目的地の入力 e ルルーートト案案内内をを開開始始 または停停止止 を選択してください。 –

保保存存ししたた目目的的地地をを選選択択 e ナナビビ e おお気気にに入入りり e 保保存存ししたた目目的的地地 –

連連絡絡先先かからら目目的的地地をを選選択択 e ナナビビ e おお気気にに入入りり e 連連絡絡先先 –

ママッッププ ビビュューーをを開開くく e ナナビビ e ママッッププ –

ルルーートト オオププシショョンンをを表表示示 (代替ルート) e ナナビビ e ママッッププ e オプション e ルルーートトオオププシショョンン –

交交通通情情報報をを表表示示 e ナナビビ e VVIICCSS > p. 182

オオンンラライインン ナナビビゲゲーーシショョンンのの有有効効化化 e ナナビビ e オプション e ナナビビゲゲーーシショョンン設設定定 e オオンンラライインンナナビビゲゲーーシショョンンササーービビスス e オオ
ンンラライインンナナビビゲゲーーシショョンン

–

ポポルルシシェェ ココネネククトト アアププリリをを使使用用すするる ((例例:: オオンン
ラライインン ママッッププ アアッッププデデーートト))

bb データ接続が確立されている。 ポルシェ コネクト サービスが起動中です。 ポルシェ コネクト
に関する詳細は下記から入手できます
> www.porsche.com/connect

> p. 226

EETTCC をを表表示示 e 車車両両 e EETTCC > p. 182

警警告告 道路交通法を無視するこ
とによる事故の危険性。

案内されたルートが有効な道路交通法と反する場合
は、いつでも国固有の交通規則が適用されます。 ドラ
イバーは常に安全運転に努める責任があります。
e 常に周囲の交通状況に注意してください。
e 視界、天候、路面、および交通状況に合わせたド

ライビング スタイルと速度で走行してください。

警警告告 システム関連の不正確さ
および不具合による事故
の危険性

人工衛星に基づくナビゲーション中は、不適切な指示
や不具合の可能性を排除することができません。 ドラ
イバーは常に安全運転に努める責任があります。
e 常にオフロードの状態に注意してください。

ポルシェ コンシェルジュの開始
コンシェルジュは、ナビゲーション データを使用した
ドライバーのパーソナル アシスタントです。
bb SIM カード経由でデータ接続が正常に確立されま

した。

bb 携帯電話は PCM に Bluetooth® 経由で接続されま
した。

11.. を選択します。 ナナビビ e 目目的的地地 e ポポルル
シシェェココンンシシェェルルジジュュ e ポポルルシシェェココンンシシェェルル
ジジュュササーービビススにに連連絡絡。
コンシェルジュ エージェントが呼び出されます。

22.. 目的地をリクエストします。

33.. コンシェルジュが通話を終了した後に、ナビゲー
ション データが PCM に送信されます。 そのた
め、先に通話を終了しないでください。

44.. POI または個々の目的地を選択し、 を選択し
ます。
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イインンフフォォメメーーシショョンン

– 現在位置やナビゲーション目的地の地理的位置な
どのポルシェ コンシェルジュ データを使用してい
る場合は、車両識別データおよび言語設定がコン
シェルジュ コンタクト センターに転送されます。

– ポルシェ コンシェルジュへの通話ごとに最大 5 つ
の目的地のナビゲーション データを PCM に送信
できます。

地図からの目的地入力
11.. ナナビビ e ママッッププ を選択してください。

22.. 地図上で目的地をタッチして長押ししてくださ
い。

33.. を選択して、ルート案内を開始します。

ツアーを計画する (経由地の入力)
ツアーは 1 つの目的地、および 1 つ以上最大 8 までの
経由地で構成されます。

ツアーの入力および開始

11.. ナナビビ e目的地を入力する eルルーートト案案内内をを開開始始
。

22.. オプション e ルルーートトをを編編集集 e 新新ししいい経経由由地地
。

33.. 経由地を入力または選択します。

44.. 経経由由地地ととししてて追追加加 e ツツアアーー開開始始。

ツアーを保存する
bb ツアーが開始しました。

e オプション eルルーートトをを編編集集 eオプション
e ツツアアーーをを保保存存

ツアーの呼び出し
bb ツアーが保存されました。

11.. ナナビビ e おお気気にに入入りり e 保保存存ししたた 目目的的地地

22.. 保保存存さされれたたツツアアーー e 希望するツアーを選択して
ください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

経由地は後で変更することができます。 変更するに
は、ナナビビ e 目目的的地地 e オプション e ルルーートト
をを編編集集を選択し、該当する経由地を押したまま希望の
位置に移動させてください (ドラッグ & ドロップ)。

スマート ルート
同一のルートが 2 度走行された場合に、スマート ルー
トは自動的に作成されます。

スマート ルートを作動させます

11.. ナナビビ eオプション eナナビビゲゲーーシショョンン設設定定

22.. ススママーートトルルーートトで、ススママーートトルルーートト機能を作動
させます。

のシンボルは地図の右下に表示されます。

スマート ルートへのアクセス
bb スマート ルートが作動している。

11.. ナナビビ e ママッッププ

22.. 地図の右下から を選択します。

33.. 候補のリストから希望のスマート ルートを選択し
てください。

44.. 開開始始 を選択します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– 最大 3 つの目的地が作成され、各目的地のために
最大 3 つのルートを利用できます。 候補のルート
は同一のルートが利用される頻度順に応じてリス
トされています。

– 利用可能なスマート ルートの交通状況は、現在の
車両位置に基づいて表示されます。

– PCM は、そのルートを走行する日が平日なのか週
末なのかを判断します。 記録されたスマート ルー
トは、週末か週中かのいずれかで適切な時にのみ
表示されます。

– ススママーートトルルーートトを開くと、案内中のルート案内を
停止します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

一度保存されたスマート ルートは、機能を無効に設定
した後でもナナビビ e ママッッププ e オプション e
ナナビビゲゲーーシショョンン設設定定 e ススママーートトルルーートトで削除しない
限りは、保存された状態のままになります。

地図コンテンツの設定
11.. ナナビビ e ママッッププ e (ヘッダー部)

22.. 地図コンテンツの起動 / 停止 (国別仕様による):

– 33DDママッッププ: 3D マップ ビュー (と 2D ビュー) の表
示または非表示を切り替えます。
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– オオーートトズズーームム: 地図のオートズーム機能の有効また
は無効を切り替えます。

– GGooooggllee EEaarrtthh: 地図のサテライトビューの表示 /
非表示を切り替えます。

– 天天気気1: 地図の天気情報の表示 / 非表示を切り替え
ます。

– 施施設設情情報報をを表表示示: 地図上の施設情報の表示または非
表示を切り替えます。

– ココンンパパスス: 地図上のコンパスの表示または非表示を
切り替えます。

– EE走走行行可可能能距距離離: 残りの電動走行可能距離の表示ま
たは非表示を切り替えます。

交通情報の表示
地図上に交通情報を表示2

地図上で、現在地または選択したルートに関する次の
交通情報を表示することができます:
– 斜斜線線区区間間: 交通渋滞の長さを示します。
– 色色付付きき警警告告シシンンボボルル: 選択したルート上に差し迫っ

た交通渋滞。 ルート案内が有効でない場合は、現
在の交通渋滞がカラー表示されます。

– ググレレーー表表示示のの警警告告シシンンボボルル: 選択したルート上に
はない交通渋滞。

VICS/ITS スポット交通情報のリストの表示

11.. ナナビビ e VVIICCSS
VVIICCSS アイコンに表示されている数字は、選
択したルート上の交通情報通知の件数を示してい
ます。

22.. 交交通通情情報報通通知知 を選択します。

交通渋滞の回避
ルート案内で交通渋滞を自動的に回避または表示する
ことができます。

e ナナビビ eオプション eルルーートトオオププシショョンン e
ダダイイナナミミッッククリリルルーートト/交交通通情情報報通通知知をを参参照照 を
有効にします。

交通案内は、ラジオ放送局またはオンライン コンテン
ツ プロバイダーから発信されます。 従いまして、この
情報の完全性および正確性に関してポルシェでは責任
を負いかねます。

マップ ビューおよびナビゲーション
情報をインストルメント クラスター
に表示する
インストルメント クラスターの操作に関するインフォ
メーション:
> 「インストルメント クラスターの操作」の章

（ 39ページ）を参照してください。

地図画面の表示および設定
11.. インストルメント クラスターの車両 & 情報ディス

プレイにあるマップ ビューを選択します。
22.. マルチファンクション ステアリング ホイールから

希望のオプションを選択してください:
– ズズーームム手手動動:: 地図の縮尺を地図画面に合わせて調節

します。
– 自自動動ズズーームム: このとき地図の縮尺は自動調節されま

す。
– 33DDママッッププ: 立体地図を表示します。
– ノノーーススアアッッププ: 地図は常に北向きになります。
– ママッッププ情情報報: インストルメントクラスターの車両&

情報ディスプレイにあるマップ ビューが選択され

ていない場合は、ナビゲーション使用時に地図が
自動的に表示されます。

– 矢矢印印情情報報: ナナビビゲゲーーシショョンン インストルメント クラ
スターの速度 & アシスト機能ディスプレイのメ
ニューが選選択択さされれてていいなないい場合は、ナビゲーショ
ン使用時にメニューが自動的に表示されます。

ナビゲーション情報をインストルメント クラス
ターに表示する
e インストルメント クラスターの速度 & アシスト機

能ディスプレイにあるナナビビゲゲーーシショョンンメニューを
選択します。
> 「インストルメント クラスターの概要」の章

（ 37ページ）を参照してください。

ナビゲーション設定の変更
e ナナビビ eオプション eナナビビゲゲーーシショョンン設設定定

e ご希望の設定を選択してください:

道路通行料自動徴収システム (ETC)
の使用

図 132：グローブ ボックス内のETCカード リーダー

1. 必要条件: データ接続を確立していること。 ポルシェ コネクト サービスが起動中です。
2. 必要条件: データ接続を確立していること。 ポルシェ コネクトサービスが起動中です。
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ETC カードの挿入および取り出し
11.. 有効な ETC カードをカード リーダーにロックされ

るまで差し込んでください。
22.. ETC カードを取り出すには、 ボタンを押して

ください。
カードの紛失またはカードのエラーを示す
は、ヘッダーに表示されます。

ETC 設定
bb ETC カードが挿入されている

e 車車両両 e EETTCC e 支支払払いい方方法法

– 通通行行料料通通知知
– 料料金金案案内内音音声声
– EETTCCカカーードド抜抜きき忘忘れれ警警告告



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

ハイブリッド車両

184

ハイブリッド車両
警告ラベル
ハイブリッドシステムの構成部品には、構成部品や高
電圧部に触れないよう警告する警告ラベルが貼付され
ています。

e いかなる場合も、警告ステッカーまたは警告標識
を除去したり、汚損したり、判読不能にしたりし
ないでください。

e いかなる場合も、警告ステッカーが貼付されてい
るハイブリッド システム構成部品のカバーを除去
しないでください。

図のキー

誤った操作により感電
する恐れがあります。

危険なエレクトリカル
電圧の警告。

危険!

ハイブリッド システム
構成部品および取扱説
明書の指示に従いま
す。

ハイブリッド作動モード
車両はパラレル プラグイン ハイブリッド ドライブに
より、以下のハイブリッド作動モードで走行すること
が可能になります：
– モーター ジェネレーターによる走行。
– 内燃エンジンの駆動により走行します (内燃エンジ

ンはモーター ジェネレーターを介して並行して高
電圧バッテリーを充電します)。

– モーター ジェネレーターおよび内燃エンジンによ
る走行。 モーター ジェネレーターは車両を駆動さ
せるために内燃エンジンも支援します (ブース
ト)。

– 再生による走行 (エネルギー回生)：モーター ジェ
ネレーターは、たとえばブレーキ作動中、内燃エ
ンジン作動時に車両がオーバーランしていると
き、あるいは下り坂走行中に自動的に、高電圧
バッテリーを充電します。

電力による走行の作動条件

イインンフフォォメメーーシショョンン

エンジン オイル内に燃料が溜まるのを防ぐため、時に
は、内燃エンジンを作動させた状態でより長い距離を
走行してください。

bb 高電圧バッテリーが十分に充電されている。
bb エンジン湯音が約 0 °C 以上。
bb 高電圧バッテリーが適温 (低すぎることも高すぎる

こともない)。
bb モーター ジェネレーターの温度が高すぎない。
bb ボンネットが閉じている。
これらの条件が満たされていない場合、インストルメ
ント クラスターにメッセージが表示されます。

車両の始動
bb 車両プラグが車両充電ポートに挿入されていませ

ん。

11.. フットブレーキを踏んでください。
22.. セレクター レバーの PP ボタンを押すか、作動モー

ドの NN を選択してください。
33.. アクセル ペダルは踏まないでください。
44.. コントロール ユニットをイグニッション ロック位

置 22 に一時的に回してください。
インストルメント クラスターに RREEAADDYY と表示さ
れます。
エンジンが始動した後は通常の運転操作で発進で
きます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両プラグが車両充電ポートに挿入されている状態で
車両を始動すると、メッセージがインストルメント ク
ラスターに表示されます。
e 約 20 秒以内に、車両充電ポートから車両プラグを

引き抜いてください。

降車時の作動
エンジンの自動停止時に降車する (運転席シート ベル
トを着用しておらず、運転席のドアが開いており、ブ
レーキ ペダルを踏んでいない場合) と、エンジンは自自
動動的的にに始始動動ししまませせんん。 さらに、作動モード DD、RR、ま
たは MM になっている場合：
– エレクトリック パーキング ブレーキがかかりま

す。
– トランスミッション パーキング ロック PP に入れま

す。
運転席ドアが開き、運転席シート ベルトが外れた状態
でも、エレクトリック パーキング ブレーキを手動で解
除すると車両を移動させることができます。 この場
合、パーキング ブレーキは解除され、トランスミッ
ション レンジは選択された位置のままになります。
降車後 30 秒以内に下記のいずれかに該当すると、自
動エンジン始動が再び可能になります。
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– ブレーキ ペダルが踏まれ、運転席ドアが閉められ
るか、運転席シート ベルトが着用された場合。
–– ままたたはは ––

– 運転席ドアを閉じ、運転席シート ベルトを着用し
た場合。
–– ままたたはは ––

– パーキング ブレーキが手動解除され、車両の作動
モードが DD、RR または MM である。
–– ままたたはは ––

– ブレーキ ペダルが踏まれており、走行プログラム
が変更されている。
–– ままたたはは ––

– 車両が 2 km/h を超える速度で動いている状態でブ
レーキが踏まれた場合。

上記の条件のいずれも満たされなかった場合、車両か
ら離れて 30 秒後にエンジンを手手動動で始動する必要が
あります。 エンジンを手動で始動することを促すメッ
セージが、インストルメント クラスターに表示されま
す。
> 「車両の始動」の章（ 184ページ）を参照してく

ださい。
降車後の車両の反応は、運転席シート ベルトが適切に
使用されているかどうかに応じて異なります。
> 「シート ベルト」の章（ 119ページ）を参照して

ください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

状況により、内燃エンジンを自動始動することができ
るように、ブレーキ ペダルを踏み込むことを促すメッ
セージがインストルメント クラスターに表示される場
合があります。

エネルギー フローを表示する
ハイブリッド エネルギー フロー ディスプレイは、内
燃エンジン、高電圧バッテリー、ホイール間のエネル
ギーの流れを示します。

ダッシュボードのタッチ ディスプレイ:

e HHYYBBRRIIDD e EE--フフロローー

イインンスストトルルメメンントト ククララススタターー::
> 「インストルメント クラスター」の章（ 37ペー

ジ）を参照してください。

インストルメント クラスターのパワー メーター
現在の電気駆動力はパワー メーターの 6 時方向の左側
に表示され、現在の再生容量は 6 時方向の右側に表示
されます。
> 「インストルメント クラスター」の章（ 37ペー

ジ）を参照してください。

PCM でゼロ エミッションを表示
ハイブリッド ゼロ エミッション ディスプレイは、内
燃エンジンなしで車両が何時間走行したかをパーセン
トで示します。

e HHYYBBRRIIDD e 統統計計

E ドライブ アシストをインストルメント クラス
ターに表示する
EE ドドラライイブブ アアシシスストト は電気駆動力を計測する補助と
して使用されます。
緑色部分はアクセル ペダルの可動域を表します。 アク
セル ペダルを強く踏み込むほど、より多くの電力が利
用可能になります。 内燃エンジンはパワー限界値 EE
mmaaxx で ON になります。 利用可能なパワー限界値は選
択された走行プログラムによって異なります。
スケール中央の情報は、おおよその電動走行可能距離
を表します。 上下の矢印は、現在の走行スタイルおよ
び現在選択された負荷で表示された走行可能距離に達
することができるかどうかを表します。

E 燃費をインストルメント クラスターに表示する
EE 燃燃費費 は、車両始動以降における瞬間消費量または累
計消費量として平均電気消費量を表示します。 さら

に、リングは車両走行およびコンフォート機能の配分
率 (エアコンなど) の面で燃費値がどのように構成され
ているかを表示します。

ブースト アシストをインストルメント クラス
ターに表示する
ブブーースストトアアシシスストト は、加速に使用された電気車両走行
の割合 (%) を示します。
不十分なブーストが利用可能な場合、スケールは灰色
です。 最大に達するまでブーストの充電中、スケール
全体が白色になります。

モード スイッチでの走行プログラム
の選択

図 133：ステアリング ホイールのモード スイッチ

EE E パワー:
HH ハイブリッド (Hybrid Auto、E-Hold、E-Charge)
SS SPORT
SS++ SPORT PLUS

ススイイッッチチ中中央央 Sport Response ボタン

e モード スイッチを左または右に回して、希望の走
行プログラムを選択します。
選択した走行プログラムのインジケータ ライトが
点灯し、デジタル スピードメーターに走行プログ
ラムが表示されます。
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イインンフフォォメメーーシショョンン

関連走行プログラムは、PCM 内でも下記の手順で選択
できます。

e HHYYBBRRIIDD e モモーードド

イインンフフォォメメーーシショョンン

ハイブリッド車両では、通常、各走行プログラムはセ
ンター コンソール内の ボタン
を使って選択します。

E-POWER 走行プログラム
E-POWER 走行プログラムは、初初期期設設定定でで有有効効になっ
ている機能で、電力だけでの走行を可能にします。 こ
の走行プログラムの作動に必要な条件が満たされてい
る場合、イグニッションを OFF にすると、選択された
走行プログラムが自動的に E-POWER 走行プログラム
に戻ります。
電気だけで走行可能な距離は、運転の仕方、天候およ
び大量のエネルギーを消費する負荷の使用により変化
します。
電力消費量に配慮した運転を心掛け、大量のエネル
ギーを消費する負荷の使用を控えると、電気だけで走
行可能な距離が伸びます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

E-POWER 走行プログラムでは、アクセル ペダルにハ
イブリッド特有のエンド ポイントがあります。 このエ
ンド ポイントを超えると、内燃エンジンが始動しま
す。

E-POWER 走行プログラムの作動に必要な条件が満た
されていない (高電圧バッテリーが十分充電されていな
いなど)場合、E-POWER走行プログラムを有効化する

とメッセージがインストルメント クラスターに表示さ
れます。

E-POWER 走行プログラムのステータス表示
電力のみの走行が可能か、インストルメント クラス
ター上の出力 ＆ 駆動ゲージ内に表示されます。

E-POWER 走行プログラムを使用できま
す。

ハイブリッド走行プログラム
ハイブリッド走行プログラムでは、HYBRID AUTO、
E-HOLD、および E-CHARGE の 3 つの作動モードを
選択できます:

HYBRID AUTO モード
HYBRID AUTO モードは、スイッチが HH の位置で作作動動
すするるよよううデデフフォォルルトトでで設設定定さされれてていいまますす。 ナビゲー
ション システムおよび現在の速度から得たルート固有
データを考慮に入れて、最も効率的な車両の走行を予
測します。 HYBRID AUTO モードは、高電圧バッテ
リーの充電が E-POWER 走行プログラムで走行するに
は低すぎる場合、自動的に作動します。

E-HOLD モード
E-HOLD モードは、例えば、現在使用可能な高電圧
バッテリーの充電が意図的に維持されるようにして、
後で車両が電動モーターのみで走行できるようにしま
す。 ブースティングおよび制限された電動モーター走
行は、この走行プログラムでも可能ですが、充電状態
が変動することがあります。
EE--HHOOLLDD モモーードドのの作作動動

e HHYYBBRRIIDD e モモーードド e EE--HHOOLLDD

E 充電モード
E 充電モードでは、走行しながら高電圧バッテリーを
充電できます。 このモードは内燃エンジンの駆動走行
時に電動モーターによる走行可能距離を延ばす目的に

特に役に立ちます。 高電圧バッテリーは、例えば高速
道路を走行しているときに充電でき、そうすることに
より、市街地ではバッテリーの電力だけを使用して走
行できます。
EE 充充電電モモーードドのの作作動動
bb 高電圧バッテリーが完全に充電されて いいなないい 場合

e HHYYBBRRIIDD e モモーードド e EE--CCHHAARRGGEE

オンロードおよびオフロード走行プ
ログラム
オンロードおよびオフロード走行プログラムの車両設
定に関する追加情報:
> 「オンロード ドライビング プログラム」の章

（ 75ページ）を参照してください。
> 「オフロード ドライビング プログラム」の章

（ 70ページ）を参照してください。

SPORT 走行プログラム
SPORT 走行プログラムでは、内燃エンジンは常に作動
しています。 エンジンとトランスミッションがスポー
ティーな設定になります。 高電圧バッテリーの充電
は、ブースト機能を使用するために最少レベルになり
ます。

SPORT PLUS 走行プログラム
SPORT PLUS 走行プログラムでは、内燃エンジンは常
に作動しています。 エンジンとトランスミッションが
最もスポーティーな設定になります。 高電圧バッテ
リーは、より頻繁に長い時間ブーストできるように、
なるべく早く完全に充電されます。

オフロード ドライビング プログラム
オフロード走行プログラムでは、内燃エンジンは常に
作動しています。 高電圧バッテリーの充電は、ブース
ト機能を使用するために最少レベルになります。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

バッテリー

187

バッテリー
この車両には12 V リチウム バッテリー (LiFePO4) が
装備されており、通常の鉛バッテリーとは特性が異な
ります。

警警告告 感電、ショート、火災ま
たは爆発

車両の通電部品に触れると感電する恐れがあります。
車両エレクトリカル システムへの作業が原因で、
ショートする恐れがあります。 回路の短絡が原因で火
災が発生する恐れがあります。 燃料、エンジン オイ
ル、トランスミッション オイルなど、自動車用油脂類
の多くには非常に引火しやすい性質があります。 燃料
蒸発ガスは可燃性です。
e バッテリーの脱着は、必ずポルシェ正規販売店で

実施してください。 ポルシェ正規販売店のご利用
をお勧めいたします。十分なトレーニングを受け
た経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用
工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束し
ます。

警警告告 電解液および有毒ガスの
流出

バッテリーの損傷や間違った取り扱いによる例外的な
状況では、電解液および有害ガスが漏れる恐れがあり
ます。
e 蒸発ガスを吸い込んだり、電解液に触れたりしな

いようにしてください。
e 人を周囲に近付けないようにし、かつ人が常に風

上にいるようにしてください。
e リチウム バッテリーの充電は、換気の良好な場所

でのみ行ってください。

知知識識

短絡、火災、オルタネーター、エレクトリック コント
ロール ユニット、および構成部品を損傷する危険があ

ります。
e エレクトリカル システムの作業、バッテリーの取

り外しおよび取り付けは、ポルシェ正規販売店の
みで実施してください。 ポルシェ正規販売店のご
利用をお勧めいたします。十分なトレーニングを
受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と
専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約
束します。

e エレクトリカル システムでの作業時は、常にマイ
ナス端子をバッテリーから切り離してください。

12 V リチウム バッテリーは助手席シートの前の車両
下回りの個別のカバー下にあります。
12 V リチウム バッテリーはバッテリーの充電状態が
低い場合、車両電気系統から自動的に接続が切断され
ます。 電気系統ーは一時的に解除されます。 バッテ
リーを充電した場合 (10 分以上)、またはジャンパー
ケーブルによるエンジンの始動をした場合、または外
部電源の接続を行った場合は、電気系統は自動的に作
動します。 12 V リチウム バッテリーは自動的に車両
電気系統に再接続します。
> 「ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動」の

章（ 123ページ）を参照してください。
> 「バッテリーの充電」の章（ 188ページ）を参照

してください。
e ジャンパー ケーブルは絶対にバッテリーへ直接接

続しないでください。

バッテリー取り扱い上の注意
説説明明をを読読んんででくくだだささいい

保保護護眼眼鏡鏡をを必必ずず着着用用ししててくくだだささいい。。

爆爆発発のの危危険険ががあありりまますす。。

火火気気、、火火花花、、裸裸火火をを近近づづけけたたりり、、そそばばでで

喫喫煙煙ししたたりりすするるここととはは絶絶対対にに避避けけててくくだだ
ささいい。。
電気配線や電気機器を取り扱うときは、火
花を発生させたり、ショートさせたりしな
いでください。
酸酸にによよるる火火傷傷のの危危険険ががあありりまますす。。
電解液には極めて強い腐食性があります。
保護手袋と保護眼鏡を必ず着用してくださ
い。
応応急急処処置置
電解液が目にかかった場合、直ちに水で数
分間洗い流し、 すぐに医師の診察を受け
てください。 電解液が皮膚、衣服にか
かった場合、直ちに石鹸水で中和し、多量
の水で洗い流してください。 万一電解液
を飲み込んでしまった場合は、直ちに医者
の診察を受けてください。
おお子子様様をを絶絶対対にに近近づづけけたたりりししなないいででくくだだ
ささいい。。
廃廃棄棄
古いバッテリーは、適切な廃棄場にて廃棄
してください。
古いバッテリーを家庭ごみと一緒に廃棄し
ないでください。
メメンンテテナナンンスス作作業業はは、、必必ずずポポルルシシェェ正正規規
販販売売店店でで実実施施ししててくくだだささいい
ご自身では絶対にバッテリーを交換しない
でください。 この車両のリチウム バッテ
リーの交換には、ポルシェ社指定のリチウ
ム バッテリーのみを使用してください。
他のリチウム バッテリーまたは鉛バッテ
リーの使用は、電気系統の全面的な故障を
含め著しい不具合の原因になります。
必ずポルシェ正規販売店でバッテリーの交
換を行ってください。 ポルシェ正規販売
店のご利用を推奨いたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

バッテリー

188

バッテリーのお手入れ

希希望望すするる操操
作作

そそのの操操作作方方法法

バッテリー
上がりを防
ぐには

e 短距離の運転時は、不要な電気
装備類をOFFにしてください。

e 車両から離れるときは、イグ
ニッションをOFFにしてくださ
い。

冬季の走行
に備えて

e 冬になる前に、ポルシェ正規販
売店でバッテリーの点検を受け
てください。

バッテリー
の充電

e 損傷したバッテリーは決して充
電しないでください。

> 「バッテリーの充電」の章
（ 188ページ）を参照してく
ださい。

車両を保管
するとき

e 車両を車庫やワークショップに
長期間保管する場合、車両のド
ア、フラップ、リッドを確実に
閉じてください。

e イグニッションをOFFにしてく
ださい。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両を使用していない間でも、バッテリーは常に放電
しています。
e 正常に使用可能な状態を保つには、約 6 週間ごと

の充電またはリチウム バッテリーに適した CC/CV
または pure CV 充電特性を持つトリクル充電器の
使用が必要です。 ポルシェ社では、Porsche
Tequipment の充電器およびトリクル充電器を使用
することを推奨いたします。

バッテリーの充電
注注意意 損傷のあるバッテリーが

引き起こす刺激性ガスの
流出

ブースターまたは認定されていない充電器を使うと、
充電対象バッテリーでの充電電圧や充電電流が過度に
高くなる場合があります。 この場合、バッテリーが損
傷して刺激性のガスが流出する恐れがあります。 ま
た、車両が相当の損傷を受けたり、火災が起きたりす
る恐れがあります。
e ブースターを使用しないでください。
e 内蔵型電子保護回路付きの LiFePO4 バッテリーに

は、メーカーにより承認された充電器のみを使用
してください。

e 以下の最大値を絶対に超えないでください。
– 最大充電電圧：14.8 V (バッテリーが切り離さ

れた状態で故障している場合であっても、電圧
ピーク不可)

– 最大充電電流：90 A
e ご不明な点がある場合は、ポルシェ正規販売店に

お問い合わせください。

図 134：バッテリーの充電

e 充電器メーカーの取扱説明を順守してください。
e バッテリーの充電中は必ず十分に換気を行ってく

ださい。

11.. ボンネットを開いてください。
22.. ジャンパー ケーブル接続用のプラス (++) 端子カ

バーを開いてください。
33.. ジャンパー ケーブル接続用のプラス (++) 端子に

バッテリーの赤色のプラス ケーブルを接続してく
ださい。

44.. 充電器の黒色のママイイナナスス ケケーーブブルルをアース箇所 ––
に接続してください。

55.. 充電器の電源をONにしてください。
66.. バッテリーの充電が完了したら、充電器の電源を

OFFにしてから、ケーブルを外してください。
77.. ジャンパー ケーブル接続用のプラス (++) 端子カ

バーを閉じてください。
適切な充電器についてのお問い合わせは：
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

バッテリーの交換
警警告告 不適合なリチウム バッテ

リーによる火災の恐れ

車両電気系統の著しい不具合に加えて、不適合なリチ
ウム バッテリーの使用または誤った取り付けは特別な
状況下で火災の原因になる恐れがあります (充電中な
ど)。
e ご自身では絶対にバッテリーを交換しないでくだ

さい。 この車両のリチウム バッテリーの交換に
は、ポルシェ社指定のリチウム バッテリーのみを
使用してください。 他のリチウム バッテリーまた
は鉛バッテリーの使用は、電気系統の全面的な故
障を含め著しい不具合の原因になります。

e 必ずポルシェ正規販売店でバッテリーの交換を
行ってください。 ポルシェ正規販売店のご利用を
推奨いたします。十分なトレーニングを受けた経
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具
や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

バッテリー

189

す。
e リチウム バッテリーの廃棄に関する指示を遵守し

てください。

電源遮断
一時的に電源が遮断された後に、一部の装置を再初期
化する必要があります。
11.. パワー ウィンドウの停止位置を保存してくださ

い。
> 「ウィンドウ」の章（ 46ページ）を参照して

ください。
22.. タイヤ空気圧モニタリング (TPM) システムにホ

イールとタイヤを登録してください。
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照して

ください。
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パンク
モデルと車両装備によっては、車両にはタイヤ シーラ
ント キット (Tire Mobility System - TMS) またはコラ
プシブル スペア ホイールが付属しています。

タイヤ空気圧モニタリングの警告
メッセージに対応する
タイヤ空気圧モニタリング システムが空気圧の著しい
低下を検出した場合、インストルメント クラスターに
メッセージが表示されます。 空気圧の低下はタイヤの
損傷を示している可能性があります。
e 適切な場所に停車し、該当するタイヤに損傷がな

いか点検してください。
> 「タイヤおよびホイール」の章（ 152ページ）を

参照してください。

安全な駐車
11.. 走行車線からできるだけ遠くに車両を停止しま

す。 車両を滑り止めのしてある固い平面に駐車す
る必要があります。

22.. ハザード ライトを ON にします。
33.. エレクトリック パーキング ブレーキを作動させて

ください。
44.. トランスミッション パーキング ロックを P ボタン

を使用して作動します。
55.. フロント ホイールをまっすぐにします。
66.. すべての乗員に車両を降りてもらいます。 降車時

には交通状況に注意してください。
77.. 適切な距離に停止表示板を設置します。
88.. 交換するタイヤの対角線方向の反対側の車輪に輪

止めをするなどして、車両が不意に動き出さない
ようにしてください。

> 「ジャッキおよびリフティング プラットフォー
ム」の章（ 121ページ）を参照してください。

損傷したタイヤの補修
警警告告 密閉されたタイヤは事故

の原因となります

タイヤ シーラントで密閉された損傷タイヤは、不適切
な速度で走行したり連続的な負荷がかかったりする
と、圧力を失ったりバーストしたりする可能性があり
ます。
e タイヤ シーラントを使用してタイヤの傷をふさぐ

ことは、最寄りの修理工場まで走行するための応
急処置に過ぎません。

e タイヤ シーラントは 4 mm 以下の切り傷またはパ
ンクにしか使用しません。

e リムが損傷している場合や、空気圧が低いタイヤ
や収縮したタイヤで走行した場合、絶対にタイヤ
シーラントを使用しないでください。

e 外気温度が -20 °C 未満の場合は、タイヤ シーラン
トを使用しないでください。

e 急加速や高速でのコーナリングは避けてくださ
い。

e 80 km/h を超える速度で走行しないでください。
e 約 10 分間走行してからタイヤ空気圧を点検してく

ださい。タイヤ空気圧が1.5 bar (22 psi) 未満の場
合は走行を中止してください。

e 密閉されたタイヤはできるだけ早く修理工場で交
換してください。 タイヤ シーラントを使用したタ
イヤであることを修理工場に伝えてください。

e タイヤを修理ししなないいででくくだだささいい。 損傷したタイヤ
は交換してください。

e タイヤ シーラントおよびコンプレッサーの各取扱
説明書に記載されている安全と操作の指示を読
み、それに従ってください。

パンクした場合、車両に備えられているタイヤ シーラ
ントを使用してタイヤの傷を一時的にふさぐことがで
きます。
シシーーラランントト ボボトトルルとココンンププレレッッササーーはラゲッジ コン
パートメント内にあります。

> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 251ペー
ジ）を参照してください。

タイヤ シーラント (Tire Mobility System -
TMS) の充填

警警告告 人体に有害な可燃性シー
ラント

シーラントは強燃性であり、人体に有害です。 長時間
または繰り返しの露出は、刺激、アレルギー反応、ま
たは臓器の損傷の原因となります。
e タイヤ シーラントを取り扱う際、火炎、裸火、喫

煙は禁止されています。
e お子様の手の届かない場所に保管してください。
e 皮膚、目、衣服に付着しないように注意してくだ

さい。
e タイヤ シーラントが皮膚に付着したり目に入った

りしたときは、直ちに多量の水で洗い流してくだ
さい。

e 体調不良やアレルギー反応を起こしたときは、直
ちに医師の診察を受けてください。

e 衣服に付着したときは、すぐに着替えてくださ
い。

e シーラントの蒸発ガスを吸い込まないようにして
ください。

e タイヤ シーラントを誤って飲み込んだときは、す
ぐに口を多量の水でゆすぎ、多量の水を飲んでく
ださい。 無理に嘔吐しないでください。 直ちに医
師の診察を受けてください。
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注注意意 タイヤ シーラントが付着
したとき：

タイヤ シーラントが付着すると炎症やアレルギーを引
き起こすことがあります。
e 皮膚、目、衣服に付着しないように注意してくだ

さい。
e タイヤ シーラントが皮膚に付着したり目に入った

りしたときは、直ちに多量の水で洗い流してくだ
さい。

e 衣服に付着したときは、すぐに着替えてくださ
い。

e パンク修理剤でアレルギー反応を起こしたとき
は、直ちに医師の診察を受けてください。

e タイヤ シーラントを誤って飲み込んだときは、大
量の水で口をゆすぎ、さらに大量の水を飲んでく
ださい。 無理に嘔吐しないでください。 直ちに医
師の診察を受けてください。

警警告告 タイヤの空気圧が検出さ
れない

タイヤ シーラントが付着したタイヤ空気圧センサー
は、タイヤ空気圧を正しく検出できません。
e 損傷したタイヤを交換するときは、タイヤ空気圧

センサーも一緒に交換します。

図 135：タイヤ シーラントの注入

充填作業の準備
11.. タイヤの空気が抜けた原因である異物は取り除か

ず、そのままタイヤに残しておいてください。
22.. シーラント ボトル、 付属の「最大 80 km/h」ス

テッカーおよびコンプレッサーをラゲッジ コン
パートメントから取り出してください。
> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 251

ページ）を参照してください。
33.. 許容最高速度を示すステッカーを、ドライバーの

目に付く場所に貼り付けます。

タイヤ シーラント (Tire Mobility System -
TMS) の充填とタイヤ空気の充填
> タイヤ シーラントに添付されている取り扱い上の

注意事項を遵守してください。
> コンプレッサーに添付されている取り扱い上の注

意事項を遵守してください。

11.. プラグ BB とプレッシャー ホース CC をコンプレッ
サー AA から引き抜いてください。

22.. プレッシャーホースCCをシーラントボトルフラン
ジ DD にねじ込みます。

33.. シーラント ボトル DD を、下に向けたフランジと共
にコンプレッサーの取っ手に配置してください。

44.. 損傷したタイヤのタイヤ バルブ EE からバルブ
キャップを取り外してください。

55.. シーラント ボトル DD の充填ホースをタイヤ バルブ
EE にねじ込んでください。

66.. コンプレッサーを車両の 12 V ソケットにプラグ BB
を介して接続し、イグニッションを ON にし、コ
ンプレッサーをスイッチ FF を介して作動させてく
ださい。 タイヤに 2.0 bar (29 psi) と 2.5 bar (36
psi) の間まで空気を入れて、空気圧計 GG からタイ
ヤ空気圧を確認してください。 コンプレッサーを
OFF にしてください。 タイヤ空気圧が 6 分以内に
この規定値に達しない場合は、タイヤが激しく損
傷しています。 このようなタイヤで運転を続けな
いでください。

77.. 充填ホースをタイヤ バルブ EE から外し、バルブ
キャップを再度取り付けてください。

装備仕様により、付属のコンプレッサーは端子クラン
プを介してジャンパー ケーブルの開始点に必ず接続
し、車両の 12 V ソケットに接続することはできませ
ん。 必ず下記の手順に従ってください:

図 136：ジャンパー ケーブルの開始点
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11.. ジャンパー ケーブル接続用のプラス (＋＋) 端子の
キャップを開いてください。

22.. ジャンパー ケーブル接続用のプラス (++) 端子にコ
ンプレッサーのプラス ケーブル (赤) を接続してく
ださい。

33.. ジャンパー ケーブル接続用のマイナス (－－) 端子に
コンプレッサーのマイナス ケーブル (黒) を接続し
てください。

空気圧の点検
e 約 10 分間走行してからタイヤ空気圧を点検してく

ださい。タイヤ空気圧が1.5 bar (22 psi) 以下の場
合は、運転を中止してください。

> 「テクニカル データ」の章（ 295ページ）を参照
してください。

タイヤ交換
> 「タイヤおよびホイール」の章（ 152ページ）を

参照してください。

ホイールを交換した後、タイヤ空気圧モニタリン
グのタイヤ設定を更新する
> 「タイヤ空気圧モニタリングシステム (TPM) の設

定」の章（ 153ページ）を参照してください。

コラプシブル スペア ホイールの使用
警警告告 車両操縦性の変化

コラプシブル スペア ホイールを装着すると車両の挙動
が乱れる場合があります。
e コラプシブル スペア ホイールは緊急時に短距離を

走行する場合にのみ使用してください。

安全のため、トレッドの溝にスリップ サイン (深さ
1.6 mm) が 現現れれるる前前にに タイヤを交換してくださ
い。

e ポルシェ スタビリティマネージメント (PSM) シス
テムを解除しないでください。

e 急加速や高速でのコーナリングは避けてくださ
い。
スペア ホイールを装着すると車両の走行特性が大
きく変化します。また、タイヤの摩耗を避けるた
めにも 8800 kkmm//hh の最高速度を厳守してください。

e 他車用のコラプシブル スペア ホイールを使用しな
いでください。

e この車両用のコラプシブル スペア ホイールを他車
で使用しないでください。

e 同時に複数のコラプシブル スペア ホイールを使用
しないでください。

図 137：ラゲッジ コンパートメント内のコラプシブル スペア
ホイール

装備に応じて、コラプシブル スペア ホイールはラゲッ
ジ コンパートメント内の、荷室フロア下またはスペ
シャル バッグ内にあります。

11.. 荷室フロア下のコラプシブル スペア ホール装備車:
スクリューを矢印の方向にゆるめて外し、コラプ
シブル スペア ホイールを取り出してください。

22.. 空気を充填する前に、コラプシブル スペア ホイー
ルを取り付けてください。 車両をジャッキ アップ
したままにしてください。
> 「タイヤおよびホイール」の章（ 152ペー

ジ）を参照してください。
33.. タイヤに空気を入れてください。

> 「タイヤおよびホイール」の章（ 152ペー
ジ）を参照してください。

コラプシブル スペア ホイールを使用した後は:
e コラプシブル スペア ホイールを収縮させます。 そ

のために、コラプシブル スペア ホイールのバルブ
キャップをゆるめてください。

タイヤは元の形状に戻るのに数時間かかります。 元の
形状に戻ってからでないと、荷室フロア下のコラプシ
ブル スペア ホイールまたはバッグ内に収納できませ
ん。

コラプシブル スペア ホイールが故障している場
合:
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。
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パークアシスト
一般的な安全に関する指示

警警告告 集中力の低下

システムがドライバーの安全を危険にさらすよう誘導
することがあってはなりません。 ドライバーは常に適
切な注意を払う責任があります。 このシステムはドラ
イバーの集中力の代わりになるものではありません。
e 人や動物、障害物が操作エリア内にいないことを

確認してください。
e 操作中、赤色部分に人または動物がいる場合は、

車両を停止してください。

警警告告 センサーの検出範囲の制
限

センサーは周辺状況を完全には監視できません。 この
エリア内で、人、動物、障害物は検出されないか、限
られた範囲でしか検出されない場合があります。 けが
や損傷の危険があります。
e 交通状況と車両の周囲を必ず確認してください。

注注意意 不利な環境条件

不利な環境条件の場合、システムは制限されるか、利
用できません。そのため、けがや損傷の危険がありま
す。
e 適切な環境条件でのみシステムを使用してくださ

い。
e 視界、天候、路面、および交通状況に合わせたド

ライビング スタイルで運転してください。

システム制限
システムは以下の物体を検出できません。

– 音波を吸収する物体 (例：冬場の滑りやすい路面、
粉雪などの雪、布地や毛皮の衣類など)。

– 音波を反射する物体 (例：ガラス面や平らな塗装面
など)。

– 非常に細い物体 (例：細い支柱など)。
– その他の超音波を発する機器 (例：他車のエア ブ

レーキ、掃除機、削岩機など) が障害物の検出に干
渉する場合があります。

– 障害物がある、センサーやカメラが非常に汚れて
いる、ほこり、汚れ、雪や氷などに覆われている
場合など。

機能
ドライバーが駐車操作をしているとき、パークアシス
トが車両と障害物の間の距離を視覚的および音響的に
示します。 視覚的パークアシスト パーキング エイド
はダッシュボードのタッチ ディスプレイに表示されま
す。 車両前後の障害物が色別にフィールド表示されま
す。 このフィールドにより障害物の形や車両との距離
が分かります。

距離の測定

図 138：距離測定用超音波センサー

フロントおよびリヤ バンパーの超音波センサー AA が障
害物からの距離を測定します。 障害物を検出すると警警
告告音音がが断断続続的的にに鳴ります。 障害物との距離が近づくに
つれて警告音の断続間隔が短くなります。 障害物との
距離が約 30 cm 以下になると、警警告告音音がが連連続続して鳴
ります。
センサーの上および下にある障害物は検知できませ
ん。
警告音量は、ダッシュボード内のタッチ ディスプレイ
で調節できます。
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ

さい。

パークアシストの作動
自動作動 (約 15 km/h の速度まで)
bb イグニッションを ON にしてください。
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bb リバース (後退) ギヤに入れる
–または –

bb 前方の距離が約 80 cm 以下です。
–または –

bb 車両が後退していることを検出している。

手動での作動

e アアシシスストト e パパーーククアアシシスストト

ダッシュボードのタッチ ディスプレイの表示

図 139：パークアシストのカラー コーディング

色色 フフロロンントト側側のの
距距離離

リリヤヤ側側のの距距離離

白色 車両の経路にない障害物との距
離

オレンジ < 120 cm < 180 cm

色色 フフロロンントト側側のの
距距離離

リリヤヤ側側のの距距離離

赤色 < 40 cm < 40 cm

赤色と連続音 < 30 cm < 30 cm

イインンフフォォメメーーシショョンン

パークアシストがトレーラーを検出した場合、後方の
距離情報は表示されません。

ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム
(PCM) の操作に関する情報
> 「ポルシェ コミュニケーション マネジメントシス

テム (PCM)」の章（ 230ページ）を参照してくだ
さい。

パークアシストの停止
自動停止
e 作動モード PP を選択してください。

手動での停止

図 140：パークアシストを無効にする

e オーバーヘッド コンソールのボタン AA を押してく
ださい。
ボタンのインジケーター ライトが点灯します。

ダッシュボードのタッチ ディスプレイには、何も
表示されません。 ダッシュボードのタッチ ディス
プレイの表示を手動で再起動することはできませ
ん。

パークアシストの設定

e アアシシスストト e eアアシシスストト シシスステテムム設設定定 e
パパーーククアアシシスストト

リバース カメラ
警警告告 ゆがんで映ることによる

怪我の危険

カメラが映す物体はゆがんで見えます。リバース カメ
ラ画像は車両の後方全体を映してはいません。
e 常に車両周囲全体の状況に十分注意を払ってくだ

さい。
e 人や動物、障害物が操作エリア内にいないことを

確認してください。

機能
リバース カメラは駐車操作時の車両後方エリアのモニ
タリングを容易にします。
リバース カメラ画像はダッシュボードのタッチ ディス
プレイに表示されます。

リバース カメラの作動
自自動動
bb イグニッションがON になっており、作動モードRR

が選択されています。
–または –

bb 車両が後退していることを検出している。

手動

e アアシシスストト e パパーーククアアシシスストト
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リバース カメラの自動停止
bb 速度が 15 km/h を超過した場合。

–または –
bb 作動モード PP が選択されています。

リバース カメラの清掃
リヤ ウィンドウの清掃時、リバース カメラは自動的に
清掃されます。
> 「リヤ ウィンドウの清掃」の章（ 214ページ）を

参照してください。

サラウンド ビュー (RTV)

図 141：サラウンド ビュー カメラの位置

AA フロント エプロン センターのカメラ
BB 両方のドア ミラーのカメラ
CC テールゲートのナンバー プレート ライトの間にあるカメ

ラ

警警告告 ゆがんだ表示による怪我
の危険

カメラが検出した物体はゆがんで見えます。 スクリー
ン ウィンドウの多くは、車両周囲全体を映してはいま
せん。
e 常に車両周囲全体の状況に十分注意を払ってくだ

さい。
e 人や動物、障害物が操作エリア内にいないことを

確認してください。

機能
サラウンド ビューは車両を上方から見た映像で、車両
周辺のエリアを映し出したものです。 複数のカメラで
障害物や路面標識を、車両の正確な位置とともに検出
します。 サラウンド ビューが作動しているときは、明
るさを確保するためカーテシー ライトのスイッチが
ON になります。

Surround View (サラウンド ビュー) を有効にす
る
自自動動
bb パークアシストがアクティブになっている。
手手動動
e オーバーヘッド コンソールのボタン を押して

ください。
–または –

e アアシシスストト e パパーーククアアシシスストト

該当するシンボル マーク (リリヤヤなど) またはオーバー
ヘッド コンソールのサラウンド ビュー ボタン を
使用して、ビューを選択します。 有効になっている
ビューのシンボルは赤色で強調されます。

シシンンボボルル 表表示示

駐車時 (タップしてフロ
ント ビューとリヤ
ビューを切り替え)

パノラマ (タップしてフ
ロント ビューとリヤ
ビューを切り替え)

サイド

トレーラー (装備仕様に
より異なる)

イインンフフォォメメーーシショョンン

カメラ画像に加え、フロントおよびリヤ カメラの
ビューにはガイドラインが重ねて表示されます。
これらのガイドラインは、現在の位置のステアリング
ホイールで車両が進むことのできる方向を示していま
す。 前輪の位置が変わると、ガイドラインも変わりま
す。

サラウンド ビューを無効にする
e パークアシストを無効にします。

アクティブ パーキング サポート
警警告告 集中力の低下

システムがドライバーの安全を危険にさらすよう誘導
することがあってはなりません。 ドライバーは常に適
切な注意を払う責任があります。 このシステムはドラ
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イバーの集中力の代わりになるものではありません。
e 交通状況と車両の周囲を必ず確認してください。
e 必要に応じて、ご自分で車両を制御してくださ

い。
e 安全に関する指示を遵守し、アシスタンス システ

ム、センサー、カメラのシステム制限に留意して
ください。

知知識識

このシステムでは、縁石を越えて車両を誘導すること
があるため、 車両のタイヤとリムが損傷する恐れがあ
ります。
e 必要に応じて、車両をご自身でコントロールする

か、駐車操作を中止してください。

e 詳細については以下をご覧ください。
> 「一般的な安全に関する指示」の章（ 193

ページ）を参照してください。
> 「リバース カメラ」の章（ 194ページ）を参

照してください。
> 「サラウンド ビュー (RTV)」の章（ 195ペー

ジ）を参照してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

駐車アシスタンス システムの使用に関する国固有の法
律を遵守してください。

システム制限
下下記記のの場場合合、、シシスステテムムはは使使用用ででききまませせんん。。
– トレーラーをけん引している場合。
– ｢オフロード｣走行プログラム実行中の場合。
– シャシー設定が｢ハイ レベル｣の場合。
– 上り勾配が 10 % 超の場合。
– 急カーブの場合。

下下記記のの限限らられれたた範範囲囲でで、、シシスステテムムをを使使用用ででききまますす。。
– オフロード、舗装されていない道路、緩い砂利、

傾斜した路面、またはわだちなどの通常と異なる
路面の場合。

– ステアリング ホイールにアクセサリーが取り付け
られている場合。

– 悪天候の場合 (雨、雪または氷)
シシスステテムムはは下下記記をを検検出出ででききまませせんん。。
– 低い物体、細い物体、または突き出ている物体 (ト

レーラー ヒッチ、駐車しているトレーラーのド
ローバー、チェーン バリア、ポール、フェンスな
ど)。

– 検出領域より上にある物体 (駐車車両のバンパー、
半開きのガレージ ドア、地面に接していない物体
など)。

– 音波を吸収する、または音波を反射する表面や構
造を備えた物体 (布など)。

– 立体駐車場の支柱や柱によって生じる好ましくな
い状況 (検出エリア、輪郭、表面構造の組み合わ
せ)。

– 崖および堤防。
– 検出領域にすばやく移動してくる物体 (他の通行者

など)。
e 詳細については以下をご覧ください。

> 「システム制限」の章（ 193ページ）を参照
してください。

> 「リバース カメラ」の章（ 194ページ）を参
照してください。

> 「サラウンド ビュー (RTV)」の章（ 195ペー
ジ）を参照してください。

機能
システムは、適切な駐車スペースの検索を支援しま
す。 システムは、駐車および発進の場合に必要なステ
アリングの動き、加速、およびブレーキの制御を想定
しています。 システムは、センサーを使用して車両の

周囲を監視します。 障害物が検出されると、システム
がブレーキ介入を実行します。
駐駐車車ススペペーースス検検索索
駐車スペース検索は以下の場合に機能します。
– 前進している場合。
– 駐車している車両までの距離が最大約 1.5 m の場

合。
– 道路に並行する駐車スペースで、速度が最大

45 km/h の場合。
– 道路に直角な駐車スペースで、速度が最大

20 km/h の場合。
– 駐車している 2 台の車両の間の駐車スペース。
駐駐車車場場
駐車機能の作動条件：
– 駐車スペースに道路に並行して後退駐車する場

合。
– 駐車している 2 台の車両の間にある、道路に直角

な駐車スペースに前進駐車または後退駐車する場
合。

– 道路に直角な駐車スペースに前進駐車する場合。
ただし、車両の前部が既に駐車スペースに入って
いる場合。

発発進進
発進機能は、車両よりも約 50 cm 以上長い、道路に並
行する駐車スペースから車両が前進する場合に機能し
ます。

駐車スペース検索の開始

図 142：アクティブ パーキング サポート、駐車スペース検索

AA 駐車または発進を選択
BB 駐車方向を選択
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11.. をタップします。
–– ままたたはは ––
アアシシスストト e パパーーククアアシシスストト e 検検索索

22.. 駐車している車両をゆっくり通過します。
33.. PCM の指示に従います。
44.. 駐車する側を変更するには、対応する方向指示器

(左 / 右) を作動させます。
–– ままたたはは ––
PCMの該当するボタン (AA（図 142）) をタッチし
ます。
駐車スペースの検索は、最初は運転している車線
側でアクティブになります。
駐車スペースが見つかると、PCM にオレンジ色で
表示されます。 駐車する方向が複数ある場合、こ
れらも表示されます。

55.. 目的の駐車スペースに到達したら、車両を停止し
ます。

66.. PCM 内の車両の前にオレンジの矢印が表示された
ら、車両をさらに前進させます。

77.. 駐車スペースを選択するには、PCM に表示される
目的の駐車方向の駐車スペースのシンボル (BB
（図 142）) をタップします。

駐車スペース検索の中止

e ボタンをタップします。

車速が駐車スペース検索で許可されている最大値を超
えた場合、または RR 作動モードが選択された場合、検
索は自動的に中止されます。

駐車操作の開始
bb 停車している。
bb ブレーキ ペダルが踏み込まれている。
bb 駐車スペースが PCM で選択されている。

11.. ステアリング ホイールから手を放し、ブレーキ ペ
ダルを踏み続けます。

22.. センター コンソールの ボタンを押し続けま
す。

33.. ブレーキ ペダルから足をゆるめます。
駐車操作が開始されます。

44.. 交通状況と車両の周囲を確認します。
55.. 障害物が現れたらすぐに駐車操作を中断します (セ

ンター コンソールの ボタンを解除するなど)。
> 「駐車操作の中止」の章（ 197ページ）を参

照してください。
66.. PCM の指示に従います。

車両が目標位置に達すると、メッセージが表示さ
れます。
作動モード PP が自動的に作動し、パーキング ブ
レーキがかかります。

77.. 車両のコントロールを行ってください。

発進手順の開始
bb エンジンがかかっている。
bb ブレーキ ペダルが踏み込まれている。

11.. をタップします。
–– ままたたはは ––
アアシシスストト e パパーーククアアシシスストト e

22.. ステアリング ホイールから手を放し、ブレーキ ペ
ダルを踏み続けます。

33.. 発進する方向を選択するには、対応する方向指示
器 (左 / 右) を作動させます。
–– ままたたはは ––
PCM の該当するボタン (A （図 142）) をタッチし
ます。

44.. センター コンソールの ボタンを押し続けま
す。

55.. ブレーキ ペダルから足をゆるめます。

発進手順が開始します。
66.. 交通状況と車両の周囲を確認します。
77.. 障害物が現れたらすぐに駐車操作を中断します (セ

ンター コンソールの ボタンを解除するなど)。
> 「駐車操作の中止」の章（ 197ページ）を参

照してください。
88.. PCM の指示に従います。

車両が目標位置に達すると、メッセージが表示さ
れます。
衝突の恐れのない発進ができるよう、車両は駐車
スペースから十分離れた場所まで走行します。

99.. 車両のコントロールを行ってください。

駐車操作の中止
一時的に駐車を中止する場合：
e センター コンソールの ボタンを解除します。

–– ままたたはは ––
e ブレーキ ペダルを踏み、車両を停止させます。
ドアを開けると駐車操作は自動的に中止されます。
その後、駐車操作を続行できます。

以下の操作を行うと駐車操作は終了します。
e ステアリングをコントロールする。

–– ままたたはは ––
e 作動モードを変更する。

–– ままたたはは ––
e パーキング ブレーキを作動させる。

–– ままたたはは ––
e アクセル ペダルを踏み込んでください。
駐車操作を再度開始する必要があります。 この場合、
発進するときにエンジンを OFF にしてから再び ON に
します。
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操作アシスト
警警告告 集中力の低下

システムがドライバーの安全を危険にさらすよう誘導
することがあってはなりません。 ドライバーは常に適
切な注意を払う責任があります。 このシステムはドラ
イバーの集中力の代わりになるものではありません。
e 交通状況と車両の周囲を必ず確認してください。
e 必要に応じて、車両をご自身でコントロールして

ブレーキをかけてください。
e 安全に関する指示を遵守し、アシスタンス システ

ム、センサー、カメラのシステム制限に留意して
ください。

e 詳細については以下をご覧ください。
> 「一般的な安全に関する指示」の章（ 193

ページ）を参照してください。
> 「リバース カメラ」の章（ 194ページ）を参

照してください。
> 「サラウンド ビュー (RTV)」の章（ 195ペー

ジ）を参照してください。
> 「アクティブ パーキング サポート」の章

（ 195ページ）を参照してください。

システム制限
– トレーラーけん引時、システムは利用できませ

ん。
– リヤ リッドが開いている場合、システムは利用で

きません。
– システムが走行経路内の障害物を検出するために

は、障害物は高さが約 10 cm 以上で、静止してい
る必要があります。

– アクティブ パーキング サポートを使用している
間、システムは利用できません。

e 詳細については以下をご覧ください。

> 「システム制限」の章（ 193ページ）を参照
してください。

> 「リバース カメラ」の章（ 194ページ）を参
照してください。

> 「サラウンド ビュー (RTV)」の章（ 195ペー
ジ）を参照してください。

機能
bb 操作アシストが作動している。
bb 操作アシストが利用可能である (画面の シンボ

ルの下に赤色のバーが表示されている)。
bb 作動モード RR を選択している。
bb 車両が最高速度 10 km/h で走行している。
操作アシストは、センサーを使用して車両の後方およ
び側面のエリアを監視します。 静止した障害物がある
と、断続的な警告音と PCM 上の視覚的な表示によっ
て通知します。 衝突が差し迫っている場合、システム
は自動的にブレーキをかけ、車両を停止させます。
e PCM の指示に従います。

操作アシストによる自動ブレーキ後：
e ブレーキ ペダルまたはアクセル ペダルを軽く踏ん

で、車両のコントロールを行います。
車両の停止状態は維維持持さされれまませせんん。
操作アシストは一時的に停止されますが、作動し
たままです。

操作アシストの作動および停止

e アアシシスストト e 操操作作アアシシスストト
操作アシストは有効または無効になります。

操作アシストを一時的に無効にする

e リバース カメラのタッチ ディスプレイにある
ボタンをタップします。
メニューで有効にした操作アシスト オプション
は、現在の操作状況に対して無効になります。

後退速度が10 km/hを超えるか、進行方向が変更され
ると、操作アシストが再び有効になります。

リヤ クロス トラフィック アラート
(RCTA)

警警告告 不注意な操作または発進

システムがドライバーの安全を危険にさらすよう誘導
することがあってはなりません。 発進の際に注意した
り、障害物の有無を確認したりする責任は、依然とし
てドライバーにあります。 このシステムはドライバー
の集中力の代わりになるものではありません。
e 人や動物、障害物または車両が操作エリア内にい

ないことを確認してください。
e 安全に関する指示を遵守し、アシスタンス システ

ム、センサー、カメラのシステム制限に留意して
ください。

e 詳細については以下をご覧ください。
> 「一般的な安全に関する指示」の章（ 193

ページ）を参照してください。
> 「リバース カメラ」の章（ 194ページ）を参

照してください。
> 「サラウンド ビュー (RTV)」の章（ 195ペー

ジ）を参照してください。
> 「アクティブ パーキング サポート」の章

（ 195ページ）を参照してください。

警警告告 検出されない状況

システムの機能制限により、システムが反応しなかっ
たり、誤った警報を発したりする場合があります。
e 十分注意して運転してください。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。
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システム制限
次のような状況では、タイミングよく車両を検知でき
ない場合があります。
– 車両が後方に大きく突き出ている車両の隣に駐車

している。
– 交差車両が非常に速い速度で接近してくる。
– リヤ バンパーが汚れている。
e ハンドルをしっかり持ち、周囲の交通状況に常に

注意を払ってください。
e 詳細については以下をご覧ください。

> 「システム制限」の章（ 193ページ）を参照
してください。

> 「リバース カメラ」の章（ 194ページ）を参
照してください。

> 「サラウンド ビュー (RTV)」の章（ 195ペー
ジ）を参照してください。

作動原理
リヤ クロス トラフィックアラート (RCTA) は、車両の
後方を監視し、ドライバーが車両を後退させていると
きに車両の後ろを横切る通行者 (乗用車、オートバイ、
自転車、歩行者など) について警告します。

図 143：リヤ クロス トラフィック アラート表示

bb リヤ リッドが閉じている。
bb リヤ クロス トラフィック アラートが ON になって

いる。
bb ポルシェ スタビリティ マネジメント (PSM) が ON

になっている。
bb 作動モード RR を選択している。
bb 車両速度が約 15 km/h 未満。

PCM にリヤ クロス トラフィック アラートが視覚的に
表示されます。 後退ギヤに入れると、PCM に矢印が
表示され、交差車両が近づいていることをドライバー
に警告します。 警告シンボルは、潜在的に危険な状況
を示します。 警告音も鳴ります。 ドライバーが表示や
音による警告に反応しない場合、差し迫った衝突リス
クについてドライバーに警告するためにシステムは短
い振動による警告を実行します。

リヤ クロス トラフィック アラートの ON / OFF
の切り替え
リヤ クロス トラフィック アラートは、PCM で ON /
OFF を切り替えることができます。

e アアシシスストト e リリヤヤ ククロロスス トトララフフィィッックク アア
ララーートト

機能が作動中であることを示すアニメーションが表示
されます。
設定はイグニッションを OFF にしても保存されます。
選択した設定は、該当するドライバー プロフィールに
より自動的にキーに保存されます。
> 「パーソナル設定」の章（ 201ページ）を参照し

てください。

降車警告 (EW)
警警告告 不注意な降車

システムによって向上した快適性がドライバーの安全
を危険にさらすことがあってはなりません。 車両の乗
員は、降車の際に障害物に十分な注意を払う責任があ
ります。 このシステムは、車両の乗員の注意力に代わ
るものではありません。
e 降車の際には、後ろから車両が近づいていないこ

とを確認してください。

警警告告 検出されない状況

システムの機能制限により、システムが反応しなかっ
たり、誤った警報を発したりする場合があります。
e 交通状況と車両の周囲を必ず確認してください。

システム制限
次のような状況では、タイミングよく車両を検知でき
ない場合があります。
– 車両が非常にゆっくりまたは非常に速く接近する

場合。
– 近くに駐車している車両やリヤ バンパーの汚れに

よってセンサーの範囲が制限されることがありま
す。

– システムの電源は、車両が OFF になった後、約
3 分でシャットダウンします。 ドア パネルのイン
ジケーター BB が点灯します。 他の警告は出ませ
ん。

e ハンドルをしっかり持ち、周囲の交通状況に常に
注意を払ってください。

e 詳細については以下をご覧ください。
> 「システム制限」の章（ 193ページ）を参照

してください。
> 「サラウンド ビュー (RTV)」の章（ 195ペー

ジ）を参照してください。

作動原理
降車警告 (EW) は、後方から近づく、または死角にい
る通行者 (乗用車、オートバイ、自転車など) につい
て、停車している車両の乗員に警告します。
ドアを開くとき、またはドアが既に開いているとき
は、車両の関連する側のドア ミラーとドア パネルのイ
ンジケーターが点灯し、道路利用者が近づいているこ
とを示します。
危険と判断されるほど通行者が近づいている場合に車
両の乗員がドアを開こうとすると、ドアは一時的に開
かなくなります。 車両の関連する側のドア ミラーのイ
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ンジケーター AA および関連するドアのドア パネルのイ
ンジケーター BB が短時間点滅します。
ドアが既に開いている状態で危険と判断された通行者
が近づいてくる場合、車両の関連する側のドア ミラー
のインジケーター AA および関連するドアのドア パネル
のインジケーター BB が、危険が通過するまで点灯しま
す。

ディスプレイの要素
危険な状況が検出され、ドアを開くと危険な場合に
は、すぐにドア ミラーとドア パネルの両方に内蔵され
た警告インジケーターが点灯します。

図 144：降車警告インジケーター要素

AA ドア ミラーの警告インジケーター
BB ドア パネルのインジケーター

降車警告の作動および停止
セントラル ディスプレイで降車警告の作動 / 停止を切
り替えることができます。

e アアシシスストト e 降降車車警警告告

機能が作動中であることを示すアニメーションが表示
されます。 ドア パネルのインジケーター要素 BB が短
時間点灯します。
設定は車両を OFF にしても保存されます。
以前に選択した設定は、選択したアカウントに自動的
に保存され、使用しているキーにペアリングされま
す。
> 「パーソナル設定」の章（ 201ページ）を参照し

てください。
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パーソナル設定
パーソナル設定の保存と呼び出し
特定の設定は車両に保存でき、呼び出すことができま
す。
イグニッションを OFF にすると、事前にした設定は自
動的に PCM のドライバー プロファイルに保存されま
す。 キーを使用して車両をロック解除すると、または
ドライバー プロファイルが変更されると、設定が自動
的に呼び出されます。 複数の人が車両を使用する際、
各自で別個にドライバー プロファイルと鍵を使用する
と良いです。
さらに、人間工学に基づいた設定を運転席と助手席の
ドアのメモリー ボタンで 3 件まで手動で保存でき、呼
び出すことができます (装備によって異なります)。
ココンンフフォォーートト設設定定の機能:
人間工学、エアコン、ライト、視界、アシスタンス シ
ステム、インストルメント クラスターおよびインフォ
テインメントの設定。
人人間間工工学学にに基基づづいいたた設設定定の機能:
シート、ドア ミラーおよびステアリング ホイールの設
定。

注注意意 シート、ドア ミラー、お
よびステアリング ホイー
ルの自動設定の呼び出し

メモリー設定が予期せぬタイミングで起動した場合、
身体の一部が挟まれたり、圧迫される恐れがありま
す。
e お子様のみを車内に残さないでください。
e メモリー ボタンまたはシート調節ボタンのいずれ

かを押すと、必要に応じて人人間間工工学学にに基基づづいいたた設設
定定の自動呼び出し機能をキキャャンンセセルルできます。

コンフォート設定の保存と呼び出し
コンフォート設定の保存
e イグニッションを OFF にすると、事前にした設定

は自自動動的的にに PCM のドライバー プロファイルに保
存されます。

コンフォート設定の呼び出し
e ドアをロック解除してください。

ドライバー プロファイル設定が呼び出されます。
–または –

bb 車両は停止している。
e PCM を使用してドライバー プロファイルを変更し

ます。
設定のロードが中断された場合:
e PCM より、ドドラライイババーーをを有有効効ににすするるを選択しま

す。

ドライバー プロファイルの管理
最大 6 つのドライバー プロファイルと 1 つのゲスト
プロファイルを作成、管理できます。
初めて PCM を開始する場合、セセッットトアアッッププウウィィザザーー
ドドが表示され、PCM 設定の重要なステップを案内しま
す。 最初のドライバー プロファイルを正しく作成する
ため完全にセセッットトアアッッププウウィィザザーードドを作動することを
推奨します。
イグニッションが ON にしてすぐ後のみインストルメ
ントクラスターを経由して、またイグニッションが
ON のときはいつでも PCM 経由で、作成したドライ
バー プロファイルを切り替えることができます。
キーを使用するとドライバーを自動的に検出します。
キーは常にアクティブなプロファイルに自動的に割り
当てられます。

ドライバー プロファイルの管理

e 設設定定 e ドドラライイババーー

– ドライバーを変更する
– ドライバーを追加する

– ドライバーを編集する
– ドライバーを削除する (ドライバー編集のメニュー

項目から)
– ドライバーを有効にする
– 個人設定を有効にする
– 自動保存を無効にする

人間工学に基づいた設定の保存と呼
び出し
メモリー ボタンへの人間工学に基づいた設定の
保存

図 145：運転席ドア メモリー ボタン

11.. SSEETT ボタンを押してください。
ボタンのインジケーター ライトが点灯します。

22.. 該当するメモリー ボタン 11、22 または 33 を 10 秒
以内に押してください。

設定が保存されます。
保存されると確認音が鳴り (運転席ドアのみ)、SSEETT ボ
タンのインジケーター ライトが消灯します。

メモリー ボタンによる人間工学に基づいた設定
の呼び出し
e すべての設定が呼び出されるまで該当するメモ

リー ボタン 11、22 または 33 を押し続けてくださ
い。
–または –
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bb イグニッションを OFF にする。
bb 運転席 / 助手席のドアが開いていること。
e 該当するメモリー ボタン 11、22 または 33 を短く押

してください。
設定が自動的に呼び出されます。
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ヒューズ
警警告告 短絡

車両のエレクトリカル システムの作業により、短絡が
発生する場合があります。 回路の短絡が原因で火災が
発生する恐れがあります。
e エレクトリカル システムでの作業時は、常にマイ

ナス端子をバッテリーから切り離してください。

警警告告 不適切な介入および不適
切なアクセサリー

ヒューズ ボックスへの不適切な介入および不適切なア
クセサリーの使用は、エレクトリカル システムおよび
電子回路の損傷や故障の原因になります。
e ここに記載されているヒューズ以外のすべての電

気部品 (リレーなど) については、交換しないでく
ださい。

e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

e ポルシェによって認証されたアクセサリーのみを
使用してください。 認証されたアクセサリーにつ
いての情報は、ポルシェ正規販売店にお問い合わ
せください。

点検およびヒューズの交換
ショートや過負荷による電気系統の損傷を防ぐため
に、各々の回路がヒューズで保護されています。
ヒューズ ボックスは、左フロント フットウェル、ダッ
シュボード端部およびラゲッジ コンパートメント内に
あります。
装備仕様により、追加のヒューズ ボックスが車両内の
さまざまな場所にあります。 これらのヒューズ ボック

スの作業は、ポルシェ正規販売店でのみ実施してくだ
さい。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

ヒューズ定格

カカララーー 電電流流

薄茶色 5 A

茶色 7.5 A

赤色 10 A

青色 15 A

黄色 20 A

白色 / 透明 25 A

緑色 30 A

青緑色 35 A

橙色 40 A

点検およびヒューズの交換
割り当てられていないヒューズ スロットは、以下の概
要にリストされません。
11.. 可能であれば交換するヒューズと関係のある電装

品をOFFにしてください。
22.. 該当するヒューズ ボックス カバーを開きます。 以

下の個別のヒューズ ボックスの説明を参照してく
ださい。 必要な工具はすべて、ラゲッジ コンパー
トメントの工具セット内に保管されています。

> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 251
ページ）を参照してください。

33.. 必要に応じ、マイナス ドライバーを使用して
ヒューズ上の紫色のプラスチック ストリップを取
り外します。

44.. ヒューズを点検するため、プラスチック製ヒュー
ズ リムーバーを使用して、スロットから対応する
ヒューズを引き抜いてください。 切れたヒューズ
は、内部の金属線が溶けていることで判別できま
す。

55.. 新しいヒューズを差し込んでください。 交替
ヒューズは、それが置き換えているものと同じ定
格電流を有しなければなりません。

66.. 紫のプラスチック片を元の位置にはめてくださ
い。

同じヒューズが何度も切れる場合は、不具合原因を早
急に修理してください。
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。 ポ

ルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十
分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使
し、確かな整備をお約束します。

ダッシュボードのヒューズ ボックス
を開く

図 146：ダッシュボードのヒューズ ボックス

必要なツール：
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– (工具セットの) マイナス ドライバー
– (ヒューズ ボックス カバーの) プラスチック製

ヒューズ リムーバー
e マイナス ドライバーを使用して、カバーを慎重に

こじって取り外してください。

NNoo.. 荷荷物物

2 ETC 料金システム カード リーダー

3 センター コンソール スイッチ モジュー
ル、インストルメント パネル、レベリング
システム コントロール ユニット、ドライ
バー アシスタンス システム用ボタン

4 ヘッドアップ ディスプレイ

5 USB 接続

6 リヤ センター コンソールのオペレーター
コントロール ユニット

7 電子ステアリング コラム ロック

8 センター ディスプレイ

9 インストルメント クラスター

10 マルチメディア システム用オペレーター
コントロール ユニット

11 ライト スイッチ

12 ステアリング コラム スイッチ

14 PCM

15 電子ステアリング コラム ロック

16 ステアリング ホイール ヒーター スイッチ

フットウェルのヒューズ ボックスを
開く
左ハンドル車

図 147：左フロント フットウェル (左ハンドル車) のヒューズ
ボックス

必要なツール：
– (工具セットの) マイナス ドライバー
– (工具セットの) トルクス ドライバー
– (ヒューズ ボックスの) プラスチック製ヒューズ リ

ムーバー
11.. マイナス ドライバーを使用して、ファスニング ス

クリューのカバーを取り外します。
22.. トルクス ドライバーを使用してフットレスト上部

のネジをゆるめ、シート方向に折りたたんで取り
外します。

右ハンドル車

図 148：左フロント フットウェル (右ハンドル車) のヒューズ
ボックス

必要なツール：
– (ヒューズ ボックスの) プラスチック製ヒューズ リ

ムーバー
e 穴に指を入れて、カバーを引き外します。

A 列

NNoo.. 負負荷荷

2 MAF センサー、クランクケース ヒー
ター、クーラント ランオン ポンプ

3 ラジエーター シャッター

4 エキゾースト フラップ、ヒーティング
バックアップ ポンプ、漏れ診断燃料タンク

5 ブレーキ ライト センサー

6 エンジン バルブ

7 酸素センサー

8 エンジン マウント、温度制御バルブ
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NNoo.. 負負荷荷

9 モーター リレー

10 温度オイル レベル センダー

11 ラジエーター シャッター、アクセル

12 エンジン バルブ

13 ラジエーター ファン

14 インジェクター

15 酸素センサー

16 フューエル ポンプ

B 列

NNoo.. 負負荷荷

1 イグニッション コイル

2 モーター リレー

5 エンジン マウント

6 左フロント リバーシブル シートベルト プ
リテンショナー

7 ダッシュボード

8 右フロント リバーシブル シートベルト プ
リテンショナー

9 フロント ヒーター ファン

10 ドライバー アシスタンス コントロール

NNoo.. 負負荷荷

11 温度制御コントロール ユニット - E-
Hybrid、スターター

12 4WD

C 列

NNoo.. 負負荷荷

1 フロント シート ヒーター

2 左フロント ドア コントロール ユニット

3 ソケット供給

4 ルーフ システム

5 補助ライト、左

6 左リヤ ドア コントロール ユニット

7 フロント ワイパー

8 右リヤ ドア コントロール ユニット

9 補助ライト、右

10 ヘッドライト / フロントガラス ウォッ
シャー システム

11 エアコン コントロール ユニット

12 クラッチ アクチュエーター - E-Hybrid

D 列

NNoo.. 負負荷荷

1 DIA_15 (自動減光機能付きミラー、エアコ
ン コントロール パネル、シート ベンチ
レーター、故障診断用ソケットの A/C プ
レッシャー センサー)

2 パーキング センサー / コントロール ユ
ニット

3 サウンド システム (E-Hybrid)、エキゾース
ト システム、構造伝達ノイズ コントロー
ル、エンジン サウンド オルタネーター

4 トランスミッション バルブ

5 スターター リレー、 端子 15 のパワー エ
レクトロニクス用供給

7 E-Hybrid のペダル モジュール

8 ナイト ビュー アシスト、イオナイザー、
eAWS、ガレージ ドア オープナー

9 アダプティブ クルーズ コントロール
(ACC)、レーザー スキャナー

10 4WD、ディファレンシャル ロック

11 アシスタンス システム カメラ

12 シート ベンチレーター

15 右ヘッドライト

16 左ヘッドライト
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E 列

NNoo.. 負負荷荷

1 警報システム

4 トランスミッション シフト メカニズム

5 ホーン

6 パーキング ブレーキ スイッチ

7 ゲートウェイ コントロール ユニット

8 オーバーヘッド コンソール

9 緊急電話モジュール、トレーラー ヒッチ

10 エアバッグ コントロール ユニット

11 ESC、ABS コントロール ユニット

12 故障診断用ソケット、ライト / レイン セン
サー

13 エアコン システム

14 右フロント ドア コントロール ユニット

15 エアコン コンプレッサー

16 スマート アクチュエーター (E-Hybrid)

ラゲッジ コンパートメントのヒュー
ズ ボックスを開く
bb DVD チェンジャー非装備車
DVD チェンジャー装備車
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なト

レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

図 149：ラゲッジ コンパートメントのヒューズ ボックス

必要なツール：
– (工具セットの) マイナス ドライバー
– (ダッシュボードまたはフットウェル内のヒューズ

ボックスの) プラスチック製ヒューズ リムーバー
e マイナス ドライバーを使用して、カバーを慎重に

こじって取り外してください。

A 列

NNoo.. 負負荷荷

1 HV PTC、温度制御バルブ / センサー、ラ
ジエーター シャッター (E-Hybrid)

5 エア サスペンション

NNoo.. 負負荷荷

6 トランスミッション コントロール ユニッ
ト

7 リヤ ロールアップ式サンブラインド、ク
ロージング エイド、KESSY、フィラー フ
ラップ

8 リヤ シート ヒーター (E-Hybrid を除く)

10 トレーラー ヒッチ

11 テールゲート コントロール ユニット

12 リヤ ブロア レギュレーター

B 列

NNoo.. 負負荷荷

1 左テール ライト

3 SCR ヒーター、リヤ スポイラー

4 リヤ エアコン コントロール パネル

5 トレーラーヒッチ (コントロールユニット)

6 トレーラー ヒッチ (ピボット モーター)

7 トレーラー ヒッチ (充電、電動ロック解除)

9 トレーラー ヒッチ (ソケット)

10 ディファレンシャル ロック

12 SCR ヒーター (E-Hybrid を除く)
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C 列

NNoo.. 負負荷荷

1 アシスタンス システム コントロール ユ
ニット

2 携帯電話のカップリング アンテナ / ブース
ター

4 レーン チェンジ アシスト

5 エンターテイメント システム

6 タイヤ空気圧モニタリング

8 補助ヒーターの無線受信機

9 DVD ドライブ

10 TV チューナー、RTM、VTS

11 ルーフ アンテナ (パークアシスト)

12 ガレージ ドア オープナー コントロール ユ
ニット

13 サラウンド ビュー (RTV)

14 右テール ライト

16 サブウーファー

D 列

NNoo.. 負負荷荷

1 eAWS

2 高電圧バッテリー

3 高電圧バッテリー ウォーター ポンプ

4 パワー エレクトロニクス - E-Hybrid

5 ブレーキ ブースター - E-Hybrid

6 シート ファン

8 エアコン コンプレッサー - E-Hybrid

9 48 V システム

10 高電圧バッテリー

11 充電器 - E-Hybrid

14 温度制御ウォーター ポンプ
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ブレーキ
エレクトリック パーキング ブレーキ
エレクトリック パーキング ブレーキは後輪に作用し、
停車中に車両を固定するのに使用します。

図 150：エレクトリック パーキング ブレーキを作動させる

パーキング ブレーキを作動させる
e スイッチ を引いてください。

スイッチのインジケーター ライト とブレーキ
警告灯 が点灯します。

警告灯およびインジケーター ライトに関するインフォ
メーション:
> 「インストルメント クラスター」の章（ 37ペー

ジ）を参照してください。

パーキング ブレーキを手動で解除する
bb イグニッションを ON にしてください。
11.. ブレーキ ペダルを踏んでください。
22.. スイッチ を押してください。

ブレーキ警告灯 が消灯します。

パーキング ブレーキの自動解除
bb エンジン始動状態 / 車両走行可能状態 (E-Hybrid

車両)。
bb 運転席ドアを閉じている。

bb 運転席シートベルトを着用している、または作動
モード DD、RR または MM が選択されている。

パーキング ブレーキをかけたままでも通常のように発
進することができます。 エレクトリック パーキング
ブレーキはドライバーの発進操作を検出し、パーキン
グ ブレーキを自動解除します。
これらの条件のいずれかが満たされていない場合は、
ドライバーが発進操作を行ってもエレクトリック パー
キング ブレーキが自動解除されません。
インストルメント クラスターにメッセージが表示され
ます。 ブレーキ警告灯 およびスイッチのインジ
ケーター ライト が点滅します。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 91ページ）を参照してください。

パーキング ブレーキの自動ロック
bb 車両は停止している。
bb 作動モード DD、RR、または MM が選択されている。
bb 運転席ドアが開いている。
bb 運転席シートベルトが外れている。
電動パーキング ブレーキが自動的に入ります。
スイッチ のインジケーター ライトとインストルメ
ント クラスターのブレーキ警告灯 が点灯します。
警告灯およびインジケーター ライトに関するインフォ
メーション:
> 「インストルメント クラスター」の章（ 37ペー

ジ）を参照してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

エレクトリック パーキング ブレーキの自動ロックが手
動解除によって中断された場合、この機能はドアを再
度開いた後、または運転席シートベルトが再び外され
た後にのみ利用できます。

緊急ブレーキ機能を作動させる

警警告告 急激な減速

緊急ブレーキ機能が作動すると非常に高い制動力が発
揮されます。 周囲の走行を妨げたり、車両のコント
ロールを失ったりする恐れがあります。
e 緊急ブレーキ機能は緊急時にのみ使用してくださ

い。
e 通常走行時に緊急ブレーキ機能を使用しないでく

ださい。

通常のブレーキ操作のみでは車両を停車できない場
合、エレクトリック パーキング ブレーキを使用して急
制動をかけ、停車させることができます。
e スイッチ を引き続けてください。

ブレーキ警告灯 およびスイッチのインジケー
ター ライト が点滅します。

e 緊急ブレーキ機能を解除するには、スイッチ を
放してください。

警告シンボルへの対応
停止車両でエレクトリック パーキング ブレーキを完全
に作動させることができない場合、スイッチのインジ
ケーター ライト およびブレーキ警告灯 が点滅
します。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 91ページ）を参照してください。

フットブレーキ
警警告告 ペダル操作の妨げ

不適切なフロア マットや正しく固定されていないフロ
ア マットは、ペダルの可動域を制限したり、ペダル操
作を妨げたりする可能性があります。 アクセル ペダル
が不意に踏み込まれたり、ブレーキ ペダル操作の妨げ
となったりする場合があります。 これにより、予期し
ない加速が起こったり、ブレーキ操作が難しくなった
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りすることがあります。
e 車両に適切なフロア マットのみを使用してくださ

い。
e フロア マットはフロア上に敷くだけでなく、しっ

かりと固定してください。
e いくつものフロア マットを重ねて敷かないでくだ

さい。
e 清掃などのためにフロア マットを取り外した場合

には、元の場所に正しく取り付けられているか確
認してください。

警警告告 ブレーキ ブースターの停
止

ブレーキ ブースターは、エンジンが作動している間の
み作動準備状態になります。 このため、エンジンが
OFF の場合、またはブレーキ ブースターが故障してい
る場合には、制動の際にペダルをより強く踏み込む必
要があります。
e ブレーキが故障した車両は、決してけん引しない

でください。

> 「けん引」の章（ 85ページ）を参照してくださ
い。

警警告告 ブレーキ ディスクの水膜

大雨の中で水たまりや浅瀬を走行する場合や洗車場を
出た後は、ブレーキの反応が遅れたり、ペダルを踏み
込む時に普通以上に力が必要になったりすることがあ
ります。
e そのため、前走車との車間距離を十分に確保しな

がら、断続的にブレーキをかけてブレーキを｢乾
燥｣させます。 いつでも後続の車両に影響を与えな
いように注意してください。

警警告告 ブレーキ性能の低下

凍結防止剤 (塩分) が撒かれた道路や砂塵の多い道路を
長時間にわたって走行すると、ブレーキ ディスクや
パッドが塩や砂で覆われて摩擦力が大幅に低下し、ブ
レーキ性能も低下することがあります。
車両を長期にわたり駐車した場合、ブレーキ ディスク
の腐食は避けられません。 その結果、ブレーキに
「ジャダー」が発生しやすくなります。
e ブレーキに気になるほどの不快感がある場合は、
ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ正規

販売店のご利用をお勧めいたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

e 急な斜面でブレーキ システムの負担を減らすため
に、適切なタイミングで 1 段低いギヤにシフトす
ることを忘れないでください (エンジン ブレーキ効
果)。
坂道でのエンジン ブレーキ効果が十分でない場合
は、間隔を置いてフットブレーキを使用してくだ
さい。 継続的にブレーキをかけるとブレーキの過
熱を引き起こし、ブレーキ効果が損なわれます。

ブレーキ液とブレーキ液レベルの点検に関するイン
フォメーション:
> 「ブレーキ液」の章（ 211ページ）を参照してく

ださい。

ブレーキ パッドとブレーキ ディスク
ブレーキ パッドやブレーキ ディスクの摩耗は、ユー
ザーの運転の仕方や使用環境によって大きく左右され
るため、必ずしも走行距離には依存しません。
高性能ブレーキ システムは、すべての速度域および温
度下で最大の制動効果が得られるように設計されてい
ます。
特定の速度、制動力や車両を取り巻く環境 (気温、湿度
など) によってブレーキ音が発生することがあります。

警告シンボルへの対応
ブレーキ パッドの摩耗限界に達すると、警告シンボル
が表示されます。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 91ページ）を参照してください。
e 直ちにブレーキ パッドを交換してください。

ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

ポルシェ セラミック コンポジット ブレーキ
(PCCB)
高性能ブレーキ システムは、すべての速度域および温
度下で最大の制動効果が得られるように設計されてい
ます。
ブレーキ パッドやブレーキ ディスクなどのブレーキ
システム関連部品の摩耗は、ユーザーの運転スタイル
や使用環境によって大きく左右されるため、必ずしも
走行距離には依存しません。
ポルシェ社が使用している数値は、交通状況に合わせ
た通常の運転操作に基づいています。 サーキット走行
や過激な運転スタイルは、摩耗を大幅に促進させま
す。
e 車両をサーキット走行などに使用する場合は、現

在のガイドラインについてポルシェ正規販売店に
お問い合わせください。

ポルシェ サーフェス コーテッド ブレーキ
(PSCB)
この車両の高性能ブレーキ システムは、摩擦面の摩耗
と腐食から最適な保護効果が得られるように設計され
ています。 ブレーキ ディスクやブレーキ パッドなど
のブレーキ システムの関連部品の摩耗は、ユーザーの
運転の仕方によって大きく左右されるため、必ずしも
実際の走行距離には依存しません。 ここに記載されて
いる利点に加えて、ブレーキ ディスク摩擦面の革新的
なハード コーティングにより、ディスクは独特な外見
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で、標準的なブレーキ ディスクとは比較のしようがあ
りません。 ブレーキ ディスクがハード コーディング
されているため、PSCB の慣らし期間をより長く見積
もる必要があります。その間、技術的には問題のない
摩擦音が発生する可能性があります。 通常の交通状況
において車両が一般的な方法で運転されている場合、
数千キロ走行した後に、細かいひびで覆われた光るク
ロムのような摩擦面が現れます。 サーキット走行や過
激な運転スタイルにより、摩耗やひびは増え、光るシ
ルバーの摩擦面が暗くなります。 これらの外見の変化
によってブレーキ機能が影響を受けることはなく、さ
らに数千キロ走行すると部分的に減少します。
e 車両をサーキット走行などに使用する場合は、現

在のガイドラインについてポルシェ正規販売店に
お問い合わせください。
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ブレーキ液
> 「エンジン コンパートメント フィラー開口」の章

（ 25ページ）を参照してください。

図 151：ブレーキ フルード コンテナー

ブレーキ液タンクはエンジン コンパートメント内の個
別のカバー下にあります。
e カバーの前方を押して開いてください (PPUUSSHH マー

ク)。

警告メッセージへの対応
ブレーキ フルード レベルが低すぎる場合、インストル
メント クラスターに警告灯 および警告メッセージ
が表示されます。 警告灯が点灯して、ペダルの可動域
が大きくなる場合も、ブレーキ システムの故障を示す
可能性があります。
e 安全なところで、すぐに停止して、運転を止めて

ください。
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。 ポ

ルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十
分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ

が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使
し、確かな整備をお約束します。

> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の
章（ 91ページ）を参照してください。

ブレーキ液量の点検
e ブレーキ液タンクのブレーキ液量を読み取ってく

ださい。 フルード液量は常に MMIINN マークと MMAAXX
の間に維持されなければなりません。

e ブレーキ フルード レベルが MMIINN マーキングを下
回る場合、補充ブレーキ フルードを足します。 ポ
ルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ正
規販売店のご利用を推奨いたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

ブレーキ フルードの交換
ブレーキ フルードの定期的な点検および交換は、メン
テナンスの一部です。
> 「ドライビング プレジャーはそのままに、安全性

を向上」の章（ 5ページ）を参照してください。
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フロント ワイパー
概要 - フロント ワイパー
この概要説明は、｢フロント ワイパー｣に記載されてい
る完全な情報に代わるものではありません。 操作する
際は、この概要のみでなく｢安全に関する指示｣および
｢警告｣を必ずお読みください。

図 152：フロント ワイパー操作レバー 図 153：リヤ ワイパー用のボタン (A) およびレイン センサー
感度用のスイッチ (B)

希希望望すするる操操作作 そそのの操操作作方方法法はは？？ 参参照照先先

フフロロンントト ワワイイパパーー自自動動作作動動 ((レレイインン セセンンササーー作作
動動))

e 操作レバーを 11 の位置にしてください。 > p. 213

レレイインン セセンンササーー感感度度のの設設定定 e 操作レバー BB を上方向 (作動回数が増える) または下方向 (作動回数が減る) に押してくださ
い。

> p. 213

フフロロンントト ワワイイパパーー作作動動 e 低速： 操作レバーを 22 の位置にしてください。
e 高速： 操作レバーを 33 の位置にしてください。
e ワンタッチ： 操作レバーを 44 の位置に押してください (44 の位置で保持すると、ワイパーの動

きが速くなります)。

> p. 213

フフロロンントト ワワイイパパーー && ウウォォッッシシャャーー作作動動 e 操作レバーをステアリングホイール方向 55 に引いて、保持してください。 > p. 213

リリアアワワイイパパーー ((間間欠欠作作動動)) e ボタン AA を押してください。 > p. 214

リリアアワワイイパパーー ((ワワンンタタッッチチ)) e ボタン AA を短く 2 回続けて押してください。 > p. 214

フフロロンントト ワワイイパパーー ササーービビスス ポポジジシショョンン
アイスまたはサン シールドの装着とワイパー ブ
レードの交換

e イグニッションを OFF にして、ワイパー操作レバーを下方向 44 に 1 回押してください。 フロ
ント ワイパーが上方に約 90 度移動します。

> p. 214
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警警告告 ワイパーの不意な作動

レイン センサー モードでは、フロント ウィンドウで
水分が検出されるとフロント ウィンドウ ワイパーが自
動的に作動します。
e 必ずフロント ウィンドウ ワイパーを OFF にしてか

らフロント ウィンドウを清掃してください。

知知識識

ボンネット、フロント ウィンドウ、およびワイパー シ
ステムを損傷する恐れがあります。
e フロント ウィンドウが十分に濡れた状態でワイ

パーを作動させてください。乾いた状態での使用
はウィンドウの擦り傷の原因になります。

e ワイパー ブレードが凍結した場合は、走行前に慎
重にフロント ウィンドウから剥がしてください。

e 凍結時はフロント ウィンドウ ウォッシャーを操作
しないでください。

e (レイン センサー機能により) 不意に作動すること
のないよう、洗車機で洗車する前に必ずフロント
ワイパーを OFF にしてください。

e ワイパー ブレードを交換する場合は、ワイパー
アームをしっかりと保持してください。

e ワイパー ブレードを交換する場合は、ワイパー ブ
レードの長さが異なるので注意してください。

e エンジン コンパートメント リッドを開く前に、必
ずフロント ワイパーを OFF (ワイパー レバーを 00
の位置) にしてください。 衝突の恐れがあります。
ワイパー アームが停止位置にない場合、ワイパー
が停止位置に移動するようにワイパー システムを
一時的に ON にしてから OFF に切り替えてくださ
い。

フロント ワイパーの操作

図 154：フロント ウィンドウ ワイパー レバー

0 - フロント ワイパー OFF
フロント ワイパーおよびイグニッションが OFF の場
合、ワイパーの端が正しい位置に調整されるように、
ワイパーがレスト ポジションから少し持ち上がりま
す。

1 - レイン センサー作動、フロント ワイパー
e ワイパー レバーを最初の戻り止めまで上方向に動

かします。

2 - ゆっくりワイプする
e ワイパー レバーを 2 番目の戻り止めまで上方向に

動かします。

3 - 速くワイプする
e ワイパー レバーを 3 番目の戻り止めまで上方向に

動かします。

4 – フロント ワイパーのワンタッチ機能
e ワイパー レバーを下方向に短く押します。

フロント ワイパーがワイプ サイクルを 1 回実施し
ます。

e ワイパー レバーを下方向に長押しします。
フロント ワイパーが高速でワイプします。

5 – フロント ワイパーおよびウォッシャー シス
テム
e ワイパー レバーをステアリング ホイールに向かっ

て引きます。
レバーを手前に引いている間、ウォッシャー シス
テムとワイパーが作動します。 レバーを放すと
ウォッシャー システムが停止し、その後ワイパー
が数回作動します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

噴出する水の量は走行速度およびワイパー レバーの作
動時間に応じて異なります。

イインンフフォォメメーーシショョンン

e フロント ウィンドウが非常に汚れている場合、洗
浄を繰り返します。

e 昆虫の死骸など頑固な汚れは定期的に除去する必
要があります。

フロント ワイパー ブレードを万全の状態に保つことは
良好な視界のために不可欠です。

イインンフフォォメメーーシショョンン

10 回洗う度に、ナイト ビュー アシスト カメラが一緒
に清掃されます。

レイン センサー作動の調節
レイン センサーが作動すると、フロント ウィンドウに
付着する水滴の量を感知します。 ワイパーの作動間隔
を自動調節します。
フロント ワイパーを ON にしている (ワイパー レバー
が 22 の位置) ときに速度が約 4 km/h 以下になると、
レイン センサーは自動的に作動します。 速度が約
12 km/h を超えると、ワイパーの動きが設定した速さ
に復帰します。
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イインンフフォォメメーーシショョンン

– イグニッションを ON にしたとき、ワイパー レ
バーがすでに 11 の位置にあった場合、速度が
4 km/h を超えるまでレイン センサーは作動しま
せん。

– イグニッションを ON にしたときに、すでにワイ
パー レバーが 22 または 33 の位置にある場合、フロ
ント ワイパーはワイパー レバーを操作しなければ
作動しません。

レイン センサー感度の手動調節
感感度度をを高高くくすするる
e スイッチ BB を上上方方向向に押してください。

フロント ワイパーが 1 回ワイプ作動を行い、設定
が切り替わったことを知らせます。

感感度度をを低低くくすするる
e スイッチ BB を下下方方向向に押してください。

リヤ ワイパーの操作

図 155：リヤ ワイパー用のボタン A

リヤ ワイパーの間欠作動を ON にする
e ボタン AA を押してください。

リヤ ワイパーの間欠作動を OFF にする
e ボタン AA を押してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

リヤ ワイパー間隔は、走行速度によって調整されま
す。

リバース機能を ON にする
PCM では、雨天時やフロント ワイパー作動中にギヤ
をリバースにいれると一連のワイプ作動が自動的に実
行されるようにリヤ ワイパーを設定できます。

e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e ラライイトトとと視視界界

リヤ ウィンドウの清掃

図 156：リヤ ウィンドウの清掃

e ワイパー レバーを前方に押してください
（図 156）。
ワイパー操作レバーを前方に押している間、
ウォッシャー システムとワイパーが作動します。
操作レバーを放すと、拭き取りのためワイパーが
数回作動します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

リヤ ウィンドウの清掃時に、リバース カメラが同時に
清掃されます。

ワイパー ブレード
知知識識

ワイパー アームが誤ってフロント ウィンドウに勢いを
つけて戻ると、フロント ウィンドウが損傷することが
あります。
e ワイパー ブレードを交換する場合は、ワイパー

アームをしっかりと保持してください。

知知識識

気温が低いとワイパー ブレードが凍結することがあり
ます。
e 走行前に凍結したワイパー ブレードを溶かしてく

ださい。

知知識識

適切に洗浄されない場合、ワイパー ブレードのグラ
ファイト コーティングが損傷することがあります。
e 洗浄機のノズルをワイパー ブレードに向けないで

ください。
e 布やスポンジでワイパー ブレードを洗浄しないで

ください。
e ワイパー ブレードの洗浄は清潔な水でのみ行って

ください。

ワイパー ブレードの交換
ワイパーブレードは年に 2 回 (寒い季節の前後に)、ま
たはワイパーのパフォーマンスが落ちたり、ブレード
が損傷したりした場合に交換する必要があります。
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注注意意 正しく取り付けられてい
ないワイパー ブレード

適切に交換しない場合、正しく取り付けられていない
ワイパー ブレードが走行時にゆるむ可能性がありま
す。
e ワイパー ブレードはワイパー アームに適切に装着

する必要があります。
e ワイパー ブレードが確実に取り付けられているこ

とを確認します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

この作業は、必要であればポルシェ正規販売店にご依
頼ください。ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いた
します。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆
使し、確かな整備をお約束します。

フロント ワイパー ブレードの交換
ワイパーの展開
bb イグニッションを OFF にします。
11.. ワイパー レバーを下方向に 1 回押してください

(位置 44)。
フロント ワイパーが上方に約 90° 移動します。

22.. メーカーの取扱説明書 (別冊) に従い、ワイパー ブ
レードを交換してください。 ワイパー ブレードの
長さが異なるので注意してください。

ワイパーの格納
bb イグニッションを ON にします。
e ワイパー レバーを下方向に約 1 秒間押してくださ

い (位置 44)。
フロント ワイパーが通常位置に戻ります。

リヤ ワイパー ブレードの交換

知知識識

車両またはワイパー アームを損傷する恐れがありま
す。
リヤ ウィンドウのワイパー アームはウィンドウから完
全に上げることはできません。
e ワイパー アームをウィンドウから最大 15° の範囲

で持ち上げます。

ワイパー ブレードの取り外し
11.. ワイパー アームを少し上げてください。
22.. ワイパー ブレードをつかみ、人差し指でマウント

AA の位置で少し押し上げます。
33.. マウント AA からワイパー ブレードを持ち上げま

す。

図 157：リヤ ワイパー ブレードの交換

ワイパー ブレードの取り付け
e 新品のワイパー ブレードを、マウント AA にしっか

りはまるまで押し込んでください。
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ヘッドアップ ディスプレイ
ヘッドアップ ディスプレイ (HUD) は、インストルメ
ント クラスターの補助ディスプレイです。 これは、重
要なメッセージや選別された情報をフロント ウィンド
ウのドライバーが見える場所に投影します。 これによ
り、ドライバーは道路から目を離すことなく情報を読
むことができます。

知知識識

ガラス カバーの傷により損傷する恐れがあります。
e ヘッドアップ ディスプレイのガラス カバーの上に

物を置かないでください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ヘッドアップ ディスプレイに表示された情報のドライ
バー ビューは、以下の要因に影響されます。
– 特定の偏光フィルター付きサングラス。
– 濡れた路面。
– 望ましくない照明条件。
– ガラス カバー上の荷物。
e ヘッドアップ ディスプレイが適切な位置にセット

され、高さが正しく調節されていることを確認し
てください。

ヘッドアップ ディスプレイの有効化 / 無効化お
よび設定

e 車車両両 e 制制御御 e デディィススププレレイイ e ヘヘッッドド
アアッッププデディィススププレレイイ
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ボイス コントロール
警警告告 正常に機能しない音声認

識

声はストレスの多い状況で変わることがあります。 こ
れにより、特定の状況で電話接続の要求が認識できず
に失敗したり、接続に時間を要してしまう恐れがあり
ます。
e 緊急時はボイス コントロールを使用しないでくだ

さい。
e タッチ ディスプレイを使用して緊急電話番号をダ

イヤルします。

数多くのナビゲーション、メディア、電話、アプリの
機能およびエアコン設定を、ボイス コマンドで起動す
ることができます。 車両機能は、ボイス コマンドでは
操作できません。 ボイスコントロールは話者に適応
し、最初の会話から登録を開始します。
オンボードおよびオンライン音声認識機能1 は、ボイ
ス コントロール システムでシームレスにリンクされて
います。
ボイス コントロールはすべてのシステム言語に対応し
ているわけではありません。
操作に関する情報 ポルシェ コミュニケーション マネ
ジメントシステム (PCM):
> 「ポルシェ コミュニケーション マネジメントシス

テム (PCM)」の章（ 230ページ）を参照してくだ
さい。

ボイス コントロールの呼び出し

図 158：レバーのボイス コントロール ボタン

ボイス コントロールの起動
bb イグニッションを ON にします。
bb 通話していない。
bb パーキング エイドを使用していない。
11.. レバーの ボタンを短く押します。

起動音が鳴り、ボイス コントロールのマーク
が PCM に表示されます。

22.. ボイス コマンドを発話してください。

ボイス コントロールの終了
bb ボイスコントロールが作動している。
e レバーの ボタンを押します。

終了音が鳴ります。

イインンフフォォメメーーシショョンン

会話は「マイク」アイコン をタップすると一時停
止し、再度タップすると再び開始します。

ボイスコントロール ボタンのその他の機能
レバーの ボタンを使って、アプリに応じた様々な
機能を有効にできます。
– 短く押すと、実行中の案内の次のパートにスキッ

プします。
– 短く押すと、現在の会話を中断します。
– 長押しすると、Siri ボイス コントロール システム

が起動されます。
> 「Siri 音声認識機能を使用する Apple CarPlay の

操作」の章（ 281ページ）を参照してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– 会話中は、ナビゲーション案内および交通情報通
知が中断されます。

– ボイスコントロールが起動していると、ボイスコ
ントロール、ロータリー プッシュ ボタン、または
タッチ ディスプレイからリスト項目を選択するこ
とができます。

– 発話されたボイス コマンドを理解できない場合や
意味を解釈できなかった場合、ボイスコントロー
ルはももうう一一度度おお願願いいししまますすと応答しますので、再
度ボイス コマンドを言ってください。

ボイス コントロール システムで ポルシェ コネク
ト サービスを使用する
bb データ接続が正常に確立されました。
> 「ポルシェ コネクト」の章（ 226ページ）を参照

してください。
– ナビゲーション目的地、ポータル POI、および他の

施設情報カテゴリーを入力するためのオンライン
検索機能を ポルシェ コネクト から読み込んでくだ
さい。

1. 必要条件: データ接続を確立していること。
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ボイス コントロールを用いたコミュニケーショ
ン時の注意
ボイス コントロールを使用する際は、以下の点に注意
してください。
– 通常通りの声量で、はっきりと分かりやすく発話

してください。
– 長い間を置かずに、むらなくボイス コマンドを強

調してください。
– ボイス コントロールがアナウンスをしているとき

は発話しないでください。
– ドア、ウィンドウ、スライディング ルーフなどを

閉じ、混乱の原因となる雑音を低減してくださ
い。

– ハンズフリー マイクはドライバー側に向いている
ため、ボイス コマンドを発するのはドライバーだ
けにしてください。

ボイス コントロールの調節
11.. 車車両両 e 制制御御 e シシスステテムム e ボボイイススココンントト

ロローールル

22.. 以下から希望の設定を選択してください。

– シショョーートトダダイイアアロロググ: 音声応答には短いアナウンス
が伴います。

– ヘヘルルププテテキキスストト: 発話可能なコマンドが表示されま
す。

ボイス コマンドの発話
3 種類のボイス コマンドがあります:
– ググロローーババルル ボボイイスス ココママンンドド は、いつでも使用す

ることができます。 例えば、ナナビビ メイン メ
ニューが表示されていて、ボイス コマンドのララジジ
オオ放放送送局局 XXYY と発話すると、その放送局が呼び出
されます。

– 一一般般のの有有効効ななボボイイスス ココママンンドドは、会話中にいつで
も発話することが可能です。
– 新新規規入入力力
– 修修正正: 例えば、電話番号をいくつかのブロック

に分けて発話した場合 (0711 911 など)、この
ボイス コマンドは最後に発話したブロックを取
り消します。

– 一一時時停停止止: ボイス コントロールを一時停止しま
す (メッセージを口述するときなど)。 ボイス
コントロールは、最大 5 分間一時停止できま

す。 この時間が経過すると、会話は自動的に終
了します。

– ヘヘルルププ: 使用可能なボイス コマンドの入力支援
が表示されます。

– キキャャンンセセルル:
– 対対話話関関連連ボボイイスス ココママンンドドは、PCM との会話が開

始されるとすぐに必要になります。例えば、行行
11、次次ののペペーージジ、前前ののペペーージジ、ははいい、いいいいええで
す。

音声でリストを使用する
リストをブラウズする

e PCM でリストを前 / 後にスクロールするには、
次次ののペペーージジ // 前前ののペペーージジと発話してください。
–– ままたたはは ––
タッチ ディスプレイまたはロータリー プッシュ
ボタンでリスト内を移動します。

リスト項目の発話
ダッシュボードのタッチ ディスプレイに表示されるリ
スト項目は、行番号で選択できます。
e ボイス コマンドで行行 11 と発話します。

ラジオのグローバル ボイス コマンド
希望する操作 その操作方法は? 通知

受信範囲を切り替える (設定 / ON にする) チチュューーナナーー (例) FFMM//AAMM

放送局を選択 放放送送局局をを選選択択 現在受信可能な放送局のみを発話できます。

現在受信可能な放送局を選局する (選選局局) 放放送送局局例: 放送局 XY 現在受信可能な放送局のみを発話できます。

周波数を入力 周周波波数数 例: 91.1 FM (選選択択) 周波数を直接選択すると、受信範囲が変更する可能性が
あります。
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メディアのグローバル ボイス コマンド
希望する操作 その操作方法は? 通知

メディア ソースを変更 再再生生 (例) SSDD カカーードド / UUSSBB / BBlluueettooootthh

アーティスト / アルバム / トラック /
ジャンルを選択する

再再生生 ((アアーーテティィスストト)) (例) アアラランン テテーーララーー
再再生生 ((アアルルババムム)) (例) SSoonnggss ffoorr tthhee rrooaadd
再再生生 ((トトララッックク)) (例) LLeett tthhee mmuussiicc ffllooww
再再生生 ((ジジャャンンルル)) (例) ロロッックク

有効なメディア ソース内にあるアーティスト / アルバム
/ トラック / ジャンルのみを発話することができます。

現在の音楽トラックに似た音楽を再生
する

類類似似のの音音楽楽をを再再生生

電話のグローバル ボイス コマンド
bb 電話が PCM に接続されている。
> 「携帯電話」の章（ 288ページ）を参照してください。

希望する操作 その操作方法は? 通知

リダイヤル機能を開く リリダダイイヤヤルル

電話番号を入力する 選選択択番番号号をを入入力力すするる / 番番号号 例例:: 00771111 991111 1122334455 次のステップでは、システムが電話番号を尋ねます。/
入力した番号に対して発信します。

電話 ボイスメール 電電話話 ボボイイススメメーールル

連絡先に発信する 連連絡絡先先にに発発信信すするる / 電電話話帳帳をを表表示示 次のステップでシステムが連絡先の名前を尋ねます。

保存されている連絡先に電話する 電電話話例: 山山田田 (ププラライイベベーートト / 仕仕事事 / 一一般般) 連絡先が 1 つ以上の場合、このコマンドにより会話が開
始します。 名、姓、またはその両方を発話することがで
きます。 特定の電話番号を選択することも可能です。

通話履歴の呼び出し 通通話話履履歴歴 / 不不在在着着信信 / 着着信信 / 発発信信番番号号 ボイス コマンドは、項目を選択または項目に電話をかけ
ることができるグローバル通話履歴を表示します。

E メール / SMS を読む EE メメーールル / SSMMSS を読読みみ上上げげるる bb 接続されている携帯電話は機能に対応しています。
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ナビゲーションのグローバル ボイス
コマンド
希望する操作 その操作方法は? 通知

新しい目的地を入力する ルルーートト案案内内 (例) 東東京京都都千千代代田田区区霞霞がが関関 11--33--22/住住所所をを入入力力 / 新新
ししいい目目的的地地をを入入力力

「ルルーートト案案内内」と一文で言うか一言ずつ言うことで、ナ
ビゲーションを使用することができます。

コンシェルジュ サービスを開始する ココンンシシェェルルジジュュ ササーービビスス

最終目的地を選択してください 目目的的地地履履歴歴 / 保保存存ししたた目目的的地地

目的地として自宅 / 職場を選択する 自自宅宅へへ帰帰るる / 職職場場へへ行行くく 保存されている住所へのナビゲーションを開始します。

目的地または施設情報を検索する ((PPOOII)) のの検検索索 例: PPoorrsscchhee SSeerrvviiccee ブランド名や施設情報のカテゴリーを発話することがで
きます (例: 検索 施設情報 空港)。1

都道府県 / 市区町村を選択する 都都道道府府県県 // 市市区区町町村村をを入入力力

レストラン / 休憩所 / トイレ / ガソリ
ン スタンドを検索する

次次ののレレスストトラランン / 休休憩憩所所 / トトイイレレ / ガガソソリリンン ススタタンンドド 近隣のそれぞれの検索基準を表示します。

ルート案内を開始 / 終了する ルルーートト案案内内をを開開始始 // 終終了了すするる

燃料残量の決定 走走行行可可能能距距離離 / 残残りりのの距距離離 / タタンンクク情情報報

交通情報を呼び出す 交交通通情情報報 bb ルート案内を開始している。

到着時間を要求する 到到着着予予想想時時刻刻はは / 到到着着時時刻刻 bb ルート案内を開始している。

1. オオンンラライインン接接続続ボボイイスス データ パッケージが契約済みで、データ接続が利用可能な場合、検索は併行してオンラインでも実施されます。 これによって検索結果が変わることがあり、会話に
少々の遅れが生じる原因となる場合があります。
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エアコンのグローバル ボイス コマン
ド
希望する操作 その操作方法は? 通知

温度の設定 エエアアココンンをを 1199 度度 ((例例)) にに設設定定

温度を上げる / 下げる 温温度度をを22 度度 ((例例))上げる

シート ヒーターを使用します シシーートト ヒヒーータターーをを OONN ににすするる
シシーートト ヒヒーータターーををレレベベルル 11 ((例例)) に設定する
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ポルシェ アクティブ サスペン
ション マネージメント
（PASM）
PASM システムはショック アブソーバーをアクティブ
に調整します。 アジャスタブル ダンパー システム
は、走行状態や走行条件に応じて各ホイールに適切な
ダンピング フォースを制御します。 走行安全性、俊敏
性、および快適性が最適化されます。
ボタンの操作で 3 種類のシャーシ モードから選択でき
ます。
– ｢ノーマル｣
– 「スポーツ」
– ｢スポーツ プラス｣
ノーマル モードでは、車両はスポーティーで快適な設
定となります。 ｢スポーツ｣シャーシ設定ではスポー
ティーなダンパー コントロールになります。 「スポー
ツ プラス」モードでは、ダンパー コントロールは妥協
のないスポーティーな走行 (例: レース サーキットでの
走行) に最適化されます。 マニュアル モードを選択す
ることに加えて PASM も、スポーツ性能の大幅な向上
や快適な走行を実現するためにダンピング フォースの
要件を走行状況に合わせて調整します。

シャーシ モードの設定

図 159：センター コンソールの PASM ボタン

11.. イグニッションを ON にする
22.. ボタン を繰り返し押します。

ボタンのインジケーター：
– ｢ノーマル｣(デフォルト設定) を選択した場合、イ

ンジケーター ライトは点点灯灯ししまませせんん。
– ｢スポーツ｣を選択すると、インジケータ ライトが

11 つつ点灯します。
– ｢スポーツ プラス｣を選択すると、インジケータ ラ

イトが 22 つつ点灯します。
更に、選択したシャーシ モードはインストルメント ク
ラスターに短時間表示されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

シャーシ モードは PCM でも設定できます:

e 車車両両 e ドドラライイブブ e シシャャシシーー

イインンフフォォメメーーシショョンン

イグニッションを OFF にした後でも、最後に選択した
シャーシ モードは保存された状態のままになります。

警告シンボルへの対応
PASM 故障はインストルメント クラスターに表示され
ます。
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ポルシェ アクティブ セーフ
(PAS)
危険な状況ではポルシェ アクティブ セーフ機能は、乗
員および他の通行者を保護するためにシステム制限内
で必要な措置を講じます。
ポルシェアクティブセーフ (PAS) には、次の機能が搭
載されています。1:
– 警告および緊急ブレーキ機能
– 予防的乗員保護機能 (装備仕様により異なる)
– 距離警告 (装備仕様により異なる)
フロントガラス手前にあるカメラは、車両前面を監視
します。 都市部や郊外の速度範囲で別の車両、および
歩行者や自転車と前方で衝突が起こりそうになる場
合、システムの限界内でそれを検出します。 システム
はドライバーに、視覚、音響、そして必要な場合にブ
レーキ振動により警告します。 状況によっては、衝突
速度を低減するか衝突を回避するため、必要に応じて
システムはドライバーのブレーキ操作をサポートした
り、部分的または完全な減速を開始したりします。
車両装備により、その他のポルシェ アクティブ セーフ
機能を取り付けることができます。
– 乗員の予防的保護機能と併せて、フロントのシー

ト ベルトは可逆的に張力調整ができ、装置のバー
ジョンによっては車内で事前調整が行われること
もあります。

– PSM など異なる車両システムを連携することによ
り、システムは例えばドライバーが緊急ブレーキ
をかけた場合などに乗員の予防的保護措置を作動
します。

ポルシェ アクティブ セーフ (PAS) に関する例外
的な状況
次のような状況では、PAS は制限されるか使用できま
せん：
– シート ベルトが着用されていない場合。

– 後退時。
– ブレーキ ライトが故障している場合。
– ポルシェ スタビリティ マネージメント、またはエ

アバッグ コントロール ユニットに故障が発生した
場合。

– PSM の機能が制限されているか OFF になっている
場合 (PSM OFF)。

– 選択するオフロード モードにより、作動時間およ
び機能が適応または解除された場合。

– ポルシェ ヒル コントロール (PHC) が操作可能また
はアクティブに制御する場合、PAS は利用できま
せん。

– イグニッションを ON にした後、最大 10 秒間。
インジケーター ライト が点灯します。

PAS の ON/OFF
e アアシシスストト e PPoorrsscchhee AAccttiivvee SSaaffee
ポルシェ アクティブ セーフ (PAS) が OFF または使用
不可の場合、 がインストルメント クラスターに表
示されます。
イグニッションを再度 ON にすると、解除されたシス
テムがまた起動します。

知知識識

e PAS の不必要な介入を防ぐため、公道外で運転す
る場合や、車両運搬車、電車、船などに積載する
場合は PAS を OFF にしてください。

e Porsche Active Safe 保護措置すべてが作動するわ
けではなく、検出された危険によります。

e 前走車との車間距離や速度など車両のハンドリン
グに関しては特に、必ず国別の法規に則り走行し
てください。ドライバーは常に各国の法規を遵守

する責任があります。
e 車両をけん引する際は PAS の作動解除をする必要

があります。

警告およびブレーキ機能
システムの限界内で、PAS は衝突しそうになった場合
に警告を発し、状況に応じたブレーキ操作を開始する
ことが可能です。 速度が約 5 km/h を超えるとシステ
ムは有効になります。
速度が約5 km/h から 85 km/hまでは歩行者に反応で
きます。 速度が約 10 km/h から 250 km/h までは車
両に反応できます。
タイミング良く検知すれば、システムは危険な状況を
察知し適切に対応することができます。
以下のような危険な状況に陥る恐れがあります。
– 前走車が急停止する場合。
– 車両が、かなり低速で動いている車両または進行

方向に停止中の車両に近づいている場合。
– 歩行者または自転車が走行車線内で立ち止まって

いる、または走行車線内へ移動している場合。
検知できない場合、ポルシェ アクティブ セーフは反応
しません。

1. すべての国別仕様で使用可能ではありません
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衝突警告

図 160：インストルメント クラスターの衝突警告

PAS が、衝突の危険を検知した場合、警告音を発し、
インストルメント クラスターに該当するシンボルを表
示してドライバーに警告します。 歩行者または自転車
については、速度が 85 km/h まで、車両については
250 km/h までドライバーに警告します。
交通状況とドライバーの運転方法で、警告のタイミン
グが異なり、設定することができます。

衝突の警告のタイミングの設定

e アアシシスストト e e アアシシスストト シシスステテムム設設定定 e
PPoorrsscchhee AAccttiivvee SSaaffee

衝突警告が OFF の場合、イグニッションを再度 ON に
すると、標準設定で再び作動します。

緊急警告
ドライバーが衝突警告に対応しない場合、一瞬ブレー
キをかけるという形の緊急警告で高まっている衝突の
危険をドライバーに警告します。 さらに、警告音が鳴
り、インストルメント クラスターに該当するシンボル
が表示されます。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 91ページ）を参照してください。
この警告が発生した場合、ドライバーが歩行者を避け
るか急ブレーキをかけることで、衝突を回避すること
ができるかもしれません。 交通状況とドライバーの運
転方法で、警告のタイミングが異なります。 同時に、
車両は発生するかもしれない緊急ブレーキのために備
えます。

自動ブレーキ
ドライバーが緊急警告に反応しない場合、システムの
性能範囲内で PAS は徐々にブレーキを強めていき、自
動で車両を停止させることができます。1.
衝突しそうな状況でドライバーのブレーキ操作が十分
でないとポルシェ アクティブ セーフが判断した場合、
状況に合わせてブレーキ圧を増加することができま
す。 さらに、警告音が鳴り、インストルメント クラス
ターに該当するシンボルが表示されます。
衝突しそうな状況で減速することにより、事故の被害
を軽減することができます。

警警告告 PAS システム制限と情報

PAS は、物理的な限界を超えることはできません。
PAS はサポート システムであり、すべての状況下で衝
突を防げるものではありません。 ドライバーには、常

にブレーキを適時かける責任があります。
e センサーやカメラは、事故につながる危険がある

すべての車両、歩行者、自転車を常に検知できる
わけではありません。

e 走行安全性は向上しますが、事故につながる危険
がある無謀な運転は避けてください。

e ドライバーには常に車速や車両、歩行者、自転車
との車間距離を安全に操作する責任があり、視
界、天候、交通状況に合わせて操作する必要があ
ります。

– 複雑な走行状況では、PAS が不適切な警告を発し
たり、不必要なブレーキをかけたりする可能性が
あります。

– PAS は、動物、交差車両、対向車、およびポー
ル、フェンス、列車などの障害物には反応しませ
ん。

– PAS は、カーブでは制限されたり使用できなく
なったりする可能性があります。

– ガードレールやトンネルの入り口などの反射物、
豪雨、降雪、霧、氷によって、カメラまたはセン
サーの動作が低下する場合があり、結果として衝
突リスクの検出も低下する場合があります。

注注意意 PAS 検出性能が正常に機
能しない場合

損傷したフロント ウィンドウは PAS の機能に悪影響
を及ぼす可能性があります。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

1. すべての国別仕様で使用可能ではありません。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

ポルシェ アクティブ セーフ (PAS)

225

知知識識

e PAS による自動ブレーキは、ドライバーがブレー
キを強くかけたり、加速をしたり、回避操作をし
たり、または PAS を停止すると中止されます。

e 必要に応じて、自動ブレーキにより車両を減速さ
せ停止させることができます。 車両が停止して
も、それ以降、ブレーキがそのままずっと効き続
けるわけではありません - ブレーキを踏み、車両
のコントロールを再開してください。

e 予期しないタイミングで PAS がブレーキを作動さ
せる可能性があることに注意してください。 それ
で、損傷や怪我を防ぐため、荷物は必ず固定して
ください。

– トレーラーモードでは、車両とトレーラーの組み
合わせのブレーキ操作、自動ブレーキ中に変更さ
れたマスおよび変更されたブレーキ操作および抑
制操作は、通常と異なる場合があります。

– PSM 機能が制限されていたり、無効 (PSM OFF)
だったりする場合、PAS は OFF になっています。

乗員の予防的保護機能
シート ベルト システムの最適化
ドライブ開始から、フロントのシート ベルトが徐々に
締まり、乗員にとって最適な位置になるように調整さ
れます。 ドライブ スピードが約 30 km/h に達する
か、シート ベルトを再度締めるとこの機能が作動しま
す。

シート ベルトと車内のプレコンディショニング
事故につながりそうな状況が検知されると、PAS は衝
突が起きる前に、予防的保護機能の効果を上げるため
いろいろな措置を開始できます。 そのため、状況に合
わせてフロントのシート ベルトの可逆的な張力調整が

行われたり、ウィンドウを開いて (装置によっては) サ
ンルーフが閉じられたり、フロント シートの両側のボ
ルスターが膨らまされたりします。
乗員の予防的保護措置は、システムの制限内で、運転
速度約30 km/h以上でドライバーが緊急ブレーキをか
けた場合、または車両の自動ブレーキ機能が作動した
ときに発動します。 衝突の危険がなくなり、運転の状
況が安定すると、プレコンディショニング措置は終了
し、シート ベルト張力は再び解除されます。

警警告告 乗員の予防的保護機能の
限界

PAS が開始した事前調整措置は、自動安全システムの
機能をサポートしますが、物理的な限界を超えること
はできません。
e 以下の点を遵守してください。
– 繰り返し作動により (安全運転トレーニングなどに

おいて)、ベルト張力は徐々に強くなっていき、ベ
ルト張力を正しく解除できなくなることがありま
す。 この場合、シート ベルトを外して再度着用す
るか PAS を無効にします。

– PAS 介入後に事故が発生した場合、リバーシブル
シート ベルト プリテンショナーが破損することが
あります。
ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

– リバーシブル ベルト テンショナーが故障した場
合、予防的乗員保護機能は限られた範囲でのみ使
用可能です。

– PSM の機能が制限されているか OFF になっている
場合 (PSM OFF)、PAS の予防的乗員保護機能は解
除されます。

距離警告
Porsche Active Safe が、前方車両との車間距離が近す
ぎるために危険を検知した場合、車両の速度が約
65 ～ 250 km/h の範囲であればインストルメント ク
ラスターに シンボルが表示され、ドライバーに警
告します。1.
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 91ページ）を参照してください。

距離警告の設定

e アアシシスストト e e アアシシスストト シシスステテムムのの設設定定
e PPoorrsscchhee AAccttiivvee SSaaffee

1. すべての国別仕様で使用可能ではありません。
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ポルシェ コネクト
モデル、国別仕様および装備仕様に応じて、いろいろ
なオプションが利用できます。 ここに説明されている
機能は、すべてのモデル、国別仕様および装備仕様に
対して利用可能なわけではありません。
国によって、内蔵 SIM カード、外部 SIM カード、ま
たは外部 WiFi ホットスポット経由でデータ接続を確立
することができます。 現在有効なデータ接続は PCM
のステータス ラインおよびデバイス マネジャーに表示
されます。
> 「ポルシェ コミュニケーション マネジメントシス

テム (PCM)」の章（ 230ページ）を参照してくだ
さい。

> 「デバイス マネージャー」の章（ 169ページ）を
参照してください。

内蔵 SIM カード経由でデータ接続を
確立する (国によってはご利用いた
だけない場合があります)
bb SIM カード リーダーが空空の状態である。
bb PCM 電話が ON です。 (設設定定 e ポポルルシシェェ ココネネ

ククトト e PPCCMM電電話話ををOONNににすするる)
データ接続は、イグニッションを ON にするとすぐに
確立されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

データ接続を確立できない場合は、以下を点検してく
ださい：
– PCM 電話が ON です。
– 車両が十分ネットワーク受信が可能な場所にある

(遮蔽された場所でない)。
e 必要であれば、 PCM を再起動します。

データ パッケージを表示する

e アアププリリ e デデーータタパパッッケケーージジ

マーケットによっては、契約済みのデータ パッ
ケージに関する情報が表示されます。

外部 SIM カード経由でデータ接続を
確立する

知知識識

SIM カード アダプターを使用すると、振動により SIM
カードがアダプターから外れて、カードの構成部品が
ドライブに詰まる恐れがあります。
e SIM カード アダプターは使用しないでください。

図 161：外部 SIM カードをグローブ ボックス内に挿入

bb PCM 電話が ON です。 (設設定定 e ポポルルシシェェ ココネネ
ククトト e 電電話話機機能能ををOONNににすするる)

11.. SIMカードBBを挿入します (ミニ SIM、寸法：25
x 15 mm)。 切り欠き部分を前方左側にして、
チップ面を下にしてください。
データ接続が確立されます。

22.. SIM カードを取り出すには、挿入されたカードを
押して抜き出します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

データ接続を確立できない場合は、以下を点検してく
ださい：
– PCM 電話が ON です。
– SIM カードのデータ容量が十分ある、および正し

く挿入されている
– SIM カードが損傷していない、および適切に作動

している
– APN 設定 (インターネット アクセス) が正常である

APN 設定はネットワーク オペレーターに連絡して
点検してください。

– 車両が十分ネットワーク受信が可能な場所にある
(遮蔽された場所でない)。

e 必要に応じて PCM を再起動してください。

PCM WiFi ホットスポット (ワイヤ
レス インターネット アクセス) の起
動
PCM ホットスポットに接続可能な WiFi 機器は最大 8
個です。
bb 内臓 SIM カードまたは外部 SIM により、データ接

続が正常に確立されました。
bb 内蔵 SIM カード経由のデータ接続 (国によっては

ご利用いただけない場合があります): 関連するデー
タ プランが契約されました。

11.. または ヘッダーの (接続状況により異な
る) e オプション e PPCCMMホホッットトススポポッットト を
選択します。
WiFi アクセスデータPCM (機器名およびWiFi パ
スワード) が表示されます。

22.. PCM の WiFi アクセス データをデバイスの WiFi
設定に入力してください。
PCM のワイヤレス インターネット アクセスへの
接続が確立されます。
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ポルシェ コネクト の利用
ポルシェ コネクト サービスを使用するためにデータ接
続が必要です。
ポルシェ コネクト チャプターを参照します。
> 226ページ以降

イインンフフォォメメーーシショョンン

ポルシェ コネクトに関する詳細 (ヘルプ ビデオ、ポル
シェ コネクト取扱説明書およびヘルプ) は、 www.
porsche.com/connectをご覧ください。

ポルシェ コネクト サービスの起動
ポルシェ コネクト サービスを初めてご利用になる場
合、まず起動させる必要があります。
e ポルシェ コネクト サービスは、下記から起動して

ください www.porsche.com/connect から.

ナビゲーション システムおよびボイスコント
ロール システムのサービスを使用する
– My Porsche からナビゲーション目的地を入力し

て、ポータル施設情報やその他の施設情報カテゴ
リーをロードする場合のオンライン検索。

– 追加の地図画面。
– リアルタイムの交通情報 では、インターネット経

由で、事故、道路工事、渋滞情報やその他の事象
に関する情報を配信します。

– 音声入力でメッセージとオンライン言語検索を行
います。

「アプリ」メニューのサービスを利用する

e アアププリリ を選択してください。
利用可能なサービスが表示されます。

ポルシェ コネクト ユーザー (ポルシェ ID) を
PCM にログインする
ポルシェ ID はペアリング コードを使用して PCM とリ
ンクされています。 My Porsche からパーソナル設定
を取得するために、一部のコネクト サービスを使用す
るためにこれが必要となります。

11.. アアププリリ eオプション eポポルルシシェェIIDD設設定定 e
ポポルルシシェェIIDDをを管管理理

22.. My Porsche からサービスを正常に起動した後に
表示されるペアリング コードを入力します。

ポルシェ コネクト ユーザー (ポルシェ ID) を
PCM で管理する
bb ポルシェ コネクト のユーザーが作成され登録され

ている。

e アアププリリ eオプション eポポルルシシェェIIDD設設定定 e
ご希望のアクションを選択してください:

– 新新ししいいポポルルシシェェIIDDををリリンンククささせせるる
– 削削除除
– ポポルルシシェェIIDD設設定定
– ロロググアアウウトト: 現在ログイン中のユーザーはログアウ

トしました。

サービス概要を表示

e アアププリリ e オプション e ササーービビスス概概要要
購入したサービスおよび契約期間に関する情報が
表示されます。

ポルシェ アプリの利用
> 「アプリ」の章（ 227ページ）を参照してくださ

い。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– ポルシェ コネクト サービス (カー コネクト サービ
スを含む、セーフティおよびセキュリティ サービ
スを除く) はサービス パッケージおよび国により期
間は異なりますが、3 カ月以上の無料利用期間を提
供しております。 無料利用期間についての詳細な
インフォメーション、およびそれ以降の費用とお
住まいの国で利用可能な各サービスについてのイ
ンフォメーションは wwwwww..ppoorrsscchhee..ccoomm//
ccoonnnneecctt またはポルシェ正規販売店から入手でき
ます。

– 国により、ポルシェ コネクト サービスは内蔵
SIM、またはデータ対応の外部 SIM カードにより
ご利用になれます。 外部 SIM カードは、携帯電話
プロバイダーとの料金ベースの個別契約が必要で
す。

– お使いの携帯電話の料金体系によっては (また海外
で使用する場合は)、インターネットからデータ
パッケージを受信する際に追加料金が発生する場
合があります。 定額データ プランのご利用をお勧
めします。

– サービスの利用可否、範囲およびプロバイダーは
国、年式、機器および使用料金によって異なる場
合があります。

ポルシェ コネクト の設定変更
e 設設定定 e ポポルルシシェェ ココネネククトト e 任意の設定を選

択してください。

アプリ
国によって、さまざまなアプリが車両で利用可能です
(Apple App Store または GOOGLE® Play Store からダ
ウンロード)。
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警警告告 運転中のアプリ設定変更
および操作

運転中にアプリの設定や操作を行うと、交通状況から
注意がそらされる危険があります。 車両のコントロー
ルを失う恐れがあります。
e アプリの操作および設定は、必ず車両を完全に停

止してから行ってください。

ポルシェ コネクト アプリ1

このアプリは、車両と携帯電話のネットワークを提供
します。
車両の情報を携帯電話経由で読み取ることが可能にな
り、アプリを使用して選択した車両設定を実行するこ
とが可能になります。 個人的に設定した POI (施設情
報) や目的地を携帯電話の住所録やカレンダー入力から
PCM に転送することができます。 車両位置をアプリ
から呼び出すことができます。 アプリの個人エリアに
情報が保存されており、設定をすることができます。

WiFi 経由でアプリを PCM に接続し、PCM でアプリを
起動する
bb アプリが携帯電話にインストールされている (-

Apple App Store または GOOGLE® Play Store から
ダウンロード)。

bb アプリが起動している。
bb 携帯電話で WiFi 機能が有効になっている。
bb PCM で WiFi 機能が有効になっている。

図 162：デバイス マネージャーを開く

11.. PCMのWiFi アクセスデータを表示し、携帯電話
と PCM 間の WiFi 接続を確立します。
aa.. ヘッダー内で、下記の順に選択します ま

たは (接続ステータスにより異なる) e
オプション e 車車両両ホホッットトススポポッットト
ホホッットトススポポッットト名名および PCM のパパススワワーードド
が表示されます。

bb.. PCM の WiFi アクセス データを携帯電話の
WiFi 設定に入力します。

22.. アアププリリ を選択してください。
アプリの利用可能なコンテンツが表示されます。

車両とアプリケーション間の通信の停止 (プライベート
モード)
プライベート モードが有効な間は、車両とアプリおよ
び My Porsche 間の通信が無効になります。 車両固有
の情報は送信されません。 このため、アプリまたは
My Porsche の使用中には車両設定を実施できなくな
ります。

e 設設定定 e PPoorrsscchhee CCoonnnneecctt e ププラライイベベーートト
モモーードド e ププラライイベベーートトモモーードドをを起起動動/ププラライイ
ベベーートトモモーードドをを停停止止

車両の契約が有効でない場合、PPoorrsscchhee CCoonnnneecctt メ
ニュー項目はグレー表示されます。 プライベート モー
ドを作動していても、故障時または緊急電話をかけた
とき、または盗難に遭遇したときなどに車両の位置情
報が送信可能になります。
e 車両を使用するすべての人に、ププラライイベベーートトモモーー

ドド機能が解除される可能性があることを伝えてく
ださい。

イインンフフォォメメーーシショョンン

アプリを使用して車両固有データおよびその他の機能
にアクセスできるため、このデータを保護し、第三者
による不正なアクセスを防ぐようお勧めします。 アプ
リを使用すると、モバイル通信ネットワークでデータ
が送信されるため、ご利用のサービス プロバイダーか
ら追加料金を請求される場合があります。

Porsche Offroad Precision App1

一部の国で利用可能なアプリを使用して、無線 LAN (-
WiFi) 経由で車両に接続できます。 このアプリによ
り、携帯電話上で走行データの表示、保存、分析がで
きます。 アプリを使用するには、SIM カード / データ
接続が必ず必要なわけではありません。
PCM で WiFi 接続を確立するためのインフォメーショ
ン：
> 「ポルシェ コネクト」の章（ 226ページ）を参照

してください。
インストールおよびアプリの機能に関する詳細情報
は、アプリ内 またはポルシェ正規販売店から入手でき
ます。

1. 名前と機能の変更は保護されています
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危危険険 車両コントロールの喪失

不適切な運転スタイルや危険な操作により、車両のコ
ントロールが失われる恐れがあります。
e 路面、天候、周囲の交通状況とドライビング スキ

ルに適したスタイルで走行してください。
e アプリは公道ではない道路でのみ使用してくださ

い。

イインンフフォォメメーーシショョンン

アプリを使うと車両固有データにアクセスできるた
め、第三者による無断アクセスからデータを保護する
ことをお勧めします。

ポルシェ「Good to know」アプリ1

このアプリは、車両 (MY 2013 以降) の詳細情報を提
供します。 Porsche の詳しい情報を知ることができま
す。 インストール後、お客様の所有する Porsche モデ
ルを選択し、該当するコンテンツ パッケージをダウン
ロードしてください。
アプリには以下の機能が含まれています。
– すべての車両の詳細を含む説明書
– 車両の機能についてのビデオ説明
– Porsche Car Connect に関する情報
– インタラクティブ グラフィックス
– 車両の実用的なヒント
– 車両のエクステリアおよびインテリアの図
– キー ワードによる検索機能 (索引検索)
– ポルシェ正規販売店検索

1. 名前と機能の変更は保護されています



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム (PCM)

230

ポルシェ コミュニケーション
マネジメントシステム (PCM)
概要説明 – PCM
この概要説明は、本項に記載された情報に代わるもの
ではありません。
操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」およ
び「警告」を必ずお読みください。

図 163：PCMロータリープッシュボタンおよびボリュームス
イッチ

図 164：タッチ ディスプレイ エリア

希望する操作 操作方法 操作場所

PPCCMM をを OONN ににすするる e イグニッションを ON にするか、ボリューム ス
イッチ BB を押してください。

–

PPCCMM をを OOFFFF ににすするる e イグニッションを OFF にするか、ボリューム ス
イッチ BB を長押ししてください。

–

音音量量をを調調節節すするる e ボリューム スイッチ BB を回してください。
ミュート: ボリューム スイッチ BB を短く押してく
ださい。

–

メメイインン メメニニュューーおおよよびびササブブメメニニュューーのの内内容容をを使使用用
すするる

e メニュー エリア CC およびインタラクション エリ
ア EE を使用します。

> p. 232

検検索索機機能能おおよよびびオオププシショョンン、、デディィススププレレイイ接接続続、、スス
テテーータタスス シシンンボボルル、、戻戻るる機機能能をを使使用用すするる

e ステータス エリア DD を使用します。 > p. 232

ホホーームム画画面面をを開開くく e ステータス エリア DD を選択します。 > p. 234
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希望する操作 操作方法 操作場所

情情報報ウウィィジジェェッットトをを開開いいてて使使用用すするる e 全てのメニュー中の情報ウィジェット FF を開いて
使用します。

> p. 235

ホホーームム画画面面 // 情情報報ウウィィジジェェッットトをを設設定定すするる e e オプション e ホホーームムをを設設定定/イインンフフォォ
ウウィィジジェェッットトをを設設定定すするる

> p. 234

セセッットト アアッッププ ウウィィザザーードドをを呼呼びび出出すす 初めて PCM を開始する場合、セセッットトアアッッププウウィィザザーー
ドドが表示され、PCM 設定の重要なステップを案内し
ます。
e 設設定定 e セセッットトアアッッププウウィィザザーードド

–

シシスステテムムおおよよびび車車両両設設定定をを変変更更すするる e 車車両両 e 制制御御 > p. 144



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム (PCM)

232

ダッシュボードのタッチ ディスプレ
イ

図 165：ダッシュボードのタッチ ディスプレイ コントロール

A - メイン メニュー

B - サブ メニュー
設定によっては、サブ メニューは非表示になってお
り、操作者の手がタッチディスプレイに近づくと、メ
イン メニューが表示されます。
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ

さい。

C - ホーム画面
工場出荷時に設定された機能および個別に設定された
機能が表示されます。
さまざまなカテゴリーのコンテンツを個別にタイルに
グループ分けすることができます。 タイルによって、
該当するメニューに直接ジャンプしたり、機能に直接
アクセスしたりすることができます。
合計 6 つのレイアウトを設定できます。

D - 戻る

E - コンテキスト依存検索

F – クイック選択付きのヘッダー
例えば、選択したメディア ソースが表示されます。
タップすると、クイック選択が開きます。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム (PCM)

233

G -各メニュー項目のオプションおよびショート
オプション (最も重要な設定)

H - 接続およびステータス シンボル
各種の機能および温度や時間などが表示されます。
タップすると、クイック選択が開きます。

I - 情報ウィジェット
を開くと、新車出荷時に設定された機能および個

別に設定された機能が表示されます。 上下にスワイプ
すると、情報ウィジェットが変わります。
さまざまなカテゴリーのコンテンツを個別にタイルに
グループ分けすることができます。 タイルによって、
該当するメニューに直接ジャンプしたり、機能に直接
アクセスしたりすることができます。
合計 3 つのレイアウトを設定できます。

操作に関する重要なインフォメー
ション
ポルシェ コミュニケーション マネージメント (PCM)
はセントラル コントロール ユニットです。 バッテ
リーを保護するため、PCMはイグニッションをOFFに
してから数分経過すると自動的にOFFになります。
安全の理由で、車両が固定されているときしか使用で
きない機能も一部あります。

警警告告 運転中のアプリの設定変
更および操作

マルチファンクション ステアリング ホイールやイン
フォテインメント システムなどの設定と操作は、交通
状況に対する注意が逸らされる危険があります。 車両
のコントロールを失う恐れがあります。
e 運転中は、周囲の交通状況が安全を確保できる場

合にのみコンポーネントを操作してください。
e 安全を確保できない場合は、車列を離れ車両を停

車してから詳細な操作や設定を行ってください。

タッチ ディスプレイの操作

図 166：タッチ ディスプレイの操作

A - タッチ (選択):
タッチス ディスプレイを指で素早くタップします。
例: 機能を選択したり、チェックボックスを有効 / 無効
にしたりします。

B - 長押し
タッチ ディスプレイを指で長くタッチしてください。
例: メディア メイン メニューでお気に入りとして放送
局を保存します。

C - 左右にスワイプ
タッチスクリーンを指で左右にスワイプしてくださ
い。 例: お気に入りを左右にスクロールします。

D - 上下にスワイプ (スクロールとスイッチ)
タッチスクリーンを指で上下にスワイプしてくださ
い。 例: リスト内を手動で検索したり、情報ウィ
ジェットを切り替えたりします。

E - 上下にスワイプ (スイッチ)
タッチスクリーンを 2 本の指を使って上下にスワイプ
するとナビゲーション メイン メニューの地図が傾きま
す。

F - ズーム
2 本の指をディスプレイに触れたまま指を広げる、ま
たは指を狭めます。タッチ ディスプレイを2回タップ
すると、そのセクションが拡大表示されます。

ロータリー プッシュ ボタンの操作

図 167：ロータリー プッシュ ボタンの操作

11.. 希望の機能がハイライトされるまで、ロータリー
プッシュ ボタンを回してください。

22.. ハイライトされた機能を有効にするには、ロータ
リー プッシュ ボタンを押してください。

メニューを開く
メイン メニューを開く

e センター コンソール (例: ) またはタッチ
ディスプレイ (例:ナナビビ ) のボタンを押してく
ださい。

サブメニューの呼び出し

e タッチ ディスプレイでメニュー項目を選択します
(例: ママッッププ )。

各メニュー項目の設定を開く
bb 希望のメニューが選択されました。

e オプションを選択します。
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該当するメニューの設定および他の機能が表示さ
れます。

時刻または温度ディスプレイの設定
e ヘッドラインの時刻 または温度を選択し

て、ディスプレイを調節します。

PCM およびディスプレイの明るさを調節するには:
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ

さい。

テキストおよび文字の入力
ナビゲーション目的地や検索用語の入力など、テキス
トや文字を入力する必要がある場合はすぐに、入力
フィールドが表示されます。
PCM でキーボード言語を設定できます。

図 168：タッチ ディスプレイ キーボード

AA 現在のカーソル位置
BB 文字、数字および特殊文字の入力を切り替える
CC キーボードの表示/非表示
DD 手書き入力 (タッチ ディスプレイを使用してアルファベッ

トや文字を入力する)
EE キーボードの調整 (国別仕様による)
FF スペースを挿入する
GG 入力を確定する
HH 入力データを削除する
II 結果リスト
JJ 音声入力 (国別仕様による)

テキストや文字の入力には様々なオプションがありま
す:

キーボードによる入力

11.. 入力フィールドを選択してください。
タッチ ディスプレイ キーボードが表示されま
す。

22.. 希望のテキストまたは文字を入力してください。

ロータリー プッシュ ボタンを使用した入力
11.. 希望のアルファベットや文字がハイライトされる

まで、ロータリー プッシュ ボタン（図 167）を回
してください。

22.. ロータリー プッシュ ボタンを押し、ハイライトさ
れた文字または記号を決定してください。

33.. ボタン を使用して、文字入力フィールド
から結果リストへとジャンプします。

44.. ボタン を使用して、入力フィールドから
結果リストへとジャンプします。

フリー フォーム ライティングによる入力
フリー フォーム ライティングでは、手書き文字認識機
能により指でテキストや文字を書くことができます。

図 169：手書き入力

11.. を選択して入力フィールドを開きます。

22.. 指で入力したい文字を書いてください。

33.. スペースを入力するには、左から右に指でスワイ
プします。

44.. エントリーを削除するには、右から左に指でスワ
イプします。

ボイス コントロールによる入力
ボイス コントロールを使用して、テキストや数字を入
力することも可能です (例: 電話番号をダイヤルすると
きや、ナビゲーション目的地を入力するときなど)。
> 「ボイス コントロール」の章（ 217ページ）を参

照してください。

ホーム画面および情報ウィジェット

図 170：ホーム画面の設定

ホーム画面の設定

11.. e オプション e ホホーームムをを設設定定すするる

22.. 希望するカテゴリーを選択し、ドラッグ アンド
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ドロップで、左側にあるレイアウト上の任意のタ
イルを選択したまま、ドラッグしてください。

33.. タイルをスワイプして、希望の表示内容を選択し
てください。

44.. 左側のレイアウトからタイルを取り除くには、ド
ラッグ アンド ドロップで削除したいタイルを上
方向にドラッグするか、別のタイルと入れ替えて
ください。

ホーム画面のレイアウトを設定するには、「「レレイイアアウウ
トトをを切切りり替替ええるる」」を選択します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

タイルは、他の任意のタイルにドラッグ アンド ドロッ
プで移動させることもできます。

ホーム画面からのタイルの削除

e eオプション e削削除除モモーードドをを有有効効ににすするる

情報ウィジェットの設定

11.. eオプション eイインンフフォォウウィィジジェェッットトをを
設設定定すするる

22.. 希望するカテゴリーを選択し、ドラッグ アンド
ドロップで必要なタイルを左側にあるレイアウト
上のいずれかのタイルに選択したままドラッグし
てください。

33.. タイルをスワイプして、希望の表示内容を選択し
てください。

44.. 左側のレイアウトからタイルを取り除くには、ド
ラッグ アンド ドロップで削除したいタイルを上
方向にドラッグするか、別のタイルと入れ替えて
ください。

情報ウィジェットのレイアウトを設定するには、「「レレ
イイアアウウトトをを切切りり替替ええるる」」を選択します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

タイルは、他の任意のタイルにドラッグ アンド ドロッ
プで移動させることもできます。

情報ウィジェットからのタイルの削除

e eオプション eイインンフフォォウウィィジジェェッットトをを
設設定定すするる e オプション e 削削除除モモーードドをを有有効効
ににすするる

PCM でマニュアルを開く
bb 車両は停止している。

e 車車両両 e 制制御御 e 取取扱扱説説明明書書

各種ドライブおよび外部接続機器に
関する注意事項
– 記憶媒体にファイル、フォルダまたはプレイリス

トが多数格納されている場合、媒体のトラックを
最初に読み込むのに時間がかかる場合がありま
す。

– オーディオ ファイルの再生時は、記録された追加
情報 (アーティスト、タイトル、アルバム カバーな
ど) が自動的に表示されます。 該当する情報が媒体
に記録されていない場合は、利用可能なインター
ネットのデータベースが利用されます。 それでも
特定の追加情報が表示されない場合があります。

– USB 延長ケーブルやアダプターを使用しないでく
ださい。 性能が損なわれる原因になります。

– USB ハブには対応していません。
– ポルシェ社は、ファイルやメディアの損傷や紛失

に対していかなる責任も負いかねます。
– 外気温が異常に高いまたは低いときは、一時的に

CD/DVD が再生できなくなる場合があります。
CD/DVD および走査レーザーを保護するために、
熱保護回路が搭載されています。

– PCM は、コピー プロテクト機能付きの CD/DVD
または規格に準拠していない CD/DVDを 再生でき
ない場合があります。

対応するメディアおよびファイル形式に関するテクニ
カル データ:
> 「ポルシェ コミュニケーション マネージメント

(PCM)」の章（ 303ページ）を参照してくださ
い。

ポート
グローブ ボックスおよびアームレスト内のポー
トの使用

図 171：グローブ ボックス内のポート
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図 172：アームレスト内のインターフェース

AA SD カード / SD カード リーダー
BB SIM カード / SIM カード リーダー
CC USB インターフェース (タイプ C)

SD カードを挿入する

知知識識

SD カードを正しく使用しない場合、 ポルシェ　コ
ミュニケーション　マネージメント を損傷する恐れが
あります。
SD カード アダプターを使用すると、振動により SD
カードがアダプターから外れて各カードが SD カード
リーダーに詰まる恐れがあります。
e SD カード アダプターは使用しないでください。

11.. SD カード AA のラベル面を上にして、SD カード
リーダーにロックされるまで差し込みます。

22.. ボタンを押し、希望のメディア
ソースを選択します。

SD カードを取り出す
e 挿入されている SD カード AA を押して、SD カード

を取り出します。

SIM カードの挿入および取り出し
> 車載の取扱説明書で「ポルシェ コネクト」の章を

参照してください。

USB を介した外部機器の接続
11.. アームレストを開きます。
22.. 外部機器 (iPod、USB メモリーなど) を USB イン

ターフェース (タイプ C) CC に接続します。
33.. ボタンを押し、希望のメディア

ソースを選択します。
44.. 外部機器および PCM の音量を必要に応じて調節し

てください。
リヤ コントロール パネルには、追加の USB インター
フェース (タイプ C) があります。

ラゲッジ コンパートメント内のDVD
チェンジャーの使用

図 173：DVDチェンジャー

AA CD/DVDスロット
BB CD/DVDロード ボタン
CC CD/DVDポジション ボタン

注注意意 怪我をする恐れがありま
す

ハウジングが開いている場合や損傷した場合は、目に
見えないレーザーが照射される危険があります。 DVD
チェンジャーは、クラス 1 レーザー製品です。
e ハウジングを分解しないでください。 メンテナン

ス作業が必要になった場合は、必ずポルシェ正規
販売店で実施してください。

CD/DVD の挿入およびロード

知知識識

CD/DVD を正しく使用しないと、DVDチェンジャーを
損傷する恐れがあります。
e 直径 12 cm の丸型で標準の CD/DVD のみを使用

します。
e CD/DVDは、端にのみ触れてください。 書き込み

がされていない面には触れないでください。
e CD/DVDは清潔に保ち、必要に応じて拭いてくだ

さい。
e CD/DVDには何も貼り付けないでください。
e CD/DVDを変形させないでください。
e CD/DVDをドライブに無理に押し込んだり、取り

出したりしないでください。

11.. CD/DVD ロード ボタン BB を押します。
CD/DVD のロードの準備ができたら、CD/DVD ス
ロット AA のインジケーター ライトが緑色に点滅し
ます。 CD/DVD チェンジャーの準備ができていな
い場合、CD/DVD スロット AA のインジケーター ラ
イトは赤色に点灯します。

22.. CD/DVD のラベル面を上にして、自動的に引き込
まれるまで CD/DVD スロット AA に挿入してくださ
い。
CD/DVDが自動的に最初のポジションにロードさ
れます。 該当するポジション ボタン CC のインジ
ケータ ライトが点滅します。
–– ままたたはは ––
CD/DVD を特定のポジションにロードするには、
該当するポジション ボタン CC を押し、CD/DVD を
CD/DVD スロット AA に押し込んでください。
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CD/DVDを取り出す
11.. ボタン を押してください。
22.. 取り出したいCD/DVDのボタンを押してくださ

い。
33.. CD/DVD を取り出します。
44.. すべての CD/DVD を取り出すには、ボタン を

約 3 秒間押し続けてください。
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ポルシェ ヒル コントロール
(PHC)
ポルシェ ヒル コントロール (PHC) は、(急な坂道、冬
場の山道など) 下り坂を前進または後退でゆっくり走行
する際にドライバーを支援するアシスタンス システム
です。 システムは 4 つのホイールすべてにブレーキを
かけて、速度を制限します。 ABS は作動を継続し、ホ
イールのロックを防ぎます。

警警告告 ブレーキの効きの低下

通常のブレーキと同様にブレーキ性能はすべりやすい
路面状況 (凍結路やぬかるみなど) では制限され、事故
につながることがあります。
e 常に走行状況に応じた適切な運転を心がけてくだ

さい。

ポルシェ ヒル コントロール (PHC)
の使用
PHC の選択とスタンバイの確立

図 174：ドライバー アシスタンス システムのコントロール レ
バー

RR ドライバー アシスタンス システムの ON/OFF の切り替え
SS ドライバー アシスタンス システム間の切り替え
11 スタンバイの設定 / 速度の上昇
22 減速する
33 PHC 操作の中断 (キャンセル)
44 PHC 操作の再開 (再開) / スタンバイの復元

bb ドライバー アシスタント システムのレバーが ON
になります (ボタン RR)。

11.. ボタン SS を押します。
ドライバー アシスト システムのオプション メ
ニューがインストルメント クラスターに表示され
ます。

22.. ステアリング ホイールの左左側側のロータリー プッ
シュ ボタンを使用して PPHHCC を選択し、ボタンを
押して確定します。
ポルシェ ヒル コントロール (PHC) が選択されま
す。

PPHHCC がが選選択択さされれてていいまますす
インストルメント クラスターのグレーの
アイコンは PHC が選択されていることを
示します。

e コントロール レバーを前方に押してください
（図 77） 11。
ポルシェ ヒル コントロール (PHC) を操作できま
す。

PPHHCC ススタタンンババイイ
インストルメント クラスターの白色のア
イコンは使用可能状態を示します。 PHC
の作動条件が満たされました。速度は保存
されていません。

PHC 操作の作動
bb ポルシェ ヒル コントロール (PHC) を操作できま

す。
bb 車両は、約 0 km/h 以上および約 30 km/h 以下の

速度で走行しています。
bb 坂道の勾配率は約 7% 以上でなければなりませ

ん。
PPHHCC ココンントトロローールル作作動動
インストルメント クラスターの赤色のア
イコンは、コントールが作動していること
を示します。 速度が保存されています。

イインンフフォォメメーーシショョンン

坂道の勾配率が約 7% 未満の場合、作動状態のシステ
ムはもう一度作動スタンバイ状態になります。

速度の変更
bb PHC が作動しています。
e ブレーキまたはアクセル ペダルを踏んでくださ

い。
–または –

e コントロールレバーを前方に押すか (加速)
（図 77） 1、後方に引いてください (減速)
（図 77） 2。
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PHC を OFF にする
e クルーズ コントロール操作レバーのボタン RR を押

してください。
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ボンネット
ボンネットの開閉
ボンネットを開く

知知識識

ボンネットを開くときワイパーが起きていると、ボン
ネットやワイパーが損傷するおそれがあります。
e ボンネットを開くときは、ワイパーが起きていな

いことを確認してください。
e エンジン コンパートメント リッドを開く前に、必

ずフロント ワイパーを OFF (ワイパー レバーを 00
の位置) にしてください。 衝突の恐れがあります。
ワイパー アームが停止位置にない場合、ワイパー
が停止位置に移動するようにワイパー システムを
一時的に ON にしてから OFF に切り替えてくださ
い。

> 「フロント ワイパー」の章（ 212ページ）を参照
してください。

図 175：ボンネットの解除

11.. 運転席ドアを開いてください。
22.. リリース レバーを引いてください。

図 176：ボンネットを開く

33.. ボンネットを少し持ち上げ、リリース レバーを押
します。

44.. ボンネットを完全に開きます。

ボンネットを閉じる

注注意意 重いボンネット

半分開いた状態のボンネットを閉じるとき、ボンネッ
ト自体の重さを利用して 2 箇所のロック部をロックで
きます。
e ボンネットの可動部品（ヒンジ）の近くに物を置

いたり、指を近づけないでください。

11.. 半分開いた状態のボンネットが 2 箇所のロック部
にはまるようにしてください。 必要に応じて、2
箇所のロック部を手のひらで押し、ボンネットを
確実に閉じてください。

22.. ボンネットが両方のロック部に確実にはまってお
り、リリース レバー (（図 175）) が初期位置に
戻っているか確認します。

e ボンネットが正しく閉じられていない場合、イン
ストルメント クラスターに警告メッセージが表示
されます。 ボンネットを再び開き、そこで手を放
してリッドを落とし、ロックしてください。 必要
に応じて、ロック周囲を手のひらで押し、ボン
ネットを確実に閉じてください。

歩行者保護
フロント バンパーのセンサーが歩行者または類似した
物体との衝突を検出します。 次に、ボンネットが開
き、衝撃を低減します。

注注意意 歩行者保護が起動しない

衝突後に歩行者保護が起動しない場合は、システムが
故障している可能性があります。
e 起動しなかった場合、歩行者保護システムを点検

する必要があります。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

歩行者保護が起動してからボンネッ
トを閉じる
歩行者保護装置が起動した場合、メッセージがインス
トルメント クラスタに表示されます。
作動した後に、ボンネットを再度押して閉じることは
できません。 歩行者保護部品を取り替える必要があり
ます。
11.. 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
22.. 歩行者保護システムをすぐに取り替えてくださ

い。
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。 ポ

ルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十
分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使
し、確かな整備をお約束します。

歩行者保護システムの故障
故障の場合には、警告メッセージがインストルメント
クラスタに表示されます。
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e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。 ポ
ルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十
分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使
し、確かな整備をお約束します。
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ミラー
警警告告 ドア ミラーに周囲がゆが

んで映るため、交通状況
を正しく評価できないこ
とがあります

凸面のミラーには車両や物体が実際より小さく、また
実際より遠くにあるように映ります。 走行状況および
事故を正しく評価できない場合があります。
e 後方の車両との距離を推測する際や駐車する際、

ミラーにはゆがんで映るということを考慮に入れ
てください。

e 距離を判断する際にはルーム ミラーも使用してく
ださい。

注注意意 電解液の流出

破損したミラーからは電解液が流出する可能性があり
ます。 この液体は皮膚や目の炎症を引き起こします。
e 電解液が皮膚や目にかかった場合、清潔な水で直

ちに洗い流してください。
e 必要に応じて、医師の診察を受けてください。

知知識識

塗装、レザー、プラスチック、布を損傷する恐れがあ
ります。
電解液は乾くと取り除けなくなるため、濡れている間
に取り除いてください。
e 電解液が付着した部品は水で洗い流してくださ

い。

知知識識

洗車機で洗車を行う場合にドア ミラーを損傷する恐れ
があります。
e 洗車機を使用する前にドア ミラーを格納してくだ

さい。
e 電動ドア ミラーの格納 / 復帰を手動で動かさない

でください。

ドア ミラーの使用

図 177：ドア ミラー コントロール パネル

AA 運転席側のドア ミラーの選択
BB 助手席側のドア ミラーの選択
CC ドア ミラーの調節
DD ドア ミラーの格納および復帰

ドア ミラーの調節

図 178：外部 ミラーの調節

bb イグニッションを ON または
bb OFF にして、運転席ドアまたは助手席ドアをまだ

開けていない状態 (最大 10 分以内)。
11.. ボタン AA または BB を押して、希望するドア ミラー

を選択します。
選択したボタンのインジケータ ライトが点灯しま
す。

22.. 調節ボタンCCを操作して、外部 ミラーの角度を希
望の位置に調節してください。

電動格納機能が故障した場合
e ミラー表面を手で押して角度を調節してくださ

い。

ドア ミラーの格納および復帰
車内からのドア ミラーの格納/展開
bb 最高速度が約 50 km/h。
e ボタン DD を押してください (（図 177）)。
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ドア ミラーが格納または復帰します。
e ドア ミラーの格納または復帰を手動で行わないで

ください。

ドア ミラーの自動格納および復帰
ロック時にドア ミラーを格納する
e キーのボタンを少なくとも 2 秒間押し続けるか、

運転席ドア ハンドルの近接センサー (装備による)
に少なくとも 2 秒間触れ続けてください。
ドア ミラーが格納されます。

ドア ミラーの自動格納
bb 機能が作動していること。
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ

さい。
e 車両をロックしてください。

ドア ミラーが格納されます。

ドア ミラーの自動復帰
e ドアをロック解除してください。

ドア ミラーが復帰します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

手動でドア ミラーを格納した場合はドア ロックを解除
した後、自動的に元の位置には復帰しません。

駐車時の助手席ドア ミラー下向き自
動切り替え
メモリー パッケージ装備車では、リリババーースス ((後後退退)) ギギ
ヤヤをを選選択択すするるとと、助助手手席席側側ドア ミラーが少し下向き
になり、助手席側の車両後方下部にある障害物を視認
しやすくなります。

ドア ミラーを自動で下向きにする
bb イグニッションを ON にしてください。
bb 機能が作動していること。

> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ
さい。

ミラー ガラスを手動で下向きにする
11.. ギヤをリバース（後退）に入れてください。

運転席外部 ミラーを調節するためのボタンAA のイ
ンジケーター ライトが点灯します。

22.. 助手席ドア ミラーを調節するためのボタンBBを押
してください。
助手席のミラー ガラスが下向きになります。

ミラー ガラスの下向き角度の個別調整
e ボタン CCを操作して、ドア ミラー ガラスの角度を

希望の位置に調節してください。

ドア ミラーを通常位置に戻す
車両速度が 15 km/h 以上に達すると、ドア ミラーが
通常の位置に戻ります。

手動で助手席のドア ミラーを通常位置に戻す:
e 運転席ドア ミラーのボタン AA を押してください。

ドア ミラー設定の保存
ドア ミラー設定の保存と呼び出しに関するインフォ
メーション:
> 「パーソナル設定」の章（ 201ページ）を参照し

てください。

自動防眩機能の使用
明るい光がルーム ミラーに当たるとすぐに、ルーム ミ
ラーおよびドア ミラーはそれぞれ自動的に暗い位置に
変わります。
リバース ギヤに入れた場合、 または ルーム ライトが
点灯している場合は、ミラーの自動防眩機能は作動し
ません。
同様に、ルーム ミラーに、またはフロント ウィンドウ
を通ってフロント ライト センサーに照射される光をス
テッカー等で妨げないようにしてください。

e ルーム ミラーの前のフロント ガラス、またはリア
ウインドウにはいかなるステッカーも添付しない
でください。

e ラゲッジ コンパートメント カバーの上に物を置い
たまま運搬しないでください。

e ラゲッジ コンパートメントに荷物を安全に格納し
て、ラゲッジ コンパートメントのふたを閉じてく
ださい。
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メディア
概要説明 - メディア
この概要説明は包括的な記述に代わるものではありま
せん。 操作する際は、この概要のみでなく安全に関す
る指示および警告を必ずお読みください。
ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム
(PCM) の操作に関するインフォメーション:
> 「ポルシェ コミュニケーション マネジメントシス

テム (PCM)」の章（ 230ページ）を参照してくだ
さい。

図 179：メディアを再生する

希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 操操作作場場所所

メメデディィアア ソソーーススをを読読みみ込込むむ – CD/DVD を挿入してください。
– SD カードを挿入してください。
– USB を介して外部機器を接続します。

> p. 235

– Bluetooth® を介して外部機器を接続します。 > p. 288

放放送送局局 // トトララッックク // アアルルババムムをを検検索索すするる ((検検索索
結結果果はは現現在在選選択択さされれてていいるるメメデディィアア ソソーーススにに
関関連連ししたたももののでですす))

e メメデディィアア e メディアの検索を行う (AA を参照) e 希望の放送局 / トラックを入力してくだ
さい。

–

メメデディィアア ソソーースス // 受受信信範範囲囲をを選選択択すするる e ボタン e メディア ソースを選択してください (例: FFMM)。
–– ままたたはは ––
メメデディィアア e再再生生 eメディアソースを呼び出してください (BBを参照) eメディアソー
スを選択してください (例: FFMM)。

–

音音楽楽をを再再生生 // 一一時時停停止止すするる e メメデディィアア e 再再生生 e または (CC を参照) を選択してください。 –

次次 // 前前回回のの放放送送局局 // トトララッッククをを再再生生すするる e メメデディィアア e 再再生生 e または を選択してください。 –
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希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 操操作作場場所所

放放送送局局 // トトララッックク // アアルルババムムををおお気気にに入入りりとと
ししてて保保存存すするる

e メメデディィアア e (DD を参照) > p. 245

放放送送局局 // トトララッッククののリリスストトをを表表示示すするる e メメデディィアア e リリスストト
選択したメディア ソースに応じて、ププレレイイリリスストトやアアーーテティィスストトなどのサブフォルダーを利用でき
ます。

–

周周波波数数帯帯ままたたはは番番号号をを入入力力ししてて選選局局すするる e メメデディィアア e チチュューーンン e または を選択してください。 –

メディアを再生する
利用できるラジオおよびメディア ソース
ラジオは、FM および AM の周波数帯をサポートして
います。
装備によっては、次のメディアソースが利用できま
す。CD/DVD チェンジャー、SD カード、USB または
Bluetooth® 経由の外部機器、オンライン メディア
サービス。
対応するメディアおよびファイル形式に関するテクニ
カル データ:
> 「ポルシェ コミュニケーション マネージメント

(PCM)」の章（ 303ページ）を参照してくださ
い。

メディア再生中の他の機能
bb メメデディィアア e 再再生生 が選択されています。
概要説明の機能に加え、以下の機能が利用可能です:
– 現在の再生リストを表示する: (EE （図 179）を

参照)
– ランダム再生を有効にする: (FF （図 179） を

参照)
– 曲を繰り返し再生する: (GG （図 179） を参照)
– 類似の音楽を提案する: PPllaayy MMoorree LLiikkee TThhiiss

お気に入りの保存および編集
お気に入りの保存

11.. メメデディィアア e おお気気にに入入りり

22.. 最最近近再再生生ししたたももののから希望する放送局 / 曲を選
択し、ドラッグ & ドロップでおお気気にに入入りりエリア
に移動させます。

お気に入りの整理

11.. メメデディィアア e おお気気にに入入りり

22.. 希望する放送局 / 曲を押して、希望する場所に移
動させます (ドラッグ & ドロップ)。

お気に入りの削除

11.. メメデディィアア e おお気気にに入入りり

22.. 希望する放送局 / 曲を選択し、ドラッグ & ドロッ
プでおお気気にに入入りりエリアから上に移動させます。
–– ままたたはは ––
アイコン メメデディィアア e再再生生 / リリスストト
を選択して、おお気気にに入入りりエリアから以前設定した
お気に入りを削除します (利用可能な場合)。

メディア設定の変更
e メメデディィアア e オプション e 希望の設定を選

択します。
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ライト
ライトの概要
この概要説明は詳細を網羅した情報に代わるものでは
ありません。 操作する際は、この概要のみでなく｢安全
に関する指示｣および｢警告｣を必ずお読みください。

図 180：ライト コントロール パネル

希希望望すするる操操作作 そそのの操操作作方方法法はは？？ 参参照照先先

自自動動ヘヘッッドドラライイトトののススイイッッチチををOONNににすするる e ボタン を押してください。
オートマチック ヘッドライトと ポルシェ ダイナミックライト システム(PDLS/PDLS Plus) が
ON になります。

> p. 247

駐駐車車灯灯ののススイイッッチチををOONNににすするる e ボタン を押してください。
ライセンス ライト、インストルメント ライト、およびサイド ライトが ON になります。

–

前前照照灯灯ののススイイッッチチををOONNににすするる bb イグニッションを ON にしてください。
e ボタン を押してください。
ロー ビームがONになります。オートマチックヘッドライト、デイタイムドライビングライ
トおよび ポルシェ ダイナミック ライト システム(PDLS/PDLS Plus) が OFF になります。

–

後後部部ののフフォォググ ラライイトトののススイイッッチチををOONNににすするる e ボタン を押してください。 –

外外部部ラライイトトをを完完全全ににOOFFFFににすするる e ボタン を約2秒押してください。
ボタン のインジケーター ライトが消灯します。 すべてのエクステリア ライトは、
10 km/h 以下または 100 m 以下の走行のときには消灯したままです。

> p. 247
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オートマチック ヘッドライト/エク
ステリア ライトのONとOFFを切り
替える

警警告告 ライトが点灯していない
状態での走行

ライトが点灯していない状態で走行すると、視界が大
幅に悪くなり、他の通行者からも車両が見えていない
恐れがあります。
e オートマチック ヘッドライトを慎重に監視し、必

要に応じてロー ビーム ヘッドライトを手動で ON
にします。

e 特定の国では、ロー ビーム ヘッドライトを使用し
た走行に関する法律を遵守してください。

自動ヘッドライトのスイッチをONにする
e ボタン を押してください。

オートマチック ヘッドライトが ON になります。
以下のいずれかの状況で前照灯のスイッチは自動的に
ONになります:
– 夕暮れ時
– 夜間
– トンネル内走行時
– 雨天時
前照灯のスイッチがONの場合、インストルメント ク
ラスタ上の表示灯 がつきます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

オートマチック ヘッドライトは、霧を感知しません。
e 霧の場合には、前照灯と後部フォグライトのス

イッチを手動で入れてください。

エクステリア ライトを完全にOFFにします
e ボタン を約2秒押してください。

ボタン のインジケーター ライトが消灯し
ます。

自動ライトのスイッチは、以下の状況(国による)で再
び入れられます:
– 10km/hの速度から
– エクステリア ライトのスイッチを切った後に、

100m以上の距離を走行した場合

雨天時の機能
継続的なワイパー操作が検出される場合、前照灯のス
イッチは自動的に入れられます。 ワイパーが休止した
場合、前照灯はOFFに切り替えられます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

気温と湿度により、車両のエクステリア ライトが曇る
ことがあります。十分な距離を走行することで、この
曇りは取れます。

オートマチック カミング ホーム ラ
イトの調整
bb オートマチック ヘッドライトが ON になっていま

す。
暗闇での視界が改善され、車両からの乗り降りができ
るように、以下のライトのスイッチは一定期間ONのま
まです。
– デイタイム ドライビング ライト＊
– 折り畳まれた外部ミラーのドア車内灯
– 前部と後部のサイド マーカー ライト
– ライセンス ライト

ウェルカム ホーム機能（遅延消灯）
車両がロックされている場合、遅延消灯の間、ライト
のスイッチをONのままにします。
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ

さい。

エントリー/イグジット機能
車両がロックされていない場合、設定された遅延消灯
の間、車両周辺の領域が照らされます。 以下の場合
は、ライトが消灯します：
– イグニッションがONになっている。
– オートマチック ヘッドライトのスイッチOFF
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ

さい。

ポルシェ ダイナミック ライト シス
テム (PDLS)
bb PDLS を含む LED ヘッドライト。
bb オートマチック ヘッドライトが ON になってい

る。

スタティック コーナリング ライト
最大 130 km/h の速度で、ステアリング ホイールを回
すと、スタティック コーナリング ライトのスイッチが
ON になります。

ダイナミック コーナリング ライト
速度が約 5 km/h を超えている場合、車両の速度やス
テアリング ホイールの回転角に応じて、進行方向を照
らすロー ビームまたはハイ ビーム ヘッドライトの向
きが変わり、道路がよりはっきり見えるように照射さ
れます。

状況に応じたライト配光
国別仕様によっては、状況に応じたライト制御により
ロー ビームおよびハイ ビーム ヘッドライトの配光
を、市街地、郊外道路、または高速道路の走行に適応
します。

悪天候のライト
速度が約 60 km/h 未満でフォグ ライトが点灯してい
る場合、ロー ビームの配光特性が変化します。 このと
きドライビング ライトは、眩しさを抑えるように照射
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され、より広範囲が見えるように照射エリアが広がり
ます。

ポルシェ ダイナミック ライト シス
テム プラス (PDLS Plus)
bb PDLS Plusを組み込んだ LED マトリックス ヘッド

ライト。
bb オートマチック ヘッドライトが ON になっていま

す。
PDLS Plus も PDLS 機能に含まれます。
> 「ポルシェ ダイナミック ライト システム

(PDLS)」の章（ 247ページ）を参照してくださ
い。

ジャンクション ライト＊
ナビゲーション データが交差点と合流点を検出して、
ライト配光を修正し、これらを照らします。

ダイナミック ハイ ビーム

図 181：フロントガラス カメラ

ルーム ミラー付近に取り付けられたカメラ AA により光
源や他の通行者を検出することができます。 他の車両
の位置、スピードおよび他の環境や交通状況に応じ
て、ハイ ビーム ヘッドライトの各 LED セグメントを
有効または無効にすることができます。 車両の前方周
囲のビームは低く、残りは高いままです。 これにより

他の通行者が眩惑することなく、確実に最も効果的な
方法で環境を照らすことができます。
ダイナミック ハイ ビームは、ナビゲーション データ
に応じて 30 km/h から 60 km/h の間で点灯します。
カメラが街路灯を検出すると、ハイ ビームもロー ビー
ムに切り替わります。

警警告告 ダイナミック ハイ ビーム
を作動させて運転してい
る際の集中力低下

ダイナミック ハイ ビームを使用している場合でも、運
転中にライトの状態、視界および交通状況などに応じ
て手動でハイ ビームを調整することはドライバーの責
務です。 このシステムはあくまでも補助的な機能のた
め、運転時には細心の注意を払ってください。 以下の
状況では、手動の操作が必要となります。
– 雨、霧、雪、氷、多量の水しぶきなどの悪天候

時。
– 自動車専用道路など、対向車が一部確認しづらい

道路。
– 自転車など、暗い照明の通行者がいる場合。
– 狭いカーブ、急な傾斜路の頂上や山道。
– 照明の暗い市街地。
– 標識などの強い反射が発生する場合。
– カメラ部分のフロント ウインドウが曇っている、

汚れている、氷で覆われている、あるいはステッ
カーで塞がれている場合。

e 十分注意して運転してください。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。
e 必要に応じて、ハイ ビームを照明、視界、交通状

況に手動で合わせてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

検出挙動を妨害しないようにすること：
e ルーム ミラーのカメラの視界をステッカーなどで

遮らないでください。
e カメラの視界に付着した汚れ、氷、雪などが付着

していない状態を保ってください。

パッシング ライト
bb 対向車なし。
bb 前走車あり。
e 運転中に追い越す場合、方向指示灯を作動させて

ください。
前走者の横のエリアが明るく照らされます。 走行
する道が見やすくなります。
方向指示灯が解除された場合または対向車が検出
されると、パッシング ライトは再び自動で消灯し
ます。

検知ライト
bb 前走車なし。
bb ヘッドライトを点灯した対向車の検出。
走行中のレーンが明るく照らされるように、配光特性
が素早く変わります。 こうすることで、視線が走行中
のレーンに向くようにします。 対向車によるドライ
バーの眩惑を軽減します。

標識の眩しさの軽減
bb ダイナミック ハイ ビームが ON になっている。
反射式の交通標識や他の標識の眩しさによって (特にハ
イ ビームを使用して運転する際) ドライバーが眩惑す
る場合があります。
標識の眩しさ軽減機能は、素早く車両のローまたはハ
イ ビーム ヘッドライトの各 LED セグメントを適切に
調整します。 反射式の交通標識や他の標識による、ド
ライバーの眩惑を軽減します。
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オートマチック ヘッドライト較正
bb 車両の直ぐ近くに障害物はありません。
bb 壁など照射対象表面の前方に、可能な限り真っ直

ぐな位置に車両を置きます (距離 > 5 m)。
bb 基準ラップ中の停止時に郊外道路ライトは作動し

ています。
状況が適切だと、自動ヘッドライト較正は自動的に開
始します (アンビエント ライト、照射対象の表面が適
切)。 ヘッドライトの LED セグメントは較正中、右か
ら左へ繰り返し自動的に作動および停止し、カメラ AA
により検出されます。
較正はヘッドライト アライメントを確認するために使
用され、ヘッドライトの手動調整に代わるものではあ
りません。

方向指示灯/ハイ ビーム レバーの操
作

図 182：方向指示灯、ハイビーム、およびヘッドライト自動点
滅器の操作

11 方向指示灯/左駐車灯
22 方向指示灯/右駐車灯
33 ハイビーム/動的ハイビーム
44 ヘッドライト パッシング

方向指示灯の操作
e 圧点 11 または 22を越し、操作レバーを押します。

ハンドルを回すとき、手動または自動で操作レ

バーがホームポジションに戻されるまで、方向指
示灯はアクティブなままです。

コンフォート方向指示器
e 圧点 11 または 22に操作レバーを再度押します。

方向指示灯が3回点滅します。
e コンフォート方向指示を中断するためには、反対

方向に操作レバーを押します。

ハイビーム ヘッドライトのONとOFFの切り替え
bb PDLS Plus が装備されていない車両

–または –
LLEEDDママトトリリッッククススハハイイビビーームムアアシシスストト 非アク
ティブに調整

ONにする
e 圧点 33に操作レバーを再度押します

表示灯 がつきます。

OFFにする
e 圧点 44に操作レバーを再度押します。

表示灯 が消えます。

ダイナミック ハイ ビームの作動/停止
bb PDLS Plus装備車。
bb オートマチック ヘッドライトが点灯しています。
bb LLEEDDママトトリリッッククススハハイイビビーームムアアシシスストト-調整が作

動。
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ

さい。

作動：
e 操作レバーを 33 段階目まで 1 回動かしてくださ

い。
インジケーター ライト が点灯します。 他の
車両の位置やスピードなど様々な要素に応じて、
ハイ ビーム ヘッドライトの各 LED セグメントの
ON/OFF を切り替えることができます。 ハイ ビー
ムの一時的な点灯時または完全な点灯時には、イ
ンジケーター ライト が点灯します。

停止する
e 操作レバーを 44 段階目まで 1 回動かしてくださ

い。
インジケーター ライト が点灯している場合に
のみ、ダイナミック ハイ ビームを解除できます。

ダイナミック ハイ ビームの条件が満たされなかった場
合、ハイ ビーム ヘッドライトは手動操作で点灯および
消灯できます。

手動で点灯する
e 操作レバーを 33 段階目まで 2 回動かしてくださ

い。
インジケーター ライト が点灯します。

手動で消灯する
e 操作レバーを 44 段階目まで 1 回動かしてくださ

い。
インジケーター ライト が消灯します。

ヘッドライト パッシングを作動する
e 圧点 44に操作レバーを再度短く押します。

表示灯 が短くつきます。

パーキング ライトの ON/OFF の切り替え
bb イグニッションを OFF にする。
e 操作レバーを上方向 22 または下方向 11 に押すと右

または左側のパーキング ライトが点灯します。
パーキング ライトが点灯している場合は、イグ
ニッションを OFF にしてドアを開くとインストル
メント クラスターにメッセージが表示されます。
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ハザード ライトのON/OFF

図 183：ハザード ライトのON/OFF

ハザード ライトのON/OFF
e センター コンソールのボタンを押してくだい。

すべての方向指示灯とボタンがフラッシュしま
す。

非常ブレーキ後のハザード警告ライトの解除
約 70km/h 以上での走行中、停車するまで急ブレーキ
をかけるとハザード ライトが自動的に作動します。 ブ
レーキをかけるとブレーキ ライトが点滅します。
e センター コンソールのボタンを押して、ハザード

ライトを停止させてください。 車両が再び移動し
始めると、危険警報灯が解除されます。

事故後のハザード ライト
衝突時、エアバッグが作動するとハザード ライトが自
動的に作動します。

海外モードの起動
車両通行帯 (右側通行または左側通行) が異なる国で走
行する場合は、ヘッドライトの配光特性を調節する必
要があります。 これによりロー ビームの照射方向が左
右対称に切り替わり、対向車のドライバーの幻惑を防
ぐことができます。
ライト配光の適応は、通常はナビゲーション データに
基づいて自動的に行われます。

変換後は、点火スイッチが入るたびに、メッセージが
インストルメント クラスタに表示されます。
変換が自動的に起こらない場合:
> 「車両設定」の章（ 144ページ）を参照してくだ

さい。
e 帰国した時は、ヘッドライトを元に戻すことを忘

れないでください。

バルブの交換
室内灯と共に車両照明にも、発光ダイオードと長命
LEDが装備されています。 LEDは個別に交換できませ
ん。
ランプの取り外しと取り付けは少々労力を必要としま
す。
e 壊れたバルブとランプの交換または修理は、必ず

ポルシェ正規販売店で実施してください。 ポル
シェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十分
なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、
最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、
確かな整備をお約束します。

知知識識

摩耗と過剰な温度により、ヘッドライトが損傷する可
能性があります。
e ヘッドライト エリアにカバー (ストーン ガードや

フィルムなど) を装着しないでください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

マトリックス ビームを備えたLEDヘッドライトを特色
とする車両で、前照灯の設定をチェックするために
は、ボンネットを開けなければなりません。
e ヘッドライトの調整は、専用の調整装置を使用し

ているポルシェ正規販売店のみで実施してくださ
い。 ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。
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ラゲッジ コンパートメント
荷物の積載

危危険険 有毒な排気ガスの吸い込
み

リヤ リッドが開いているか正しく閉じられておらず、
エンジンが作動している場合、有毒な排気ガスが車内
に入ることがあります。
e エンジン作動時には、必ずリヤ リッドを完全に閉

じたままにしてください。
e リヤ リッドを開いた状態で走行しないでくださ

い。

警警告告 車両に荷物が載っている
時の車両操縦性の変化

車両に載せた荷物に応じて、車両操縦性は変化しま
す。
e ハンドリング特性の変化に合わせた運転をしてく

ださい。
e 最大総重量および最大軸荷重を超過しないでくだ

さい。

警警告告 固定されていない、ある
いは固定方法や固定位置
が正しくない荷物

固定されていない、または不適切な位置に載せられた
荷物は、ブレーキやステアリングを操作したとき、ま
たは事故の際に、滑り出して乗員がケガをする恐れが

あります。
e 固定していない荷物を輸送しないでください (事

故、ブレーキ、コーナリング)。
e 荷物は常にラゲッジ コンパートメントで輸送し

て、車内 (座席の上または前など) には絶対に入れ
ないでください。

e 可能であれば、シート バックレストで荷物を支え
ます。 バックレストを常に固定します。

e バックレストが直立して固定されている場合にの
み重量物を輸送します。

e 可能な限り、空いている座席の後ろに荷物を置き
ます。

e 重量物はフロアからできるだけ遠くに置き、その
後ろに軽量物を置きます。

e バックレストの上端より上には荷物を載せないで
ください。

e ラゲッジ コンパートメント カバー上に荷物を置い
て走行しないでください。

e リヤ シートが空いている場合、シート ベルトで
バックレストをさらに固定することができます。
このために外側のシート ベルトを横切らせて、反
対側のそれぞれのベルト バックルにはめます。

e 小物入れのカバーを開けた状態で重い荷物を運ば
ないでください。

e 走行中は小物入れカバーを必ず閉じます。

警警告告 不適切なタイヤ空気圧

不適切なタイヤ空気圧は、走行安全性に悪影響を与え
る恐れがあります。
e 荷重に合わせてタイヤ空気圧を調整してくださ

い。
e タイヤ空気圧を変更した場合、タイヤ空気圧モニ

タリングの設定を更新してください。

知知識識

リヤ ウィンドウおよびサイド ウィンドウを損傷する恐
れがあります。
e 荷物によるリヤ ウィンドウおよびサイド ウィンド

ウの損傷に注意してください。

ラゲッジ コンパートメント フロアの最大許容荷重は
200 kg です。荷重は、ロードスペース全体に均等に配
分する必要があります。

タイ ダウン ベルトによる荷物の固定
e 荷物を固定するためにゴムのベルトやストラップ

を使用しないでください。
e ベルトやストラップが尖った端部を通らないよう

にしてください。
e 荷物の上をベルトが横切るようにします。
e ベルトを手動でのみ締め付けてください。 追加の

テンション工具 (ラチェット) を使用しないでくだ
さい。

e タイダウン装置の使用方法の指示や情報に従って
ください。

E ハイブリッド車両：
e 荷室フロアの下には何も収納しないでください。

工場で取り付けられた物 (充電装置など) には適用
されません。
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停止表示板と応急処置セットの取り
外し (国別仕様による)

図 184：リヤ リッドのツイスト ロックを開ける

bb リヤ リッドが開いている。
11.. ツイスト ロック AA を反時計回りに回します。
22.. カバー BB を慎重に開きます。

図 185：応急処置セットと停止表示板の取り外し (国別仕様に
よる)

33.. 停止表示板と応急処置セットを取り外します (国別
仕様による)。

ラゲッジ コンパートメント フロアの
開閉

図 186：ラゲッジ コンパートメント フロアを開く

ラゲッジ コンパートメント フロアを開く
11.. ハンドルの後ろを下に押した後、前部を持ち上げ

てください。
22.. サポートを外し、取っ手に差し込んでください。

ラゲッジ コンパートメント フロアを閉じる
11.. 取っ手からサポートを取り外し、ラゲッジ コン

パートメント フロアに取り付けてください。
22.. ラゲッジ コンパートメント フロアを持ち上げ、閉

じます。

車載工具の取り外し
車載工具はラゲッジ コンパートメントの床下に収納さ
れています。

図 187：車載工具 (コラプシブル スペア ホイールを除く) の取
り外し

AA コンプレッサー
BB タイヤ シーラント (Tire Mobility System – TMS)
CC 緊急リリース レンチ
DD レンチ
EE けん引フック
FF ドライバー
GG ドライバー ブレード
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図 188：車載工具 (コラプシブル スペア ホイールを含む) の取
り外し

AA ラチェット
BB エクステンション
CC ドライバー
DD ドライバー ブレード
EE レンチ
FF アッセンブリー ピン
GG コンプレッサー
HH ウェッジ
II 緊急リリース レンチ
JJ ジャッキ
KK レンチ
LL けん引フック

e 再取り付けする場合、車載工具ケースの黄色い矢
印が進行方向を向いていることを確認してくださ
い。

イインンフフォォメメーーシショョンン

タイヤ交換に必要な工具は車両に標準装備されており
ません。

コンプレッサーとタイヤ シーラントの取り外し
(Tire Mobility System – TMS)
コンプレッサーとタイヤ シーラント (Tire Mobility
System – TMS) はラゲッジ コンパートメントの床下
にあります。
タイヤ空気充填に関するインフォメーション:
> 「タイヤおよびホイール」の章（ 152ページ）を

参照してください。
タイヤの補修に関するインフォメーション:
> 「パンク」の章（ 190ページ）を参照してくださ

い。

ラゲッジ コンパートメント カバーの
使用

警警告告 ラゲッジ コンパートメン
ト カバー上の荷物

ブレーキやステアリングを操作したとき、または事故
の際に、荷物が車内に滑り出て乗員がケガをする恐れ
があります。
e ラゲッジ コンパートメント カバーの上に荷物を置

かないでください。

bb Cayenne Coupé 以外のすべての Cayenne モデル
ラゲッジ コンパートメント カバーは、左右のサイド
ウォールのホルダーに固定された取り外し可能な装備
です。 必要に応じて (清掃する場合など) 取り外して、
車両の後ろから車外に取り出すことができます。
bb Cayenne Coupé
ラゲッジ コンパートメント カバーは、左右のサイド
ウォールのホルダーに固定された取り外し可能な装備
です。 必要な場合、開いているリヤ リッドから外し、
取り外すことができます (清掃時など)。

ラゲッジ コンパートメント カバーの引き出し /
格納

図 189：ラゲッジ コンパートメント カバーの引き出し / 取り
付け

bb Cayenne Coupé 以外のすべての Cayenne モデル

ラゲッジ コンパートメント カバーの引き出し
e ラゲッジ コンパートメント カバー 11 を引き出し、

左右のサイド ウォールにあるガイド 22 に差し込ん
でください。

ラゲッジ コンパートメント カバーの格納
e ラゲッジ コンパートメント カバーをサイド ウォー

ルのガイドから外し、カバーをリトラクター ロー
ラーに慎重に巻き取らせてください。
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ラゲッジ コンパートメント カバーの取り外し
ラゲッジ コンパートメント カバーのロック解除 / 取り
外し

図 190：ラゲッジ コンパートメント カバーの取り外し

bb Cayenne Coupé 以外のすべての Cayenne モデル
bb ラゲッジ コンパートメント カバーが格納されてい

ます。
bb リヤ シート バックレストは前に倒れています。
11.. 車両の後ろからリリース ハンドルを引き上げま

す。
22.. ラゲッジ コンパートメント カバーを車両右側のホ

ルダーから上方に取り外してください。
33.. リヤ シェード ホルダーを車両左側のホルダーから

上方向に取り外し、ラゲッジ コンパートメント内
に降ろします。

ラゲッジ コンパートメント カバーの取り外し

図 191：ラゲッジ コンパートメント カバーの取り外し

bb Cayenne Coupé
11.. 両側のリテーニング ストラップを外します。
22.. ラゲッジ コンパートメント カバーをサイド レッジ

に置きます。

図 192：ラゲッジ コンパートメント カバーの取り外し

33.. ラゲッジ コンパートメント カバーをキャッチから
矢印の方向に引き出します。

44.. ラゲッジ コンパートメント カバーをマウントから
取り外します。
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ラゲッジ コンパートメント カバーの取り付け

図 193：ラゲッジ コンパートメント カバーの取り付け

bb Cayenne Coupé 以外のすべての Cayenne モデル
bb リヤ シート バックレストが前に倒れている。
11.. 後ろからラゲッジ コンパートメント カバーを車両

左側のホルダーに差し込んでください。
22.. ラゲッジ コンパートメント カバーをリリース ハン

ドルの位置で握って、車両右側のホルダーに上か
ら押し込んでください。

33.. リリース ハンドルがしっかりはまるまで押し込ん
でください。

44.. リヤ シートのバックレストを垂直位置に戻してく
ださい。

図 194：ラゲッジ コンパートメント カバーの挿入

bb Cayenne Coupé
11.. ラゲッジ コンパートメント カバーをマウントに上

から挿入します。
22.. 左右のピンがフロント ポジションにはまるまで、

ラゲッジ コンパートメント カバーを矢印の方向に
押し込みます。

図 195：ラゲッジ コンパートメント カバーの取り付け

33.. ラゲッジ コンパートメント カバーを持ち上げま
す。

44.. 両側のリテーニング ストラップを取り付けます。

スキー バッグの使用
スキー板やスノー ボードなどを車室内を損傷すること
なく、安全に運搬することができます。

知知識識

荷物の鋭い端（スノー ボードなど）によってスキー
バッグが損傷する恐れがあります。
e 荷物の鋭い端部を保護してください。
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スノー ボードやスキー板をスキーバッグに収納
する

図 196：スキーバッグの使用

スキーバッグはトランク ルーム内の所定のギア バッグ
の中に収納されています。
11.. スノー ボードやスキー板の端部にプロテクターを

取り付けてください。
22.. スノー ボードやスキー板をスキーバッグに入れ

て、バッグを閉じてください。 スキーは後端を前
方にしてスキーバッグの中に入れておく必要があ
ります スキーバッグのファスナーは車両後方に向
けてください。

33.. スキー板を締め付けストラップで締め付けてくだ
さい。 スキー ビンディングはこのストラップの後
方になければなりません。

44.. リヤ シートの間のパススルー設備を倒します。
55.. テンション ストラップのラッチをシートベルト

バックルに差し込みます。
66.. テンション ストラップを締めます。

タイダウン リングの使用

図 197：タイダウン リングの使用

タイダウン ストラップを 4 個のリングに留めて、荷物
は移動しないように固定することができます。
e 荷物を固定するときは各リングに均等に荷重がか

かっていることを確認してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

タイダウン リングは事故の際の大きな負荷に耐えるよ
うには設計されていません重量物を支えることはでき
ません。

カーゴ マネージメントの使用
カーゴ マネージメント システムはラゲッジ コンパー
トメントに荷物を固定するために使用するシステムで
す。

テレスコピック バーの差し込みと調整

図 198：テレスコピック バーの使用

11.. エンド エレメントのボタン BB を押し、マウント
レールの開口部 AA に差し込んでください。

22.. 固定位置でボタンを押して、荷物側に押し、動か
ないようにしてください。

33.. ボタンを放してください。
44.. エレメントを押して、エレメントが所定の位置に

ロックされていることを確認してください。
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ストラップ リールを差し込み、調整する

図 199：ストラップ リールの使用

11.. エンド エレメントのボタン BB を押し、マウント
レールの開口部 AA に差し込んでください。
同時に、ストラップ リールを希望の長さまで引い
てください。

22.. 固定位置でボタンを押して、荷物側に押し、動か
ないようにしてください。

33.. ボタンを放してください。
44.. エレメントを押して、エレメントが所定の位置に

ロックされていることを確認してください。

リバーシブル マット
濡れた荷物または重い荷物を輸送するときリバーシブ
ル マットの上面に埃や傷が付くのを防ぐため、ラゲッ
ジ コンパートメントのリバーシブル マットの底面は滑
り止め加工が施されています。

ラゲッジ コンパートメント パーテー
ション ネットの使用
ラゲッジ コンパートメント パーテーション ネットは
車内に軽い荷物が飛び込んでくるのを防ぎます。

図 200：ラゲッジ コンパートメント パーテーション ネット

AA ルーフ アンカー
BB フロント タイダウン ベルト着用
CC タイダウン ベルト ルースナー

イインンフフォォメメーーシショョンン

車内のラゲッジコンパートメント パーテーションネッ
トの取り外し/取り付け
e タイダウン ベルト ルースナー CC が走行方向と反対

に向いていることを確認してください。

リヤのラゲッジコンパートメント パーテーションネッ
トの取り付け

図 201：リヤのラゲッジコンパートメント パーテーション
ネットの取り付け

bb リヤ シート バックレストは前に倒れています。
11.. ラゲッジコンパートメント パーテーションネット

を天井の左右のリヤ固定リングにはめ込んでくだ
さい。
ルーフ アンカーが小さなリングにはまっているこ
とを確認してください。

22.. ラゲッジ コンパートメント パーテーション ネット
を下部フック BB を使用して、荷室フロア左右のタ
イダウン リングにはめ込んでください。

33.. ラゲッジコンパートメント パーテーションネット
をベルト ストラップを使用して張ってください。
ラゲッジコンパートメント パーテーションネット
が垂直に張られていることを確認してください。

44.. リヤ シートのバックレストを垂直位置に戻してく
ださい。
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Cayenne Coupé：ラゲッジ コンパートメント パー
テーション ネットのクロス バーで衝突を回避しま
す。

フロントのラゲッジコンパートメント パーテーション
ネットの取り付け

図 202：フロントのラゲッジコンパートメント パーテーショ
ンネットの取り付け

bb リヤ シート バックレストは前に倒れています。
11.. ラゲッジコンパートメント パーテーションネット

の天井の左右のフロント固定リングにはめ込んで
ください。
ルーフ アンカーが小さなリングにはまっているこ
とを確認してください。

22.. ラゲッジ コンパートメント パーテーションネット
を下部フック BB を使用して、バックレスト左右の
タイダウン リングにはめ込んでください。

33.. ラゲッジコンパートメント パーテーションネット
をベルト ストラップを使用して張ってください。
ラゲッジコンパートメント パーテーションネット
が垂直に張られていることを確認してください。

ラゲッジコンパートメント パーテーションネットの取
り外し
11.. タイダウン ベルト ルースナー CC を使用してベルト

ストラップをゆるめます。
22.. ラゲッジコンパートメント パーテーションネット

を上部固定リングと下部フックから外します。
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リヤ スポイラー
bb Cayenne Coupé

警警告告 エアロダイナミクスの変
化

リヤ スポイラーの故障に関するインストルメント パネ
ルの警告メッセージは、高速走行時にリヤ アクスルが
浮き気味になるため走行安定性が損なわれることを示
します。
e この状態を配慮した走行スタイルと速度で運転を

行ってください。
e 修理工場で故障を修理してください。 ポルシェ正

規販売店のご利用をお勧めいたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

リヤ スポイラーは、高速走行時では走行安定性を向上
させ、低速走行時では燃料消費を低減します。

オート モード
リヤ スポイラーの自動展開および格納には、様々な条
件が関係します。
リヤ スポイラーの自自動動展開は、約 56 mph (90 km/h)
で作動します。
リヤ スポイラーの自自動動格納は、約 37 mph (60 km/h)
で作動します。
リヤ スポイラー コントロールに不具合がある場合、イ
ンストルメント クラスターに警告メッセージが表示さ
れます。

サービス ポジション
注注意意 リヤ スポイラーの展開お

よび格納

停車中にリヤ スポイラーを手動で展開または格納する
ときは、動いているスポイラーと車両の固定部分の間

に身体の一部が挟まれる恐れがあります。
e リヤ スポイラーが可動する範囲に人がいないこと

を確認してください。

知知識識

リヤ スポイラーを損傷する危険があります。
e リヤ スポイラーを持って車両を押さないでくださ

い。
e 自動洗車機を使用する前に、リヤ スポイラーを格

納してください。

リヤ スポイラーは、手動洗浄のために PCM を介して
手動で展開および格納することができます。

リヤ スポイラーの展開
bb 車両は停止している。
bb イグニッション ON。

11.. 車車両両 e ドドラライイブブ e ススポポイイララーーを選択し
てください。

22.. スイッチススポポイイララーーを押してください。
スポイラーが展開しています。 スポイラー位置
は、車両モデルに表示されます。

e 洗浄後、リヤ スポイラーを格納してください。

リヤ スポイラーの格納

11.. 車車両両 e ドドラライイブブ e ススポポイイララーーを選択し
てください。

22.. リヤ スポイラーが完全に格納されるまでススポポイイ
ララーーを押し続けてください。
リヤ スポイラーはオート モードに切り替わりま
す。
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リヤ リッド
リヤ リッドの開閉

危危険険 有毒な排気ガスの吸い込
み

リヤ リッドが開いているか正しく閉じられておらず、
エンジンが作動している場合、有毒な排気ガスが車内
に入ることがあります。
e エンジン作動時には、必ずリヤ リッドを完全に閉

じたままにしてください。
e リヤ リッドを開いた状態で走行しないでくださ

い。

警警告告 オートマチック リヤ リッ
ドの不用意な開閉

オートマチック リヤ リッドが不用意に開閉することに
より、怪我をする危険があります。
e リヤ リッドの開閉は停車中のみにしてください。
e リヤ リッドの開閉は、作動範囲内に人や動物がい

ないことを確認してから行ってください。
e 危険があるときはいつでも作動を中断できるよう

に、リヤ リッドの開閉作動から目を離さないでく
ださい。

知知識識

オートマチック リヤ リッドが不用意に開閉することに
より、車両が損傷する恐れがあります。
開閉時、リヤ リッドがガレージの天井や突き出た荷物
に衝突することがあります。
e 車両の後方や上方に十分なスペースがあることを

確認してください (ルーフ トランスポート システ
ムやガレージの天井など)。

e 積み荷がラゲッジ コンパートメントから突き出し
たり、はみ出したりしないようにしてください。

ボタンでリヤ リッドを車外から開く

図 203：リヤ リッドのロック解除ボタン

bb ロック解除された車両 (Porsche コンフォートアク
セス非装備車)。
–または –

bb キーを携行している (Porsche コンフォートアクセ
ス装備車)

e ボタンを押してください。
設定によっては、車両のロックが解除されます。
リヤ リッドは、設定した高さまで開きます。

キーでリヤ リッドを開く
bb イグニッションが OFF になっている

e キーの ボタンを押してください。
設定によっては、車両のロックが解除されます。
リヤ リッドは、設定した高さまで開きます。

足動作でリヤ リッドを開く

注注意意 リヤ リッドの不用意な作
動

後方のセンサーが人、動き、または物を検出し、有効
なキーが車両後方にある場合、リヤ リッドは自動的に
開くため、負傷または車両への損傷を引き起こす恐れ
があります。
リヤ リッドの不用意な作動を防ぐには：
e PCM で機能を解除します。

-- ままたたはは --
e ポルシェ コンフォート アクセスを解除します。

図 204：足動作コントロール

bb コンフォート アクセス装備車。
bb 機能が作動している。
bb イグニッションが OFF です。
bb キーを携行します。
11.. 車両の後方中央に立ってください。
22.. 足を車両後方に向けて前後に一回の動作で動かし

ます。
リヤ リッドは、設定した高さまで開きます。

セントラル ディスプレイでこの機能の有効 / 無効を切
り替えることができます。
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e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e ロロッックク

イインンフフォォメメーーシショョンン

次のような状況では、足動作機能は利用できないかも
しれません：
– 悪天候 (雨、雪または凍結)。
– バンパーが汚れている場合。
– 車両キーの信号が電波干渉の影響を受けている場

合。

運転席ドアのボタンを操作してリヤ リッドを開
きます。

図 205：運転席ドアのリヤ リッド ボタン

e 運転席ドアのボタン AA を押してください。
リヤ リッドは、設定した高さまで開きます。

リヤ リッドを開く高さの設定
リヤ リッドを開く高さは個別に設定できます。
レベル コントロール装備車は、必ず車両が最も高い状
態にある時にリヤ リッドの高さを調整してください。
> 「エア サスペンションおよびレベル コントロール

システム付きポルシェ アクティブ サスペンション
マネージメント (PASM)」の章（ 58ページ）を参
照してください。

11.. 車両の後方に立ってリヤ リッドを開いてくださ
い。

22.. 開作動を中断するには、リヤ リッドのトリム パネ
ル内またはキーのボタン を押します。

33.. リヤ リッドを設定したい高さまで動かします。
44.. リヤリッドのトリム パネルのボタン AA （図 206）

を約 3 秒間押し続けてください。
設定された高さの確認が完了すると、確認音が鳴
ります。

リヤ リッドが不意に作動した場合の自動停止
リヤ リッドが降り積もった雪の重みなどで開いた後す
ぐに不意に下がると、パワー メカニズムのブレーキ機
能が作動してリッドの動きを制止するとともに、リッ
ドの動きが止まるまで警告音が鳴ります。
e リヤ リッドの動きが止まってから約 1 秒が経過す

ると、
自動停止が無効になります。

リヤ リッドの閉操作
運転席ドアのボタンを操作してリヤ リッドを閉じる
bb イグニッションを ON にする
e リヤ リッドが完全に閉じるまで運転席ドアのボタ

ン AA を押し続けてください。
警告音が鳴り、リヤ リッドが閉じます。

リヤ リッドのトリム パネルのボタンを操作してリヤ
リッドを閉じる

図 206：リヤ リッドのトリム パネルのボタン

AA リヤ リッドの閉操作
BB リヤ リッドの閉操作と車両のロック (ポルシェ コンフォー

ト アクセス)

e リヤ リッドのトリム パネルのボタン AA を押してく
ださい。
リヤ リッドが閉じます。
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リヤ リッドのトリム パネルのボタンを操作し、リヤ
リッドを閉じてロックする

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両をロックする際にキーが車内にある場合は、車両
が再度ロック解除されます。 何度か警告音が鳴り、車
両は 4 回点滅します。 ドアまたはリヤ リッドを約 45
秒以内に開けなかった場合に限り、車両はロックされ
ます。スペア キーを使用しないとロック解除できなく
なります。
e 車両をロックするときは、キーが車内にないこと

を確認してください。

bb ポルシェ コンフォート アクセス。
bb キーを携行する
e リヤ リッドのトリム パネルのボタン BB を押してく

ださい。
リヤ リッドが閉じて、車両がロックされます。

リヤ リッド閉作動中の障害物の検出
リヤ リッドを閉じることが障害物により妨げられる
と、作動は中断されます。
警告音が鳴り、リヤ リッドが作動を停止します。
11.. 障害物を取り除いてください。
22.. リヤ リッドを自動で閉じるか、手でゆっくり閉じ

てください。

緊急時の開閉作動の中断
次のいずれかのボタン操作で、すぐに開閉作動を中断
します:
e キーの ボタン。

–– ままたたはは ––
運転席ドアの ボタン。
–– ままたたはは ––
リヤ リッドのトリム パネル内のボタン AA または
BB。
–– ままたたはは ––

リヤ リッドのリリース ボタン。
–– ままたたはは ––
足で動作をします。

e ワンタッチ操作を再作動するには該当するボタン
を押します。

テールゲートの緊急時解放
リヤ リッド ドライブの不具合
車両バッテリー電圧が低すぎる場合、自動機能が作動
しません。 リヤ リッドを開くボタンが押されている場
合、リヤリッド ロックが解除され、警告音が短く3回
鳴ります。 ここで、リヤ リッドを手動で開けることが
できます。
e 車両バッテリーを充電します。

–または –
故障により自動開閉機能が作動しない場合、
e テールゲートを手でゆっくり開閉します。

過剰負荷保護
リヤ リッド ドライブの過剰負荷が検出された場合、短
い警告音が鳴ります。 自動リヤ リッド操作は約 30 秒
間利用できません。

リヤ リッドの緊急ロック解除の実行
(キーのバッテリー切れなどにより) キーでテールゲー
トを解放できない場合、
11.. エマージェンシー キーで運転席ドアのロックを解

除し、ドアを開いてください。
22.. 警報システムが作動しないよう、15 秒以内 (国に

より異なります) にイグニッションを ON にしま
す。

33.. 運転席ドアの ボタンを押します。
リヤ リッドのロックが解除されます。

44.. 運転席ドアの ボタンを押します。
–– ままたたはは ––
キーの ボタンを押します。
–– ままたたはは ––

テールゲートのリリース ボタンを押します。
–– ままたたはは ––
リヤ リッドの下端を掴み、手で開けます。

図 207：リヤ リッドの緊急ロック解除の実行

(車両のバッテリー上がりなどにより) 依然としてテー
ルゲートを開けない場合には、下記の緊急解除手順を
実施する必要があります。
11.. リヤ シート バックレストを折りたたみます。
22.. 折りたたまれたリヤ シート上のラゲッジ コンパー

トメントに入ります。
33.. CCaayyeennnnee CCoouuppéé 以以外外ののすすべべててのの CCaayyeennnnee モモデデ

ルル：：
テールゲートの内側で、緊急解除用カバーを適切
なツール (スクリュードライバーなど) で取り外し
ます。
–– ままたたはは ––
CCaayyeennnnee CCoouuppéé：：
リヤ リッドの内側で、スクリュードライバーなど
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の適切なツールを使用して緊急解除用カバーの切
り欠きを突き通します。

44.. リヤ リッド解除用ロックをツール (スクリュードラ
イバーなど) で矢印の方向に回します。
リヤ リッドのロックが解除される音がします。

55.. ここで、リヤ リッドを手で開けることができま
す。
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ルーフ システム

図 208：パノラミック ルーフ

AA スライディング/チルティング ルーフ
BB 固定式ガラス ルーフ

ルーフ エレメント AA は車両の前後方向に移動できま
す。 チルト アップすることも可能です。
ルーフ エレメント BB は固定されたガラス エレメント
です。

ルーフ システムの開閉
警警告告 ルーフ システムを緊急に

閉じる

ルーフ システムを緊急に閉じる場合、閉じる力が必要
に応じて徐々に増加します。
e 誰もけがをしたり、挟まれたり、押しつぶされた

りしないように注意してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

チルト位置でルーフ システムを開ける際、サン ブライ
ンドは自動的に約 10 cm 開き、手動で全閉できませ
ん。

bb イグニッションを ON にしてください。
–または –

bb イグニッションを OFF にしてから 10 分以内

bb 運転席/助手席ドアをまだ開いていない

図 209：ルーフ システムの開閉

スイッチには 22 段段階階のの作作動動位位置置があります。 この 2
段階の作動位置は、スイッチを操作する際にはっきり
と感じ取れます。
走行速度によっては、風の音がすることがあります。

1段目 – 手動操作
e 希望の位置に達するまで、スイッチを 1 段階目の

位置まで該当する方向へ押すか、または引いてく
ださい。
スイッチを離すとプロセスが停止します。

2 段目- 自動操作
e 2 段目まで該当する方向へスイッチを完全に押した

り引いたりしてください。
ルーフ システムが自動的に風切り音を最小限に抑
える位置まで開 / 閉します。

e ルーフ システムを希望の位置で停止させるため、
スイッチを再度作動させます。

ルーフ システムを完全に開く
ワンタッチ モードで、ルーフ システムは風切り音を最
小限に抑える位置まで開きます (コンフォート ポジ
ション)。 ルーフ システムを完全に開くために:
e スイッチを開く方向にもう一度押してください。

ルーフ システムがいっぱいまで開きます。
e 走行速度によっては、風の音がすることがありま

す。

挟み込み防止機能が繰り返し作動した後の閉操作
閉作動が障害物に妨げられた場合、ルーフ システムは
力を入れれば閉じることができます。
11.. 障害物を取り除いてください。
22.. ルーフ システムが閉じた位置に停止するまで、閉

じる方向にスイッチを繰り返し押すか、押したま
まにします。

キーによるルーフ システムの開閉
ルーフ システムを開く
e 希望の位置に達するまでキーの ボタンを押し続

けます。

ルーフ システムを閉じる
e 希望の位置に達するまでキーの ボタンを押し続

けます。
すべてのウィンドウとルーフ システムが閉じる
と、ハザード ライトが点滅します。

ドア ハンドルの近接センサーでルー
フ システムを閉じる
bb ポルシェ イージー エントリー
bb キーをズボンのポケットなどに入れて携行してい

る。
e 希望の位置に達するまでドア ハンドルの近接セン

サーに触れます。
すべてのウィンドウとルーフ システムが閉じると、ハ
ザード ライトが点滅します。
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サン ブラインドの開閉操作

図 210：サンブラインドの開閉

スイッチには 22 段段階階のの作作動動位位置置があります。 この 2
段階の作動位置は、スイッチを操作する際にはっきり
と感じ取れます。

1段目 – 手動操作
e 希望の位置に達するまで、スイッチを 1 段階目の

位置まで押すか、または引いてください。
スイッチを離すとプロセスが停止します。

2 段目- 自動操作
e 2 段目までスイッチを押したり引いたりしてくださ

い。
サンブラインドが自動的にいっぱいまで開/閉しま
す。

e サン ブラインドを希望の位置で停止させるため、
スイッチを再度作動させます。

ルーフ システムとサンシェードの閉鎖
– ルーフ システムを閉じる間にサン ブラインドを閉

じる場合 (ワンタッチ操作)、ルーフ システムが終
端位置に達した後サン ブラインドが終端位置まで
閉じます。

– サン ブラインドを閉じる間にルーフ システムを閉
じる場合 (ワンタッチ操作)、サン ブラインドを閉
じる動作が中断します。 ルーフ システムが終端位
置に達した後サン ブラインドが終端位置まで閉じ
ます。

ルーフ システムおよびサン ブライン
ドの終端位置の保存

警警告告 挟み込み防止保護無効

ルーフ システムおよびサン ブラインドは、システムの
最大力で閉じます。 そのため、車両の可動部品と固定
部品の間に身体の一部が挟まれると、押しつぶされる
危険があります。
e 閉じるときは、車両の可動部品と固定部品の間に

身体の一部が挟まれないように十分注意してくだ
さい。

ルーフ システムの停止位置の保存
bb 車両は停止している。
bb イグニッションを ON にしてください。
bb ルーフ システムを閉じてください。
e オーバーヘッドコンソールの（図209）を下向き

に、押したままにします。
約 10 秒後に停止位置を保存するプロセスが開始さ
れます。
この閉作動と保存のプロセスは最大 45 秒で完了し
ます。

サンシェード停止位置の保存
bb 車両は停止している。
bb イグニッションを ON にしてください。
bb サンブラインドを閉じる。
e スイッチ（図 210）を押し続けてください。

約 10 秒後に停止位置を保存するプロセスが開始さ
れます。
この閉作動と保存のプロセスは最大 45 秒で完了し
ます。

サンシェードの清掃
警警告告 挟み込み防止保護無効

ルーフ システムおよびサン ブラインドは、システムの
最大力で閉じます。 そのため、車両の可動部品と固定
部品の間に身体の一部が挟まれると、押しつぶされる
危険があります。
e 閉じるときは、車両の可動部品と固定部品の間に

身体の一部が挟まれないように十分注意してくだ
さい。

bb 車両は停止している。
bb イグニッションを ON にしてください。
11.. ルーフ システムを完全に開放する。
22.. ロールアップ サンシェードを可能な限り閉じてく

ださい。
33.. サン ブラインド スイッチ （図 210） を押してく

ださい。
サンブラインドが 10 秒後に閉じ始めます。

44.. サンブラインドが完全に閉じるまで、そのままス
イッチを押し続けてください。

55.. 汚れを取り除きます。

清掃機能を終了します。
e 走行しはじめると、

–– ままたたはは ––
ルーフ システムを操作します。
–– ままたたはは ––
サンブロンドを操作します。

ルーフ ドライブが故障している場合
にルーフ システムを閉じる
ルーフ システムを修理するには：
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
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新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。
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ルーフ スポイラー
bb 展開式ルーフ スポイラー装備車

図 211：ルーフ スポイラー

ルーフ スポイラーは、高速走行時では走行安定性を向
上させ、低速走行時では燃料消費を低減します。

オート モード
ルーフ スポイラーの自動展開および格納には、走行速
度またパノラミック ルーフが開いているかなど、様々
な条件が関係します。
自動コントロール システムが故障した場合、インスト
ルメント クラスターにルーフ スポイラーの故障に関す
る警告メッセージが表示されます。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 91ページ）を参照してください。

警警告告 エアロダイナミクスの変
化

ルーフ スポイラーの故障に関するインストルメント ク
ラスターの警告メッセージは、高速走行時にリヤ アク
スルが浮き気味になるため走行安定性が損なわれこと
を示します。
e この状態を配慮した走行スタイルと速度で運転を

行ってください。
e 修理工場で故障を修理してください。 ポルシェ正

規販売店のご利用を推奨いたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新

の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

マニュアル モード
イグニッションが ON の場合、ルーフ スポイラーは、
ダッシュボード内のタッチ ディスプレイを使用して、
手動で展開および格納することができます。

手動で展開

e 車車両両 e ドドラライイブブ e ススポポイイララーーを選択し
ます。
現在のスポイラー位置は、車両モデルに表示され
ます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

選択したスポイラー位置は、個別モードに保存できま
す。

手動で格納

11.. 車車両両 e ドドラライイブブ を選択します。

22.. 現在のスピードが15 km/h未満の場合:ルーフス
ポイラーが完全に格納されるまでススポポイイララーー ボ
タンを押し続けてください。
–– ままたたはは ––
現在のスピードが 15 km/h を超えている場合: スス
ポポイイララーー ボタンを短く押してください。
ルーフ スポイラーはオート モードに切り替わり
ます。

注注意意 ルーフ スポイラーの格納
および展開

停車中にルーフ スポイラーを手動で展開または格納す
るときは、動いているスポイラーと車両の固定部分の

間に身体の一部が挟まれる恐れがあります。
e ルーフ スポイラーが可動する範囲に人がいないこ

とを確認してください。

知知識識

ルーフ スポイラーを損傷する危険があります。
e ルーフ スポイラーを持って車両を押さないでくだ

さい。
e 自動洗車機を使用する前に、ルーフ スポイラーを

格納してください。
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ルーフ トランスポート システ
ム
ルーフに載せて荷物を運ぶ

警警告告 固定されていない、また
は不適切に固定したルー
フ トランスポート システ
ムまたは積載器具

固定されていない、または不適切に固定したルーフ ト
ランスポート システムは、走行中に車両から外れ、重
大事故を起こす恐れがあります。
e スキー / スノーボード ホルダーやルーフ ボックス

などの積載機器は、サポートに対してできる限り
中央になるように取り付けてください。

e 毎回走行を開始する前に、ルーフ トランスポート
システムや積載機器が正しく確実に固定されてい
ることを必ず確認してください。長距離走行時
は、途中で定期的に確認してください。

e すべてのファスニング スクリューを再度締め付け
ます。

警警告告 車両操縦性の変化

ルーフ トランスポート システムを装着して荷物を載せ
ると、車両操縦性が変化します。
e 走行スタイルを積荷に合わせてください。
e ルーフ トランスポート システムに荷物を積載して

いるときは、130 km/h を超える速度で走行しな
いでください。

e 荷物を積載せずにルーフ トランスポート システム
を装着するときは、180 km/h 以上の速度で走行
しないでください。

警警告告 荷物が固定されていな
い、または固定方法が正
しくない場合

荷物が固定されていない、または固定方法が正しくな
いと、走行中に荷物がルーフ トランスポート システム
から外れ、重大な事故につながる恐れがあります。
e 荷物は走行中に動かないように適切な方法で固定

してください。
e ルーフ トランスポート システムに荷物を積む際に

は、荷物がシステムから横にはみ出さないように
してください。 荷物の幅が絶対に車両の幅を超え
ないようにしてください。

e ゴムのテンショナーは使用しないでください。
e ルーフ トランスポート システム上では、荷物の重

心ができる限り低い位置になるようにし、荷重が
積載エリア全体に均等に分散されるようにしてく
ださい。

知知識識

ルーフ トランスポート システムを装着したまま自動洗
車機を使用したり、車高に注意を払わなかったり、許
容最大荷重を超過すると、車両やルーフ トランスポー
ト システムを損傷する恐れがあります。
e 自動洗車機を使用する前に、ルーフ トランスポー

ト システムを完全に取り外してください。
e 立体駐車場など、高さが限られた場所に進入する

前に、ルーフ トランスポート システムを含めた車
両の全高を確認してください。

e 最大ルーフ積載荷重、最大総車両重量および最大
軸荷重の限度を超えないようにしてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

e ルーフ トランスポート システムを装着すると、燃
料消費や騒音が増えるため、未使用時には車両か
ら取り外してください。

荷物を安全に確実に運ぶにはルーフ トランスポート シ
ステムや他の補助アタッチメント (スキー/スノーボー
ド ホルダー、ルーフ ボックス、バイク ラックなど) を
使用してください。
e ポルシェがテストを行い承認したルーフ トランス

ポート システムのみを使用してください。 市販の
ルーフ ラック システムは使用できません。

ルーフ トランスポート システムの詳細については、
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

ルーフ トランスポート システムの取
り付け
bb Cayenne Coupé 以外のすべての Cayenne モデル
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図 212：ルーフ トランスポート システムの構成部品

AA フロント キャリア バー (ロング)
BB リヤ キャリア バー (ショート)
CC カバー トリム
DD キー

bb キャリア バーのサポートおよびキャリア バーのサ
ポート表面部分のルーフ レールが清掃されてい
る。

11.. キーを使用して反時計回りにカバーのロックを解
除します。

図 213：カバーのロック解除

22.. カバーが完全にかみ合うまで 2 段階引き上げま
す。
カバーに負担がかかっていないことを確認してく
ださい。

図 214：カバーを持ち上げる

33.. ファスニング スクリューを引き出し、反時計方向
に止まるまで回します。

図 215：ファスニング スクリューを取り外して、反時計方向
に回します。
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44.. ステッカーに基づきフロント キャリア バーとリヤ
キャリア バーを識別し、ルーフ レールの上に慎重
に置きます。
ステッカーが走行方向の左側にあることを確認し
てください。

55.. 穴 BB のマークが付いた箇所のみにキャリア バー用
ロック ピン AA を取り付けます。

図 216：キャリアをルーフに取り付ける

66.. キャリア バーがルーフ レールに正しく固定されて
いることを確認してください。

77.. ファスニング スクリューを時計回りに対角交互順
に軽軽くく締め付けてください。ままだだ完全には締め付
けないでください。
ロック ピンおよびキャリア バーが固定され動かな
いことを確認してください。

88.. ファスニング スクリューを時計回りに対角交互順
にカチッと音がするまで締め付けてから、押し込
みます。

99.. カバーを閉じ、キーを使用して時計回りにロック
します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

e 短時間走行した後に固定金具を締め直し、定期的
に再点検してください。

e 悪路ではスクリューの接続を頻繁に確認する必要
があります。 取り付け部品のゆるみや紛失は、重
大な事故につながることがあります。

ルーフ トランスポート システムの取
り付け
bb Cayenne Coupé

初めての取り付け
e ルーフ トランスポート システムの初めての取り付

けは、必ずポルシェ正規販売店で実施してくださ
い。
ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

図 217：ルーフ トランスポート システムの構成部品

AA フロント キャリア バー (ロング)
側面ごとにロック ピン 2 個 (FL/FR)

BB リヤ キャリア バー (ショート)
側面ごとにロック ピン 2 個 (RL/RR)

CC カバー トリム
DD トルク レンチ
EE キー
FF ルーフ キャッチ用の取り外しツール

bb キャリア バーのサポート部分のルーフとドアおよ
びキャリア バーのサポートの塗装面を清掃しま
す。
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図 218：ルーフ キャッチの取り外し

11.. 取り外し用ツールを使用してすべてのルーフ
キャッチを引き出します。

図 219：カバー フラップのロックおよび持ち上げ

22.. カバー フラップをキーでロック解除します。
33.. 固定された音がするまで、カバー フラップを起こ

します。

図 220：キャリア サポートでファスニング ブラケットを固定
します。

44.. トルク レンチを使用してファスニング スク
リュ―を反時計方向にゆるめますが、完全には取
り外しません。

図 221：ファスニング ブラケットを上方向に回転させ、キャ
リア サポートに固定します。

55.. ファスニング ブラケットを上方向に回転させ、
キャリア サポートに固定します。

66.. 車両のドアを開けます。

図 222：キャリアをルーフに取り付ける

77.. 位置マークが車両の正しい側に来るように、キャ
リアをルーフに慎重に置きます。
FFLL 左フロント / FFRR 右フロント / RRLL 左リヤ / RRRR
右リヤ。
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図 223：ファスニング ブラケットを取り外し、ロック ピンを
挿入します。

88.. アングル ブラケットを外して、ロック ピンをルー
フ フレームの内側の該当する穴に挿入してくださ
い。

99.. ファスニング ブラケットを上方向に押してくださ
い。 力をかけずにファスニング ブラケットを上方
向に押すことができない場合、キャリアを再調整
してください。

1100..両方のキャリアのサポート底部のファスニング ス
クリューを軽軽くく締め付けます。ままだだ完全には締め
付けないでください。 ロック ピンおよびキャリア
が固定され、動かないことを確認します。

1111..トルク レンチを使用して、ファスニング スク
リューを反時計回りに約 3,5～4,5 Nm のトルクで
締め付けます。

1122..カバーを閉じ、キーを時計回りに回します。 最後
に、必要に応じてカバー トリムを挿入します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

e 短時間走行した後に固定金具を締め直し、定期的
に再点検してください。

e 悪路ではスクリューの接続を頻繁に確認する必要
があります。 取り付け部品のゆるみや紛失は、重
大な事故につながることがあります。

アクセサリーの取り付け

図 224：適切なサイズへのカバー トリムの切断と挿入

図 225：マウント部品の取り付け (Cayenne Coupé)

bb カバーが開いています。

11.. T 溝からカバー トリムを取り外します。
22.. 提供されたT-溝に実装部品を取り付けます。
33.. カバーを閉じ、キーを使用して時計回りにロック

します。
44.. 必ずフィッティングと固定実装部品に関連するイ

ンストール手順をお読みください。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

レーン キープ アシスト

273

レーン キープ アシスト
一般的な安全に関する指示

警警告告 集中力の低下

システムは、その制限内で、車両が走行車線に留まる
ようにドライバーをサポートしますが、代わりに運転
するわけではありません。 ドライバーは、たとえレー
ン キープ アシストが作動中であっても、走行車線内に
留まるようにするなど、常に安全運転に努めてくださ
い。 このシステムはあくまでも補助的な機能のため、
運転時には細心の注意を払ってください。
e 十分注意して運転してください。 ドライバーは常

にステアリング ホイールを保持していなければな
りません。

e 交通状況と車両の周囲を必ず確認してください。
e インストルメント クラスターに警告メッセージが

表示された場合は、ドライバー本人が直ちに車両
のコントロールを行ってください。

e 道路状況と天候に応じて適したスピードで運転し
てください。

e ステアリング ホイールには物を取り付けないでく
ださい。

警警告告 ステアリング介入がな
い、またはほとんどない

急ブレーキ時には、ステアリング介入による補正が行
われない場合があります。 同様に、ドライバーが積極
的にハンドル操作を行っている場合は、ステアリング
介入による補正が低減されるか、または行われないこ

とがあります。
e 慎重に運転し、いつでもハンドル操作できるよう

に常にステアリング ホイールを握っていてくださ
い。

e 交通状況と車両の周囲を必ず確認してください。
e インストルメント クラスターに警告メッセージが

表示された場合は、ドライバー本人が直ちに車両
のコントロールを行ってください。

警警告告 ステアリング介入による
補正が不十分

トラックのわだち、カーブの多い道、坂道、または横
風がある場合など、ステアリング介入による補正だけ
では車両を走行車線に保つには不十分な場合がありま
す。
e そのような状況では、積極的なステアリング操作

によりアシストしてください。
e 十分注意して運転してください。
e ステアリング ホイールは必ず両手で保持してくだ

さい。

イインンフフォォメメーーシショョンン

e システムの故障またはレーン キープ アシストの機
能不全がこの章の記載どおりに発生する場合、
レーン キープ アシストを使用しないでください。
ポルシェ正規販売店にご相談ください。
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

システム制限
警警告告 物理的な限界とシステム

制限

状況によっては、システムが車線を適切に検出でき
ず、ステアリング介入による補正が不十分で車両を車
線内に維持できなかったり、機能ステータスが作動中
から停止中に突然変わったりすることがあります。 事
故を起こす恐れがあります! 以下のような状況が含まれ
ます。
– 通常よりもドライバーの注意が必要とされる場合
– スポーツ走行中
– 悪天候 (霧、雪、または豪雨など)
– 道路状態が悪い状況 (路面状態、道路のくぼみ、汚

れた路面を含む)
– 道路工事区間
– 起伏の激しい路面や坂道に近づいている場合
– 市街地での走行
– カーブの多い道および細い郊外の道での走行
e これらの状況ではシステムを使用しないでくださ

い。

警警告告 カメラの視界の低下

カメラの視界は、雨水、雪、氷、多量の水しぶき、対
向車のヘッドライト、損傷など、さまざまな要因に
よって低下します。 一定の条件下では、カメラが車線
区分線を検出できない、または正しく検出できない場
合があります。 この場合、ステアリング介入が行われ
なかったり、予期しないステアリング介入が行われた
りすることがあります。 ステアリング介入は、車線区
分線が検出された場合にのみ発動します。 その他の道
路構造物や障害物なども、車線区分線と誤って認識さ
れる場合があります。 これにより、ステアリング介入
や警告音が予期せぬ形で発動したり、発動しなかった
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りする場合があります。
e 十分注意して運転してください。
e 常に進行方向に気を配り、車線から目を離さない

でください。
e カメラ レンズは定期的に洗浄し、雪や氷が付着し

たときは取り除いてください。
e カメラ レンズを覆わないでください。
e カメラ レンズ前面のフロント ウィンドウに損傷が

ないかを定期的に確認してください。

システムは限られた範囲で使用できます
次の状況では、システムが停止状態になる場合があり
ます。
– 車両がシステム動作速度である約 65 km/h 未満の

速度で走行しています。
– 走行車線の車線区分線が検出されません。 (雪、

泥、路面の濡れ、対向車のヘッドライトまたは前
走車が近いなどの場合)。

– 車線区分線の状態が良好ではないために、レーン
キープ アシストが起動できません。

– カーブの半径が小さすぎます。
– 一番近い車線区分線までの距離が遠すぎます。
– 車線区分線が車両に近すぎます。
– 稼働中、一時的に極めて激しい運転が行われてい

ます。
– 方向指示灯が作動中です。
– システムにより、ドライバーがステアリング ホ

イールを握っていないことが検出されました。

警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に
注意を払ってください。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 91ページ）を参照してください。

作動原理

図 226：フロント ウィンドウ カメラ

レーン キープ アシストは、ドライバーが車両を車線内
に維持するのをアシストする機能です。 このため、シ
ステムはフロント カメラ (AA) を使用し、白線に基づい
て前方の道路のコースを検出します。さらに、車両が
検出された白線に接近して車線を逸脱する危険がある
場合、ステアリング補正介入を開始して車両を車線内
に維持します。 ドライバーはいつでもこのステアリン
グ介入を無効にできます。
方向指示灯を使用せずに車両が白線を横切る場合、シ
ステムは警告音を発することによってドライバーに警
告することができます。 このためには、セントラル
ディスプレイで警告音を有効にする必要があります。
車線変更前に方向指示灯が作動していれば、ドライ
バーへの警告や補正ステアリングは行われません。 こ
の場合、システムは車線変更が意図的なものであると
解釈します。
このシステムは高速道路やよく整備された郊外道路で
の走行を想定して設計されており、約 65 km/h～
250 km/h の速度範囲で作動します。

レーン チェンジ アシスト装備車
車両がレーン チェンジ アシストを装備している場合、
危険な状況の可能性がある車線変更を行おうとする
と、作動しているシステムがステアリング補正介入を
行ってドライバーに警告します。 該当する方向に方向
指示灯を出す場合も、ステアリング介入が行われま

す。 ステアリング介入がドライバーにより無効にされ
た場合は、さらに警告音による警告が行われます (有効
である場合)。
> 「レーン チェンジ アシスト (LCA)」の章（ 276

ページ）を参照してください。

ステアリングが操作されない場合の挙動
レーン キープ アシストが ON で有効になっている間、
ドライバーのステアリング操作は監視されています。
ステアリングが操作されない場合 (ステアリング ホ
イールを握っていない、または軽く手を置いているな
ど)、インストルメント クラスターに警告メッセージが
表示されます。 システムは、ステアリング操作を行う
ようドライバーに促します。 ドライバーがメッセージ
に応じて操作しない場合、システムは停止状態に切り
替わります。

各操作部

図 227：コントロール レバー

RR ドライバー アシスタンスシステムの ON/OFF の切り替え
SS ドライバー アシスタンス システム間の切り替え
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ディスプレイの要素

図 228：｢速度＆アシスト｣ディスプレイ

AA レーン キープ アシストの表示
BB 車線区分線の表示
CC ステータス表示

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) 装備
車
アアシシスストト メイン メニューの｢速度 ＆ アシスト機能｣
ディスプレイには、車線区分線 BB とステータス ディス
プレイ CC が表示されます。

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) 非装
備車
車線区分線はステータス ディスプレイ CC にのみ表示さ
れます。

システム状態の読み取り
表には、レーン キープ アシストのシステム状態および
インストルメント クラスターのディスプレイが表示さ
れます。

レレーーンン キキーーププ
アアシシスストトのの表表
示示

スステテーータタ
スス表表示示

意意味味

表示なし 表示なし レーン キープ アシ
ストが OFF です。

レーン キープ アシ
ストは ON ですが停
止中です。

レーン キープ アシ
ストは ON で両側作
動しています。

車線区分線は片側の
み検出されます。

レーン キープ アシ
ストが有効で右側に
警告がある場合、ド
ライバーは車線を逸
脱しています。

レーン キープ アシストの ON および
OFF の切り替え
レーンキープアシストの ON/OFF は PCM内で切り替
えることができます。
11.. コントロール レバーの RR ボタンを押します。

ドライバー アシスタンス システムが ON になりま
す。

22.. コントロール レバーの SS ボタンを押します。

利用可能なドライバー アシスタンス システムがイ
ンストルメント クラスターに表示されます。

33.. ステアリング ホイールの左左側側ののロータリー プッ
シュ ボタンを使用してレーン キープ アシストを選
択し、ボタンを押して確定します。
–– ままたたはは ––
PCM でのレーン キープ アシストの選択：

e 、アアシシスストト e レレーーンンキキーーププアアシシスストト

レーン キープ アシストが作動しているときにステアリ
ング介入による補正が行われると、インストルメント
クラスターで対応する車線が赤くマークされます。 さ
らに、車両が車線区分線を超えると警告音が鳴りま
す。

警告音の設定
e アアシシスストト e e アアシシスストト シシスステテムム設設定定 e

レレーーンンキキーーププアアシシスストト

警告音は別個に ON/OFF を切り替えることができま
す。 警告シグナル音量も 3 段階で選択できます。
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レーン チェンジ アシスト
(LCA)
レーン チェンジ アシストは、後方から接近する車両や
死角にある車両をドライバーに警告します。 これは、
他車を追い越すときや追い越されるときにも作動しま
す。 危険な状況や車線変更が不可避な状況を検出する
と、両側のドア ミラーの一体化されている警告インジ
ケーターが直ちに点灯します。
運転速度がレーン チェンジ アシストが作動する範囲未
満の場合は、分岐点で補助リヤ ターン アシストも車両
後方をモニターしてドライバーをサポートします。 リ
ヤ ターン アシストは常に自動で作動して、レーン
チェンジ アシストと連携します。

図 229：ドア ミラーの警告インジケーター A

レーン チェンジ アシストの ON/
OFF の切り替え
車線変更補助は PCM で ON/OFF を切り替えることが
できます。

e アアシシスストト e レレーーンンチチェェンンジジアアシシスストト

レーン チェンジ アシストが作動中は、 シンボル
がインストルメント クラスターに表示されます。

警警告告 集中力の低下

レーン チェンジ アシストおよびリヤ ターン アシスト
が装備されていても、走行中は周囲の状況に注意し、
責任ある運転を心がけてください。 車線変更の際は、
特に注意を払ってください。
e ハンドルをしっかり持ち、周囲の交通状況に常に

注意を払ってください。

警警告告 レーダー センサーの視界
の妨げ

レーダー センサーの視界は、急カーブ、頂上手前、お
よび悪天候時 (雨、雪、氷、多量の水しぶき) では低下
する場合があります。 車両を正しく検出できなかった
り、全く検出できなかったりすることがあります。
e ハンドルをしっかり持ち、周囲の交通状況に常に

注意を払ってください。

警警告告 車両が検出されない

次のような状況では、システムはタイミングよく車両
を検知できない場合があります。
– レーダー センサーの視界は、悪天候時 (雨、雪、

氷、多量の水しぶき)、急カーブ、頂上手前では低
下する場合があります。

– レーン チェンジ アシストは、速度が約 15 km/h
以上の場合のみ、接近する車両または死角エリア
の車両について警告します。

– 後方から高速で接近する車両や後方に遠ざかって
いく車両。

– 曲がるときなど、車両が車線の方向を向いておら
ず、車線に対して斜めまたは直角になっている場
合は、接近する車両をレーダー センサーで検出す
ることはできません。

– リヤ ターン アシストでは、車両と動いている物
体、または静止している物体との間の速度差が小

さい場合には、固定物 (金属柱など) により警告が
作動したり、速度の遅い車両が検出されなかった
りすることがあります。

– リヤ ターン アシストは発進時に作動します。 その
ため、既に動いている車両や発進している車両が
検出されなかったり、遅れて検出されたりする可
能性があります。 すぐ真横の車両も、センサーの
検出範囲外であるために検出されないことがあり
ます。

– リヤ衝突警告は、交差車両、投影面積が小さな車
両、幅の狭い車両、および車両として認識されな
い物体には反応しません。

e ハンドルをしっかり持ち、周囲の交通状況に常に
注意を払ってください。
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一般情報
– システムは車速が約 15 km/h を超えるとアシスタ

ンスを提供します。
– 15 km/h 以下の速度で、リヤ ターン アシストがド

ライバーをサポートします。ただし、方向指示器
が作動している車両の側に対して発進時にのみ作
動します。

– 約 20 km/h までリヤ ターン アシストは有効にな
ります。

– レーダー センサーが覆われていることをシステム
が検出した場合には、レーン チェンジ アシストと
リヤ ターン アシストは利用できません。

– レーダー センサーは車両以外の他の障害物（高い
または隆起した中央分離帯など）を検出すること
があります。

– このインジケーターはドライバーがドア ミラーを
一目見ただけで気づくよう設計されています。

イインンフフォォメメーーシショョンン

例えば、レーダー センサーの位置が事故後に変わった
場合などは、レーン チェンジ アシストの機能が損なわ
れる可能性があります。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

レーン チェンジ アシストを適切に機能させるには：
e リヤ バンパーのレーダー センサー部をステッカー

などで覆わないでください。 この周囲から汚れや
雪、氷も取り除いてください。

e ドア ミラーの警告インジケーターをステッカーな
どで覆わないでください。

e バンパーにさらに上塗りすると、塗料の厚い層が
できて、センサーの反応が悪くなる可能性があり
ます。 その塗料の電気的な特性も、承認された塗
料の特性とは異なる場合があります。

図 230：リヤ バンパー内のレーダー センサー

作動原理
レーン チェンジ アシストは、リヤ バンパー内に組み
込まれたレーダー センサーを使用して、自車と検出し
た車両との距離および速度差を測定します。 レーダー
センサーは後方 70 m までの範囲および死角を監視し
ています。
レーン チェンジ アシストがその速度差および距離から
車線変更が危険と判断した場合、該当する外部 ミラー
に表示します。 車両の右側および左側は個別に表示さ
れます。 例えば、左外部 ミラーの警告インジケーター
はドライバーが左車線に車線変更する際に役立ちま
す。

ドライバーが方向指示灯を操作した際、危険とみなす
車両を検出すると、該当するドア ミラーの警告インジ
ケーターが数回明るく点滅します。
他車をゆっくり (速度差約 15 km/h (9 mph) 未満) と
追い越す場合、他車が死角エリアに入ったことをレー
ン チェンジ アシストが検出すると、直ちに警告インジ
ケーターが点灯します。 速度差がそれ以上の場合、ド
ア ミラーには表示されません。
発進直後は車線変更補助の速度範囲に達しません。 そ
れに達するまで、ドライバーはリア ターン アシストを
介してサポートされます。
方向指示器の作動時にリヤ ターン アシストは車両の横
および後ろの物体を検出しますが、インジケーターが
作動している側に対してのみ作動します。 危険の可能
性を検知すると、ドア ミラーの各警告インジケーター
が点灯します。 自分自身の計算された運転経路がイン
ジケーターが作動した車両側で検出された車両の経路
を横切る場合、ドア ミラーの各警告インジケーターが
数回明るく短く点滅します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

レーダー センサーは左右隣の車線を監視します。 他の
車線は、レーダー センサーにより監視 さされれまませせんん。

情報および警告ステージ
レーン チェンジ アシストには方向指示灯を操作するか
しないかによって、2段階の警告インジケーター作動
ステージがあります。

インフォメーション ステージ
ドライバーが方向指示灯を操作していない場合、レー
ン チェンジ アシストは、検出した車両が車線変更の際
に危険となりうると判断すると、ドライバーに知らせ
ます。 レーン チェンジ アシストが検出した車両との
速度差および距離を危険と判断すると、該当する外部
ミラーの警告インジケーターが弱弱いい光で点灯します。
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警告ステージ
方向指示器が ON で、レーン チェンジ アシストが危険
とみなされる側で車両を検出した場合、検出した側の
ドア ミラーの警告インジケーターが明明るるくく点滅を開始
します。 警告ステージが数回明るく短く点滅する場
合、ドア ミラーを見るかまたは肩越しに確認するな
ど、再度周囲の交通状況を確認するよう促していま
す。

レーン チェンジ アシストの画面の明るさの設定
警告インジケーター (インフォメーションおよび警告)
の明るさは、周囲の明るさによって自動的に調整され
ます。 ドア ミラーの警告インジケーターの基本的な明
るさも調節可能です。

e アアシシスストト e eアアシシスストトシシスステテムムのの設設定定
e レレーーンンチチェェンンジジアアシシスストト

イインンフフォォメメーーシショョンン

– 車両の接近が高速であるほど、ドア ミラーの警告
インジケーターは早いタイミングで点灯します。
レーン チェンジ アシストによって検出されたすべ
ての車両は、遅くとも｢死角エリア｣に入るまでに
ドライバーに警告されます。

– ドア ミラーの警告インジケーターがまだ作動して
いなくても、高速で接近する車両がある場合、車
線変更は危険と考えられます。

– その他のアシスタンス システム装備車で、インジ
ケーター が ON でない場合でもドア ミラーの警告
インジケーターが数回短く点滅することは可能で
す。 車両が走行している車線から隣の車線へそれ
ているのをレーン キープ アシストが検出する場
合、レーン チェンジ アシストは短く明るく数回点
滅することにより危険な状況が発生する可能性が
あることを知らせます。

運転状況
起こりうるケースとそれに関連するレーン チェンジ ア
シストおよびリヤ ターン アシストの警告インジケー
ターを、運転状況に応じて以下に説明します。

高速で接近する車両

図 231：高速で接近する車両

AA –– ドドアア ミミララーーのの警警告告イインンジジケケーータターーがが点点灯灯ししなないい
センサーは車両を検出していません。 ドア ミラーの警
告インジケーターが点灯しません。
BB –– 警警告告イインンジジケケーータターーががイインンフフォォメメーーシショョンン スス
テテーージジでで点点灯灯すするる
センサーが高速で接近する車両を検出しました (図の例
は左車線を示しています)。 車両との距離はまだ離れて
いますが、著しい速度差があるため、この車両はすで
に車速変更を行うには危険と判断されます。 ドア ミ
ラーの警告インジケーターが点灯しません。
CC –– 警警告告イインンジジケケーータターーがが警警告告スステテーージジでで点点滅滅すするる
運転状況 BBでドライバーが方向指示灯を操作すると、
ドア ミラーの警告インジケーターが数回明るく点滅し

ます。 レーン チェンジ アシストはドライバーが車両
を見落としている可能性があることを知らせます。

ゆっくりと接近する車両

図 232：ゆっくりと接近する車両

AA –– ドドアア ミミララーーのの警警告告イインンジジケケーータターーがが点点灯灯ししなないい
センサーがゆっくりと接近する車両を検出しました (図
の例は左車線を示す)。 速度差が小さくて車間距離が大
きいため、ドア ミラーの警告インジケーターが点灯し
ません。
BB –– 警警告告イインンジジケケーータターーががイインンフフォォメメーーシショョンン スス
テテーージジでで点点灯灯すするる
車両がゆっくりと接近してきています。 ドア ミラーの
警告インジケーターが点灯しません。 レーン チェンジ
アシストがその速度差および距離から車線変更は危険
と判断する場合のみ、ドア ミラーの警告インジケー
ターが点灯します。 レーン チェンジ アシストによっ
て検出されたすべての車両は、遅くとも｢死角エリア｣
に入るまでにドライバーに警告されます。
CC –– 警警告告イインンジジケケーータターーがが警警告告スステテーージジでで点点滅滅すするる
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運転状況 BBでドライバーが方向指示灯を操作すると、
ドア ミラーの警告インジケーターが数回明るく点滅し
ます。 レーン チェンジ アシストはドライバーが車両
を見落としている可能性があることを知らせます。

ゆっくりと遠ざかる車両

図 233：ゆっくりと遠ざかる車両

AA –– ドドアア ミミララーーのの警警告告イインンジジケケーータターーがが点点灯灯ししなないい
レーン チェンジ アシストは追い越される車両をまだ検
出していません。 ドア ミラーの警告インジケーターが
点灯しません。
BB –– 警警告告イインンジジケケーータターーががイインンフフォォメメーーシショョンン スス
テテーージジでで点点灯灯すするる
レーン チェンジ アシストはゆっくりと遠ざかる車両
(速度差約15 km/h 未満)を右側車線で検出しました。
ドア ミラーの警告インジケーターが点灯しません。
CC –– 警警告告イインンジジケケーータターーがが警警告告スステテーージジでで点点滅滅すするる
運転状況 BBでドライバーが方向指示灯を操作すると、
ドア ミラーの警告インジケーターが数回明るく点滅し
ます。 レーン チェンジ アシストはドライバーが車両
を見落としている可能性があることを知らせます。

速く遠ざかる車両

図 234：速く遠ざかる車両

AA –– ドドアア ミミララーーのの警警告告イインンジジケケーータターーがが点点灯灯ししなないい
レーン チェンジ アシストは追い越される車両をまだ検
出していません。 ドア ミラーの警告インジケーターが
点灯しません。
BB –– ドドアア ミミララーーのの警警告告イインンジジケケーータターーがが点点灯灯ししなないい
この例では、レーン チェンジ アシストは高速で遠ざか
る車両 (速度差約 15 km/h 以上) を右側車線で検出し
ますが、高速で遠ざかっているため車線変更を行う際
の危険とはみなされません。 ドア ミラーの警告インジ
ケーターが点灯しません。
CC –– ドドアア ミミララーーのの警警告告イインンジジケケーータターーがが点点灯灯ししなないい
運転状況 BB でドライバーが方向指示灯を操作しても、
ドア ミラーの警告インジケーターは作動しません。

車線変更をするために加速する

図 235：車線変更をするために加速する

AA –– ドドアア ミミララーーのの警警告告イインンジジケケーータターーがが点点灯灯ししなないい
方向指示器灯は作動していません。 車両発進後、リヤ
ターン アシストは無効であり、死角にいるバイクは検
出されません。 高速で接近する車両も検出できない可
能性があります。 ドア ミラーの警告インジケーターが
点灯しません。
BB –– 警警告告イインンジジケケーータターーががイインンフフォォメメーーシショョンン スス
テテーージジでで点点灯灯すするる
運転状況 AA で該当する方向指示灯のスイッチを ON に
した場合、ドア ミラーの警告インジケーターは点灯し
ます。 ターン アシストはドライバーが車両を見落とし
ている可能性があることを知らせます。
CC –– 警警告告イインンジジケケーータターーがが警警告告スステテーージジでで点点滅滅すするる
運転状況 BB の場合、ドライバーは該当する側へステア
リング操作を行うことにより、検出された車両の計算
された運転経路を横切ることになり、ドア ミラーの警
告インジケーターが数回明るく点滅し、点灯します。
これにより、見落とされた可能性のある車両との衝突
の可能性をドライバーに警告します。
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カーブを走行する
カーブを走行する場合、レーン チェンジ アシストは 1
つ離れたレーンを走行する車両に反応し、ドア ミラー
の警告インジケーターを点灯することがあります。
レーン チェンジ アシストは急カーブでは車両を検出で
きません。
e カーブを走行するとき、および標準的な幅でない

車線を走行するときは特に注意してください。

車線の幅
標準的な幅の車線の場合、ドライバーが車線の中央部
または車線の端を走行しているかに関わらず、レーン
チェンジ アシストの検出エリアには隣接した車線
（左/右）が含まれます。
狭い車線を走行する場合、検出エリアにはより多くの
車線が含まれることがあります（特に車線の端を走行
している場合）。 このような状況では2つ離れたレー
ンを走行する車両が検出されることがあり、レーン
チェンジ アシストがインフォメーションまたは警告ス
テージに切り替わる可能性があります。
同様に、非常に幅の広い車線の場合、隣の車線の車両
であっても、検出エリアの範囲外であれば検出されな
いことがあります。

図 236：車線の幅と検出エリア
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Apple CarPlay
PCM で Apple CarPlay を開く

図 237：アームレスト内の USB インターフェース (タイプ C)

bb iPhone 7 以降、iOS 12.2 以上。
bb 使用中の iPhone の設定で Siri および Apple

CarPlay が有効になっている。
bb USB アダプターなしの、損傷のない Apple 純正

ケーブルを使用している。トラブルなく使用する
ためです。

11.. iPhone をアームレスト内の USB インターフェー
ス (タイプ C) AA に接続します。

22.. Apple CarPlay を使用していることを確認しま
す。 利用可能なアプリが表示されます。
Apple CarPlay が開きます。

e 他のメニュー項目から Apple CarPlay に切り替え
るには、AAppppllee CCaarrPPllaayy を選択します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– 最新バージョンの iOS をインストールすることを
お勧めします。

– Apple CarPlay に対応している iPhone のアプリの
みを表示することができます。 対応アプリに関す
るインフォメーション： www.apple.com/ios/
carplay を参照してください。

– Apple CarPlay 機能の表示コンテンツおよび機能
は、接続している iPhone からのみ提供されます。

– Apple CarPlay の使用中は、有効な Bluetooth® 接
続 (テレフォニー、メディア再生またはニュースの
ためのものなど) はすべて自動的に解除されます。

– 一部のアプリは、有効なデータ接続を必要としま
す。 ご契約になっている携帯電話の料金体系に
よっては、追加費用が発生する場合があります。
定額データ プランのご利用をお勧めします。

ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム
(PCM) の操作に関するインフォメーション：
> 「ポルシェ コミュニケーション マネジメントシス

テム (PCM)」の章（ 230ページ）を参照してくだ
さい。

PCM での Apple CarPlay の操作
利用可能なすべてのアプリは、PCM のタッチ ディス
プレイ、ロータリー プッシュ ボタンおよびバック ボ
タンで操作できます。

e AAppppllee CCaarrPPllaayy でメイン メニューを開くに
は、PCM のタッチ ディスプレイのホーム ボタン

を押します。

e PCM のメイン機能に切り替えるには、AAppppllee
CCaarrPPllaayy e ポポルルシシェェを選択します。

–または –

e いずれかの機能 (例：メディア )を選択
します。

Siri 音声認識機能を使用する Apple
CarPlay の操作
Siri の起動
bb 使用している iPhone の設定で Siri が有効になって

いる。
bb イグニッションおよび PCM が ON になっている。
bb 通話中でない。
bb パークアシストがアクティブになっていない。
bb PCM ボイス コントロールは無効です。

図 238：レバーのボイス コントロール ボタン

11.. レバーの ボタンを長押しします。
22.. 希望のボイス コマンドを発話します。

Siri の終了
bb Siri が作動していて、ボイス コマンドを待機して

いる。
e レバーのボタン を押します。

終了音が鳴ります。
ボイス コントロールに関する情報：
> 「ボイス コントロール」の章（ 217ページ）を参

照してください。
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Apple CarPlay と、iPod として使用
する iPhone を切り替える
接続している iPhone を iPod として接続すると、
Apple CarPlay を利用できません。 デバイス マネー
ジャーを使用して、iPhone を iPod として使用する
か、Apple CarPlay を使用するかを切り替えることが
できます。

11.. (接続状況に応じて) ヘッダーの または
を選択して、デバイス マネージャーを呼び出しま
す。

22.. ご使用中の iPhone のリリンンクク を選択してくだ
さい。
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HOLD 機能：停止制御
一般的な安全に関する指示

警警告告 上り坂での僅かな後退

ドライバーがブレーキ ペダルを作動させずに急な勾配
で車両が停止すると、HOLD 機能が止めるまで車両が
後退することがあります。 この場合、ブレーキ ペダル
を踏むことで後退を少なくすることができます。
e ブレーキ ペダルの操作でブレーキ力を大きくする

ことにより、車両の保持をアシストします。

警警告告 車両コントロールの喪失

HOLD 機能を使用している場合でも、勾配での停止お
よび始動の責任はドライバーにあります。 滑りやすい
路面 (凍結している、またはぬかるんだ路面など) での
停止および始動時には、HOLD 機能によるアシストは
保証されません。 車両が不意に動き出す恐れがありま
す。
e 常に走行スタイルを路面状態および車両荷重に合

わせて調整してください。必要な場合はフット ブ
レーキを使用します。
HOLD 機能が作動しないと、ドライバーは坂道発
進アシストを受けられません。

e フット ブレーキで車両の停車状態を維持します。

警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に
注意を払ってください。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 91ページ）を参照してください。

作動原理
HOLD 機能は、上り坂での停車時や発進時に、ドライ
バーの運転操作を支援します。
ブレーキ ペダルを踏まなくても、車両が停止し、進行
方向に対して後退しないように制御されます。
HOLD 機能が作動すると、インストルメント クラス
ターのインジケーター ライト が点灯します。
アダプティブ クルーズ コントロールが正常に機能して
いる場合、HOLD 機能は自動ブレーキ後に車両を停車
状態に維持します。
HOLD 機能の作動中にドライバーのシート ベルトが外
され、運転席ドアを開いた場合、エレクトリック パー
キング ブレーキが自動的に作動します。 HOLD 機能作
動時に、通常操作で発進することもできます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両がエレクトリック パーキング ブレーキで坂道に停
止している場合、通常の運転操作で発進します。
エレクトリック パーキング ブレーキはドライバーの発
進操作を検出し、パーキング ブレーキを自動解除しま
す。

> 「ブレーキ」の章（ 208ページ）を参照してくだ
さい。

イインンフフォォメメーーシショョンン

HOLD 機能は無効です。
– 作動モード PP と NN：HOLD 機能が作動中にティプ

トロニック S 作動モードを選択すると、HOLD 機
能は解除されます。

– 車両が停止していない場合。
– エンジンが手動で OFF にされた場合。
– 坂道の勾配率が 5 % 未満の場合。
– 運転席ドアが開き、運転席シート ベルトを着用し

ていない場合。
– ブレーキ ペダルを踏む力が不十分な場合。

HOLD 機能を作動する
bb 作動モード DD、RR、または MM が選択されている。
e 車両が停止するまでブレーキ ペダルを踏みます。
HOLD 機能が作動しています。 ブレーキ ペダルを踏ま
なくても、車両は停止状態を保ちます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両が停止している間に素早くブレーキ ペダルを踏み
込むと、勾配に関係なくHOLD機能が作動します。 こ
れは、ブレーキ ペダルを連続的に押下することなく、
停止時の車両を維持します。 セレクター レバー変速レ
ンジ位置の瞬間的な変化は、この場合、HOLD機能を
解除しません。

イインンフフォォメメーーシショョンン

HOLD機能が有効であるとき、運転者はブレーキ ペダ
ルの違いを感じることができ、油圧ノイズが聞こえま
す。
これはシステムの正常な作動であり、 障害がありませ
ん
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OFFにする
PSMは、過酷な走行条件下で車体を安定させるための
アクティブ コントロール システムです。 エンジンが
始動すると自動的に有効になります。 PSMは、アンチ
ロック ブレーキ システム(ABS)とエンジン ドラッグ
トルク コントロール システム(MSR)の機能と同様に
オートマチック ブレーキ ディファレンシャル(ABD)と
アンチスリップ コントロール(ASR)システムの両方を
利用します。

警警告告 車両コントロールの喪失

PSM は、不適切な走行速度による事故の危険性を減少
させるものではありません。
走行安全性は向上しますが、無謀な運転は避けてくだ
さい。 PSM が装備されていても、物理的限界を超え
て車両を制御することはできません。
e PSM の利点にかかわらず、ドライバーには路面、

天候、周囲の交通状況に応じた適切な運転に努め
る責任があります。

以下の条件でPSMコントロールの作動を知ることがで
きます。
– インストルメントクラスターの PSM警告灯が点滅

します。
– 油圧作動音が聞こえます。
– PSMがブレーキを制御することで、減速の度合い

やステアリング操作力が変化します。
– エンジン出力が低下します。
– ブレーキ ペダルが振動し、ペダルの位置が変化し

ます。 最大の制動力を得るため、ブレーキ ペダル
に振動を感じたら更に強く踏み込んでください。

オートマチック ブレーキ ディファレンシャル
(ABD)
いずれかのアクスルで一方のホイールが空転し始める
と、そのホイールにブレーキをかけて、反対側のホ
イールの駆動力を確保します。

アンチ スリップ コントロール(ASR)
アンチ スリップ コントロールがエンジン出力を制御す
ることで、ホイールのスリップを防ぎ、直進安定性や
ハンドリング性能が維持されます。

エンジン ドラッグ トルク コントロール(MSR)
オーバーラン時、ホイールのスリップが激しい場合、
エンジン ドラッグ トルク コントロールが駆動輪の
ロックアップを防ぎます。 滑りやすい路面でシフトダ
ウンした場合も同様です。

ステアリング トルク パルス
ステアリング トルク パルスは摩擦値が異なる路面でブ
レーキをかける場合に運転者のステアリング アシスト
を行います。 カウンター ステアリング中も操舵力を追
加して運転者を支援します。

PSMスポーツの作動
bb スポーツ クロノ パッケージ装備車。
PSMスポーツ モードでは、システムが特定のスポーツ
モードに切り替わります。

警警告告 PSM サポート制限

PSM スポーツ モードの場合、ABS 制御範囲外の過酷
な走行状況では PSM サポートが制限されます。
e 「通常」走行では常に PSM スポーツを必ず OFF

にしておいてください。
e スペア ホイールを装着して走行している場合は、

絶対に PSM スポーツを有効にしないでください。

e ボタンを短く押してください。
ボタンのインジケーター ライトとインストルメン
ト パネルの PSM OFF 警告灯 が点灯します。
インストルメントクラスターに PSMスポーツが作
動していることを示すメッセージが表示されま
す。

PSMをOFFにする

図 239：センター コンソールのPSM OFFボタン

警警告告 PSM サポートなし

PSM を OFF にすると、ABS 制御範囲外の過酷な走行
状況で PSM サポートが行われません。
e 「通常」走行では、常に PSM スポーツを必ず OFF

にしておいてください。
e スペア ホイールを装着して走行している場合は、

絶対に PSM を OFF にしないでください。

e ボタンを 2 秒以上押してください。
ボタンを押してから実際に PSM が OFF になるま
でには、若干の遅れがあります。
ボタンのインジケーター ライトとインストルメン
ト パネルの PSM OFF 警告灯 が点灯します。
インストルメントクラスターに PSMが停止したこ
とを示すメッセージが表示されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ABSコントロール範囲内でブレーキをかけた場合、
PSMがOFFの状態でも車体は安定性を維持します。片
方の駆動輪が空転すると、PSMをOFFにしていてもブ
レーキをかけて空転を抑制します。
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ただし次の場合は、例外として一時的にPSMをOFFに
することが有効です：
– ぬかるんだ路面、または積雪が多い場合
– ぬかるみなどから脱出するとき。

イインンフフォォメメーーシショョンン

PSMスポーツ モードが作動しているとき、PSMを事
前にONにしていた場合のみPSM OFFモードへの切り
替えが可能です。

PSMを再度ONにする
e ボタン を押してください。

直ちに PSM が復帰します。
ボタンのインジケーター ライトとインストルメン
ト パネルの PSM OFF 警告灯 が消灯します。
インストルメントクラスターに PSMが作動してい
ることを示すメッセージが表示されます。

警告メッセージへの対応
ABS警告灯に関する情報 :
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 91ページ）を参照してください。

ABS ブレーキ システム
警警告告 車両コントロールの喪失

ABS は、不適切な走行速度による事故の危険性を減少
させるものではありません。
走行安全性は向上しますが、無謀な運転は避けてくだ
さい。 ABS が装備されていても、物理的限界を超えて
車両を制御することはできません。
e ABS の利点にかかわらず、ドライバーには路面、

天候、周囲の交通状況に応じた適切な運転に努め
る責任があります。

ABSの特徴：
– ステアリングの操作性の確保： 安定したステアリ

ング コントロール性能を維持します。
– 優れた走行安定性： ホイール ロックによるスリッ

プを回避します。
– 制動距離の短縮: ほとんどの状況で、ブレーキをか

けたときの制動距離が短くなります。
– ホイール ロックの回避： ホイールがロックしたと

きに生じるタイヤのフラット スポットを回避でき
ます。

機能
ABSが最も効果を発揮するのは、緊急回避が必要な状
況でブレーキをかけたときです。このような状況下で
ABSは走行安定性を確保し、安定したステアリング コ
ントロール性を維持します。
ABSは、あらゆる路面状況下での急ブレーキ時、車両
が停止する直前までホイール ロック を回避します。
ホイールがロックする傾向見せた時ABSは作動し始め
ます。
このブレーキ コントロールは、大変小刻みなポンピン
グ ブレーキをかけるのと同じような状態です。 この脈
動するブレーキペダルや振動音は、ドライバーが道路
状況に対してスピードを調整する警告の役目をしま
す。
最大制動力が必要な場合:
e 急ブレーキ操作が必要な場面では、ブレーキ ペダ

ルが振動してもしっかりとブレーキ ペダルを踏み
続けてください。 ペダルを踏む力をゆるめないで
ください。

警告メッセージへの対応
ABS 警告灯に関するインフォメーション:
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 91ページ）を参照してください。

マルチコリジョン ブレーキング
マルチコリジョン ブレーキングは、事故が起こった際
に自動的にブレーキをかけ、衝突後の車両の横滑りや
多重事故のリスクを軽減し、ドライバーを補助しま
す。

前提条件
マルチコリジョン ブレーキングが作動するのは、以下
の場合のみです。
– 車両の前方、横方向および後ろからの衝突時
– エアバッグ コントロール ユニットが事故の際に該

当する作動しきい値を検出したとき
– 約 10 km/h を超える車速で走行しているときに事

故が発生した場合。

イインンフフォォメメーーシショョンン

事故の時にPSMや電気系統に損傷がなく、作動可能な
場合、PSMが自動的に油圧ブレーキを作動させ減速さ
せます。

例外条件
以下の状況では、事故があっても自動的にブレーキは
作動しません：
– ドライバーが強くアクセル ぺダルを踏んだとき。
– ドライバーがブレーキ ペダルを踏み込んだときの

ブレーキ圧がシステムのブレーキ圧より高いと
き。
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緊急電話システム
モデル、国別仕様および装備仕様に応じて、様々な緊
急電話システムが使用される場合があります。 緊急状
況または危険な状況で、緊急電話システムを介してヘ
ルプを要求することができます。
プライベート モードの作動中であっても、故障時また
は緊急電話発信時や盗難発生時には車両の位置情報が
送信できます。

緊急電話
bb 利用可能な携帯電話ネットワーク
bb 緊急電話システムは (イグニッションを ON にした

約 20 秒後) 操作できます

イインンフフォォメメーーシショョンン

緊急電話システムは、独立したモバイル通信モジュー
ルを特徴とするため、携帯電話が車両にログインする
ことを必要とししまませせんん。

ポルシェの影響範囲外の技術的または組織的な制限の
ため (ローミングまたは作動中の SIM カードがないな
ど)、状況により特定の緊急電話センターに緊急電話を
確立することができない場合があります。 この場合、
緊急電話は公共の緊急電話センター (911) に確立され
ます (国別仕様により異なります)。 公共の緊急電話セ
ンターは、緊急電話システムから送信されたデータを
処理して、必要なレスキュー措置を特定する (例: 車両
の現在の位置は自動的に通信さされれまませせんん) ことはでできき
まませせんん。
> 「データ送信」の章（ 287ページ）を参照してく

ださい。
悪い状況下では、緊急電話センターへの緊急電話を保
証することはできません (利用可能な携帯電話ネット
ワークがないなど)。

車両バッテリーが切断されているか故障している場
合、一体型バッテリーは緊急電話センターからのクエ
リのために少なくとも 1 時間利用できます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

カバー フラップが開いているときに、SOS ボタンを
誤って押して、緊急電話を不意に作動させてしまう場
合があります。
e 走行中は、SOS ボタンのカバー フラップを必ず閉

じてください。
e 緊急時にのみ SOS ボタンを押してください。

緊急電話を SOS ボタンを介して作動

図 240：SOS ボタンとインジケーター ライト

AA インジケータ ライト
BB SOS ボタン

イインンフフォォメメーーシショョンン

緊急電話はイグニッションが OFF の場合に作動するこ
とがででききまませせんん。

11.. カバー フラップを開いてください。
22.. SOS ボタン BB を 1 秒以上押してください。 SOS

ボタン BB を 6 秒間以内に 1 秒以上再度押した場合
に、携帯電話は中断されます。
緊急電話センターに通話を確立している最中に、
インジケーター ライト AA は緑色に点滅します。

33.. 状況が許す場合は、緊急電話センターへ通話が確
立されるまで、車内でお待ちください。
緊急電話センターに通話が確立されたときに、イ
ンジケーター ライト AA は緑色に点滅します。

緊急電話センターからのクエリが未回答なままの場
合、レスキュー措置が自動的に始動します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

インジケーター ライトが点滅しても、スピーカーが故
障しているなどの理由でスピーカーから緊急電話セン
ターが聞こえない場合があります。 しかし、緊急電話
センターは声を聞き取ることができています。

インジケーター ライト ステータス表示

イインンジジケケーータターー ラライイトト スステテーータタスス

OFF 緊急電話システムは
OFF

緑色に点灯 緊急電話システムを操
作できます
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赤色に点灯または点滅 エラー - 緊急電話が不
可または制限された状
態でのみ利用可能1

緑色の点滅 緊急電話作動中 - 緊急
電話は確立され、緊急
電話センターへデータ
の通信

自動緊急電話

イインンフフォォメメーーシショョンン

イグニッションが OFF の場合には、自動緊急電話は可
能ではあありりまませせんん。

エアバッグの作動直後に、緊急電話センターへ接続が
確立されます。 SOS ボタン BB を押すことにより、自
動緊急電話を中断することはできません。
緊急電話センターからのクエリが未回答なままの場
合、レスキュー措置が自動的に始動します。

データ送信
緊急電話中に、必要なレスキュー措置を特定するため
のデータが利用可能な場合に緊急電話センターに通信
されます。 以下を含む場合があります:
– 現在の車両位置
– 車体番号
– 車両タイプ (ハイブリッド車両など)

故障発信
人身被害のない故障または事故の場合、故障発信を介
してヘルプを求めることができます。
bb 携帯電話ネットワークを利用できる。

bb 故障発信システムの作動準備が整っている (イグ
ニッション ON から約 20 秒経過している)。

bb プライベート モードが無効になっている。
> 「ポルシェ コネクト」の章（ 226ページ）を参照

してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

故障発信システムは、自らの携帯電話モジュールを持
つため、車内で登録した携帯電話を必要とししまませせんん。

ポルシェの影響範囲外の技術的または組織的な制限の
ため (ローミングまたは有効な SIM カードがないな
ど)、状況によりポルシェ アシスタンス コール セン
ターに緊急電話を確立することができない場合があり
ます。

故障発信の作動
bb 電電話話 e キキーーパパッッドド が選択されている。

図 241：故障発信ボタン

11.. 故障発信 AA を選択します。
テスト緊急電話を終了するには、フッターまたは
電話メニューで を選択します。

22.. 状況が許す場合は、コール センターへの接続が確
立されるまで、車内でお待ちください。

デデーータタ通通信信

故障発信中、必要な措置を特定するためのデータが利
用可能な場合には、コール センターに送られます。 こ
れには以下が含まれる場合があります。
– 現在の車両位置
– 車体番号
– 車両タイプ (ハイブリッド車両など)
– 故障個所を特定するための故障コードとその他の

データ

1. ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使
し、確かな整備をお約束します。
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携帯電話
概要説明 - 電話
この概要説明は包括的な記述に代わるものではありま
せん。 操作する際は、この概要のみでなく安全に関す
る指示および警告を必ずお読みください。
ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム
(PCM) の操作に関するインフォメーション:
> 「ポルシェ コミュニケーション マネジメントシス

テム (PCM)」の章（ 230ページ）を参照してくだ
さい。

図 242：電話番号の入力 (キーパッド)

希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 操操作作場場所所

携携帯帯電電話話をを BBlluueettooootthh®® 経経由由でで接接続続すするる ((携携帯帯
電電話話のの準準備備)) e 電電話話 e 新新ししいい電電話話をを 検検索索 または、基地の電話を選択してください。 > p. 289

接接続続さされれたた 22 つつのの携携帯帯電電話話をを切切りり替替ええるる e ヘッドラインの左上で現在接続されている携帯電話を選択してください。 すでに接続している 2
つのデバイスが表示されます e 希望する携帯電話を選択します。 –

外外部部 SSIIMM カカーードドをを使使用用ししててデデーータタ接接続続をを確確立立
すするるににはは PPCCMM をを使使用用ししまますす

e グローブ ボックスまたはアームレストを開く e SIM カードを SIM カード スロットに挿入する
(切り欠き部分を前方左側にして、チップ面を下にしてください) e 必要に応じて PIN を入力する
e データ接続を確認してください。

> p. 290

番番号号ををダダイイヤヤルル e 電電話話 e キキーーパパッッドド (AA を参照) e を選択する (GG を参照)。 –

ポポルルシシェェ ココンンシシェェルルジジュュをを開開始始すするる e 電電話話 e キキーーパパッッドド を選択してください (AAを参照) e ポポルルシシェェココンンシシェェルルジジュュ1 。 > p. 180

連連絡絡先先ををおお気気にに入入りりにに登登録録すするる e 電電話話 e おお気気にに入入りり (BB を参照) e おお気気にに入入りりをを 追追加加 e 所望の連絡先をリストから選択す
る e を選択します。

> p. 290

1. 必要条件: データ接続が確立されていること。
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希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 操操作作場場所所

通通話話履履歴歴をを表表示示すするる e 電電話話 e 通通話話 (CC を参照)。 –

連連絡絡先先をを表表示示すするる e 電電話話 e 連連絡絡先先 (DD を参照)。 –

メメッッセセーージジをを表表示示すするる e 電電話話 e メメッッセセーージジ (EE を参照) e 任意のフォルダ (例えば、テテキキスストトメメッッセセーージジ) を選択
します。

> p. 291

ボボイイススメメーールルをを聞聞くく e 電電話話 e キキーーパパッッドド (FF 参照) e しばらくの間、ボタン 11 を押し続ける。 –

着着信信にに応応答答すするる // 拒拒否否すするる e 承承認認 または 拒拒否否 を選択してください。 –

通通話話をを終終了了すするる e フッターまたは電話メニューで を選択します。 –

モデル、国別仕様および装備仕様に応じて、いろいろ
なオプションが利用できます。 ここに説明されている
機能は、すべてのモデル、国別仕様および装備仕様に
対して利用可能なわけではありません。

警警告告 携帯電話を使用すること
による事故の危険

走行中に携帯電話を使用すると、交通状況に対する注
意力が低下する恐れがあります。 車両のコントロール
を失う恐れがあります。
e 必ずハンズ フリー機器を使用してください。

警警告告 怪我をする危険

ガソリン スタンド、燃料貯蔵所、化学工場、または爆
破作業を行っている近くなど、危険な場所では携帯電
話の電源を切ってください。 携帯電話は機器設備と電
波干渉を起こすことがあります。
e 常に法律および各地域の規定、および取扱説明書

に従ってください。

Bluetooth® 経由で携帯電話を接続す
る
新しい携帯電話を接続する
bb 携帯電話の Bluetooth® 機能が有効で、他の機器か

ら探索可能な状態になっている。
bb PCM の Bluetooth® 機能が有効になっている。
> 「デバイス マネージャー」の章（ 169ページ）を

参照してください。

11.. 電電話話 e 新新ししいい電電話話をを 検検索索

22.. デバイス リストから携帯電話を選択します。
6 桁の Bluetooth® コードが生成され、PCM およ
び携帯電話に表示されます。

33.. PCM と携帯電話に表示された Bluetooth® コード
を比較してください。

44.. 携帯電話の Bluetooth® コードが一致していれば
確定してください。必要に応じて外部 SIMカード
の PINを PCM に入力します。
電話が正常に接続されると、数値の入力 (キキーー
パパッッドド メニュー) が PCM に表示されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– 携帯電話の Bluetooth® の性能によっては、電話
帳、通話履歴、およびメッセージの内容にアクセ
スすることができます。携帯電話がサポートして
いる場合には、車両を停車した後に通話を携帯電
話に転送し、車両の外で通話を継続することもで
きます。

– 対応している携帯電話の概要は、ご利用の国のポ
ルシェ ウェブサイトからご覧いただけます：モデ
ル e お客様の所有モデル (例：911 Carrera) e 取
扱説明書のダウンロード e Bluetooth® 経由。

携帯電話を接続する (Windows® および iOS® オ
ペレーティング システム)
Windows® および iOS® オペレーティング システムを
搭載した携帯電話については、携帯電話から接続を開
始することをお勧めします。
11.. 携帯電話の Bluetooth® メニューから利用可能な機

器を探索してください。 (接続ステータスに応じ
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て) またはヘッダーの を押して、PCM を
可視化します。

22.. 利用可能な機器リストから PCM を選択してくださ
い。 オプション e BBlluueettooootthh e名名前前:: を選択す
ることにより、PCMのBluetooth® デバイス名をデデ
ババイイススママネネーージジャャーーに表示することができます。

登録済みの携帯電話に接続する
bb 携帯電話の Bluetooth® 機能が有効になっている。
bb PCM の Bluetooth® 機能が有効になっている。
> 「デバイス マネージャー」の章（ 169ページ）を

参照してください。

11.. (接続ステータスに応じて) またはヘッダーの
を選択します。

登録されている携帯電話が最大 20 件、リストに
表示されます。

22.. リストから携帯電話を選択してください。
携帯電話が Bluetooth® 経由で接続されます。

別の携帯電話を接続し、使用する
bb 携帯電話が PCM に既に接続されている。

11.. (接続ステータスに応じて) またはヘッダーの
を選択します。

22.. リストから携帯電話を選択するか、新しい携帯電
話を接続します。
> 「新しい携帯電話を接続する」の章（ 289

ページ）を参照してください。
接続された携帯電話は両方とも受信可能ですが、
発信できるのは有効な携帯電話だけです。

33.. 接続された 2 台の携帯電話を切り替えるには、現
在接続しているデバイスをヘッドラインの右上で
選択します。

既に接続している 2 台のデバイスが表示されま
す。
–– ままたたはは ––
電電話話 e オプション e 電電話話をを選選択択 e ご希望
のデバイスを選択してください:

PCM での SIM カードの使用
SIM カードはデータ接続の目的のためにのみ使用され
ます。 データ接続に関するインフォメーション:
> 「ポルシェ コネクト」の章（ 226ページ）を参照

してください。

SIM カードの挿入および取り出し

知知識識

SIM カード アダプターを使用すると、振動により SIM
カードがアダプターから外れて、カードの構成部品が
ドライブに詰まる恐れがあります。
e SIM カード アダプターは使用しないでください。

図 243：グローブ ボックス内の SIM カード

11.. SIM カード BB を挿入します (ミニ SIM、寸法: 25
x 15 mm)。 切り欠き部分を前方左側にして、
チップ面を下にしてください。

22.. PIN 付付きき SIM カード：

aa.. SIM カードの PIN を入力し OOKK で確定しま
す。

bb.. PPIINNをを保保存存を選択してください。

33.. SIM カードを取り出すには、挿入されたカードを
押して抜き出します。

接続ステータスの表示
モデル、国および装備によっては、以下のようにヘッ
ダーに表示されることがあります:

電話が接続されていません。

データ接続が利用できません (考えられる
原因: 接続なし、ネットワーク品質不良、
音声接続中のデータ接続の中断)。
LTE 携帯電話ネットワークを介したデータ
接続。
UMTS/HSPA 携帯電話ネットワーク (3G)
を介したデータ接続。
EDGE 携帯電話ネットワーク (GSM) を介
したデータ接続。
電話機能用の携帯電話ネットワークの受信
電界強度。
外部 WiFi ホットスポットによるデータ接
続。

お気に入りの保存および編集
お気に入りの保存

11.. 電電話話 e おお気気にに入入りり

22.. 最最近近のの連連絡絡先先エリアから希望する連絡先を選択し
て、その連絡先をドラッグ&ドロップでおお気気にに入入
りりエリアに移動します。
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お気に入りを整理する

11.. 電電話話 e おお気気にに入入りり

22.. 希望する連絡先を選択して、ドラッグ & ドロップ
で希望する場所に移動します。

お気に入りの削除

11.. 電電話話 e おお気気にに入入りり

22.. 希望する連絡先を選択して、おお気気にに入入りりディスプ
レイからドラッグ & ドロップで上に移動します。
–– ままたたはは ––
利用可能な場合には、 アイコンを選択しま
す。

通話中の各種機能
bb 電電話話 e キキーーパパッッドド が選択されている。

マイクのミュート
bb 通話中である

e マイクをミュートする を選択します。

通話の保留
bb 通話中である

e を選択してください。

e 通話を再開するには、 を選択してください。

電話会議を開始する
bb 通話中である

11.. e 新しい通話の追加 (電話番号を入力または連
絡先を選択する) e

22.. 電話会議を開始するには、 を選択してくださ
い。

33.. 電話会議を終了するには、 を選択してくだ
さい。

2 つの会議間の切り替え (スワッピング)
bb 1 つ目の通話が通話中です。
bb 2 つ目の通話が保留中です。

e を選択して保留中の通話を有効にし、それま
で有効だった通話を保留にします。

インストルメント クラスター内の電
話情報の表示
e インストルメント クラスターの車両 & 情報ディス

プレイで希望の機能を選択してください。
> 「D – 車両 & 情報ディスプレイ」の章（ 37

ページ）を参照してください。
– 着着信信: ステアリング ホイールの電話ボタンを使用し

て、着信の応応答答または拒拒否否を操作します。
– 前前回回のの通通話話: ステアリング ホイールの電話ボタン

やロータリー ノブを使用して前回ダイヤルした電
話番号のリストを表示します。

– 会会議議: ステアリング ホイールの電話ボタンやロータ
リー ノブを使用して、通話中に別の通話を行った
り、会議に参加者を追加したりします。

インストルメント クラスターの操作に関するインフォ
メーション:
> 「インストルメント クラスターの操作」の章

（ 39ページ）を参照してください。

メッセージの表示および編集
携帯電話でこの機能がサポートされていれば、SMS や
E メールを読んだり、音声で読み上げさせたり、メッ
セージに書かれている電話番号に電話をかけたりする
ことができます。 携帯電話はテキスト メッセージ機能
に対応していても、E メール機能には対応していない
ことがあります。 この設定に関する詳しい情報は、お
使いの携帯電話の取扱説明書を参照してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– 携帯電話がデバイスのメモリーに保存されている
SMS しか表示できない場合、車両で受信した SMS
は携帯電話メッセージ リストには表示されませ
ん。受信した SMS は SIM カードに保存されま
す。

– PCM はマルチメディア メッセージング サービス
(MMS) に対応していません。

テキスト メッセージや E メールの作成

11.. 電電話話 eメメッッセセーージジ eテテキキスストトメメッッセセーージジ
/EEメメーールル

22.. を選択してください。

33.. (電話番号を入力または連絡先を選択することに
より) 受信者を追加します。

44.. 入力フィールドにメッセージを入力し、OOKKで確
定してください。

55.. 送送信信 を選択してください。
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テキスト メッセージ / E メールの返信または転
送

11.. 電電話話 eメメッッセセーージジ eテテキキスストトメメッッセセーージジ
/EEメメーールル

22.. 返信 / 転送するテキスト メッセージ /E メールを
選択してください。

33.. e 返返信信/転転送送 を選択してください。

電話設定を変更する
一般設定

e 電電話話 e オプション e 電電話話設設定定 e ご希望の
設定を選択してください:

連絡先を管理する

e 電電話話 e 連連絡絡先先 e オプション e ご希望
の設定を選択してください:

– 連連絡絡先先メメモモリリーー: 使用している連絡先メモリーを表
示します。

– 連連絡絡先先表表示示: 連絡先を姓または名で並び替えます。
– 連連絡絡先先をを転転送送すするる: SIM カードの連絡先または

Bluetooth® 経由で接続された携帯電話の連絡先を
手動で PCM に移動します。

– おお気気にに入入りりリリスストトにに追追加加: 選択された連絡先をお
気に入りに保存します。

メッセージを編集する

e 電電話話 e メメッッセセーージジ e SMS/E メール フォ
ルダ e オプション e ご希望の設定を選択して
ください:

– メメッッセセーージジをを読読みみ上上げげ
– 詳詳細細: メッセージの内容 (例えば、メッセージに含

まれる数字) を使用します。

– 消消去去: 選択されたメッセージを削除します。
– 新新ししいいメメッッセセーージジ
– フフォォルルダダ概概要要: フォルダ一覧 (例えば、受信トレイ)

を選択します。
– 削削除除モモーードドをを有有効効ににすするる: メッセージを選択し、

削除します。

携帯電話の収納 (国別仕様による)

図 244：アームレストのスマートフォン入れ

装備によっては、アームレストの小物入れに携帯電話
トレイが内蔵されています。 このトレイは車両の外部
アンテナに接続するためのものです。 携帯電話を充電
し、 PCMに接続するための USB ポートもあります。
装備によっては、携帯電話トレイに、Qi 規格に準拠し
た携帯電話充電機能もあります。 この機能は、PCM
で有効 / 無効にすることができます。
外部アンテナを使用することで、車両内の電磁波を抑
え、Bluetooth® 経由で接続する携帯電話の受信品質を
向上させることができます。
bb 携帯電話のキーパッド / コード ロックが有効に

なっています。
e 印が付いた部分に携帯電話を置いてください。

トレイ表面と携帯電話の間に物がなく、携帯電話
の画面が上向きになっていることを確認します。

携帯電話のワイヤレス充電 (国に
よってはご利用いただけない場合が
あります)
利用可能な装備によっては、携帯電話をワイヤレスで
充電することができます。この機能は次の機能を使用
して ON または OFF にすることができます。 PCM.

注注意意 スマートフォン トレイの
金属の障害物

携帯電話のワイヤレス充電中は、電話と充電パッドの
間に金属体があると非常に高温になり、身体損傷や所
有物の損傷を引き起こす場合があります。
e 携帯電話と充電パッドの間に、障害物を置かない

でください。

bb 機能は以下で有効になります：PCM (設設定定 e電電
話話設設定定 e 電電話話 e ワワイイヤヤレレスス充充電電
–または –
電話 eオプション e電話設定 e電話
eワイヤレス充電 )。

bb 携帯電話でサポートされる Qi 規格に準拠したワイ
ヤレス充電。

e 携帯電話の背面をスマートフォン トレイのマーク
が付いたエリアに合わせて置いてください。
この機能が有効またはワイヤレス充電が有効な場
合、PCM のステータス バーに アイコンが表示
されます。

充電パフォーマンスは、携帯電話によって異なりま
す。
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イインンフフォォメメーーシショョンン

ワイヤレス充電には、交番磁界が使用されます。感覚
器官の炎症や有効なインプラント (ペースメーカ、注入
ポンプ、神経刺激装置など) または停止インプラント
(人工ジョイントなど) との干渉などの反応が生じる可
能性があります。
e 充電パッドから常に 10 cm 以上離してください。

ICNIRP1998 に基づく継続的な露出制限は、この
距離で満たされます。

e インプラントを使用されている方は、質問がある
場合は専門医にお問い合わせください。
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テテククニニカカルル・・デデーータタ
以下のページでは、お使いの車両の技術データ (メー
カー参考値) を表示します。
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テクニカル データ
この取扱説明書に含まれる情報は、装備品または国別
で車両固有データと異なる場合があります。 個別に指
定されている場合を除き、すべてのボディの種類に適
用されます。 車両固有データに関しては、車両の公式
登録書類およびインフォメーション プレート (例: ビー
クル プレート) を参照してください。
車両の公式登録書類の情報は、常にこの取扱説明書の
内容よりも優先されます。

車体番号

図 245：車両識別番号固定位置

車体番号は、フロント ウィンドウの左下と助手席フッ
トウェルのカーペットのカバー下にあります。
e スペア パーツの注文をする場合は、必ず車両識別

番号を明示してください。

タイヤ空気圧プレート

図 246：タイヤ空気圧プレート固定位置

車両データ バンク
車両の大切な情報が記載されているデータ バンクは、
｢整備手帳｣の中に添付されています。 データ バンクは
紛失したり、破損したりしても再注文することはでき
ません。

車両寸法
Cayenne モデル：

全全長長 ((装装備備仕仕様様にによよりり異異ななるる)) 4,918 mm ～ 4,929 mm

全全幅幅 ((装装備備仕仕様様にによよりり異異ななるる)) 1,983 mm

ドア ミラーを含む全幅 2,194 mm
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DDIINN 規規格格空空車車重重量量ででのの車車高高 1,676 mm～1,728 mm

リヤ リッド オープン時の全高 2,123 mm～2,188 mm

DDIINN 規規定定のの空空車車重重量量ででのの最最大大渡渡河河能能力力 ((ススチチーールル ササススペペンンシショョンン)) (480 mm)1 500 mm

最大渡河能力 (エア サスペンション、ノーマル レベル) (465 mm)1 475 mm

最大渡河能力 (エア サスペンション、スペシャル オフロード レベル) (520 mm)1 530 mm

Cayenne E-Hybrid モデル：

DDIINN 規規定定のの空空車車重重量量ででのの最最大大渡渡河河能能力力 ((ススチチーールル ササススペペンンシショョンン)) 250 mm

最大渡河能力 (エア サスペンション、ノーマル レベル) 225 mm

最大渡河能力 (エア サスペンション、スペシャル オフロード レベル) 280 mm

Cayenne Coupé モデル：

全全長長 ((装装備備仕仕様様にによよりり異異ななるる)) 4,931 mm ～ 4,939 mm

全全幅幅 ((装装備備仕仕様様にによよりり異異ななるる)) 1,983 mm ～ 1,995 mm

ドア ミラーを含む全幅 2,194 mm

DDIINN 規規定定のの空空車車重重量量ででのの車車高高 1,643 mm～1,676 mm

リヤ リッド オープン時の全高 2,229 mm ～ 2,243 mm

DDIINN 規規定定のの空空車車重重量量ででのの最最大大渡渡河河能能力力 ((ススチチーールル ササススペペンンシショョンン)) (480 mm)2 500 mm

1. Cayenne GTS のみ
2. Cayenne Coupé GTS のみ
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最大渡河能力 (エア サスペンション、ノーマル レベル) (465 mm)1 475 mm

最大渡河能力 (エア サスペンション、スペシャル オフロード レベル) (520 mm)1 530 mm

Cayenne Coupé E-Hybrid モデル：

DDIINN 規規定定のの空空車車重重量量ででのの最最大大渡渡河河能能力力 ((ススチチーールル ササススペペンンシショョンン)) 250 mm

最大渡河能力 (エア サスペンション、ノーマル レベル) 225 mm

最大渡河能力 (エア サスペンション、スペシャル オフロード レベル) 280 mm

充填容量

燃燃料料タタンンクク 約 13 リットルの予備を含む約 75 リットル (オプション: 90 リットル)

フフロロンントト ウウィィンンドドウウ // ヘヘッッドドラライイトト
ウウォォッッシシャャーー液液 約 3.5 リットル (ナイト ビュー アシスト装備車: 約 6.2 リットル)

燃料消費量とCO2排出量
CO2 排出量は燃費に直接影響されます。 安全運転や定期点検によって、CO2 排出量を最小限に抑制できます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

国により、車両の燃費と排出値が納車時に提供された書類に記載されている場合があります (例:「適合証明」)。 そこに記載されている値は、規定の測定方法 (現行バージョ
ンの Euro 6: 基準 (EU) 715/2007; 現行バージョンの Euro 5: ECE-R 101 と ECE-R 83) に基づいて測定したものです。

重量
規格 (EC) 1230/2012 に基づく、75 kg の運転者 1 名 と荷物分を含む空車重量。
e 最大総重量と最大軸荷重の限度を超えないようにしてください。 追加アクセサリーなどが装備されている場合は、それに応じて最大積載重量が減少します。

1. Cayenne Coupé GTS のみ
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負荷、最大総重量および最大軸荷重

最最大大積積載載重重量量

モモデデルルおおよよびび装装備備にに応応
じじるる

375 kg ～ 845 kg

e 車両固有の重量は、ビークル プレートまたは車両
の納車時に提供された公式登録書類 (国によって、
「適合証明」など) に記載されています。
ビークル プレートは助手席側のドア シル (ドア開
口部) に取り付けられています。

e 最大総重量および最大軸荷重を超過しないでくだ
さい。 追加アクセサリーが取り付けられている場
合、最大許容荷重が小さくなります。

ルーフ積載荷重
e ルーフ トランスポート システムは、ポルシェ テク

イップメントの製品ラインのもの、またはポル
シェが試験および認定したもののみ使用してくだ
さい。

e ルーフ トランスポート システムに荷物を載せてい
る場合、130 km/h を超える速度で走行しないで
ください。

> 「ルーフ トランスポート システム」の章（ 268
ページ）を参照してください。

最最大大ルルーーフフ積積載載荷荷重重

CCaayyeennnnee CCoouuppéé モモデデルル 75 kg

そそのの他他ののすすべべててののモモデデルル 100 kg

トレーラーけん引

最最大大けけんん引引重重量量、、ブブレレーーキキななしし

全全モモデデルル 750 kg

最最大大けけんん引引重重量量 ((ブブレレーーキキ装装備備車車))11

88 シシリリンンダダーー エエンンジジンン
搭搭載載 EE ハハイイブブリリッッドド車車

3,000 kg

そそのの他他ののすすべべててののモモデデ
ルル

3,500 kg

最最大大ドドロローーババーー荷荷重重

88 シシリリンンダダーー エエンンジジンン
搭搭載載 EE ハハイイブブリリッッドド車車

120 kg

そそのの他他ののすすべべててののモモデデ
ルル

140 kg

最最大大軸軸荷荷重重、、リリヤヤ ((EEUU ののみみ、、110000 kkmm//hh 以以下下))

CCaayyeennnnee CCoouuppéé
TTuurrbboo SS EE ハハイイブブリリッッ
ドド

175 kg 積載

CCaayyeennnnee CCoouuppéé、、
CCaayyeennnnee CCoouuppéé
TTuurrbboo、、CCaayyeennnnee
CCoouuppéé EE ハハイイブブリリッッドド

190 kg 積載

最最大大軸軸荷荷重重、、リリヤヤ ((EEUU ののみみ、、110000 kkmm//hh 以以下下))

CCaayyeennnnee CCoouuppéé SS 200 kg 積載

そそのの他他ののすすべべててののモモデデ
ルル

215 kg 積載

最最大大総総重重量量 ((EEUUののみみ、、110000 kkmm//hh 以以下下))

全全モモデデルル 100 kg 積載

1. 坂道の勾配率が 12 % 以下のとき
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ホイールおよびタイヤ
タイヤ / ホイール サイズ
ポルシェ社が承認したタイヤにより、この車両に最適な走行性能が得られます。記載されている荷重指数 (例：「105」) と速度記号 (例：「Y」)以上の性能のタイヤを使用
してください。 新しいタイヤを装着するとき、またはタイヤの交換を行う場合：
> 「タイヤおよびホイール」の章（ 152ページ）を参照してください。
e スノー チェーンは、適切なマークが付いたホイールおよびタイヤ サイズにのみ装着します。 スノー チェーンを装着したときの最高速度については各国の法規に従って

ください。 ポルシェが承認したスノー チェーンのみ使用します。
e 交換するタイヤ / ホイールが EU 規格に適合しているか確認してください。必要であればホイール / タイヤの組み合わせがこの車両に適合するか参照してください。 詳

しい情報はポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

タタイイヤヤ種種類類 タタイイヤヤ ササイイズズ ホホイイーールル ササイイズズ ススノノーー チチェェーーンンのの装装着着

ココララププシシブブルル ススペペアア ホホイイーールル 195/65-20 108P 6.5B x 20、RO 28 不可

66 シシリリンンダダーー エエンンジジンン搭搭載載 CCaayyeennnnee モモデデルル

ササママーー タタイイヤヤ

FA: 255/55 ZR 19 XL (111Y)
RA: 275/50 ZR 19 XL (112Y)

FA: 8.5J x 19、RO 47
RA: 9.5J x 19、RO 54

不可

FA: 275/45 ZR 20 XL (110Y)
RA: 305/40 ZR 20 XL (112Y)

FA: 9.0J x 20、RO 50
RA: 10.5J x 20、RO 64

不可

FA: 285/40 ZR 21 XL (109Y)
RA: 315/35 ZR 21 XL (111Y)

FA: 9.5J x 21、RO 46
RA: 11.0J x 21、RO 58

不可

FA: 285/35 ZR 22 XL (106Y)
RA: 315/30 ZR 22 XL (107Y)

FA: 10.0J x 22、RO 48
RA: 11.5J x 22、RO 61

不可

オオーールル シシーーズズンン タタイイヤヤ

FA：255/55 R 19 XL 111V M+S
RA：275/50 R 19 XL 112V M+S

FA: 8.5J x 19、RO 47
RA: 9.5J x 19、RO 54

不可

FA：275/45 R 20 XL 110V M+S
RA：305/40 R 20 XL 112V M+S

FA: 9.0J x 20、RO 50
RA: 10.5J x 20、RO 64

不可

FA：285/40 R 21 XL 109V M+S
RA：315/35 R 21 XL 111V M+S

FA: 9.5J x 21、RO 46
RA: 11.0J x 21、RO 58

不可
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タタイイヤヤ種種類類 タタイイヤヤ ササイイズズ ホホイイーールル ササイイズズ ススノノーー チチェェーーンンのの装装着着

ウウイインンタターー タタイイヤヤ

FA：255/55 R 19 XL 111V M+S
RA：275/50 R 19 XL 112V M+S

FA: 8.5J x 19、RO 47
RA: 9.5J x 19、RO 54

リヤ アクスルのみ

FA：275/45 R 20 XL 110V M+S
RA：305/40 R 20 112V M+S

FA: 9.0J x 20、RO 50
RA: 10.5J x 20、RO 64

リヤ アクスルのみ

FA：275/40 R 21 XL 107V XL M+S
RA：305/35 R 21 XL 109V M+S

FA: 9.5J x 21、RO 46
RA: 11.0J x 21、RO 58

リヤ アクスルのみ

88 シシリリンンダダーー エエンンジジンン搭搭載載 CCaayyeennnnee モモデデルル

ササママーー タタイイヤヤ

FA: 285/40 ZR 21 XL (109Y)
RA: 315/35 ZR 21 XL (111Y)

FA: 9.5J x 21、RO 46
RA: 11.0J x 21、RO 58

不可

FA: 285/35 ZR 22 XL (106Y)
RA: 315/30 ZR 22 XL (107Y)

FA: 10.0J x 22、RO 48
RA: 11.5J x 22、RO 61

不可

オオーールル シシーーズズンン タタイイヤヤ FA：285/40 R 21 XL 109V M+S
RA：315/35 R 21 XL 111V M+S

FA: 9.5J x 21、RO 46
RA: 11.0J x 21、RO 58

不可

ウウイインンタターー タタイイヤヤ

FA：275/45 R 20 XL 110V M+S
RA：305/40 R 20 XL 112V M+S

FA: 9.0J x 20、RO 50
RA: 10.5J x 20、RO 64

リヤ アクスルのみ

FA：275/40 R 21 XL 107V M+S
RA：305/35 R 21 XL 109V M+S

FA: 9.5J x 21、RO 46
RA: 11.0J x 21、RO 58

リヤ アクスルのみ

FA = フロント アクスル、RA = リヤ アクスル、RO = リム オフセット

タタイイヤヤ種種類類 タタイイヤヤ ササイイズズ ホホイイーールル ササイイズズ ススノノーー チチェェーーンンのの装装着着

66 シシリリンンダダーー エエンンジジンン搭搭載載 CCaayyeennnnee CCoouuppéé モモデデルル

ササママーー タタイイヤヤ
FA: 275/45 ZR 20 XL (110Y)
RA: 305/40 ZR 20 XL (112Y)

FA: 9.0J x 20、RO 50
RA：10.5J x 20、RO 55

不可



テクニカル データ

301

タタイイヤヤ種種類類 タタイイヤヤ ササイイズズ ホホイイーールル ササイイズズ ススノノーー チチェェーーンンのの装装着着

FA: 285/40 ZR 21 XL (109Y)
RA: 315/35 ZR 21 XL (111Y)

FA: 9.5J x 21、RO 46
RA：11.0J x 21、RO 49

不可

FA: 285/35 ZR 22 XL (106Y)
RA: 315/30 ZR 22 XL (107Y)

FA: 10.0J x 22、RO 48
RA：11.5J x 22、RO 52

不可

オオーールル シシーーズズンン タタイイヤヤ

FA：275/45 R 20 XL 110V M+S
RA：305/40 R 20 XL 112V M+S

FA: 9.0J x 20、RO 50
RA：10.5J x 20、RO 55

不可

FA：285/40 R 21 XL 109V M+S
RA：315/35 R 21 XL 111V M+S

FA: 9.5J x 21、RO 46
RA：11.0J x 21、RO 49

不可

ウウイインンタターー タタイイヤヤ

FA：275/45 R 20 XL 110V M+S
RA：305/40 R 20 XL 112V M+S

FA: 9.0J x 20、RO 50
RA：10.5J x 20、RO 55

リヤ アクスルのみ

FA：275/40 R 21 XL 107V M+S
RA：305/35 R 21 XL 109V M+S

FA: 9.5J x 21、RO 46
RA：11.0J x 21、RO 49

リヤ アクスルのみ

88 シシリリンンダダーー エエンンジジンン搭搭載載 CCaayyeennnnee CCoouuppéé モモデデルル

ササママーー タタイイヤヤ

FA: 285/40 ZR 21 XL (109Y)
RA: 315/35 ZR 21 XL (111Y)

FA: 9.5J x 21、RO 46
RA：11.0J x 21、RO 49

不可

FA: 285/35 ZR 22 XL (106Y)
RA: 315/30 ZR 22 XL (107Y)

FA: 10.0J x 22、RO 48
RA：11.5J x 22、RO 52

不可

オオーールル シシーーズズンン タタイイヤヤ

FA：275/45 R 20 XL 110V M+S1

RA：305/40 R 20 XL 112V M+S1

FA：9.0J x 20、RO 501

RA：10.5J x 20、RO 551
不可

FA：285/40 R 21 XL 109V M+S
RA：315/35 R 21 XL 111V M+S

FA: 9.5J x 21、RO 46
RA：11.0J x 21、RO 49

不可

1. Cayenne Turbo S E-Hybrid のみ
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タタイイヤヤ種種類類 タタイイヤヤ ササイイズズ ホホイイーールル ササイイズズ ススノノーー チチェェーーンンのの装装着着

ウウイインンタターー タタイイヤヤ

FA：275/45 R 20 XL 110V M+S
RA：305/40 R 20 XL 112V M+S

FA：9.0J x 20、RO 50
RA：10.5J x 20、RO 55

リヤ アクスルのみ

FA：275/40 R 21 XL 107V M+S
RA：305/35 R 21 XL 109V M+S

FA: 9.5J x 21、RO 46
RA：11.0J x 21、RO 49

リヤ アクスルのみ

FA = フロント アクスル、RA = リヤ アクスル、RO = リム オフセット

タイヤ空気圧
タイヤ空気圧はいずれも、ポルシェが認定したメーカーおよび仕様のタイヤの冷間時 (20 °C) にのみ適用されるものです。
工場取り付けタイヤの正しいタイヤ空気圧は、タイヤ空気圧プレートで確認できます。 選択できるその他すべてのタイヤの指定タイヤ空気圧は、PCM のタイヤ空気圧モニ
タリング (TPM) ディスプレイで確認できます。
e タイヤ空気圧モニタリング (TPM) でタイヤの種類、タイヤのサイズおよび車両の積載状況を設定し、｢標準タイヤ空気圧｣または｢コンフォート タイヤ空気圧｣のいずれ

か (国または装備に応じて) を選択します。
> 「タイヤ空気圧モニタリング システム (TPM) の設定」の章（ 153ページ）を参照してください。

e タイヤ空気圧プレートと、PCM のタイヤ空気圧モニタリング (TPM) ディスプレイを参照してください。
– 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e タタイイヤヤ空空気気圧圧モモニニタタリリンンググ e 圧圧力力差差

e タイヤ空気圧を仕様に合わせます。

警警告告 タイヤ空気圧が低い

「コンフォート プレッシャー」オプションは国によって異なるため、すべての国別仕様に適用されるわけではありません。
高速走行時にタイヤ空気圧が低いと、タイヤが破損します。
e コンフォート プレッシャーは「コンフォート プレッシャー」機能を備えた車両のタイヤのみに設定してください。

FFAA RRAA

2200 イインンチチ ココララププシシブブルル ススペペアア ホホイイーールル 3.5 bar / 350 kPa / 51 psi 3.5 bar / 350 kPa / 51 psi
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ポルシェ コミュニケーション マネージメント (PCM)

テクニカル データ： オーディオおよびビデオ ファイル

対対応応すするるメメデディィ
アア

SSDD カカーードド 128 GB まで
DDVVDD ドドラライイブブ オーディオ CD (最大 80 分)、CD-ROM (最大 700 MB)、DVD±R/RW、標準ビデオ DVD、DVD オーディオ互換ビデオ DVD

ポポーータタブブルル ププレレーーヤヤーー MTP プレーヤー、｢USB デバイス サブクラス 1 および 6｣ の USB 2.0 デバイス (USB スティック、専用ドライバー ソフト
ウェア不要の USB MP3 プレーヤー、外部 USB フラッシュ メモリーおよびハード ドライブなど)

DDVVDDチチェェンンジジャャーー オーディオ CD 80 分まで、標準 DVD ビデオ、DVD ビデオ互換 DVD オーディオ

フファァイイルル シシスステテ
ムム

SSDD/SSDDHHCC/SSDDXXCC/MMMMCC メモリー カード
UUSSBB 大大容容量量記記憶憶装装置置 exFAT、FAT、または FAT32、NTFS ファイル システム (最大 4 パーティション)

DDVVDD ドドラライイブブ ISO9660、Joliet、UDF

フフォォーーママッットト MPEG 1/ 2 Layer 3：Windows Media Audio 9および10；MPEG 2/ 4；FLAC、MPEG 1/ 2；ISO-MPEG4；DivX 3、4および5； Xvid；ISO-
MPEG4 H.264 （MPEG4 AVC） M；Windows Media Video 9

フファァイイルル拡拡張張子子 .mp3 (DVDチェンジャーには適用されません); .wma; .asf; .m4a; .m4b; .aac; .flac; .mpg; .mpeg; .avi; .mp4; .m4v; .mov; .wmv

再再生生リリスストト .M3U；.PLS；.WPL；.M3U8；.ASX

特特徴徴 最大 320 kbit/s および 48 kHz サンプリング周波数; 最大 25 fps 時、最大 2,000 kbit/s および 720x576 px.

フファァイイルル数数 DDVVDD ドドラライイブブ DVD ごとに最大 1,000 ファイル
UUSSBB 大大容容量量記記憶憶装装置置およびメメモモリリーー カカーードド 媒体ごとに最大 10,000 ファイル、ディレクトリー / 再生リストごとに最大 1,000 ファイル

メメタタデデーータタ アルバム カバー最大800 x 800ピクセル；GIF、JPG、およびPNGフォーマット、またはGracenoteデータベース経由

DDVVDD ビビデデオオ地地域域
ココーードド

コード 1: USA、カナダおよび米国自治領
コード 2: ヨーロッパ、グリーンランド、南アフリカ、エジプトおよび中東、日本

コード 3: 東南アジア、韓国、香港、インドネシア、フィリピン、台湾
コード 4: オーストラリア、ニュージーランド、メキシコ、中央アメリカ、南アメリカ

コード 5: ロシアおよび他の旧ソ連諸国、東ヨーロッパ、インド、アフリカ
コード 6: 中華人民共和国

コード 8: 国際領土 (船舶、航空機)
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テクニカル データ： 接続

携携帯帯ネネッットトワワーー
クク

GSM/GPRS/EDGE： デュアル バンド、900 MHz/1800 MHz
UMTS/HSPA+： トリプル バンド、900 MHz （Band VIII）/1800 MHz （Band III）/2100 MHz （Band I）
LTE： クワッド バンド、800 MHz （Band 20）/900 MHz （Band 8） /1800 MHz （Band 3）/2600 MHz （Band 7）

WWiiFFii IEEE 802.11a/b/g/n （2.4 GHz）

BBlluueettooootthh®® Bluetooth® 2.1、IEEE 802.15.1、クラス 2、通信範囲約 10 m

SSIIMMカカーードド ミニ SIM、寸法: 25 x 15 mm

テクニカル データ： ラジオ

周周波波数数範範囲囲 // 規規
格格

UKW （FM）： 87.5～108 MHz（100 kHzごとの手動調節）
MW （AM）： 531～1,602 KHz（1 kHzごとの手動調節）

自自動動選選局局付付きき
チチュューーニニンンググ ググ
リリッッドド

UKW （FM）： 100 kHz
MW （AM）： 9 kHz

テクニカル データ: CD/DVD ドライブ

一一般般情情報報
製造時に、このレーザー製品はドイツ/国際規格DIN EN 60825-1に準拠して製造されています： 2008-05およびDHHSルール21 CFR
Subchapter J、クラス1レーザー製品として分類されています。 クラス1レーザー製品のレーザー光線は、通常の作動条件下では危険を生じない程
度の弱いものです。 この製品は、レーザー光線がデバイス内部に完全に密閉されるように設計されています。

レレーーザザーー光光線線出出
力力

DVD： 0.68 mW
CD： 0.85 mW

レレーーザザーー光光線線波波
長長

DVD： 665 nm
CD： 795 nm
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ライセンス告知

BBlluueettooootthh®® Bluetooth® のワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG, Inc. が所有する登録商標であり、アイシン エィ ダブリュ (株) はこれらのマークをライセ
ンスに基づいて使用しています。その他の商標およびトレード ネームは、それぞれの所有者に帰属します。

DDoollbbyy DDiiggiittaall ドルビー ラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。Dolby、ドルビーおよびダブル D 記号はドルビー ラボラトリーズの商標です。

DDTTSS DDiiggiittaall
SSuurrrroouunndd

DTS 特許については、http://patents.dts.com を参照してください。 DTS Licensing Limited のライセンスの下で製作。
DTS、シンボル、および DTS とシンボルの組み合わせは登録商標として登録されています。DTS Digital Surround は DTS,
Inc. の登録商標です。© DTS, Inc. All Rights Reserved.

GGrraacceennoottee Gracenote および Gracenote ロゴとロゴ タイプは、米国およびその他の国における Gracenote Inc. の登録商標または商標で
す。
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エンド ユーザー使用許諾契約書

GGrraacceennoottee®®

Gracenote® エンド ユーザー使用許諾契約書
本ソフトウェア製品または本電器製品には、カリフォルニア州エメリービル市の Gracenote, Inc. (以下｢Gracenote｣とする) から提供されているソ
フトウェアが含まれています。本ソフトウェア製品または本電器製品は、Gracenote 社のソフトウェア (以下｢Gracenote ソフトウェア｣とする) を
利用し、音楽 CD や楽曲ファイルを識別し、アーティスト名、トラック名、タイトル情報 (以下｢Gracenote データ｣とする) などの音楽関連情報を
オンライン サーバー或いは製品に実装されたデータベース (以下、総称して｢Gracenote サーバー｣とする) から取得するとともに、取得された
Gracenote データを利用し、他の機能も実現しています。お客様は、本ソフトウェア製品または本電器製品の使用用途以外に、つまり、エンドユー
ザー向けの本来の機能の目的以外に Gracenote データを使用することはできません。 お客様は、Gracenote データ、Gracenote ソフトウェア、お
よび Gracenote サーバーを非営利的かつ個人的目的にのみに使用することについて、同意するものとします。お客様は、いかなる第三者に対して
も、Gracenote ソフトウェアや Gracenote データを、譲渡、コピー、転送、または送信しないことに同意するものとします。お客様は、ここに明
示的に許諾されていること以外の目的に、Gracenote データ、Gracenote ソフトウェア、または Gracenote サーバーを使用または活用しないこと
に同意するものとします。 お客様は、お客様がこれらの制限に違反した場合、Gracenote データ、Gracenote ソフトウェア、および Gracenote
サーバーを使用するための非独占的な使用許諾契約が解除されることに同意するものとします。また、お客様の使用許諾契約が解除された場合、お
客様は Gracenote データ、Gracenote ソフトウェア、および Gracenote サーバー全ての使用を中止することに同意するものとします。Gracenote
は、Gracenote データ、Gracenote ソフトウェア、および Gracenote サーバーの全ての所有権を含む、全ての権利を保有します。いかなる場合に
おいても、Gracenote は、お客様が提供する任意の情報に関して、いかなる支払い義務もお客様に対して負うことはないものとします。お客様は、
Gracenote, Inc. が本契約上の権利を Gracenote として直接的にお客様に対し、行使できることに同意するものとします。 Gracenote のサービス
は、統計的処理を行うために、クエリ調査用の固有の識別子を使用しています。+B19 無作為に割り当てられた数字による識別子を使用することに
より、Gracenote サービスを利用しているお客様を認識しながらも、特定することなしにクエリを数えられるようにしています。詳細については、
Web ページ上の、Gracenote のサービスに関する Gracenote プライバシー ポリシーを参照してください。 Gracenote ソフトウェアと Gracenote
データの個々の情報は、お客様に対して「現状有姿」のままで提供され、使用が許諾されるものとします。Gracenote は、Gracenote サーバーにお
ける全ての Gracenote データの正確性に関して、明示的または黙示的を問わず、一切の表明や保証をしていません。Gracenote は、妥当な理由が
あると判断した場合、Gracenote サーバーからデータを削除したり、データのカテゴリを変更したりする権利を保有するものとします。Gracenote
ソフトウェアまたは Gracenote サーバーにエラー、障害のないことや、或いは Gracenote ソフトウェアまたは Gracenote サーバーの機能に中断が
生じないことの保証は致しません。Gracenote は、将来 Gracenote が提供する可能性のある、新しく拡張や追加されるデータタイプまたはカテゴ
リを、お客様に提供する義務を負わないものとします。また、Gracenote は、任意の時点でサービスを中止できるものとします。 Gracenote は、
黙示的な商品適合性保証、特定目的に対する商品適合性保証、権利所有権、および非侵害性についての責任を負わないものとし、これに限らず、明
示的または黙示的ないかなる保証もしないものとします。Gracenote は、お客様による Gracenote ソフトウェアまたは任意の Gracenote サーバー
の利用により、得る結果について保証しないもとのとします。いかなる場合においても、Gracenote は結果的損害または偶発的損害、或いは利益の
損失または収入の損失に対して、一切の責任を負わないものとします。
© 2000 to present Gracenote, Inc.

Bluetooth® 認証 (抜粋)
Albania – Andorra – Angola – Aruba – Australia –
Austria – Bahamas – Bahrain – Barbados – Belarus
– Belgium – Belize – Bolivia – Bonaire – Bosnia and

Herzegovina – Brazil – Brunei – Bulgaria – Burkina
Faso – Canada – Chile – China – Colombia – Costa
Rica – Croatia – Curacao – Cyprus – Czech Republic
– Denmark – Dominican Republic – Ecuador –

Egypt – El Salvador – Estonia – Ethiopia – Finland –
France – French Guyana – French Polynesia –
Gabon – Germany – Ghana – Gibraltar –
Guadeloupe – Guatemala – Greece – Greenland –
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Hong Kong – Hungary – Iceland – India – Indonesia
– Ireland – Iraq – Israel – Italy – Ivory Coast –
Jamaica – Japan – Jordan – Kenya – Kosovo –
Kuwait – Latvia – Lebanon – Lesotho – Liberia –
Libya – Liechtenstein – Lithuania – Luxembourg –
Macau – Macedonia – Madagascar – Malaysia –
Malta – Martinique – Mauritius – Mexico – Monaco
– Mongolia – Morocco – Mozambique –
Netherlands – New Caledonia – New Zealand –
Nigeria – Norway – Oman – Pakistan – Panama –
Peru – Poland – Portugal – Puerto Rico – Qatar –
Réunion – Romania – Russia – San Marino – Saudi
Arabia – Senegal – Serbia – Singapore – Slovakia –
South Africa – Spain – St. Lucia – Sweden –
Switzerland – Tahiti – Taiwan – Thailand – United
Arab Emirates – United Kingdom – Uruguay – USA
– Venezuela – Vietnam – Yemen – Zimbabwe

リサイクル
耐用年数経過後の車両の返却
欧欧州州連連合合加加盟盟国国のの車車両両ののみみ：：
耐用年数に達したポルシェ車両は、Dr. Ing. h.c. F.
Porsche AGが、無料で、環境負荷の小さい方法で廃棄
します。 使用済みの車両を返却して関連する解体証明
書を取得するには：
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

エアバッグおよびシートベルト プリテンショ
ナー ユニット
未点火のガス ジェネレーター、あるいはエアバッグお
よびシート ベルト テンショナー ユニットを装備する
車両全体またはアッセンブリーは、「通常」のスク
ラップまたは廃棄物として処理したり、他のいかなる
形態のエンド ストレージに入れてはなりません。
適切な廃棄の詳細については:
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

電子機器および使い終わったバッテリー
キー、リモート コントロールおよび古いバッテリー
は、｢通常の｣解体品として処分したり、他の形態の廃
棄物の中に混ぜて廃棄したりしないでください。
e 現地固有の処分方法に従い、使い終わった家庭用

バッテリーは所定の収集場所に廃棄します。
e 高電圧バッテリーおよび12 Vリチウムバッテリー

は危険物です。 このためこれらのバッテリーにつ
いては、手を加えたり、自分で処分したりしない
でください。

キー、リモート コントロールおよび古いバッテリーの
正しい処分の詳細については、
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。
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無線装置 (EU の地域外)
検査マークおよび適合宣言
Albania, Bahrain, Bosnia and Herzegovina,
French Guyana, Georgia, Gibraltar,
Guadeloupe, Iceland, Israel, Ivory Coast,
Kuwait, Macedonia, Martinique, Monaco,
Montenegro, New Caledonia, Norway,
Réunion, Sri Lanka, St. Lucia, Switzerland,
Trinidad & Tobago, Turkey.

Algeria
AGREE PAR L’ARPT N°:T/CA/SP/PC/N°91/ARPT/
2011

Argentina

CNC ID: H-21037
CNC ID: H-17181
CNC ID: C-18053
CNC ID: C-21130

Australia
ACN/ARBN 004 528 778/
58004528778

Belarus

Brazil

2294-15-3616
05031-16-06324
0716-15-3745
05674-16-06830
"Este equipamento opera em caráter secundário, isto
é, não tem direito à proteção contra interferência
prejudicial, mesmo de estações do mesmo tipo, e
não pode causar interferência a sistemas operando
em caráter primário."
Este equipamento não tem direito à proteção contra
interferência prejudicial e não pode causar
interferência em sistemas devidamente autorizados.
Este produto está homologado pela ANATEL, de
acordo com os procedimentos regulamentados pela
Resolução 242/2000, e atende aos requisitos
requisitos técnicos aplicados.
Para maiores informações, consulte o site da
ANATEL www.anatel.gov.br
00598-18-05298
"Este equipamento não tem direito à proteção contra
interferência prejudicial e não pode causar
interferência em sistemas devidamente
autorizados."
Modelo BCMevoC: 05531-16-02149
Modelo PK3: 00971–18–02930

"Este equipamento opera em caráter secundário, isto
é, não tem direito à proteção contra interferência
prejudicial, mesmo de estações do mesmo tipo, e
não pode causar interferência a sistemas operando
em caráter primário."

Canada
This device complies with Part 15 of the FCC Rules.
Operation is subject to the following two conditions:
1. This device may Not cause harmful interference,

and
2. This device must accept any interference

received including interference that may cause
undesired operation.

Cet appareil est conforme à la Partie 15 des
règlementations de la FCC et avec la norme RSS-
210 de l'Industrie Canadienne. Son fonctionnement
est soumis aux deux conditions suivantes:
1. Cet appareil ne doit pas causer d'interférences

nuisibles et
2. Cet appareil doit accepter toute interférence

reçue, y compris les interférences pouvant
entraîner un fonctionnement.

Costa Rica
SUTEL 00770-2018
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Customs Union (including Armenia, Belarus,
Kazakhstan, Russia)

Модель: LTE-MBC-EU
Изготовитель: Molex CVS Dabendorf
GmbH
Сделано в Германии
Электропитаие : 12 V=, 400 mA
Модель: LTE-MBC-EU2
Изготовитель: Molex CVS Dabendorf
GmbH
Сделано в Германии
Электропитаие : 12 V=, 400 mA

Ghana
NCA APPROVED: 1R3-1M-7E0-14B
NCA APPROVED: 2R9-1H-7E0-0DA
NCA APPROVED: 6X6-4H-7EO-OF3
NCA APPROVED: ZRO-M8–7E3–12B

Hong Kong
HKCA 1035: Automotive radar: radio equipment
exempted from licensing.
HK0011801788

India
ETA – 1736/18-RLO(NE)

Indonesia

47977/SDPPI/2016
2684
55538/SDPPI/2018
2208
36930/SDPPI/2014
47817/SDPPI/2016
55747/SDPPI/2018

63118/SDPPI/2019
2692

Israel
Model Name: TSSRE4Dg
Manufacturer: Huf Electronics Bretten
Model Name: LRR4
Manufacturer: Bosch

Japan
204-560001
202-LSC054
202-JN0638
202-SMF114

Japanese Radio Law Compliance. This device is
granted pursuant to the Japanese Radio Law. This
device should not be modified (otherwise the
granted designation number will become invalid).

Jamaica
This product has been Type Approved by Jamaica:
SMA - PK3.

This product has been Type Approved by Jamaica:
SMA - BCMevoC.

Jordan
TRC/LPD/2016/583
TRC/LPD/2014/212
TRC/LPD/2016/584
TRC/LPD/2018/66
TRC/LPD/2017/615

Malaysia

CIDF15000490
CIDF17000143
CIDF18000015
CIDF19000029

Mexico
IFETEL: RLVPOPK17-1947
IFETEL: IFT-008–2015
IFETEL: RLVCOBC16-1825
IFETEL: RLVBOLR14-1873
IFETEL: RCPAPR318-2005
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La operación de este equipo está sujeta a las
siguientes dos condiciones
1. Es posible que este equipo o dispositivo no cause

interferencia perjudicial y
2. Este equipo debe aceptar cualquier interferencia,

incluyendo la que pueda causar su operación no
deseada.

IFT: RCPKATR18-0034
Marca: KATHREIN AUTOMOTIVE
Modelo (s): TRANSCVRP01
La operación de este equipo está sujeta a las
siguientes dos condiciones:
(1) es posible que este equipo o dispositivo no cause
interferencia perjudicial y
(2) este equipo o dispositivo debe aceptar cualquier
interferencia, incluyendo la que pueda causar su
operación no deseada.

Moldova

Mongolia

Morocco
AGREE PAR L’ANRT MAROC
Numéro d´agrément :
MR 15019 ANRT 2017
Date d´agrément : 26/10/2017
Numéro d´agrément :
MR 12651 ANRT 2016
Date d´agrément : 18/10/2016
Numéro d´agrément :
MR 9668 ANRT 2014
Date d´agrément : 30/09/2014
Numéro d´agrément :
MR 12623 ANRT 2016

Date d´agrément : 11/10/2016
Numéro d´agrément :
MR 15845 ANRT 2018
Date d´agrément : 19/02/2018
Numéro d’agrément :
MR 13255 ANRT 2017
Date d’agrément : 09/02/2017
Numéro d’agrément: MR 19520 ANRT 2019
Date d’agrément: 23/04/2019

Nigeria
Model R3TR - Connection and use of this
communications equipment is permitted by the
Nigerian Communications Commission.

Oman
オマーン - TRA/TA-R/0358/13
D100428
オマーン - TRA/TA-R/4813/17
D100428
オマーン - TRA/TA-R/3673/16
D100428
オマーン - TRA/TA-R/2609/15
D080134
オマーン - TRA/TA-R/2160/14
オマーン - TRA/R/3848/17
D080134
オマーン - TRA/R/0447/15
D100428
オマーン - TRA
R/3621/16
D080134
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Pakistan

Paraguay

Philippines

Qatar
Approval Ref.: CRA/SA/2015/R-4714
Approval Ref.: CRA/SA/2014/R-4315

Serbia

34540-1313/16-3

Singapore
Complies with IDMA Standard DA 103787.
Complies with IDMA Standards N0644-18.
Complies with IDMA Standard N2853–18.
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South Africa
TA-2016/2455
APPROVED

TA-2014/2597
APPROVED

TA-2014/1784
APPROVED

TA-2016/2759
APPROVED

TA-2017/3465
APPROVED

TA-2016/3539
APPROVED

TA-2019/5116
APPROVED

TA-2016/2586

TA-2005/614

TA-2017/2491
APPROVED

South Korea

MSIP-REM-HEB-TSSSG4G5
MSIP-CRM-HEB-TSSRE4DG
BO-LRR4
R-CRM-DDG-R3TR
송신기주파수 433.92 MHz
B급기기 (가정용방송통신기자재)
이기기는가정용(B급)전자파적합기기로서주
로가정에서사용하는것을목적으로하며,
모든지역에서사용할수있습니다.
해당무선설비는전파혼신가능성이있으므로
인명안전과관련된서비스는할수없음
송신기주파수 21.85 kHz
B급기기 (가정용방송통신기자재)
이기기는가정용(B급)전자파적합기기로서주
로가정에서사용하는것을목적으로하며,
모든지역에서사용할수있습니다.
해당무선설비는전파혼신가능성이있으므로
인명안전과관련된서비스는할수없음
인증받은자의상호 Molex CVS Dabendorf GmbH
/
제조자/제조국가 Germany /
기자재의명칭/ 모델명 LTE-MBC-CN /
기자재의명칭/ 모델명 MSIP-RMM-N7V-LTE-
MBC-CN
인증받은자의상호 Molex CVS Dabendorf GmbH
/
제조자/제조국가 Germany /
기자재의명칭/ 모델명 WCH-193 /
기자재의명칭/ 모델명 R-CMM-N7V-WCH-193

Taiwan
CCAK15LP0801T1
CCAE15LP0190T0

CCAF16LP2450T2
1. 經型式認證合格之低功率射頻電機，非經許可，公

司、商號或使用者均不得擅自變更頻率、加大功率
或變更原設計之特性及功能。

2. 低功率射頻電機之使用不得影響飛航安全及干擾合
法通信；經發現有干擾現象時，應立即停用，並改
善至無干擾時方得繼續使用。 前項合法通信，指依
電信法規定作業之無線電通信。低功率射頻電機須
忍受合法通信或工業、科學及醫療用電波輻射性電
機設備之干擾。

CCAE18LP0110T0
해당무선설비는운용중전파혼신가능성이있
음
低功率電波輻射性電機管理辦法
第十二條: 經型式認證合格之低功率射頻電機，非經許
可，公司、商號或使用者均不得擅自變更頻率、加大功
率或變更原 設計之特性及功能。
第十四條: 低功率射頻電機之使用不得影響飛航安全及干
擾合法通信；經發現有干擾現象時，應立即停用，並改
善至無干 擾時方得繼續使用。
前項合法通信，指依電信法規定作業之無線電信。
低功率射頻電機需忍受合法通信或工業、科學及醫療用
電波輻射性電機設備之干擾。
低功率電波輻射性電機管理辦法
第十二條經型式認證合格之低功率射頻電機，非經許
可，公司、商號或使用者均不得擅自變更頻率、加大功
率或變更原設計之特性及功能。
第十四條低功率射頻電機之使用不得影響飛航安全及干
擾合法通信；經發現有干擾現象時，應改善至無干擾時
方得繼續使用。前項合法通信，指依電信法規定作業之
無線電通信。低功率射頻電機須忍受合法通信或工業、
科學及醫療用電波輻射性電機設備之干擾。
本器材須經專業工程人員安裝及設定，始得設置使用，
且不得直接販售給一般消費者
電磁波警語標示：「減少電磁波影響，請妥適使用
輸入電源需使用所附的5A保險絲於產品前端做保護
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Thailand
เครื่องโทรคมนาคมและอุปกรณ์นี้ มีความ
สอดคล้องตามมาตรฐานหรือ
ข้อกําหนดทางเทคนิคของ กสทช.
เครื่องวิทยุคมนาคมนี้มีระดับการแผ่
คลื่นแม่เหล็กไฟฟ้าสอดคล้องตาม
มาตรฐานความปลอดภัยต่อสุขภาพของ
มนุษย์จากการใช้เครื่องวิทยุคมนาคม
ที่คณะกรรมการกิจการโทรคมนาคมแห่ง
ชาติประกาศกําหนด.

This telecommunication equipment conforms to
NTC technical requirements.

Ukraine
車両にはさまざまな無線装置が装備されています。 こ
の無線装置のメーカーは、ウクライナの無線装置に関
する技術規格 (Decree 355/2017) に準拠した仕様で
あることを宣言しています。 この情報には、2019 年
4 月以降の無線装置のメーカーとトランスミッション
の特性に関する詳細が含まれています。関連する適合
宣言の全文は、以下のウェブサイトからご確認いただ
けます。
hhttttppss::////ppoorrsscchhee..uuaa//aacccceessssoorreessaannddsseerrvviiccee//
ppoorrsscchheesseerrvviiccee//

United Arab Emirates
TRA REGISTERED No: ER58762/17,
DEALER No: 0018994/09
TRA REGISTERED No: ER38964/15,
DEALER: HUF ELECTRONICS GmbH
TRA REGISTERED No: ER36213/14,
DEALER No: DA36785/14
TRA REGISTERED No: ER497919/16,
DEALER No: DA0062437/11
TRA REGISTERED No: ER61595/18,

DEALER No: DA65993/17
TRA REGISTERED No: ER47992/16,
DEALER No: 0043253/10
TRA REGISTERED No: ER71148/19
DEALER No: DA0043253/10
TRA REGISTERED No: ER50430/16,
DEALER No: 0018994/09

United States of America
NNOOTTIICCEE::
This device complies with Part 15 of the FCC Rules.
Operation is subject to the following two conditions:
(1) This device may not cause harmful interference,
and
(2) this device must accept any interference
received, including interference that may cause
undesired operation.
Changes or modifications made to this equipment
not expressly approved by the manufacturer may
void the FCC authorization to operate this
equipment.
Radiofrequency radiation exposure Information:
The radiated output power of the device is far below
the FCC radio frequency exposure limits.
Nevertheless, the device shall be used in such a
manner that the potential for human contact during
normal operation is minimized.

Vietnam
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記号
◊ ボタンの設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 144
4WD

4 輪駆動ディスプレイ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 42
トルク配分の表示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 42

ガソリン
燃料計 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 38
燃料残量警告灯 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 38

ギヤのシフト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 171
グローブ ボックス

収納スペース. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 146
道路通行料自動徴収システム (ETC). . . . . . . . . . . . . . . . . . 182

グローブ ボックス内のドライブ
SD カード リーダー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 235
SIM カード リーダー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 235

グローブ ボックス内のポート
SD カード リーダー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 235
SIM カード リーダー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 235

ジャッキ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 121
エア サスペンション装備車のリフトアップに関する情
報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 60
車両のリフトアップ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 121

ジャンクション ライト. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 248
ジャンパー ケーブルによる始動 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 123

外部電源 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 123
ダイナミック コーナリング ライト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 247
ダイナミック ハイ ビーム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 248
ダッシュボードのタッチ ディスプレイ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 232

ホーム画面. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 234
情報ウィジェット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 234

データ接続
デバイス マネージャー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 169
確立する (外部 SIM カード) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 226
確立する (内蔵 SIM カード) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 226
車両 WiFi ホットスポットの使用. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 226

ディスプレイ
お手入れの諸注意 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 143

デコラティブ フィルム. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 141
お手入れの諸注意 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 141

デジタル タコメータ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 37
デジタル取扱説明書

オンボード. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3
デバイス マネージャー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 169

ドア
キーによるロック . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 134
ポルシェ コンフォート アクセスによるロック . . . . . . . . . 135
ポルシェ コンフォート アクセスによる車両のロック. . . . 135
開操作 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 135
緊急ロック. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 136
緊急解除 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 136
車内からの開閉操作とロック . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 135

ドア ミラー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 242
ドア ミラー ヒーターの ON/OFF を切り替える . . . . . . . . . . . . . . 55
ドアの緊急ロック. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 136
ドアの緊急ロック解除 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 136
ドライバー プロファイル. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 201
ドライビング データの表示（トリップ情報） . . . . . . . . . . . . . . 170
ドロップ フレーム機能. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 59
パーキング アシスタント

リバース カメラ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 194
パーキング ブレーキ

エレクトリック パーキング ブレーキ . . . . . . . . . . . . . . . . 208
ブレーキ テスト スタンドでの測定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 168

パーキング ロック
緊急ロック解除 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 85

パークアシスト. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 193
アクティブ パーキング サポート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 195
サラウンド ビュー (RTV) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 195
リヤ クロス トラフィック アラート (RCTA) . . . . . . . . . . . 198
降車警告 (EW) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 199
操作アシスト. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 198

パーソナル設定の呼び出し. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 201
パーティション ネット. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 257
パッシング ライト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 248
バッテリー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 187

お手入れ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 188
ジャンパー ケーブルによる始動. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 123
バッテリーの注意事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 187
警告 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 187
交換 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 188
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